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　　　幕間　回想録　～Neuroscientist recollects about them～







　気は確たしかか、というのが第一声だったと思う。

　ミュンヘン自治軍の要よう請せいに応こたえて魔ま法ほう士し開発プロジェクトに参加することに決めた──そう打ち明けるウィッテンに対して、私が返したのが、確かそんな言葉だったと記き憶おくしている。

　天あま樹ぎがシティ・神こう戸べとシティ・京きよう都との共同開発計画に協力するという話はすでに本人から聞いていたが、そちらについては特段驚おどろくほどのこともなかった。情報制せい御ぎよ理り論ろんの存在を世界に公表してからすでに半年。世界中のシティではあらゆる分野の科学者がこぞってこの全く新しい学問に立ち向かい、何とか実際の成果を──つまり、私達が論文の中で「架か空くうの存在」と偽ぎ装そうして記述した「実際に物理法則を書き換えることが可能な演算装置Ｉ－ブレイン」を生み出そうと苦く闘とうを繰くり広げていた。

　その理論の生みの親である三人の科学者を人々が放っておくはずなどもちろんなく、各国の研究機き関かんから送りつけられるメッセージの数はとうに数百万件を超えていた。共同研究の誘いを断るのに飽あきた私は二ヶ月ほど前から全すべてのシティとの接触を完全に遮しや断だんしていたが、そのしわ寄せは残りの二人ふたり、天あま樹ぎとウィッテンに向けられていた。

　そんな状況で天樹がフリードリッヒ・ガウス記念研究所の外に研究の輪わを広げていったのはごく自然な流れだった。魔ま法ほう士しが実用化された際にシティ間の戦力バランスを取るために、私がガウス記念研究所の内部に閉じこもる一方で天樹は最新の知ち識しきを世界中にそれとなく拡散させていく──確たしかにウィッテンを交えて三人で決めた今後の計画ではあったが、天樹がその役目を嬉き々きとして買って出たのもまた事実だった。

　──魔法士の誕たん生じようは、人類の正統な進化ではないかと思うのだよ。

　笑われるかもしれんが、と前置きして、天樹はそんな言葉をよく口にしていた。人類は「人」という枠わく組ぐみを捨てて、次の段階に進むときが来たのではないかと。太たい古この哺ほ乳にゆう類るいが猿から人へと脳を発達させ続けてきたのは、最終的にこの「魔法士」という新たな種を生み出すためではなかったのかと。そう語る天樹の目はどこか子供のようで、私はいかにもあなたらしい発想だと答えるのが常だった。

　そう。人類を変革させていくなどという大事業は、あの男にこそふさわしい。

　だがウィッテンは違った。

　あの若き天才が自らに課かした役割は、一人ひとりの少女を、北ほつ極きよく上空の衛えい星せいに隠れ住む最初の魔法士を世界から守り通すことのはずだった。

　──アリスが歩く世界が欲しいんです。

　夜よ更ふけすぎの研究室。無言で刺すような一いち瞥べつを投げる私に、少年はひるむことなく語り始めた。やはり、このまま少女をあの衛星に閉じこめておくことなど出来ない。あの子が生きていけない世界は間違っている。だから僕は世界を変える。世界中に魔法士が溢あふれて、魔法士の存在が人にとって当たり前のものになれば、アリスは今度こそ誰だれにも追われることなく生きていけるはずだ。

　そう言いい募つのるウィッテンに、私は息を吐いた。

　立体映像の論ろん文ぶんに視し線せんを落としたまま、それは君には向かない役目だ、と告げた。

　──どうしてですか。

　反論、というより困こん惑わくをにじませたウィッテンの声に、私は、天樹にも同じことを言われただろうと問うた。少年が自分のところに来るならあの男に話したあとに違いないという当て推量だったが、果たして、ウィッテンは驚おどろいた様よう子すで息を呑のんだ。

　──やめておくと良い。それは、君を不幸にする道だ。

　淡たん々たんとそう続ける私を前に、ウィッテンは何度も深呼吸を繰くり返してから、それでももう決めたことですから、と絞り出した。研究室を後にする少年の背中にようやく視線を向けて、私は嘆たん息そくした。

　──ウィッテン君は、科学に夢を見すぎる。

　天樹が常つね日ひ頃ごろから口にしていたその懸け念ねんを、私もまた、重いものとして感じていた。

　あの少年はおそらく、科学というものを信じている。自分の研究が生み出す未来が、自分が「変える」と言ったその世界が、今より幸せなものだと確かく信しんしている。

　それが、危あやうい。

　科学とはどこまでもただの道具に過ぎないのであって、一振りで人々を幸せにする魔ま法ほうの杖つえでは断じてない。

　そんな物の生み出す功罪を見通すことなど誰だれにも出来ないし、出来上がった世界が地じ獄ごくではないなどと誰にも保証することは出来ない。私が十歳のときに初めて書いた論ろん文ぶんは多くの患者を先天性の脳のう疾しつ患かんから救ったが、後のちに数種類の電子ドラッグを生み出す理論の大本となり、最初の理論が救った数の何百倍という中毒者を世に送り出した。全すべてはほんのわずかな運命のずれと、そこに関かかわった人の意志。それが良い方向に傾くか否いなかを決める権利は、理論を生み出した科学者自身の手には決して巡めぐって来ない。

　故ゆえに、私達は、「世界を変えよう」などと間違っても考えてはならない。

　己おのれの大脳の命じるままに知ることを欲し、己の大脳の命じるままに欲するところを為なす──科学者とはそうあるべきものであり、科学にそれ以上の意味を求めてはならない。

　もしそれでも夢が見たいというのなら、私達は自分の生み出した研究の行き着く先を全て背負う覚悟を持たなければならない。仮に新しい理論が最初に百人の人を殺し後に千人の人を救うとしたなら、私達はその全てを予見して百人と千人の命を秤はかりにかけ、理論を公表すべきか否かを神のごとく裁定するという責務を負わなければならない。

　私はその重荷を背負うことを放棄し、一人ひとり、己の理論を突き詰める道を選んだ。天あま樹ぎはその重荷を自らの意志で選別して、不ふ都つ合ごうな一切を「そんな物は私の知ったことではない」と笑えるだけの胆たん力りよくを備えていた。

　だが、アルフレッド・ウィッテンは。

　少年はそうと気付かぬまま全ての重荷を背負い、あらゆる功罪と正面から向き合う道へと突き進んでいた。

　その夜はウィッテンにとっての、そしておそらくは世界にとっての分ぶん岐き点てんだった。魔法士開発計画に関かかわることになったウィッテンは世界の各地で様さま々ざまな実じつ験けんに携たずさわり、多くの新たな魔法士を生み出した。彼の研究はＩ－ブレインの製造技術を飛ひ躍やく的てきに向上させたが、同時に幾つかの失敗も生んだ。その失敗はどれも個人の責任を問うことなど出来ない偶ぐう然ぜんの結果だったが、ウィッテンは自身を深く責めた。誰も見ていない場所で傷つき、血を流しながら、ウィッテンはそれでも、少女のために世界を変えようと戦い続けた。

　けれど、いかな天才であろうと少年一人の手はあまりに小さく、世界は強固で広大だった。

　……ついに届くことのなかった、祈り。

　その代だい償しようが永遠の冬に閉ざされたこの世界なのだとしたら、私にも責任の一端ぐらいはあるのかも知れない。




　　　　††††††††††††††




　西せい暦れき二一八六年五月十四日。

「大気制せい御ぎよ衛えい星せい暴ぼう走そう事故」という言葉と共ともに世界中の人々の記き憶おくに刻まれることになったその日、空の上で何が起こったのかという問いに対して、残念ながら私は明めい確かくな解を持たない。世界で最も真相に近い場所にいたはずの私達ではあるが、それでも、事件の全容を解明するにはパズルのピースが到とう底てい足りない。

　が、それでも、幾つかの手がかりを示すことは出来る。

　──世界を覆おおい尽くすことになる遮しや光こう性せい気体の雲が、南なん極きよく衛星を起点に発生したこと。

　──当時の少女は、私達が提案したある実じつ験けんを行っていたこと。

　──南極衛星を包囲するシティ自治軍の大部隊があって、私達はすでにその部隊に捕らわれていたこと。

　──空軍の部隊が衛星への突入を試みたのと前後して、異変が始まったこと。

　──そして、事件以降、南極衛星への出入りが不可能になり少女との通信も途と絶だえたこと。

　多くの人が知りようのない事実を列挙するなら、こうなる。仮に暴走事故が起こらなかったとすれば衛星は軍に占せん拠きよされ、少女は捕らえられていただろう。最初の魔ま法ほう士しである少女は研究施設に幽ゆう閉へいされ、絶望の人生を送ることになっていただろう。

　だから、あの事故が少女の起こしたもの、と考えることは可能ではある。

　運命に絶望した少女が最後に世界に対して復ふく讐しゆうを試みたのだ──そう考えれば、確たしかに筋は通る。

　しかし私は、どうしてもそう結けつ論ろんすることが出来ない。なぜなら、あの子の傍そばには常にウィッテンがいたからだ。少女にとっての世界とは、まさしくあの少年だった。だから、ウィッテンを不幸にするような道を少女が選ぶはずがない。仮に暴走事故を引き起こしたのが少女だったとしても、そこには抗あらがいようのない理由があったはずだと思うからだ。

　少年と少女があの空の向こうの家で過ごした時間。

　そこに、嘘うそはなかったと信じるからだ。




　　　　††††††††††††††




　大戦終結から六年。私は今も世界の流れに背を向けて、一人ひとり研究に打ち込む日々を過ごしている。数ヶ月前から患わずらっている肺病はいよいよ悪化し、最近は薬の助けを借りなければ起きあがることもままならない。地下施設を改造したこの研究所には自分の他ほかにもう一人魔法士がいて、身の回りの世話は全すべてその子に任せている。退屈を紛まぎらわすために三年ほど前に作ったのだが、なかなか良く気が利く。たぶん自分にとって最初で最後の作品。悪あく魔ま使いの少女にしようかとも一度は思ったが、あまりにも自分の主義に反する気がして一番平凡な人形使いの男の子にした。

　天あま樹ぎがいたら、あのエリザベート・ザインがとうとう孤独に負けたかと笑うだろう。

　それも良いかも知れないと、実は、少しだけ思っている。

　透明なドームに覆おおわれた展望室で安楽椅い子すに座り、吹雪ふぶきの向こうに広がる鉛なまり色いろの空を見上げて考える。結局、あの二人ふたりの人生は何だったのだろう。世界に追われた少女と、それを守るために世界と戦った少年。傷つきながら走り続けた少年の足はとうとうゴールにたどり着くことはなく、「ただ当たり前に街を歩きたい」という少女の願ねがいも叶かなうことは無かった。少女は空の向こうに消え、少年の消息もまた、大戦の最中に途と切ぎれた。それを傍かたわらで見続けた天樹はすでに死に、私もまた病やまいの床とこでその生しよう涯がいを終えようとしている。

「アリス」という少女がいたことを人々は知らない。あの子の歩んだ道を示す物は、もう、この世界にはほとんど残されてはいない。

　それでも、目を閉じれば思い出すのは少年と少女の笑え顔がお。

　年を経へて背が伸び、もう少年と少女では無くなっても、いつも手を繋つないではにかんだように笑っていた二人の姿を今もはっきりと思い返すことが出来る。

　大気制せい御ぎよ衛えい星せいの内部に隠された、少女が暮らすための家。そこはいつしか少年と少女二人の居場所となり、広大な庭園には四季の花々が揺れた。私を出迎える二人の顔はいつも穏おだやかで、柔らかな色しき調ちようで飾り付けられた家には少女の手料理と歌声と、暖かな言葉が溢あふれていた。

　──それが、彼らのささやかな幸せだったのだと、私は願う。

　生涯何かを願うということのなかった私だが、それだけは、今も願い続けている。






　　　第八章　人間の条件　～My life,your life～







　隠し階段を通って地下から戻ってきたときには、夜の十時を過ぎていた。

　北ほつ極きよく衛えい星せいの内部に隠された家、数時間前に夕食をとった広間。木もく目め調ちようのテーブルに突っ伏して、錬れんは深々と息を吐いた。

「お疲れさま」

　向かいの席で携けい帯たい端末を操そう作さしていたディーが、顔を上げて柔らかく笑う。ポットの紅茶をカップに注ぎ、こっちの目の前に差し出して、

「作業は無事に完了？」

「一応はね」

　ありがと、と呟つぶやいて錬はカップを両手に取る。

　ゆっくり身を起こし、ほどよい温度の紅茶に少しだけ口を付けて、

「とりあえず、奥の部へ屋やのデータベースにはここからアクセス出来るように回かい線せん引っ張っといた。って言っても、プロテクトとかそのままだから中身読むには時間がかかりそうだけど」

　カーペット敷じきの床ゆかに口を開けた階段の入り口を振り返り、呟く。

　階段の先に隠された部屋と、その奥に隠されていたもう一つの部屋。

　棚一面の記き憶おく装置に残されていたデータ──アルフレッド・ウィッテンによって書きつづられた「魔ま法ほう士し誕たん生じようの真相」を知った衝しよう撃げきから、まだ頭が醒さめきっていない。

　魔法士が元々、自然発生した人間の変異種であったこと。

　その脳を研究する過程で発見されたのが情報制せい御ぎよ理り論ろんだったこと。

　最初の魔法士がアリスという名の少女で、シティの自治軍に追われていたこと。

　だが、これだけの情報を得てもなお、過去の真実を全すべて明かしたと言うには到底足りない。軍に追われた少女を隠すために三人の科学者は大気制御衛星をどうしたのか。情報制御理論はなぜ世界中に向けて発表されたのか。衛星の暴ぼう走そう事故はどうして引き起こされたのか。「アリス」はどうなったのか。そして、ウィッテンは戦中から戦後にかけてどんな道を辿たどり、どうしてこの衛星の中で生しよう涯がいを終えることになったのか──

「それで、ウィッテンさんの……その、遺い体たいは？」と、ためらいがちなディーの声。

「奥の部屋に残したまま」錬はカップをテーブルに置き「本当はすぐに火か葬そうにするとかお墓はか建てるとかしたいけど、ここまでいろんな仕掛けがあると、あの遺体自体にも何か隠されてるかも知れないから」

　地下の部屋の奥で発見されたウィッテンの亡なき骸がらは、一切手を付けずに生命維い持じ槽そうごと元の場所に置いてある。周囲の壁かべを埋め尽くしていた膨ぼう大だいな数の記き憶おく装置にはこの広間からアクセスできるようにしたから、しばらくは地下の部へ屋やに出入りする必要はない。「遺い体たいを動かせない」という状況を考えた、錬れんなりの配はい慮りよだ。

「そうだね、確たしかに」とディーもうなずき「サクラには、少し辛つらいかもしれないけど」

「うん……」

　呟つぶやくディーの言葉に、錬も少女のことを思い出す。地下室から戻ってきたサクラは「少し風に当たる」と言い残して玄関から家の外に出て行ったきり帰ってくる気け配はいがない。

　ウィッテンの遺体と対面したのがショックだったのだろうか。ディーの説明によると少女がウィッテンと共ともに過ごしたのは生まれてからメルボルン跡地の町に預けられるまでのせいぜい数ヶ月のはずだということだが、わずかそれだけの繋つながりでも少女にとっては大きな意味を持っていたのかもしれない。

　が、似たような境きよう遇ぐうでも生みの親と結局一度も顔を合わせたことのない錬には、今ひとつ想像が付かない。

　例えば真ま昼ひるや月つき夜よが行方ゆくえ不明になって何年か後に遺体で発見された、なんてことになったら自分は取り乱すし泣き叫ぶだろうとは思うが、それとサクラの様よう子すとはまた少し違うように錬には思える。

「……ま、僕らが悩んでも仕方ないか」腕組みすること数秒、それ以上の思考を諦あきらめてカップの紅茶を飲み干し「それで、他ほかの二人ふたりは？」

「フィアさんとイルは二階の書斎の通信端末。二人で手分けして、地下の町のセラ達とその、HunterPigeonだっけ？　錬君の知り合いの船に隠れてる祐ゆう一いちさん達に状況を説明して……」

「終わったでー」

　ディーが言い終わる前に広間の扉とびらが開き、相変わらずシンガポール自治軍の軍服姿のイルが軽く手をあげる。サングラス越しの瞳ひとみで部屋をぐるりと見回して「何や、あいつまだ帰って来てへんのか」と小さく呟き、自分の椅い子すにどっかりと腰を下ろす。

　後に続くのは金きん色いろの髪にエメラルドグリーンの瞳の少女。

　フィアは何だか難むずかしい顔で錬の隣となりに座り、自分の紅茶のカップを見つめたまま黙だまり込む。

「えっと……何かあったの？」

　おそるおそる問うと、え？　と驚おどろいた声。

　少女は「何でもないです」とぎこちなく笑い、

「地下の町に通信して、セラさんにこっちの状況を説明しました。詳しい話は伏せて、アルフレッド・ウィッテンさんが書いた大戦前の記き録ろくが見つかったからみんなで調しらべてる、って……」そう言ってテーブルの向こうのディーに顔を向け「それで、良いんですよね？」

「うん、ありがとうフィアさん」

「ちょ、ちょっと待って！」柔らかな笑え顔がおでうなずくディーに思わず錬は身を乗り出し「いつの間にそういう話になったの？　ってか、あの三人にはもっとちゃんと説明しないと！　エドもファンメイも知りたがると思うし、それにセラちゃん……で良いのかな？　余計なお世話かも知れないけど、あの子には真っ先に教えてあげないといけないことだと思うんだけど」

　自分達がウィッテンの記き録ろくから得た真実──最初の魔ま法ほう士しが人工的に作られたものではなく、普通の人間から自然発生したものだという情報を頭の中で反はん芻すうする。

　少年の連れ添いであるセラという少女の生おい立ちについては、色いろ々いろな人から聞いてそれとなく知ってはいる。

　だからあの子には魔法士誕たん生じようの真実を伝えてあげるべきではないのか──そう考える錬れんの前でディーは「そうなんだけど」と視し線せんをうつむかせ、

「何て言うか……まだ、ぼくの中でちゃんと整せい理りが出来てなくて。セラみたいに普通に生まれた魔法士がいた、っていうことをどう考えたらいいのか。セラにとって良いことなのか悪いことなのか、それとも意味がないことなのか。それが分かったらセラは喜ぶのか悲しむのか。何だか考えれば考えるほどごちゃごちゃで……」

　こっちに顔を向け、困ったように小さく笑い、

「ごめん……何を言ってるのか分からないね、これじゃ」

「え、や、そんなことは……」錬は慌あわてて首を振り「そうだよね。そんなに単純な話じゃないよね」

　確たしかにディーの言う通り。最初の魔法士が少女と同じように生まれたからといって、それで少女の問もん題だいが解決するわけでは無いし、少女がその事実をどう受け止めるかなんて錬には想像することすら出来ない。

「分かった。じゃあ、その話は地下の町の三人にはしばらく秘密ってことで」

　テーブルの他ほかの面々に視線を向けると、イルもフィアも大きくうなずく。「ありがとう」と笑うディーに錬も笑え顔がおを返し、「あれ？」とふと首を傾かしげて、

「でも、セラちゃんやエドはともかく、そんな説明でよくファンメイが納得したね。絶対に大おお騒さわぎして、根掘り葉掘り訊きこうとすると思うんだけど」

　フィアの親友である少女のやかましい声を思い出し、思わず顔をしかめる。

　と、「えっと、それが」とフィアはまたしても難むずかしい顔で、

「通信に出たのはセラさんだけで、ファンメイさんとエドさんは町のお爺じいさんたちのお手て伝つだいをしてて手が離はなせない、って」

「そうなの？」

　錬は内心で首を傾げる。一体何の手伝いをしているのかは知らないが、ファンメイが並大抵の理由でフィアと話す機き会かいを逃すとは思えない。よほど大変な作業に巻き込まれてでもいるのだろうか。

「けど、好都合って言えば好都合か。どうせ訊かれても詳しい話出来ないんだし」錬は一人ひとりうなずき、俯うつむくフィアの横顔を覗のぞき込んで「……何か、気になるの？」

「え、いえ……」

　少女は静かに首を振り、顔を上げる。

　大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみでこっちを見つめてにっこり微ほほ笑えみ、

「大丈夫です。きっと考えすぎだと思います」

「……そっか」

　その言葉に錬れんもうなずく。同どう調ちよう能力を逆用してフィアの考えを読み取ることはもちろん可能だが、そんな失礼なことは出来ない。

　小さく息を一つ、少女とは反対隣どなりに座る白髪の少年に顔を向け、

「じゃあ地下の町はそんな感じで。ヘイズや祐ゆう一いち達の方は？」

「お！　ようやくおれの出番かいな」待ちくたびれた、という感じでイルは両手を叩たたき「そっちにはウィッテンの記き録ろくのデータそのまま送って、細かいところまで色いろ々いろと説明しといたわ。向こうにはロンドンやら賢けん人じん会かい議ぎやらいろいろおるから隠しとこかなー、とか最初は思ってんけど、よー考えたらあの船におる全員ここにおる誰だれかから後で話聞けるんやから、今説明しといた方が面めん倒どう無くてええやろ」

「ま、そうだね」

　錬は内心で苦笑する。あの船にはヘイズ、祐一、クレアというシティに無関係な三人に加えて、通信経由とはいえロンドン、モスクワ、それに賢人会議の関係者が集つどってしまっている。モスクワ自治軍のエージェントである少年の立場からすれば「念のためにひとまずロンドンと賢人会議の関係者には伏せて」ぐらい考えても良さそうな物だが、そういう無意味な小こ細ざい工くを弄ろうさないあたりは素す直なおに感心してしまう。

「それで、みんなは何て？」

「信じられへんとか言うてられへんなー、みたいな微妙な感じやったわ。お前の姉ねえちゃんとか『またややこしくなった』て、そらもう嫌いやそーにしとったけど」イルは何な故ぜだか嬉うれしそうな顔で携けい帯たい端末を取り出し「で、ウィッテンの日記があと半分残ってそうや、て言うたら、あっちで相そう談だんして後で連絡する……て、もう来たわ」

　計ったようなタイミングで携帯端末が音を立て、テーブルの上に立体映像ディスプレイが出現する。おそらくは二階にある通信端末を連動するように細工したのだろう。ノイズ混じりのディスプレイの向こうに、錬の良く見知った赤毛の男が姿を現す。

『とりあえずモスクワの兄にいちゃんに話は聞いた。そっちものんびり待たい機き、ってわけにはいかねぇみてーだな』

「うん、何かそうみたい」錬は何となしに頬ほおをかき「そっちのみんなは？」

『祐一の旦だん那なはお前の兄貴とクレアと一いつ緒しよに転送システムの改修。先生はロンドンとシンガポールの動き邪じや魔まするためにいろいろやってるみてーで、そこのモスクワの兄ちゃんの知り合いのシスターとお前の姉貴が手て伝つだってる』

「そっか」錬れんはうなずき、息を吐いて「それで……ヘイズはどう思う？」

　もちろん錬達が見つけたウィッテンの記き録ろくのことだ。そんな分かり切ったことは言わないし、ヘイズも訊きかない。

　赤毛の男は『どーもこーもねぇだろ』とわしわし頭をかき、

『待たい機き制せい御ぎよ衛えい星せいの中にそんな隠かくれ家ががあって、ご丁てい寧ねいに地下室に専用の部へ屋や作ってウィッテン本人の死体まで見つかってんだ。嫌いやでも何でも信じるしかねぇ。……問もん題だいは、残りの記録に何が書いてあるかってことだな』

「そう……ですね」と、テーブルの向こうからディーが口を挟み「ここまでで分かってることで大事なのって、結局は『魔ま法ほう士しが元々は普通の人間から生まれた物だ』ってことだけ。確たしかにすごいことですけど、こんな場所に隠さないといけないような重要な情報かって訊かれると……」

「せやなー」と、隣となりで聞いていたイルがうなずき「逆に言うたら、ここから先の記録に書かれてるんはほんまにヤバイ、うっかり公表しようとしたら間違いなくシティに消されてたみたいな話、いうことになるんかな」

『そーいうことだな』ディスプレイの向こうのヘイズは一つ指を鳴らし『ってことでこっちで色いろ々いろ話し合ったんだけどよ。その残りの半分の記録、通信繋つないでこっちでもそっちと同時に読む、ってのはいけるか？』

「え？」思わぬ提案に錬は目をしばたかせ「や、出来るかって聞かれたら出来るけど、でもたぶん明日あしたの朝までは丸々かかるよ。ちょっと調しらべたんだけど記録の残り半分ってプロテクトが前半分とは比べ物にならないくらい固いみたいで、Ｉ－ブレイン使っても秒単位で解除するっていうわけには……」

『ま、その辺は大丈夫だろ。こっちはそっちと違ってやること山やま積づみだし、魔法士じゃない連中が半分以上で読むにも時間かかるしな』ヘイズはいつになく真ま面じ目めな顔で『とにかく、いきなりでかい話になったんでこっちもどう動けばいいか考えてる最中だ。そっちの記録から何が飛び出してくるかわかんねーけど、中身次第じゃお前ら助けた後ですぐに動き出さなきゃならねぇかもしれねえし。……そもそも、お前らがその衛星から出るときに上う手まくデータが持ち出せるとは限らねぇんだから、どっかにバックアップが要いるだろ』

「そっか、そうだね」

　赤毛の青年の言葉にうなずきつつ、錬は頼もしさを覚える。自分達がこの衛星から無事に脱出する、ということ自体は、ヘイズの中ではすでに決定事項らしい。

「ま、そんなとこでええか」と、全員を代表するようなイルの声「ほな、いろいろ決まったところで始めよか」

　少年は携けい帯たい端末をテーブルの中央に置き、錬が地下から引いてきた回かい線せんを繋いで、

「アクセス端末はこれでええとして、問もん題だいはプロテクトの解除やな。蓄ちく積せき疲労怖いから交代でやるとして、最初は誰だれから行く？」

「え、じゃあ僕……」

　こんなことで時間を取っても仕方がない。錬れんは真っ先に手をあげようとし、

「──私がやろう」

　広間の扉とびらの向こうから、少女の声。

　とっさに振り返る一同の前に、ツインテールに編あんだ長い黒髪が翻ひるがえる。

「サクラさん……」

「サクラ……」

　小さく名を呼ぶフィアとディーにうなずく少女。

　ごく自然な所しよ作さで自分の席に着き、かすかに頭を下げて、

「すまない、勝手に席を外はずした」

「え、いや、それはいいんだけど」錬は一いつ瞬しゆん言葉に迷い「その……大丈夫なの？」

　ああ、と答えるサクラ。

　何かを考えるように視し線せんを伏せ、ややあって顔を上げ、

「勝手ついでにもう一つ頼みがある」テーブルの周りの一同を見回し「後でどこかに父とう様さまの墓はかを作りたいのだが、手て伝つだいを願ねがえるだろうか」

「は？」これにはイルが目を丸くし「お、おお。そらもちろん安いもんやけど」

　なあ？　と同意を求める少年に錬は慌あわててうなずき、フィアとディーも従う。

「貴方あなた達に感かん謝しやを」サクラは息を吐き、ディスプレイの向こうのヘイズを見上げて「お待たせした。すぐに始めてもいいだろうか」

『……ああ、頼む』

　何だか神妙な顔でうなずくヘイズに、サクラは「了解した」と答える。黒い手袋に包まれた指が有ゆう機きコードを取り上げ、端子をうなじに押し当てる。

　──微かすかな起動音。

　プロテクトの解除処理を表す数百のディスプレイが、テーブル上の空間を埋め尽くした。
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　ディスプレイの隅すみに表示された時計とけいが、午後十時を示した。

　通信回線の向こうに現れた白髪の男──シティ・シンガポール首相カリム・ジャマールは、豪ごう奢しやな机の上に両手を組んで静かに息を吐いた。

『ひとまずそちらの状況を聞こう、フェイ大使』

　その言葉に最敬礼で応こたえ、フェイは自分の椅い子すに座る。北ほつ極きよくに設営されたシンガポール自治軍の駐ちゆう屯とん施設内、上級士官用に設営された宿舎の自室。テーブルに埋め込まれたタッチパネルに指を滑すべらせ、北ほつ極きよく全域の現在の戦力分布図を呼び出し、

「世界再生機き構こうを名乗る謎なぞの組そ織しきですが、六時間前の通信で軍に対して撤てつ退たいを要求して以降、目立った動きは見られません。我わが軍とロンドン自治軍は地下施設を中心にした半径百キロの領域を挟んで完全に膠こう着ちやく状態。両軍のフライヤーが定期的に突入を試みていますが、施設内からの攻こう撃げきを受けて撤退を余よ儀ぎなくされている状況です」

『特段の変化は無し、か』首相は難むずかしい顔で腕を組み『こちらでも議ぎ会かいで今後の対応を検討したが、議ぎ論ろんが錯さく綜そうするばかりで小休止となった。ともかく敵の正体と全戦力を解明することが第一なのだが、現状では判断材料が足りん』

「組そ織しきの代表と思われる魔ま法ほう士し三名については？」

『それについては幾つか判明した。まず元神こう戸べ自治軍の騎き士し「黒くろ沢さわ祐ゆう一いち」だが、三年前の西せい暦れき二一九六年にベルリン自治軍の客員士官として登とう録ろくされている。が、その二年後、二一九八年のシティ・神戸消滅事件に関かかわった際に行方ゆくえ不明。その後半年ほどの足取りは不明だが、驚おどろいたことに例のメルボルン跡地の事件のときはあの場にいて、賢けん人じん会議の協力者としてモスクワ軍と戦ったらしい』

「賢人会議の協力者？」思わぬ繋つながりに一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをひそめ「他ほかの二人ふたりについては」

『そちらも色いろ々いろと興きよう味み深ぶかい事実が判明した。まず千里眼クレアヴオイアンスNo.7についてだが、先月のニューデリーの事件以降、マサチューセッツで存在が確かく認にんされていない。雲上航こう行こう艦かん「FA-307」も同時に姿を消し、軍内部で脱走者として追跡の動きがあるらしい。それから最後の一人ひとり、「人食い鳩ばと」を名乗る男についてだが……』

　そこで言葉を切り、首相は、驚くなよ、と前置きして、

『半年前の世せ界かい樹じゆ事件の際に一度ロンドン自治軍に所属し、後に行方不明。現在はロンドン政府の捜索者リストに名前を連ねている』

「それは──」

　そう言ったきり言葉が続かない。予想だにしなかった情報に頭が混乱する。

　……あの三人と賢人会議、それにロンドンに繋がりが……？

　一見すると極きわめて重要な情報のようだが、現状ではそれが本当に重要か否いなかを判断することすら出来ない。たとえて言うなら完成図の分からないパズルのようなもの。いかに特徴的で色いろ鮮あざやかなピースが手に入ったところで最終的に完成させるべき絵のデザインを知らなければ、そのピースがどこに当てはまるかはおろか、そもそも自分が手に入れたピースが本当にこのパズルの一部なのかすら判断することは出来ない。

　……まずは、冷静な現状分析を……

　世界再生機構が占せん拠きよする地下施設には、北極衛えい星せいに通じる転送システムが隠されていることが判明している。そして、ロンドン自治軍とシンガポール自治軍の戦せん闘とう中ちゆうに起動システムによって、五名の魔ま法ほう士しが実際に衛えい星せいに転送されている。賢けん人じん会かい議ぎの魔法士が二人ふたり、スパイとしてこちらの軍に紛まぎれ込んでいたモスクワ自治軍の魔法士が一人ひとり、そして未いまだ正体不明の魔法士と思おぼしき二人。この二人については転送システム起動の直前に「黒くろ沢さわ祐ゆう一いち」と会話していたという情報もあるが、詳しいことは何一つ分かっていない。

　一方で、地下施設の内部には、人質に取られた魔法士が三人。

　こちらはやはり賢人会議の魔法士が一人とロンドン自治軍の魔法士が二人。世界再生機き構こうは彼らを人質に取り、ロンドン自治軍とシンガポール自治軍に対して撤てつ退たいを要よう請せいしている。

　……状況に関かかわるのは我わが軍とロンドン、賢人会議、世界再生機構、それにモスクワか……

　思考のスタート地点は今回の作戦の開始時ではなく、転送システム起動の後に設定するべきだろう。賢人会議の魔法士が衛星に転送されたことを知ったシンガポール軍は転送システムを制圧するために行動を開始し、それに対抗する形でロンドン軍も動き出した。

　後のちに世界再生機構の人質になっていることが判明する行方ゆくえ不明の魔法士についてはまだシンガポール軍は消息をつかんでいないし、作戦行動を解析した限りではロンドン軍もそれは同様であったことが分かっている。

　つまり、この時点でのロンドン軍の目的はあくまでも転送システムを制圧し、こちらとの交渉材料として利用することにあったと思われる。

　……そこで、世界再生機構の登場、か……

　賢人会議とロンドン軍の魔法士を人質に両軍に撤退を迫る謎なぞの組そ織しきの出現。ここに至って初めて、ロンドン軍には今回の事件に積せつ極きよく的てきに関かかわる理由が出来たとも言える。初めは地下施設住民の小しよう規き模ぼな抵抗と思われたその組織は世界再生機構を名乗り、背後にはシティ・モスクワの影かげが見え隠れし始めた。

「地下施設の映像に映っていた老人達の正体については？」

『それについては情報部から報告が寄せられている。大戦前の、旧シティ・オスロの市民リストとデータが一致したということだが……』そう言って、フェイのかつての上官である首相はふと眉まゆをひそめ『フェイ大使、つまらんことを訊きくが……』

「知人ではありません。あるいは街ですれ違った程度の接触があった可能性は否定しかねますが、崩ほう壊かい前のオスロには一千万以上の市民がいましたので」淀よどみなく答え、一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを伏せ「……仮に知人であったとしても、今の私を見てかつての私を想像する者がいるとは考えられませんが」

　そうだな、とうなずく首相に無表情を向けたまま、心の中で息を吐く。

　今は、その問もん題だいを考えるべきときではない。

「オスロ」と「老人達」に関するそれ以上の思考をひとまず停止し、分析を再開する。

　……問題は、賢人会議とロンドンの魔法士が、同時に人質になっている点か……

　世界再生機構が二つの組織の魔法士を同時に人質に取っているという事実は重要なポイントだ。例えばこれが「賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士しだけ」あるいは「ロンドン自治軍の魔法士だけ」が人質になっているのならば人質自体が完全な狂言で全すべてがどちらかの組そ織しきのしかけたブラフという可能性も考えられるのだが、二つの、それも少なくとも協力関係にはない組織が同時にとなるとそういうわけにはいかない。

　仮に世界再生機き構こうが賢人会議とロンドンのどちらかによって仕掛けられたダミーだとしても、もう片方の「本物の人質」を押さえる必要がある以上、あの地下施設には相応の戦力が存在する──それも、今回のシンガポール軍とロンドン軍と賢人会議の行動が始まる以前から用意されていたことになる。

　そして、さらに言うならその場合、世界再生機構が二つの組織、どちらか片方の隠かくれ蓑みのであるという可能性も実は相当に低い。そのような戦力を地下施設にあらかじめ用意していたということはその組織は衛えい星せいに通じる転送システムの存在を事前に知っていたということであり、必然的に、転送システムを危険にさらす可能性があるこの北ほつ極きよくで戦せん闘とうを行うはずがないからだ。

　同様の思考はモスクワについても成り立つ。シティ・モスクワ本国で空軍が出しゆつ撃げき準備とも取れる行動を開始したという情報は無視できないし、実際にエージェントまで送り込んでいる以上は何らかの関かかわりがあるのだろうが、世界再生機構がモスクワの完全なダミーと考えるのはやはり無理がある。モスクワ政府が転送システムの存在を事前に知っていたのなら、今回のシンガポール軍とロンドン軍の動きを知った段階で北極での戦闘を阻そ止しするために外交ルートから何らかの圧力があったはずだからだ。

　以上の要素を総合して、もう一度「世界再生機構」という存在について考えるなら、

　……少なくともシティに抵抗出来るだけの実効戦力を備えた、独立組織ということか……

　現時点で判明している事実に整せい合ごうを取ろうとするなら、そう判断せざるを得ない。

　が、その結けつ論ろんには、幾つか腑ふに落ちない点が存在する。

「……世界再生機構は、なぜ、人質を三人と主張したのでしょう」

『なぜ、とは？』フェイの言葉に首相は首を傾かしげ『彼らは確たしかに三人の魔法士を人質に取っているはずだが。ロンドン自治軍の二人ふたりに、賢人会議の一人ひとり……』

　言いかけた言葉が止まる。

　そうか、と呟つぶやく首相にフェイはうなずき、

「彼らの計算には大気制せい御ぎよ衛星に転送された賢人会議の魔法士二人が入っていない。それはつまり彼らがその魔法士の正体を知らない……という可能性はさすがに低いにしても、少なくとも自分達の人質とは認にん識しきしていないことを意味します。世界再生機構が転送システムを管理、研究する組織であるなら、これは奇妙なことではありませんか？」

『転送システムの起動は、彼らにとっても計算外のことであった、と？』

「おそらくは」フェイは肯定し「そしてもう一つ、こちらはより曖あい昧まいな疑問なのですが……彼らはなぜ、あのタイミングで声明を発表し、行動を起こしたのでしょう」

『む？』この言葉に首相は眉まゆ根ねを寄せ『どういうことか、フェイ大使。彼らは賢けん人じん会かい議ぎとロンドンの魔ま法ほう士しを人質とし、シティと交渉出来るカードを手に入れたところで行動を開始した。そういうことではないのか？』

「それは確たしかなのですが」フェイはテーブルの上で両手を組み「では表現を変えさせて頂きます。地下に囚とらわれた三人の魔法士が捕ほ虜りよとなったのは、そもそも転送システムの余波に巻き込まれて行動不能に陥おちいったからと考えるのが妥だ当とうです。システムの起動が世界再生機き構こうの意志でないとするなら、彼らが人質を手に入れたのは全くの偶ぐう然ぜんということになる。……彼らはなぜ、それまで行動を起こさなかったのでしょう。運良く人質が手に入らなければ、彼らはこの状況をどうやって収拾するつもりだったのでしょう」

　なるほど、と首相がうなずき、

『彼らはすでに、我わが軍とロンドン自治軍に対してある程度の損害を与えている。本来ならその戦力を、もっと早い段階で行使してくるはずだ、と』

「一考に値するかと考えます。無む論ろん、不ふ確かく定てい要素の多すぎる推論ですし、敵の戦力を計る材料とはなりませんが」

『いや十分だ。早速、その方向で情報部に解析を進めさせよう』そう言って、白髪の首相は感かん慨がい深げに息を吐き『まったく。錆さびんな、君は』

「は……」

　どう答えたものかと、一いつ瞬しゆん、判断に迷う。

　と、首相は『まあいい』と息を吐き、

『ともかく、議会ではいまだに今後の対応が決定出来ん状態だ。そちらの作戦指揮官には、すでに「現状維持」の指令が送られている。何とか夜明けまでに結論を出したいところだが……』

　そこで言葉を切り、白髪の男が口を閉ざす。

「何か、問もん題だいが？」

『……ここだけの話だがな』フェイの問いに首相は巌いわおのような顔で『今回の一連の事態に伴って、軍部の一部に光耀クアンユーの予測を疑問視する動きがある』

「疑問視、とは」

『言葉通りの意味だ、フェイ大使』首相は豪ごう奢しやな椅い子すに背中を預け『元々、軍部には戦中から戦後にかけて他シティから流入した、光耀による政治運営の時代を知らない者が多い。……その一部に、想定外の事態が続く今回の作戦に不信感を覚え、「賢人会議と同盟すべき」という光耀の作戦そのものに異を唱となえる者が現れ始めている』

「それは……」フェイはさすがに一瞬だけ驚おどろき「何らかの、実力行使が？」

『不明だ。が、今のところ反対派と目されている数名の将校の指令系統には今回の作戦に参加している幾つかの部隊が含まれている。……賢人会議は現在主要な構成員の大半を失い、唯一残っているのは無防備な参さん謀ぼう役やくだけ。念のために護ご衛えいが必要になるだろう』

　その言葉と共ともにフェイの目の前に別なディスプレイが出現し、問もん題だいの部隊の所属らしい兵士のリストが表示される。

「すぐに手配を」

『頼む』ディスプレイの向こうの首相はうなずき『今回の光耀クアンユーの予測が正しいか否か。不明なのは我われ々われにとっても同じだが、それが決定されるまで賢けん人じん会かい議ぎのメンバーに害が及ぶようなことがあってはならん。……妙な任務になるが、君は賢人会議を保ほ護ごし救出のために動きつつ、彼らと本当に手を結ぶべきか否いなか、結けつ論ろんを急いで欲しい』

　了解しました、と答えて通信を切る。テーブルに埋め込まれたタッチパネルを叩たたき、賢人会議にあてがった宿舎の警けい護ご、というより監かん視し状況を呼び出す。

　担当の兵士のリストを一読して、問題のメンバーが含まれていないことをともかく確かく認にん。

　天あま樹ぎ真ま昼ひるが休んでいるはずの部へ屋やに向けて、通信回かい線せんを開く。

『……これはフェイ大使。何か動きが？』

　ディスプレイ越しとはいえ断りもなしに現れたためだろう、真昼がさすがに驚おどろいた顔をする。フェイはそんな青年の背後を凝ぎよう視しし、室内、少なくともカメラに写る範はん囲いに異常がないことを確認して、

「参さん謀ぼう殿、いささか面めん倒どうなことになった。すぐにその場所を動いて頂く」

『え？』

　どういうことか、と不ふ審しんな顔をする真昼に、フェイは本国での動きを手短に説明する。

『同盟に反対する勢力、ですか』黒髪の青年は何かを考える素振りを見せてからうなずき『分かりました。セキュリティを考えると、僕は大使と同じ建物に移った方が良さそうですね』

「さすがに理解が早い」フェイはうなずき「こちらの宿舎は駐ちゆう屯とん施設内で最も厳げん重じゆうな警けい戒かいが敷しかれている。参謀殿は監視されるような形になってしまうが、堪こらえて頂く」

『仕方のないことです。……では、すぐに支し度たくを』

「こちらも準備が出来次第、迎えを送る」そこで言葉を切り、フェイは何気ない会話を装よそおって「時に参謀殿、世界再生機き構こうの代表、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちという男について、何かご存じでは無いか？」

　あるいは、こんな状況なら青年がミスを犯すのでは無いかと思い、尋たずねる。

　が、真昼は自然その物の態度で『シティの情じよう報ほう網もうは侮あなどれませんね』と苦笑し、

『メルボルンの話ですか』

「そうだ。……では、あの男が賢人会議に協力してモスクワ軍と戦ったというのは」

『事実です。付け加えると、僕らの仲間──デュアルNo.33とセレスティ・Ｅ・クラインは、元々は黒沢祐一に保護されてメルボルンまでやって来たはずです』

「なるほど」思わぬ情報に内心でうなずき「それで、メルボルンの事件のあとは」

『残念ながら。彼は「賢人会議の理想のもとで戦い続けることは出来ない」と言って僕らのもとから去っていきましたから、その後に何があったかは……』

「そうか……」淀よどみのない答えにフェイはうなずき「十分だ。感かん謝しやする、参さん謀ぼう殿」

　真ま昼ひるは、いえ、と首を振り、

『そういえばフェイ大使、こちらからも一つ質問させて頂きたいのですが』

「何か」

『いえ、些さ細さいなことなのですが』そう言って黒髪の青年は携けい帯たい端末を操そう作さし『大使は、シティ・オスロの出身と聞きましたが』

「そうだが……」一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情を浮かべそうになり、すぐに賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し二人ふたりに自分の出しゆつ自じを語ったことを思い出して「それが何か？」

　真昼はディスプレイの隅すみに小さなウィンドウを呼び出し、

『例の地下施設。背景に映っていたこの謎なぞの集団ですが』こちらの軍の騎き士しが持ち帰った地下施設の記き録ろく映像、銃を構えた老人達を指さし『こちらで調しらべたところ、どうやら旧シティ・オスロの市民らしいと判明しましたので』

「……参謀殿の情報には恐れ入る」隠しても意味がない。フェイはうなずき「こちらの調ちよう査さでも確かく認にんしている。どうやら、私の他ほかにも生き残りがいたようだ」

『記録によると、大戦中のオスロ消滅の際には地下施設の改修作業に従事していたようです。そこで落らく盤ばんに巻き込まれて地下に閉じ込められたことで虐ぎやく殺さつを逃れた──と考えればつじつまは合いそうですが、大使のお知り合いでそういう方に心当たりは？』

「残念ながら、な」目の前の青年はどこまで把は握あくしているのかと驚きよう愕がくしつつ平静を装よそおい「かつての知人に一人ひとりでもそうやって生き残った者がいれば互いに無事を喜ぶべきなのだろうが、映像の老人達の中に見知った顔はない。あるいはあの施設内に一人ぐらいは知人が紛まぎれていないものかと期待していたが、今の話を聞く限りではその可能性も薄うすいようだ」

　……なるほど、それで無事に……

　青年の言葉に答えつつ、頭の中では全く別のことを考える。記録映像の中に思いがけなく発見した、十三年前に死んだはずの父の顔。確たしかにあの日、フェイの父はオスロの第一階層の地下で食料生産プラントのプログラム改修を行っていた。先に別な仕事を終えた自分はいつもの食料スタンドで父の到着を待っていて、待ちきれずに配給品の夕食を食べようとしたその瞬間に魔法士の攻こう撃げきが始まった。

　炎上する街、泣き叫ぶ人々──それがフェイ・ウィリアムズ・ウォンの原げん体たい験けん。

　そんなことを考えつつ、ふと重大な事実に気付き、

「参謀殿。一つ尋たずねるが、参謀殿は旧シティ・オスロの市民リストを所有しているのだな？」

『はい。……と言っても入手方法については回答しかねますが』

「いや、その点は問もん題だいない」あくまでも笑え顔がおを崩さない青年にフェイは鋭するどい視し線せんを向け「ただ、市民リストがあるということは、私の出自についても調査したのではないかと考えたのだが」

『……なるほど、それは思いつきませんでした』少しの間があって、真昼は感心したようにうなずき『ですが、調しらべてもよろしいのですか？』

「問もん題だいない。が、無意味だとは申し上げておく」無表情に答えつつ青年の態度を子し細さいに値踏みし「おそらく、参さん謀ぼう殿が望むような情報は何一つ得られまい」

『警けい告こく、ですか？』

「忠告、と理解して頂きたい」

　了解しました、と青年が笑う。「では後のちほど」という言葉を残して通信が途と切ぎれる。

　しばしの沈ちん黙もく。

　フェイはディスプレイが消失したテーブルの上の空間を見上げ、無む意い識しきに腕を組む。

　……まったく、侮あなどりがたい……

　青年は「まだ調べていない」などと誤ご魔ま化かしていたが、あの様よう子すでは自分の出しゆつ自じについてもとうの昔に調ちよう査さを試みているだろう。無む論ろん、その方法では自分の過去を知ることは不可能だし、オスロ崩ほう壊かい後ごの足取りについても辿たどられる恐れはない。

　が、それでもあの青年ならば。

　万に一つ、いや、億に一つの可能性であっても、あの青年ならば自分の秘密を全すべて調べ上げ、「魔ま法ほう士し殺し」と呼ばれる能力の正体に気付くかも知れない。

　……何らかの手を打つべきか……

　窓の外には、視界を遮さえぎる吹雪ふぶきのヴェール。

　それを見るともなしに見上げ、フェイは静かにうなずいた。
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　能面のような無表情を貼はり付けた全権大使の顔が、ディスプレイの隅すみから消失した。

　真昼はそれを横目に息を吐き、椅い子すから立ち上がって大きく伸びをした。

　……上う手まくいった、かな……？

　あてがわれた宿舎の自室、薄うす暗ぐらい天てん井じようをぐるりと見回す。自分では普ふ段だん通りに対応したつもりだが、今回ばかりはどうにも自信がない。この部へ屋やを離はなれて上級士官用の宿舎に移るという件もこちらから切り出してしまったが、少し物分かりが良過ぎはしないだろうか。シンガポール内に反対勢力が現れたという大使の話に嘘うそはないだろうしこっちにとっても予想の範はん疇ちゆうだが、形だけでも疑うフリをして見せた方が違和感がなかったのでは──

　我われながら、思考にいつものキレがない。

　その理由は、もちろん自分でも良く分かっていた。

　……ウィッテンの遺い体たいが見つかった、か……

　傍かたわらのベッドにごろりと横になり、束つかの間ま、目を閉じる。北ほつ極きよく衛えい星せいに飛ばされた面々が内部に隠された邸宅の地下で発見したという青年の遺体。生命維持のために幾つもの機き械かいが埋め込まれたその亡なき骸がらは、「娘」であるサクラによって間違いなくアルフレッド・ウィッテン本人だと確かく認にんされている。

　大戦が終結し、風の噂うわさで青年がどこかに行方ゆくえを眩くらましたらしいと聞いてからもう十一年。どこかで生きている可能性は低いだろうと、ある程度は諦あきらめもつけていたつもりだった。

　が、目の前に改めて突きつけられた現実は、やはり重い。

　知らず、ため息。広げた右手を意味もなく天てん井じように向かって伸ばし、指の隙すき間まからライトの薄うす明あかりを透すかし見る。

　──本当に、真ま昼ひるはすごいね──

　記き憶おくを辿たどれば今も、そんな声をはっきりと耳の奥に聞くことが出来る。父と双ふた子ごの姉と共ともにフリードリッヒ・ガウス記念研究所で過ごした少年時代、暇ひまを持て余していた自分にとってウィッテンは格好の遊び相手だった。父の共同研究者である青年は十歳以上も年の離はなれた少年を一度たりとも子供扱いすることなく、少年が「研究」と称して日々の思いつきを綴つづったノートに真剣に目を通し、時には「世界最高の数学者」の肩書きにふさわしいとんでもなく先進的な助言を与えてくれもした。青年は大たい抵ていのゲームは得意だったが何な故ぜか立体チェスだけは苦にが手てで、少年に負かされる度たびに本気で悔くやしそうな顔をしていた。

　大気制せい御ぎよ衛えい星せいの暴ぼう走そう事故より昔、世界がまだ平和だった頃ころの、遠い幻。

　いつも穏おだやかで、優やさしくて、時々ひどく寂さびしそうな顔をしていた金髪の青年。

　……彼女がいるなんて、一言も教えてくれなかったくせに……

　魔ま法ほう士しの誕たん生じように秘密があったなんて、真昼も勿もち論ろん知らなかった。ウィッテンも父も、そんな話は切れ端さえも口にすることはなかった。アリスという名の少女──いや、ウィッテンと同おない年どしくらいなら真昼が知り合う可能性がある頃にはもう妙みよう齢れいの女性のはずだが、とにかくそんな人には会ったことはおろか、名前すら聞いたことがない。話の流れを考えればその女性は北ほつ極きよく衛星の中に隠れていたということになるのだろうが、例えばその頃のウィッテンが頻ひん繁ぱんに北極に通っていなかったかなどと問われても、まだ十歳にも満たない当時の自分にそんなことが分かるはずがない。

　結局、手がかりはウィッテン自身が残した日記だけ。

　まだ手つかずで残されている後半部分──プロテクトの解除は衛星の中で錬れんやサクラが行うにしても、データ量を考えれば目を通すだけで一苦労のはずだ。

　……こっちはフェイ大使の相手もしないといけないんだけどね……

　大使と同じ宿舎に移ってしまうということは、これからますます動きづらくなるのは間違いない。さっきも状況の説明に紛まぎれて、祐ゆう一いちの件でさりげなくこっちのミスを誘いに来た。自分が反射的に「そんな男は知らない」と答えるなり逆に余計なことまで口にするなりの効果を狙ねらったのだろうが、やはり侮あなどれない。おそらく自分が仕掛けた「世界再生機き構こう」についても、何かがおかしいことはすでに気付いているはずだ。

　……けど、まあ……

　それでも、さすがのフェイ大使も、今回真ま昼ひるが立てた作戦の最大のポイントに気付くにはもうしばらく時間がかかるだろう。

　賢けん人じん会かい議ぎの「光使い」と、ロンドン自治軍の魔ま法ほう士し二人ふたり。謎なぞの組そ織しきに囚とらわれた人質、それも本来なら敵対関係にあるはずの人質同士が手を取り合って、自分達を人質にした「ことになっている」謎の組織の代役を務めているなどと。

　……あとは、あの人の正体が掴つかめれば完かん璧ぺきなんだけど……

　かつてのシティ・オスロの市民リストには、フェイ・ウィリアムズ・ウォンという名前はもちろん、大使の外見的特徴に合がつ致ちするような人物データは一件たりとも含まれていない。単純に考えれば「かつてシティ・オスロに在ざい籍せきしていた」という大使の言葉自体が嘘うそということになるのだが、今回に限ってはその可能性も低い。

　シンガポール自治軍の騎き士しが持ち帰った記き録ろく映像、地下施設に住む老人達を見た瞬しゆん間かんの、フェイの反応。

　元オスロ市民である老人達と大使の間に何らかの繋つながりがあるのは間違いない。

　……その線せんで何かたどれるかな……

　弾みを付けてベッドから身を起こし、そのままの勢いで立ち上がる。なけなしの荷物をカバンに押し込み、携けい帯たい端末を上着の内ポケットに収める。

　計ったようなタイミングで机の上の立体映像ディスプレイに姿を現す、迎えの兵士の一団。

　今夜は、忙しくなりそうだった。
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　古びたスチール扉とびらの向こうから、かすかな笑い声が聞こえた。

　セラは薄うす暗ぐらい通路の真ん中で立ち止まり、大きく息を吐いた。

　重力制せい御ぎよで周囲に浮かべた固形食料と栄養飲料のボトルを胸の前に集め、扉におそるおそる手を伸ばす。錆さびが浮き出た分厚い扉の奥からは、幾人かの話し声が聞こえてくる。

　どこまでも朗らかな少女の声と、困こん惑わくした様よう子すでそれに応こたえる老人達の声。

　もう一度ため息。意を決してセンサーに手をかざし、スライド式の扉を開く。

「あ、セラちゃんお帰りー」

　コンクリートむき出しの殺風景な部へ屋やの奥で、ファンメイがベッドから身を起こす。枕まくら元もとに立つエドが両手を伸ばしてパジャマに包まれた体を支え、ベッドを取り囲む老人達が口々に慌あわてた声を上げる。そんな男の子と老人達に大丈夫と笑い、少女は左腕を頭上に伸ばして大きく伸びをする。背中に広がる長い黒髪を片手で束たばねて指先で器用に三つに分け、しばらくねじったり絡ませたりしてから「ちょっと無理かな？」と困った顔をする。

　その姿に、息が詰まりそうになる。

　髪を三みつ編あみに結ゆおうと苦く闘とうを繰くり広げる左手の反対側で、肩から先の中身を完全に失ったパジャマの右みぎ袖そでが頼りなく揺れている。

「小龍シヤオロン、ちょっと手て伝つだって」

　傍かたわらのテーブルで丸くなっていた黒い猫が、両耳と尻尾しつぽをぴんと立ててベッドに飛び移る。最初の小さな子猫から立派な大人おとなの猫に姿を変えた小龍はファンメイの背中に回り込み、二本の前脚を器用に伸ばして緩ゆるいウェーブのかかった髪を押さえる。

　そんな少女のベッドに、セラはこわごわと歩み寄る。

　食料と栄養剤をテーブルの上に積つみ上げ、何を言うべきかしばらく迷い、

「えっと、言われた通りフィアさんには黙だまっておいたです……けど」

「うん、ありがと」ファンメイは笑い、ふと首を傾かしげて「フィアちゃん、何か言ってた？」

「ファンメイさんのお仕事はそんなに大変なのか、ってびっくりしてたです。後は、みんなに無理しないように伝えて、って」
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　そっか、とうなずく少女の顔色を、セラはそれとなくうかがう。意外にも元気そうなその様よう子すに、少しだけほっとする。自分が衛えい星せいとの通信のために部へ屋やを出たときには、まだ疲れ切った顔で苦しそうに深呼吸を繰くり返していた。ようやく体たい調ちようが落ち着いてきた、ということなのだろうか。

「セラちゃんにも心配掛けちゃった。ごめんね」

「え？　そ、そんな」

　慌あわててぶんぶんと首を振り、少女と黒猫の間に何度も視し線せんを行ったり来たりさせる。

　ファンメイ自身の口から説明してもらったというのに、まだ信じられない。

　龍りゆう使いと呼ばれる少女の能力の正体。鳥に獣けものに自由自在に姿を変える『小龍シヤオロン』という生き物と、少女の関係。そして何より、少女の体の秘密──

　……大丈夫、これ、病気じゃないから……

　夕食の最中に突然、真っ黒な水を吐いて倒れたファンメイ。うわごとのように「大丈夫」と繰くり返すばかりの少女を前に、真っ先に動いたのはセラでも駆かけつけた老人達でもなくエドだった。無口な少年はたどたどしい言葉でファンメイをベッドに運ぶよう指示し、薬や生命維い持じ槽そうといった通常の治ち療りようは絶対に行わないようにと言い残してどこかに消えた。老人達は怪け訝げんそうに顔を見合わせ、ともかく少女を一番上等なベッドがあるというこの部へ屋やに運んだ。黒い水を繰り返し吐き出す少女のために洗面器が用意され、老人達とセラは交代で少女の背中をさすった。それ以上は、誰だれにもどうすることも出来なかった。

　十数分後。息を切らせて戻ってきたエドの手には、ぐったりと動かなくなった小さな黒猫。

　エドが『小龍』と呼ばれたその黒猫をファンメイの傍そばに置くと、黒猫は弱々しく身を起こして少女の右手に頬ほお髭ひげをすり寄せた。

　その次の瞬しゆん間かんに起こった出来事を、セラは当分、夢に見るだろうと思う。ファンメイの右手は小龍が触れた一帯を中心に蝋ろう細ざい工くか何かのように融とけ落ち、少女が吐き出したのと同じ、真っ黒な水に姿を変えた。老人達が悲鳴を上げる中で少女の右腕は見る間に形を失い、肩の付け根から先の全すべてが黒い水に融け落ちた。流れ出た水は一滴残さず小龍の体に吸い込まれ、片手に乗るぐらいの子猫だったはずのその姿は一抱えもある大人おとなの猫へと変わっていた。

　少女の呼吸が落ち着いたのは、それからすぐのこと。

　今からほんの二時間前、自分の目の前で確たしかに起こったことなのだと、Ｉ－ブレインの記き憶おく領域に残された映像を何度見返してもセラには信じられない。

「んと……それで、どこまで話したんだっけ」

「お前さんがあの赤毛の魔ま法ほう士しに連れられて、ロンドンに着いたとこまでじゃな」

「あ、そーだったそーだった」

　そんなことを考えるセラの横で、ファンメイは老人の一人ひとりと会話を再開する。少女が自分の体について説明するために話してくれた、生まれてからこれまでのこと。セラはついさっき聞かせてもらったが、そのときいなかった老人のためにもう一度説明しているのだろう。

「って言っても、話はそれでほとんどおしまいなの。私はロンドンでヘイズの知り合いの先生のところに預けられて、そこで治療のために『小龍』作ってもらって……。ほんとはもうちょっといろいろあったんだけど、それは秘密だから」

　そう言って、ファンメイは視し線せんをちらりとエドに向ける。相変わらずの無表情のままこくこくうなずくエド。老人はそんなやりとりに少しだけ首を傾かしげ、ベッドの上の少女に向き直って息を吐き、

「まあ、分かったけど……ほんなら、お嬢じようちゃんのその体は」

「うん。全部、『黒の水』。だからわたしのＩ－ブレインが止まると、構造維持出来なくなってただの細胞の塊かたまりに戻っちゃうの」

「手も足も顔も……作り物なんか」

「一応は、大戦の前に死んじゃったわたしのオリジナルと同じはずだけどね」沈んだ面おも持もちで問う老人に、静かに答えるファンメイ「けど、作り物って言えば作り物かな？　やったことないけど、形も大きさも変えようと思えば変えられるはずだし」

　だから、とファンメイは言葉を切る。

　ベッドを取り囲む老人達を見回し、何だか恥ずかしそうに笑って、

「お爺じいちゃんやお婆ばあちゃん達の言う通り。わたし、人間じゃないの」

「いや……そりゃ……」

　老人達が居い心地ごこち悪そうに顔を見合わせ、あるいは視線を逸そらして黙だまり込む。当然だ。セラと同様に老人達も、まさか少女が「そういう意味で」人間ではないなどとは想像すらしていなかったに違いない。

「なあ……訊きいても、ええか？」

　と、おそるおそる手を上げる、老人の一人ひとり。

　人垣から進み出てベッドに歩み寄るその姿に、セラは、老人が軍との戦せん闘とうで重傷を負い、ファンメイの治ち療りようで最初に救われたその人だということを思い出す。

「あ、お爺ちゃん！　調ちよう子しはどう」

「まあ、快調じゃな……」少女の朗らかな声に、老人は歯切れ悪く答え「そんで……その、お嬢ちゃんの腕は」

「たぶん、久しぶりに変形させたら『自分は本当は黒の水だった！』って思い出しちゃったんだと思うの」ファンメイは本当なら右腕があるあたりに視線を落とし「『黒の水』にとっては、人間の体っていう形に固定されてるのが病気みたいなものだから。右腕から体全体に『好き勝手に動け』って命令が出て……ほら、普通の人の体と同じで、そういうときってまず内ない臓ぞうから影えい響きようが出るの」

「……それで、右腕落としたんか」

「今回は、悪い信号出してるのがこっちの腕だけだったから」少女は空からっぽの右みぎ袖そでを左手でつまんでひらひら振り「小龍シヤオロンはそういうときの安全装置も兼ねてるの。この子の体の一部になってれば、黒の水も安定するから」

　ね、と小さな頭を撫なでるファンメイに、小龍は気け怠だるそうな欠伸あくびで応こたえる。三みつ編あみの手て伝つだいをするのに飽あきたのか、黒猫はいつの間にか少女の膝ひざの上で丸くなっている。

　そんな小龍シヤオロンを見下ろしてファンメイはくすくす笑い、

「とゆーわけで、わたしは大丈夫！　腕がないのはちょっと不便だけど別に痛くないし、ロンドンに帰って先生に調ちよう整せいしてもらえば元通りになるんだから！」

「そういう問もん題だいじゃあないわい……」元気に胸を張る少女に、老人は悲ひ愴そうな顔で「何で……そんな危ないことじゃったら、何でそう教えてくれんかったんじゃ……」

「ふぇ？」ファンメイは小さく首を傾かしげ「で、でも、『こういうふうに治すけど良い？』って訊ききたくても、お爺じいちゃん気絶してて話とか出来なかったし……」

「あのなぁ、お嬢じようちゃん」老人は、とうとう何かを諭さとすような口調になって「よう考えんか。儂わしら、お嬢ちゃん達を捕まえて、邪じや魔まになったら殺そうとか言うとったんじゃぞ？　そんな連中助けるために、命かけてどうするんじゃ……」

「そ、そうですよ！」思わず、セラは口を挟む。「どうしてファンメイさんがそこまでしないといけないんですか！　ここの人達は魔ま法ほう士しが嫌いで、魔法士なんか死んでも良いって思ってるんですよ？　放っておけばいいじゃないですか、そんな人達！」

「そんなこと言われても！」ファンメイは、うにゃーっ、と頭を抱え「仕方ないの！　何か『助けなきゃ！』って思って、体が勝手に動いて……お爺ちゃんがわたしやエドやセラちゃんのことどう思ってるかとか、そんな難むずかしいこと考えてる暇ひまなかったんだからぁ！」

「難しいことって、そんな……」

　予想だにしない答えに言葉を失う。それでも困っている人を見過ごせない、とでも言うのならともかく、「難しいから考えなかった」とは何事か。

「お嬢ちゃん……儂が言うことじゃあないかもしれんが、もっと自分を大切にせんといかんぞ」

「お爺さんの言う通りです！　そんなんじゃ、きっとダメです！」

　何な故ぜか老人と一いつ緒しよになってファンメイを諭すセラ。

　と、少女は、あうう、とちょっとだけ困った顔をして、

「で、でもでも！　今回も結局上う手まくいったし、だから結果オーライってことで、ね？」

「えぇっ……それは……」

　何とも脳のう天てん気きな回答に、セラは思わず隣となりの老人と顔を見合わせてしまう。

　と──

「……はんせい」

　唐とう突とつに、そう呟つぶやくエドの声。

　何事かと振り返るセラの目の前を相変わらずの無表情で横切り、エドは両手をまっすぐファンメイの顔に伸ばし、

「いっ──！　痛いひやい！　痛い痛いってば──！」

　いきなり少女の両の頬ほおを掴つかみ、むんずと左右に引っ張る少年。

　セラも、老人も、他ほかの全員もその光景にぽかんと口を開ける。

「しんぱい」

「え？」たぶん心配という意味だろうエドの言葉にファンメイは一いつ瞬しゆん目を丸くし「……痛たたたたたたたいひやひやひやひやひやひや！　エド待って！　エドってばぁ！」

「はんせい」

「は、反省──？　した！　反省したの！　ごめんなさい！」

「もっと」

「もっと──？　わ、分かったの！　もう危ないこととかしない！　先生の言いつけちゃんと守って、体に負担かけないように気を付けるってば！」

「はい」

　ようやく納得したのか、頬ほおから手を放すエド。

　と、少年はその手を今度は少女の頭に伸ばし、良い子良い子、とでも言うように髪を撫なで、

「ファンメイ、だいかつやく」

「うん……」ファンメイはこくんとうなずき「ほんとに……ごめんね、エド」

　はい、とうなずいて、少年が少女の胸に頭を預ける。

　周囲に流れる、暖かい空気。

「……腹が減ったの」隣となりの老人がぽつりと呟つぶやき「お嬢じようちゃん、一いつ緒しよに飯でも食わんか」

　こっちを見下ろして、静かな声で問う。

　セラは少し迷ってから、はい、とうなずいた。
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　立体映像ディスプレイを埋め尽くしていた無数のコードが、一つ残らず消滅した。

　真っ暗な画面に浮かび上がる『解除成功』の文字に、錬れんは無む意い識しきに両手を握りしめた。

「終わったんか」

「ああ」イルの問いにサクラはうなずき「と言っても、記き録ろくの最初の一つが閲えつ覧らん可能な状態になっただけのこと。地下の記録全すべてにこれと同レベルのプロテクトが掛けられているとしたら、なかなか骨の折れる作業だ」

「交代で一つずつ片づけましょう」向かいの席でディーがそんな言葉を続け「ヘイズさんの方は、準備いいですか？」

『あー、とっととやってくれ。他ほかの連中もじきに来るはずだ』別なディスプレイの向こうで赤毛の男が応じ『さて、何が飛び出して来るか。……ちっと怖こええな、こりゃ』

　ふいに、何か柔らかいものが膝ひざの上で握った手に触れる。少女の細い指。見れば、フィアは強こわ張ばった顔でディスプレイを見上げたまま、隣の席からこっちに手を伸ばしている。

　深呼吸を一つ。少女の手に自分の手を重ね、そっと撫なでる。

　フィアがこっちに視し線せんを向け、やっぱり緊きん張ちようした顔のまま少しだけ笑う。

　テーブルの中央に浮かぶディスプレイを、二人ふたりで一いつ緒しよに見上げる。

「では──」

　サクラの声。

　ディスプレイの表示が切り替わり、有ゆう機きコードを介して脳内に情報が流れ込み、そして──
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『──西せい暦れき二一七九年九月二十六日、アルフレッド・ウィッテン記き録ろく。




　本当に久しぶりに休みが取れたので、アリスと出かける。

　人目を忍ぶ夜の散歩。秋の風は少し肌寒く、しばらく使っていなかった自転車の調ちよう子しは今ひとつで──






　　　断章　天の星と地の星と　～North end fairytale～







　がたがたと不ふ吉きつな音を立てていたタイヤのチェーンが、とうとう外はずれた。

　フリードリッヒ・ガウス記念研究所を覆おおう広大な森、月明かりに照らされた夜の小こ径みち。動かなくなった自転車を前に、ウィッテンは、うーん、と途方に暮れた。

「修理は……ちょっと無理かな」

　悪いことにチェーンの一部が完全に切れてしまっていて、家に置いてある予備と交換しないことには直りそうにない。力なく息を吐き、ハンドルを掴つかんで自転車を起こす。からからと空から回まわり気味のタイヤを押して、ともかく道の脇わきに運ぶ。

　レンガ色の道をひっそりと照らす街灯の下には、真っ白なワンピースにカーディガンを羽は織おった少女が一人ひとり。

　アリスは心配顔でこっちに駆かけ寄り、動かなくなった自転車を見下ろして、

「だめですか？」

「みたいだね……」ウィッテンは視線を伏せ「ごめん。せっかく久しぶりの散歩だったのに」

「え？　ううん、それは良いんです」アリスは慌あわてた様よう子すで首を振り「けど……自転車、残念ですね。アルのお気に入りだったのに」

「また直せば使えるよ。ちょっとだけ時間がかかると思うけど」

　そんな言葉を返すと、アリスは「良かった」と笑う。

　二人ふたり乗りで何度も走った、宿舎と研究棟を繋つなぐ長い坂道。

　連なる銀杏いちようの並木は大きく枝葉を広げ、夜の空を覆おおい隠している。

「けど、困ったね。ここから自転車押して宿舎に戻って修理して……なんてやってたら夜が明けちゃうよ」

　せっかくの散歩なのに、と息を吐き、ふと少女の姿がどこにも見あたらないのに気付く。

　と、「アル、こっちこっち」と森の奥から声。

　見れば、アリスは街灯の光から遠く外れた木々の間にシートを敷しき、大きなランチボックスの包みをいそいそと解いている。

「え、そこで食べるの？」

「そうですよ」アリスはうなずき、視し線せんをまっすぐ上に向け「ほら、三日月みかづきがあんなにきれいです。星もいっぱい」

　どれどれ、と駆かけ寄って少女の隣となりに座り、同じ方向を見上げてウィッテンは目を細める。

　頭上を幾いく重えにも覆う木々の枝葉の中心、そこだけぽっかりと開けた闇やみ色いろの空洞の向こう。

　瞬またたく光の天てん蓋がいが、夜の空をひっそりと照らし出している。

「本当だ。きれいだね」

　小さく呟つぶやくと、「さ、どうぞ」というアリスの声。

　差し出されたコップを両手で受け取り、ウィッテンは湯気を立ち上らせる紅茶に口をつけ、

「……おいしいね」

「今日きようの隠し味は杏あんずのジャムなのです」

　嬉うれしそうにうなずいて、アリスがランチボックスの蓋ふたを開ける。本当は研究棟の近くの公園で食べるために用意した夜のお弁当──大きな籐とうの箱にぎっしりと詰まったサンドイッチをウィッテンの前にずずいっと押しやり、なんだか照れたみたいにうつむいて、

「久しぶりだから作りすぎちゃいました。……いっぱい食べてくださいね」

　うん、とうなずいてさっそく一切れ口に運ぶ。ほどよくソースが染みたカツサンドの絶妙な味に目を丸くする。ランチボックスには他ほかにもハムとチーズを挟んだ物や野菜のオムレツを挟んだ物、エビを使った物、鳥肉を使った物など様さま々ざまな種類のサンドイッチが詰め込まれていて、少女の気合いの入りようがよく分かる。

　アリスの手料理を食べるのは本当に久しぶり。

　海水浴場で軍の襲しゆう撃げきを受けたあの日から一年と二ヶ月、少女はウィッテンの宿舎を離はなれ、よりセキュリティが厳げん重じゆうなエリザの私邸で暮らす日々を過ごしていた。

「ザイン教授は相変わらず？」

「最近はお酒のおつまみじゃない、ちゃんとしたご飯も食べるようになりました。……カロリーの話しかしないのは前と同じですけど」

　そう言って小さく笑うアリスに、ウィッテンも笑え顔がおでうなずく。去年の今いま頃ごろに少女が不ふ機き嫌げんいっぱいで語ってくれたところによると、エリザベート・ザインという人はどんなごちそうを前にしても「この料理は何キロカロリー」「これで今日きようの摂取量は何キロカロリー」と、栄養管理の話しかしないのだという。そのくせ味に少しでも気に入らないところがあると「次はもう少し塩を」などと勝手に言い残して自分の部へ屋やに帰ってしまうそうで、「あんな子供みたいな人、いないです！」とアリスが頬ほおを膨ふくらませて怒っていたのをよく覚えている。

「あと、使った本とかデータディスクとか、ちゃんと棚に戻すようになりました。……て言っても、わたしがちょっと油断するとまた部屋の床ゆかに投げっぱなしなんですけど」アリスはくすくす笑った、と思ったら急に心配そうな顔をこっちに向けて「アルは、ちゃんとご飯食べてますか？　レトルトのお肉ばっかりは体に悪いですよ」

「え……だ、大丈夫！　ちゃんと野菜もたくさん食べてるよ！」

「ほんとですか？」

「ほんと、ほんとだってば！」

「じゃあ、あとで抜き打ち検査します。冷れい蔵ぞう庫この中身とか」

「そ、それは……」

　何とか誤ご魔ま化かそうと視し線せんを泳がせると、アリスが「やっぱり」と何な故ぜだか嬉うれしそうに笑う。ウィッテンは頬をかき、そんな少女の顔を見つめる。

　柔らかな風に吹かれて、木々の梢こずえがざわめく。

　どこか遠くの草陰で、虫が静かに鳴いている。

「……もうすぐ、この場所ともお別れですね」

　ぽつり、と零こぼれる少女の呟つぶやき。

「え？」ウィッテンは一いつ瞬しゆん答えに詰まり「そうだね。あと一週間で打ち上げだからね」

　アリスを狙ねらう軍の存在を知ったあの日から一年以上、ウィッテンは健けん三ぞうとエリザと共ともに、少女を安全な場所にかくまうための準備を進めていた。

　三人が利用することにしたのは『大気制せい御ぎよ衛えい星せい計画』。地球連合主しゆ導どうで進められながら頓とん挫ざしかかっていたその計画に目を付けたウィッテン達は主おもに健三の人脈を使って各方面に手を回し、フリードリッヒ・ガウス記念研究所を計画に参加させること、そこに自分達三人が加わることを地球連合に承しよう諾だくさせた。

　目立たないように「協力者オブザーバー」という立場を手に入れた三人は、裏から手を回してすぐに研究所内での計画推進の実質的な全権を掌しよう握あくした。「我われ々われが出入りするには衛星がどこかに静止していた方が都合が良い」というエリザの案で、周回軌道上に打ち上げられるはずだった二つの衛えい星せいは北ほつ極きよくと南なん極きよくの上空に浮かぶことに決まった。本来なら有り得ない位置に衛星を浮遊させるため、ウィッテン達が用いたのは物理法則の書き換えを利用した重力制せい御ぎよシステム。アリスのＩ－ブレインを元に三人が設計した超高速コンピュータを論ろん理り回路と組み合わせたこの装置は、少女によって『演算機き関かん』と名付けられた。

　衛星を極点上空で静止させることなど不可能だと主張した科学者達は、健けん三ぞうが行ったデモンストレーション──完かん璧ぺきにモニターされた実じつ験けん室しつ内で、電でん磁じ場ばをはじめとしたおよそ考え得る限りの力の支えなしに浮遊する巨大なチタン合金の塊かたまりを前に、ただただ目を見張った。

　健三が「極秘」と主張する、科学者達にとっては全く未知のテクノロジーが、大気制御衛星の駆く動どう原理として採用された。

　演算機関の効果はもちろん、衛星の本来の機能である「地球上の大気状態の制御」にも及んだ。地球連合の科学者達が実現不可能と諦あきらめていた「衛星からの化学物質の散布による地球上の任意の地点における天候の制御」も、現在のコンピュータの計算速度限界を軽く数百万倍は上回る演算機関にとっては容た易やすくシミュレート可能な問もん題だいだった。

　もちろん、地球上のあらゆる地点の天候を常に制御し続けるとなれば、これは演算機関の能力をもってしても荷が重い。だが、当時の技術力から地球連合が「現実的」と考えていた衛星の用途は、せいぜい「一年のうちの数日、ごく限られた地域の雨を晴れに変える」程度のもの。

　その程度の問題ならば演算機関の計算力で十分以上に対応が可能だったし、いざとなれば衛星内に住むことになるアリスのＩ－ブレインを借りれば済むことだった。

　そうやって様さま々ざまな機能をコンピュータに置き換えた結果、衛星の内部には膨ぼう大だいな余剰の空間が生まれることになった。機器のメンテナンスに訪れる技術者を騙だますためのダミーシステムを並べてもまだ使い切れないそのスペースに、ウィッテン達は「空間構造改変」の機能を持った別な演算機関を限界まで押し込んだ。

　直径二キロ近い広大な空間が物理法則の書き換えによって六次元方向に位相をずらされ、見た目上、わずか数センチ四方のスペースに収まった。

　この技術を実現するための実験場として、エリザがシティ・ロンドンの郊外に所有していた研究施設が選ばれた。

　元はロンドン自治軍が極秘に建造したはずが巡めぐり巡ってエリザの手に渡ったという曰いわく付きの施設に、ウィッテン達は開発したばかりの演算機関を持ち込んだ。実験は順じゆん調ちように進み、わずか数十センチの厚さしかない壁かべの内側に数メートル四方の部へ屋やを隠すことに成功した。その程度の大きさの空間を隠すだけなら演算機関は不要で、論りん理り回路だけで十分だということが判明したのは予想外だった。安全性に問もん題だいがないことを確かく認にんした三人は、北極と南極、それぞれの衛星の内部に「空間」を用意した。

　アリスが当面暮らすことになる北極衛星内の空間は庭園をイメージしたもので、広大な敷しき地ちには土が敷しき詰められ芝生しばふが植えられ、管理用のロボットが複数配置された。最も重要な家のデザインには、アリスの要望が可能な限り取り入れられた。広い台所に、広いリビング。ウィッテン達がいつ来て何日泊まっていっても良いようにと、三階建ての邸宅には少女を含めた四人分の居住スペースが用意された。

　目立たないように輸ゆ送そう艦かんを使わず衛えい星せいに出入りするため、これまた演えん算ざん機き関かんを応用した転送システムが作られた。転送距きよ離りと隠し場所の問題から、このシステムは北ほつ極きよくと南なん極きよく、それぞれの衛星の近くに一つずつ設置されることになった。

　──途方もない量の作業をこなしてきた、怒ど濤とうのような一年と二ヶ月。

　衛星の打ち上げを一週間後に控え、「アリスの隠れ家を作る」というウィッテン達の計画も終わりを迎えようとしていた。

「新しい『家』は、もう見たんだっけ？」

「はい。先週の日にち曜よう日びに、天あま樹ぎ教授に連れて行ってもらいました」

　完成した大気制せい御ぎよ衛星は、この研究所の一角に設営された衛星建造用の巨大プラントに収容されている。二つの衛星はこれから数日かけて北極と南極にそれぞれ運ばれ、そこで上昇用の巨大なブースターを取り付けられて、地上からの高度二万メートルの地点に打ち上げられることになる。

「でも、ちょっとびっくりしました。転送システムを作ったって言ってたから家の前まで直接入れるんだろうって思ってたのに、普通の研究員の人達が出入りする場所からエレベータで下りるんですね」

「あー……」アリスの指摘にウィッテンは頬ほおをかき「本当はそうしたかったんだけどね。閉へい鎖さ空間の中に転送ゲートの出口を直接繋つなげると、いろいろややこしくなっちゃうみたいで」

「え？　あ、違うんです。困るっていうんじゃなくて」

　言いい訳わけがましい言葉を口にするウィッテンに、アリスが笑う。

　後ろに手をついて顔を上に向け、瞬またたく星に目を凝こらして、

「閉鎖空間っていうから空は見えないのかな、ってちょっと心配してたのです」

「あ」

　少女の言葉に、そっか、とうなずく。少女の庭園に通じるエレベータの出口は、衛星の最上層、透明なドームで覆おおわれた展望室になっている。あの場所を選んだのは他ほかにエレベータを隠せそうな場所がなかったからなのだが、思わぬところで喜ばれてしまった。

「研究員の人に見つからないように気を付けてね。いちおう、衛星の中の状態は隠れ家から監かん視し出来るようになってるけど」

「大丈夫です」と答えてアリスは顔をしかめ「ほら、手と口が止まってますよ。もっといっぱい食べてください」

　ハムとチーズのサンドイッチを手に取り、「はい、あーん」とこっちの目の前に差し出す。

「ちょ……い、いいよ！　自分で食べれるから！」

「そんな遠えん慮りよせずに。大丈夫、誰だれも見てないですよ」

「う……」

　どうぞと手を伸ばす少女に押し切られる形で、控えめに口を開く。押し込まれるサンドイッチを一口噛かみちぎり、良く味わってから飲み込む。

「おいしいですか？」

「うん、おいしい……って、だから自分で食べれ──！」

　抗こう議ぎの声が、再び口に押し込まれたサンドイッチに塞ふさがれる。良く味わってから飲み込む。おいしいですか？　と微ほほ笑えむ少女の顔をじっと見つめる。何だかおかしくなって、声を上げて笑ってしまう。

　その笑い声が、自然に消える。

　自分でも気付かないうちに、小さく息を吐く。

　……あと一週間、か……

　衛えい星せいの打ち上げが完了すると同時に、アリスは内部の庭園に移り住むことになる。本当ならもう少し余裕を持ちたいところだが、残念ながらウィッテン達には時間がない。

　最初に軍の襲しゆう撃げきを受けてから一年と少し。

　アリスと、そしてウィッテン達三人の科学者を取り巻く状況は、日増しにきな臭いものに変わってきている。

　ネットワーク経由で研究所の外部からハッキングを受けたことは以前にも数回ならあったが、あの事件以降、不正アクセスはほぼ毎日、一日あたり数万回に跳はね上がった。アクセス解析によって攻こう撃げきを仕掛けているのがどこかのシティ、それも複数のシティの自治軍だということは分かったが、そもそもの発ほつ端たんであるニューデリーを除いて、具体的なシティの名前を特定することは出来なかった。

　完全に管理された機き密みつ区域であるはずの研究所の敷しき地ち内ないで、時折、不ふ審しんな気け配はいを感じるようになった。研究棟に通じる林道の陰で、あるいはカーテンを閉ざした宿舎の窓の向こうで、誰だれかがこっちを監かん視ししているみたいな奇妙な違和感。一度など、部へ屋やに帰ってきたら机の上の物の配置が数ミリほど明らかに変わっていて、さすがに怖くなって警けい備び課かに被害届を出してから一週間ほど建けん三ぞうの家で寝泊まりさせてもらったこともある。

　今日きようのこの散歩にしたところで、実は事前に周囲に数百個ほどセンサーをばらまいて、誰かが近づいてくればすぐに研究所の居住者名めい簿ぼと照会、不審人物と判明すれば直ただちに警備課に連絡が行くよう事前準備を済ませている。

　が、そんな対応も、いつまでも通用するものではない。

　隠れ家が用意出来た以上、アリスは一日も早くここを離はなれるのが望ましい──それは、間違いのないことだった。

「……明日あしたからまた、忙しいですね」

　そんなウィッテンの考えが伝わったのか、アリスがぽつりと呟つぶやく。

　こっちの手にそっと自分の手を重ね、視し線せんを伏せて、

「これが、最後のお散歩ですね」

　淡たん々たんとした少女の声に、無言でうつむく。明日あしたからの一週間でウィッテン達は厳げん重じゆうな隠いん蔽ぺい工作を行い、アリスを極秘に北ほつ極きよくまで運ぶ。最初から衛えい星せいの中に隠して運べれば良いのだろうが、この研究所から北極までの移動には多くの人の手が加わる。万に一つも衛星内の庭園が発見されることがないよう、あの施設は打ち上げが完了するまでは休止状態にしておきたい。北極に移動したウィッテン達は衛星計画の関係者として状況の進展を見守りつつ、衛星の秘密に気付かれることがないよう必要に応じて工作を行う。打ち上げが無事に完了したところで、アリスは転送システムを使って衛星内部に移り住む。

　最後の総仕上げの一週間。

　少女が言う通り、休んでいる暇ひまはおそらくない。

「また帰ってくればいいよ」ウィッテンは顔を上げ、無理やり笑え顔がおを作って「ほとぼりが冷めたら帰ってくればいい。この森はなくならないし、自転車も修理しておくよ。だから……」

　その後が続かない。気休めの言葉だということは自分が一番良く分かっている。

　アリスの存在、人類の現在の科学技術を超越したオーバーテクノロジーの塊かたまりを、軍が諦あきらめるはずがない。少女が地上を離はなれても事態は好転しない。いや、少女に関する情報がニューデリー自治軍から別なシティの軍へと広まれば、状況はますます悪化していく。

　自分達に出来るのは、アリスを世界から隠すことだけ。

　だが、その逃とう避ひ行こうには、先がない。

　北極衛星に用意された庭園には、それこそ少女が一歩も外に出なくても一生暮らし続けられるだけの設備、技術の粋すいが詰め込まれている。が、逆に言えばそれは、「少女が衛星の中から一生出られないかも知れない」ということ。アリスはもう海で泳ぐことはないし、自由に街を歩くという夢も叶かなわない。それを変えるためにどうすればいいのか、ウィッテンには見当も付かない。

　無む意い識しきに少女から視線を逸そらす。森の奥、木々の向こうに広がる闇やみをぼんやりと見つめる。

　と。

「──アル」

　ふいに、アリスの声。

　ん？　と振り返った目の前に、リボンがかかった小さな箱が差し出される。

「え……何？　これ」

「誕たん生じようプレゼントです。……二日早いですけど、明日から忙しいから」

　その言葉に、ああ、とうなずき、明後日あさつてが自分の誕生日だったことをようやく思い出す。小箱をおそるおそる両手で受け取り、しばしじっと見つめる。

「開けても良い？」

「もちろんです」

　うなずく少女にようやく「ありがとう」と礼を言い、リボンを解いて包み紙を丁てい寧ねいに開き、

「……人形？」

　中には、布に綿を詰めて作られた小さな人形が二つ。

　ズボンをはいた短い金髪の男の子と、白いワンピースを着た長い黒髪の女の子。

「えっと、僕と、アリス？」

「はい」少女はうなずき、男の子の人形を手にとって「こっちはわたしがもらいます。アルにはそっちの、かわいい女の子の方を」

　かわいい、という言葉を強きよう調ちようするアリスに、ウィッテンは思わず笑う。

「ありがとう。大切にするね」

「どういたしまして」アリスは微ほほ笑えみ「けど……アルは十六歳になっちゃうんですね」

「そうだけど……似合わないかな」

「ううん、そうじゃなくて」と少女は少しうつむき加減で「わたしが先月でやっと十五歳になって、追いついたと思ってたのに、またアルの方がちょっとお兄にいさんになってしまってつまらないな、って」

　あ、と思わず声を上げる。

　それは、去年の夏、あの海で少女に聞いた言葉。

　二人ふたりの暮らしが楽しいだけのものだった頃ころの、最後の思い出。

「もう……一年も経たったんだね」

「あのときは二人とも誕たん生じよう日び前で……アルが十四歳でわたしは十三歳でした」呟つぶやくウィッテンにアリスはどこか遠い目をし「アルは、ちょっと大人おとなっぽくなりました」

「そ、そうかな」

「そうですよ」アリスはうなずき、こっちを見上げて「わたしは、どうですか？」

「え……」

　とっさに言葉を失う。少女の青い瞳ひとみから、視し線せんが外はずせなくなる。

　月明かりに照らされた、アリスの顔。

　艶つややかな長い黒髪が、柔らかな風に揺れる。

　透すき通るような白い肌を、かすかに紅こう潮ちようさせている。初めて会った頃にはもう少し丸みを帯びていたはずの頬ほおのラインは、二年の間にどこか大人びた空気を漂わせるようになった。目元、鼻筋、唇──いつになく真剣な少女の顔はやっぱり何もかもが繊せん細さいで、けれども、その繊細さは確たしかに二年前に会ったときとは少し違う。

　心しん臓ぞうがどきりと音を立てる。

　この子は、いつの間にこんなにきれいになったんだろう、と思う。

「どうですか？」

「どうって……それは」

　口ごもるウィッテンの手を、アリスがそっと掴つかむ。為なすがままに引かれた指先が、少女の頬ほおに触れる。思いがけなく熱ねつを帯びた少女の肌。大きな青い瞳ひとみが、かすかに潤うるんでいる。

　頭上に、影かげが落ちる。

　風に流れる小さな雲が、月明かりを覆おおい隠す。

「……アリスは、美人になった」

「ほんとですか？」

「ほんとだよ」

　どちらからともなく、顔が近づく。

　自然に、息をするよりも自然に、唇が触れ合う。

　ゆっくりと雲が流れ去り、木々の隙すき間まから月光が零こぼれ落ちる。か細い吐と息いきが肌をくすぐる。手のひらで何度も、少女の頬を撫なでる。

「……アリス、約束しよう」

「約束、ですか？」

「うん、約束」ウィッテンは指先で少女の髪に触れ「いつか……この場所で、もう一度二人ふたりで自転車に乗るって」

　口をついて出たのは、そんな途方もない言葉。

「え……」アリスは目を丸くし「アル、それは……」

「どうすれば良いか分かんないけどやってみる。アリスがもう一度ここに戻ってこられるように頑がん張ばってみる」少女の頬から手を離はなし、背中に両腕を回して「だから、待ってて」

「……はい」

　答える少女の声。

　小さな手が、ウィッテンの背中に触れる。

「約束しましたよ。わたし、ずっと待ってますから」

「うん……」

　もう一度、唇が触れ合う。互いの背に回した両手に力がこもる。

　──西せい暦れき二一七九年、九月二十五日の夜。

　月明かりが、夜の森に二人分の影を落とした。
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　三人分のコーヒーカップから、ほわりと湯気が立ち上った。

　フリードリッヒ・ガウス記念研究所の一角、職しよく員いん用ようの邸宅が並ぶ通りの外はずれ。天あま樹ぎ家けの一階にあるリビングで、ウィッテンは健けん三ぞうとエリザと共ともにテーブルを囲んだ。

　壁かべのカレンダーが示す日付は十月十日。大気制せい御ぎよ衛えい星せいの打ち上げが成功し、研究所に戻ってからすでに一週間。ウィッテン達三人は世紀の大プロジェクトを成功に導みちびいたスタッフの一員として、世界中のシティのマスメディアに質問攻めにあう日々を過ごしていた。

　もちろん、地球連合主しゆ導どうの計画に関かかわるからにはこの展開は予想の範はん囲い内ないだったし、面めん倒どうを避けるためにわざわざ裏から手を回して自分達の立場はメインスタッフではなく協力者オブザーバーという形にしておいた。が、たとえ名めい簿ぼの一番端でもウィッテン達の名前が記き載さいされているのは間違いないし、世界最高の物理学者と数学者と大脳生理学者が名前を連ねていればそちらから何かを訊きき出そうと考える記者がいても少しも不ふ思し議ぎではない。

　そんな記者達の質問攻めをのらりくらりとかわすのは、思ったよりも遥はるかに重労働。

　知りません、権限がありません、僕は名前を貸しただけですから──そんな答えを繰くり返すのにもいい加減疲れ、周囲の雑音がようやく静かになってきた今日きよう、ウィッテンは、エリザと共に健三の家に招かれたのだった。

「ともかく計画の成功を祝おう。──乾杯」

　健三の音おん頭どで三人がそれぞれのコーヒーカップを掲かかげ、口を付ける。健三とエリザのコーヒーには、ブランデーが数滴ずつ垂らしてある。それがささやかな祝い酒。二人ふたりとも、今日きようは酔う気にはなれないらしい。

　それぞれのカップをテーブルに置き、誰だれからともなく一息。

　真っ先に、ウィッテンは口を開く。

「今日きようは、アリスからの連絡は？」

「ついさっき定時の通信が来た。『快適に過ごしています』だそうだ」

　そう言って健三が差し出す立体映像の文面に目を通し、ウィッテンはうなずく。衛えい星せいから北ほつ極きよくに設置した転送システムを介して行われるアリスとの通信は、当面は傍ぼう受じゆの危険を避けるために一日一回ということに決めてある。

　毎日決まった時間に届く、ごく短いメッセージ。

　文面を見ると問もん題だいなく暮らしているように見えるが、いくら快適でも衛星の中に一人ひとりきりで、少女が寂さびしい思いをしていないはずがない。

「じゃあ僕は予定通り、明日あしたからアリスのところに行ってきますね」

「それが良いだろう」ウィッテンの言葉に健三がうなずき「衛星内部の施設と、転送システムのデータ取りを忘れんでくれ。……くれぐれも、怪あやしまれんようにな」

　いちおう、という感じで付け加える健三に「大丈夫です」と答える。南なん極きよくと北極には衛星の打ち上げが完了した今でも、状況監かん視しのためにまだ地球連合の施設が残されている。だから大気制御衛星計画の関係者であるウィッテンが北極に向かう分には、誰にも何も怪しまれる心配はない。

　問題はこの先数ヶ月なり数年なりが過ぎて、施設が廃棄されることになったとき。

　その場合は地球連合に手を回して施設を自分の個人所有として譲ゆずり受けるなり、グリーンランドに別荘でも買うなり、頻ひん繁ぱんに北ほつ極きよくに近づいても違和感がないような何らかのカモフラージュ手段を講こうじる必要があるだろう。

「たぶん二、三日で帰ってくると思います。その間のことは……」

「上う手まくやっておく。アリス君によろしくな」

　そんな言葉を交わし、健けん三ぞうとうなずき合う。

　と──

「話は済んだか」ここまで無言でコーヒーカップを傾けていたエリザがおもむろに口を開き「良ければ、そろそろ本題に入りたいのだが」

　そう言い置いて気け怠だるく息を吐き、思い出したように「ああ、私からもアリスによろしく頼む」と付け加える。

「本題……？」ウィッテンは首を傾かしげ「そういえば、今日きようの本題って何ですか？　僕達、何のためにここに呼ばれたのか……」

「あなたは時々おそろしく洞察力に欠けるな、ウィッテン准じゆん教授」と、エリザは呆あきれたような視し線せんをこっちに向け「無む論ろん、ここから先の、我われ々われの行動方針を決めるためだ」

「行動方針……って」

「つまり、我々は今後、アリス君と『情報制せい御ぎよ理り論ろん』をどうすべきか、ということだよ」

　オウム返しに呟つぶやくウィッテンに、健三から声が飛ぶ。情報制御理論、とはここ一年の間に健三が使い始めた言葉で、「高速演算によって情報を書き換えることで物理法則を制御する」というウィッテン達が見つけた理論体系の総称だ。最初に聞いたときはエリザとアリスと三人で「あまりにも捻ひねりがなさ過ぎないか」と苦言を呈ていしたものだったが、気が付けばウィッテンも他ほかの全員も、何となしにその単語を受け入れていた。

「運良くアリス君を隠すことには成功したが、ニューデリー自治軍の追求はこれから先も続く。いや、アリス君が姿を消したことで、今後は彼らの実力行使が我々に向かってくると考えた方が良い」健三はパイプタバコを取り出して火を点つけ「ここは最重要の管理区域のはずだが、すでに敵の工作員が入り込んでいるのは承知の通りだ。我々はまず自分自身の安全のために、早急に何らかの手を打たねばならん」

「『情報制御理論』のことを話して、ミュンヘンかケンブリッジか京きよう都とに保ほ護ごしてもらう、っていうのはどうですか？　アリスの話は隠して」ウィッテンはフリードリッヒ・ガウス記念研究所の母体である三つのシティの名前を挙げ「研究の場所を完全にシティの中に移すか、ここに軍の護ご衛えいを付けてもらえば余よ所そのシティも簡かん単たんには手出し出来ないと思うんですけど」

「問もん題だいが幾つか」と、隣となりから気怠そうに反論するエリザ「第一に、保護を求めたシティがアリスの存在を知れば、状況はより悪化する。第二に、情報制御理論をいずれかのシティが独どく占せんすることは、シティ間のパワーバランスに致命的な崩ほう壊かいを招く。そして第三に、これが最も重要だが、シティの介入は私の研究の邪じや魔まだ」

「う……それはそうですね。最後のはどうかと思いますけど」ウィッテンはエリザが上げた最初の二つの問題には同意し「けど、それならどうするんですか？　いくらなんでも、理論の存在自体を僕達だけの秘密にして、この先一生隠し続けるってわけには……」

「現実的な対応とは言えんな」健けん三ぞうがうなずき、静かにパイプをくゆらせ「そこでだがね……私は、この理り論ろんを世界に広めるべきだと思う」

「世界に広める？」思わず首を傾かしげるウィッテン「論文にして国際学会に発表するってことですか？　でも、こんなとんでもない理論、証拠もなしに公表しても……」

「その通りだ。『アリス君』という確かつ固こたる証拠を出せない以上、この理論が世界に簡かん単たんに受け入れられるとは考えにくい。仮に受け入れられたとしても、今度は『こんな途方もない仮説をどうやって思いついたのか』と余計なことを考える輩やからが必ず出てくる。結果的にアリス君を危険にさらすことになるのは目に見えているな」

「正しい状況認にん識しきだ、天あま樹ぎ」とエリザ「ではどうする？　無論、方策があるのだろう？」

　ウィッテンも、思わずテーブルに身を乗り出す。

「そうだな……」

　二人ふたりの視し線せんを受けて、健三はおもむろに椅い子すから立ち上がる。

　窓の傍そばに歩み寄り、一つ息を吐いて、

「まずは、我われ々われがアリス君のＩ－ブレインを元に開発した高速コンピュータ──演算機き関かんの中ちゆう枢すうになっているあれの設計をネットを介して世界中にそれとなく流出させる、というのはどうだろう」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、思考が追いつかない。

　ウィッテンは両手をテーブルの上で意味もなく左右に動かし、

「ま、待ってください！　そんなことしたら世界中であれと同じレベルのコンピュータが作られるようになって、ってことはあちこちで情報制せい御ぎよ演算が起こせるレベルの装置が動くようになって……」

　自然と言葉が途と切ぎれる。

　健三の意図が、ぼんやりと見えてくる。

「各地で、正体不明の現象が報告されるようになる」こっちの言葉を引き継ぐようにエリザ。「我々が情報制御理論を『発見』しても違和感のない、土台が出来るというわけか」

「そういうことだ」健三はゆっくりとテーブルに戻り「期間は……そうだな、一年もあれば十分すぎるぐらいだろう。我々は世界の動きに注意しつつタイミングを計り、我々の望む『証拠』が人々に受け入れられた段階で論文を発表する。そうなれば、現在我々を狙ねらっているニューデリー自治軍も他ほかのシティの軍もおいそれと手出しは出来ん。理り論ろんが世界中に知られてしまえば我々を捕らえたところで大した成果は期待出来んだろうし、世界中のシティの工作員が抜ぬけ駆がけを許すまいと互いに潰つぶし合ってくれるはずだからな」

「──やります」ウィッテンは即座に声を上げ「僕は乗ります、天あま樹ぎ教授のその作戦。このまま黙だまってたって状況は悪くなるだけなんだから、出来ることをやりましょう」

「良い答えだ」健けん三ぞうは、うむ、と重々しい声で「そっちも、異論はないな？」

[image: ]

　無論だ、と気け怠だるく呟つぶやくエリザ。

「よろしい」

　健三はうなずき、パイプタバコをテーブルに置いた。

「では、さっそく始めるとしよう」
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「情報制せい御ぎよ理論を世界中に広める、ですか？」

　焼き菓子の甘い香りが、リビングいっぱいに広がった。

　ウィッテンが口にしたその言葉に、アリスはひどく驚おどろいたようだった。

「大丈夫なんですか？　そんなことして」

「たぶんね」

　オーブンから出てきたばかりの焼き菓子を一枚つまみ、あちち、と口に頬ほお張ばるる。さっくりとした口当たりの良い食感が、すぐにとろけるような甘さに変わる。

「おいしい……」

「今日きようのは自信作ですよ」感動のあまりため息を吐つくウィッテンにテーブルの向こうのアリスは笑い「あ、それで続き続き」

　そうだった、とウィッテンは焼き菓子を飲み込み、椅い子すの上で姿勢を正して、

「天あま樹ぎ教授の計画だとまず、アンダーグラウンドなネットにどこかのシティからの流出品って形でコンピュータの基本設計をばらまくんだって。あそこにはどこのシティとかいう境目がないから。それからどこかの違法業者が実物を作るように仕向けて、だんだん色いろんな人が使うようになって……教授の話だと、最初に不ふ思し議ぎな現象に気が付くのはどこかのネットダイバーの人じゃないかな、って。あの人達は新しい物好きだし、自分の端末のアップグレードに幾らでもお金注ぎ込んじゃうから」

　ネットダイバーというのは自分の脳に直接機き械かいを接続してネットワークの世界に意い識しきごと『潜もぐり込んで』しまう、ちょっと危ない趣しゆ味みの人達のことだ。普通に端末を操そう作さするのに比べると飛ひ躍やく的てきに高い作業速度が得られる──らしいのだが、脳神経を金属端子と直接接合する手術が危ないというのでどこのシティでも法律で禁止されている、という建前になっている。

「上う手まくいくと良いですね」アリスはふむふむとうなずき、少し心配顔で「このままじゃアルもエリザも天樹教授も危ないし、いつまで経たっても休めないです」

「大丈夫、きっと上手くいくよ」ウィッテンはうなずき「それに……成功したらアリスも自由になるかも知れないしね」

「え──？」その言葉に少女はひどく驚おどろいた様よう子すで「ど、どうしてですか？」

「ニューデリー自治軍がアリスを追っかけてたのって、アリスの能力の正体が知りたかったからでしょ？　それを、僕らが世界に公表しちゃうわけだから」

「そっか……そうですね！」途と端たんに笑え顔がおが弾はじける。「私、帰れるんですね！」

「ま、まだそうって決まったわけじゃないよ！」ウィッテンは慌あわてて釘くぎを刺し「情報制せい御ぎよ理り論ろんがみんなに知られても、現にＩ－ブレインを持ってるのはアリス一人ひとりだけなんだから。軍が今度はそっちを狙ねらう可能性もあるわけだし……」

　言いかけた言葉が自然と途と切ぎれる。笑顔から一転、アリスは視し線せんを俯うつむかせ、テーブルの上で組んだ自分の両手をじっと見つめている。

「ごめん。がっかりした、よね？」

「ちょっとだけ……」小さな声で答えてアリスは勢いよく顔を上げ「うん──！　大丈夫です。わたし、こんなことじゃめげないです！」

「ほんとに？」ウィッテンはテーブルに身を乗り出し、少女の頬を手のひらで包んで「無理しちゃダメだよ。一番大変なのはアリスなんだから」

「……実は、ちょっとだけ落ち込みました」アリスはこっちの手のひらに顔を預けるようにして目を閉じ「でも大丈夫です。アルのこと、信じてますから」

　小さな笑えみを浮かべる少女に、頑がん張ばるよ、と答える。

　静かな時間。壁かべに掛けられた時計とけいの針が、かすかな音を立てる。

「……アル」

「なに？」

「えっと……手」

「あ」

　自分がアリスの頬ほおに触れたままなのをようやく思い出す。少しだけ赤くなった少女の顔に、二週間前、夜の森での出来事が唐とう突とつに思い出される。「ご、ごめん！」と慌あわてて手を引っ込め、そのままの勢いで椅い子すから飛とび退のく。テーブルに背を向けて何度も深呼吸する。

　その視し線せんが、ふと壁に埋め込まれた窓に向く。

　歩み寄ってカーテンを押しのけ、途と端たんに差し込んできた光の眩まぶしさに目を細める。

　……良い天気、って言うのかな？　この場合は……

　窓を大きく開いて上半身を乗り出し、秋の陽ひ射ざしに照らされた広大な庭園を見渡す。一面に植えられた芝生しばふが風に揺れ、そこかしこで管理用の小型ロボットが銀ぎん色いろに輝かがやいている。まっすぐに伸びるレンガ色の道の両りよう脇わきには銀杏いちようの並木が連なり、その先には同じくレンガ色の大きな柱が天に向かってまっすぐ伸びている。

　大気制せい御ぎよ衛えい星せい最上層の展望室とこの庭園を繋つなぐ、エレベータ。

　目の前に広がる広大な空間の全すべてが物理法則の書き換えによってわずか数センチ四方の隙すき間まに隠されているなどと、自分で作っておきながら信じられない。

　……何か、大変なことしちゃったなぁ……

　庭園から空に向かって一直線に伸びたエレベータは、途中でその色を偏へん光こう迷めい彩さいに溶かして自然な形で視界から消えている。そこからさらに上、閉へい鎖さ空間の天てん井じようには論ろん理り回路を応用した特殊な素材が張り付けられ、地上に降り注ぐ太陽光と同じ波長の光を絶えず放射している。

　技術的な問もん題だいで実際の空の映像を投とう影えいする機き能のうが付けられなかったのは、悔くやまれるところ。

　だが、肌に感じる陽射しの暖かさは驚おどろくほど本物に忠実で、ウィッテンは思わずうなずいてしまう。

「どうかしましたか？」

　そんなことをしていると、後ろからアリスの声。

「あ、ごめん」慌てて窓から体を戻し、少女に向き直って「何か、改めて見るとすごいところだなって」

「ほんとに、びっくりですね」アリスは小さくうなずき、ウィッテンの隣となりに並んで窓の外に身を乗り出し「天あま樹ぎ教授とエリザと、それにアルのおかげです」

　ありがとう、と笑う少女と一いつ緒しよに、ウィッテンも窓の外に視し線せんを向ける。

「何か困ってることとかない？　足りない機き能のうとか」

「思いつかないです。すごく快適で、勿もつ体たいないくらい」

　アリスの元気な答えに、そう、とうなずく。窓の縁ふちに両手をついて、庭園の端から端までゆっくりと視線を巡めぐらせる。

「それにしても、ほんとに広いね」

「あの辺あたりにお花を植えようと思うんです。いっぱい」

　少女の細い指が、芝生しばふの一角を指さす。良い考えだね、と答えて、ウィッテンは庭園の遥はるか遠くに目を凝こらす。そこかしこで動き回る銀ぎん色いろの管理ロボット。花を育てる機能はついていただろうか。帰ったら確かく認にんしないと……

「──アル」

「え？」

　ふいに名前を呼ばれ、驚おどろいてアリスを振り返る。

　とたんに、唇に触れる柔らかい感触。

　ほんの数秒。少女は目を閉じたままそっと顔を離はなし、恥ずかしそうにうつむいて、

「そろそろ晩ご飯の仕込み始めます。お手て伝つだいお願ねがいしますね」

　頬ほおを赤くしたまま、にっこり微ほほ笑えむ。

　惚ほうけたように、ウィッテンはうなずいた。
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　イチゴと生クリームをたっぷりと敷しき詰めたケーキの上に、十六本のロウソクが灯ともった。

　どうぞ、とウィッテンが合図すると、アリスは緊きん張ちようした面おも持もちで息を吸い込んだ。

　闇やみの中に灯った十六個の火が、順番に消えていく。最後の一つが吹き消されると同時に、天てん井じようのライトにスイッチが入る。

　たちまち鳴なり響ひびく、クラッカーの音。

　健けん三ぞう、エリザ、それにウィッテン──テーブルを囲んだ面々が、少女に向かってそれぞれに拍手を送る。

「おめでとう、アリス君」

「……おめでとう」

「おめでと！　アリス」

　三人それぞれの祝いの言葉に、アリスが「ありがと！」と笑う。地上からの高度二万メートル、大気制せい御ぎよ衛えい星せいの中に隠された邸宅のリビングに、拍手の音が弾はじける。

　西せい暦れき二一八〇年、八月二七日。

　少女の十六歳の誕たん生じよう日びを祝うために集つどった一同は、思い思いの飲み物を注いだグラスを「乾杯！」と打ち合わせる。

「にしても……何なのだろうな、このクラッカーという風習は。わざわざ紙と火薬を使わずとも、リボンを飛ばしたいのであればもっと合理的な手段が……」

「だから、そう野や暮ぼなことを言うなと何度言えば分かるのだ、君は」

　空からになった円えん錐すい形けいのケースを片手に呟つぶやくエリザを、隣となりから健けん三ぞうがたしなめる。そんなやりとりにくすくす笑い、ウィッテンはアリスと一いつ緒しよにケーキを取り分ける。

「はい、アリスは主役なんだから一番大きいの」

「じゃあアルには、このイチゴがいっぱい載ってるのをあげます」

　二段重ねになった大きなケーキは、研究所の中にあるレストランに頼んで用意してもらった。最初はアリスが自分で作ると言っていたのだが、自分の誕生日を祝うケーキぐらい人に用意してもらわなければ寂さびしすぎるという健三の一声で地上からここまで持ってくることになった。その代わり、他ほかの料理は全すべてアリスの手製。ウィッテンも前の日から泊まり込んで手て伝つだった豪華な料理の数々は、台所で出番を待っている。

　部へ屋やの隅すみにうずたかく積つまれているのは、三人からの誕生日プレゼント。

　ウィッテンが用意した大きなクマのぬいぐるみに、健三が買ってきたしゃれたデザインのドレス。エリザが持ち込んだのは七色のライトが周期的に明滅する不ふ思し議ぎな形のオブジェで、相変わらずこの人の趣しゆ味みはさっぱり分からない、

「アリス、ケーキはどう？」

「おいしいです！　……作り方、研究しなきゃ」

　いきなり真ま面じ目めな顔になって呟くアリスに、ウィッテンは思わず噴ふき出す。「何ですか、もう！」とむくれる少女にごめんごめんと手を振り、ふとテーブルの向こうから何も発言がないのに気付いて、

「どうかしましたか？　天あま樹ぎ教授もザイン教授も」

「いや」健三は少し考える素振りを見せ「我われ々われはお邪じや魔まだったかと、少し思ってな」

「え……」

　絶句するウィッテンの前でエリザも「そうだな」とうなずき、

「どうだろう？　我々は今夜はここに泊まる予定だったが、日帰りの方が都合が良ければそう言ってもらえれば」

「ま、待って！　待ってください！」

　慌あわてふためいて両手を意味もなく左右に振る。見れば、隣の席のアリスは耳たぶまで真まっ赤かになってうつむいている。

「ふ、二人ふたりとも何言ってるんですか！　僕らは、そんな！」

「冗じよう談だんだ。そして慌あわてすぎだウィッテン准じゆん教授」エリザは気け怠だるそうに息を吐き「頼まれずとも今日きようは泊まらせて頂く。我われ々われの分の食事は明日あしたの朝食まで用意されているのだろう？　手を付けずに帰っては、食材が無む駄だになるというものだ」

「え？　えっと、それは……」

　思わずアリスと顔を見合わせる。堅苦しい表現を使ってはいるが、要するに「飯も食わずに帰れるか」ということらしい。

「エリザ……もしかして、お腹なか減ってますか？」

「そうとも、笑ってやってくれアリス君」と、健けん三ぞうがいかにも人の悪そうな顔で口を挟み「アリス君としばらく暮らしている間に何やら心境の変化があったらしくてな。『米かパンを口にしないと一日が終わった気がしない』などと言って、最近では研究棟の食堂のメニューを全すべて制せい覇はしそうな勢いで……」

「天あま樹ぎ、後で話がある」

「愉ゆ快かいな話かな？　エリザベート・ザイン」

「あなたにとっては不幸な話だ。おそらくな」

　軽口を叩たたき合う二人ふたりを前に、アリスは目を瞬しばたたかせる。

　こっちに顔を寄せ、声を潜ひそめて、

「いつもこんな感じなんですか？　天樹教授とエリザって」

「うん。……そっか、実じつ験けんのときは二人とも真ま面じ目めだから、あんまり見たことないよね」

　神妙な顔で、知らなかったです、と呟つぶやくアリス。

　と、少女はいきなり真面目な顔で膝ひざの上に両手を組み、

「そういえば、『計画』の方はどんな感じなんですか？　学会に論ろん文ぶんを提出した、って話はこの前アルに聞きましたけど」

「その学会から呼び出しがかかった。来週頭にも、地球連合本部で講こう演えんを行う予定だ」なおもエリザといがみ合っていた健三はこっちに顔を向け「各シティの高官に、ありとあらゆるマスメディアが集まるそうだ。──世界中が、蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになるぞ」

「その蜂が、こちらに向かって来なければ良いがな」

　いかにも嬉うれしそうに腕組みする健三の隣となりで、気怠く呟くエリザ。

　そうなんですか、とこっちを見るアリスに、ウィッテンはうなずいた。

　計画の開始から十ヶ月。世界を取り巻く状況は、発案者である健三が想定した通りの変化を示していた。ネットを介してばらまかれた超高速コンピュータ──現在の公式な世界最高速コンピュータであるガウス研究所の『ＤＲ－９』の百倍、一般的なコンピュータの十万倍以上の速度を持つ小型演算素子の基き礎そ設計は各地で実用化され、すぐに、世界中で「奇妙な現象」が報告されるようになった。

　──家でゲームをしている最中に、いきなり端末の画面が吹き飛んだ。

　──友達と仮想空間で遊んでいる間に、いつの間にか部へ屋やの床ゆかが水浸しになっていた。

　最初はとりとめのない噂うわさに過ぎなかったそれらの情報は、ほどなくして『最新型の演算装置』というキーワードに結びつけられるようになった。シティの自治政府が調ちよう査さに乗りだし、噂は『怪現象』として実体を得た。政府公式の研究機き関かんによって問もん題だいのコンピュータの解析が行われ、中ちゆう枢すうの回路が超高速演算能力を備えた発展型であること、それ以外に怪現象の引き金となるようなシステムが何一つ存在しないことが確かく認にんされた。

　ウィッテン達が動き出す準備が整ととのった。

　が、その過程で、世界に散らばった高速演算装置は様さま々ざまな被害を生んでいた。

　発火現象に巻き込まれて火傷やけどを負った者、突然飛んできたテーブルの花か瓶びんに頭を打たれた者。幸いなことに死者や重傷者は出なかったが、中には全治一週間程度の怪け我がを負う者もあった。

　そんなニュースの一つ一つにウィッテンの心しん臓ぞうは痛んだが、健けん三ぞうはそれらの全すべてを豪快に笑い飛ばし、エリザはありとあらゆる情報を完かん璧ぺきに無視してのけた。

　コンピュータの発展が自然に進んで情報制せい御ぎよの臨りん界かいを超えれば、放っておいてもいずれこの事態は起きた。我われ々われはその時計とけいを百年ほど早めただけ──そんな健三の説明に、ウィッテンは納得するしかなかった。

「全部予定通り、ですね？」そんなことを考えるウィッテンの前でアリスは無む邪じや気きに笑い「えっと……それで、わたしは」

「アリス、それは……」

　期待に満ちた少女の顔に、ウィッテンは思わず唇を噛かむ。

　健三も、アリスの考えに気付いた様よう子すで難むずかしい顔になり、

「残念だが、状況はあまり思わしくない。情報制御理り論ろんの存在が公表されようとしていることはすでに敵も掴つかんでいるはずなのだが、どうも動きに変化がない。我々の身辺は相変わらず何者かに探られているし、アリス君の行方ゆくえについても調査されている節がある。……敵にしてみれば、たとえ理論が公おおやけになったとしても実用化の技術さえ押さえられればいい、ということなのかも知れんな」

「やっぱり……ですか」

　小さく呟つぶやいてアリスが下を向く。やっぱり、と言うからには少女にとっては予想通りの回答で、それでも「もしかしたら」という希望を持ちたかったのだろう。

「無論、我々もこのままで終わらせるつもりはない」そんな少女を前に健三は椅い子すから立ち上がり「今日きようここに来たのはもちろんアリス君の誕たん生じよう日びを祝うためだが……同時に今後のこと、計画の第二段階について説明するためでもある」

　その言葉に、アリスが「え？」と顔を上げる。

「第二段階、って？」

「Ｉ－ブレインだ」少女の問いにエリザが答え「君の脳に備わっている力の源みなもと、我々の敵がほしがっているその器官の製法を開発して、世界中にばらまく」

「製法……？」アリスが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ「製法って、でも、わたしのこれは脳の一部なんじゃ……」

「人工臓ぞう器きみたいな感じで培養して、手術で埋め込むんだよ」今度はウィッテンが説明する。「胃や腸の病気の治ち療りようならよくある話だし、事故で前ぜん頭とう葉ようが欠けちゃった人に培養品を移植した手術例もあるんだって。……生まれつきＩ－ブレインを持った子を人工的に作るなんてもちろんダメだけど、これなら何とか世界中に広まるんじゃないか、って」

「なんだか、ちょっと気持ち悪いですね」アリスは自分の頭に手を当てて顔をしかめ「分かりました……けど、危なくないんですか？　そんな手術して」

「これからの研究次第だ」答えるエリザの声。「理り論ろん的てきに考えれば危険は低いが、断言は出来ない。全すべて未知の領域だ」

　なるほど、とアリスは考える素振りを見せ、

「じゃあ、アルもその研究に参加するんですね」

「え、僕は……」

「いや」答えようとした声が健けん三ぞうに遮さえぎられる。「それは私とエリザの仕事だ。ウィッテン君には、この衛えい星せいの管理全般を担当してもらう」

「そうなんですか？」

「うん……何かそうみたい」

　不思議そうにこっちを見るアリスに、答える。

　それが、健三とエリザと話し合って決めた、今後の方針。

　新たな計画で手一杯になる二人ふたりの分、衛星の管理や少女の住じゆう環かん境きようの向上に全力を注ぐのが、ウィッテンの役目だった。

　──この件に関しては、我われ々われに任せてもらいたい。

　話し合いの席上、そんな事を言い出す健三にエリザも賛さん同どうした。ここまで行ってきた基き礎そ研究と違ってこれから先は実じつ験けんの領域、数学者である君には向かない仕事だ──そう主張する二人に、ウィッテンは首を縦たてに振らざるを得なかった。

　言われてみればもっとも。Ｉ－ブレインの基礎構造であるネットワークの設計図を書くなら物理学者の方が適任だし、神経細胞の培養に至ってはそもそもやったことすらない。数学者の仕事ではない、と言われれば間違いなくその通りだ。

　……が、確たしかにその通りなのだが、納得がいかない。

　これまでの研究でも自分に向かない場面は何度もあった。と言うより、最初の基礎理論が完成した後には数学者が必要な場面など数えるほどしかなかった。が、それでもウィッテンは欠かすことの出来ない研究の要素だったはずだ。物理学者である健三や大脳生理学者であるエリザには不可能な数学者ならではの発想がしばしば研究を進める原動力となってきたことは、二人ふたりも良く分かっているはずだ。

　今になって何な故ぜ、という疑問。

　それが、心の隅すみに引っかかっている。

「私とエリザはしばらくここには来れないが、代役は全すべて任せてある」そんなことを考えるウィッテンの前で健けん三ぞうはアリスに微ほほ笑えみかけ「これからはウィッテン君がしょっちゅうここに出入りすることになるが……アリス君には、その方が都合が良いだろう」

「え……そ、そんなこと……」

　恥ずかしそうにうつむいた少女が、視し線せんをこっちに向ける。

「えっと、よろしくお願ねがいします」

「うん、こっちこそ」

　ウィッテンは、かろうじて曖あい昧まいな笑えみを取とり繕つくろった。
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　応接机を叩たたく鈍にぶい音が、思いがけなく強く響ひびいた。

　フリードリッヒ・ガウス記念研究所、数理物理研究棟。夜の十時を過ぎた天あま樹ぎ研究室に、ウィッテンの怒ど声せいがこだました。

「どうして分かってくれないんですか──！」

　向かいのソファーに座った健三が「まあ落ち着きたまえ」と手で制す。ウィッテンは深く息を吐いてどうにか心を静め、ともかく自分の席に座る。

「納得がいきません。天樹教授もザイン教授も、どうして僕が魔ま法ほう士し開発に関かかわるのを止めようとするんですか」

　応接机の上に浮かぶ無数の立体映像ディスプレイには、各国の研究機き関かんからウィッテンに宛あてられたメッセージが表示されている。ここ数週間の間にウィッテンのもとに届けられた千近いメッセージにはいずれも、共同研究の要よう請せいが書きつづられている。

　情報制せい御ぎよ理り論ろんの発表からすでに二ヶ月。世界中のシティを飛び回っている健三やガウス研究所から次々に論文を発表しているエリザを余よ所そに、一人ひとり何の動きも見せていないウィッテンに各国の注目が集まるのは当然のこと。

　Ｉ－ブレインの培養法を確かく立りつし、人工的に魔法士を生み出す──世界規き模ぼで行われているその研究にやはり自分も参加すべきではないのかと、思い悩んだウィッテンは今日きよう、健三のもとを訪れたのだった。

「良いから落ち着きたまえ、ウィッテン君」健三はティーカップに紅茶を注いでこっちの目の前に押しやり「もちろん気持ちは分かる。分かるが、だからと言って認めるわけにはいかん。……何度も言った通り、これは君には向かない役目なのだ」

「だから、どうしてですか！」ウィッテンは必死に拳こぶしを握りしめ「確たしかに『完成された理り論ろんの実証』という点では僕は天あま樹ぎ教授やザイン教授には遠く及びませんが、それでも、情報制せい御ぎよ理論を世界で誰だれよりも深く理解しているのは僕です。僕の発想や知ち識しきが役に立つ場面は必ずやってくる。天樹教授も、それは分かってるでしょう？」

「分かっているからこそ止めているのだよ」

「え？」

　不可解な答え。

　とっさに言葉を失うウィッテンを前に健けん三ぞうは深く息を吐き、

「では訊きくが、ウィッテン君は何のために、魔ま法ほう士し開発に関かかわろうとしているのかね」

「アリスのためです」ウィッテンは即答する。「世界中で魔法士が作られて、魔法士がいる生活が当たり前になれば、アリスはもう隠れて暮らさなくても良いはずです。だから……」

「そう、それが理由だよ」健三はウィッテンの言葉を遮さえぎり「ウィッテン君の目的がアリス君を救うことである限り、私は、君を魔法士開発に関わらせることは出来ん」

「な、何ですかそれ！」ウィッテンは目を見開き「意味が分かりません！　だいたい、それを言うなら天樹教授も同じでしょ？　教授だって、アリスを助けるために──」

「私が情報制御理論を研究するのは私自身の好奇心を満たすため。『魔法士』という新たな生物種の行く末を私自身が知るためだよ」

　静かな声が、ウィッテンの叫びを止める。

「それ以外の理由などない。誰だれかを救うための研究などと、私はそれほど傲ごう慢まんな人間では無い」

「傲慢……？」

「そうだ」戸と惑まどうウィッテンに健三はうなずき「魔法士の開発は君がこれまで行ってきた基き礎そ研究とは違う。実際に人の頭を切り開き、脳を繋つなぎ合わせる作業だ。百パーセントの成功など有り得ない。被ひ験けん者しやの中には重大な後こう遺い症しようを残し、あるいは死ぬ者もいるだろう。そうなったとき、ウィッテン君はどうする？」

「どうって、それは……」

「アリス君を救うための研究で犠ぎ牲せいを出したのだから、責任の一端はアリス君にもある。──そういうことに、なりはしないかね？」

「詭き弁べんです！」ウィッテンは両手で応接机を叩たたき「それなら天樹教授はどうなんですか！　もし教授の実験のせいで誰かが死ぬことになったら、教授は」

「知らんよ」斬きり裂くような健三の答え「科学の発展とは失敗の連続だ。仮にそれが明めい確かくな私のミスであったなら謝しや罪ざいもするし責任も取るが、不可抗力の結果であるのならそんな物は私の知ったことではない」

「な……」

　とっさに言葉が出てこない。

　ウィッテンは何度も深呼吸を繰くり返し、少しためらってから、

「じゃあ……それじゃあもし、その犠ぎ牲せい者しやの家族が天あま樹ぎ教授のところに仕返しに来たら？」

「あれは事故で誰だれにも責任はないのだと、理り路ろ整せい然ぜんと説明する。結果として私が激げつ昂こうしたその家族に撃うたれたなら、それもまた私が選んだ道、私の自由の内だ」健けん三ぞうはこっちにまっすぐ顔を向け「少なくとも、『人を救うための研究だから許してくれ』などと、無責任な言いい訳わけをするつもりはない」

「そんな……」

「この天樹健三、十歳で物理学の道に入ってから今こん日にちまで、自分の研究の責任を他人に預けたことなど一度たりともない」健三は胸を張り「無む論ろん、私のこれまでの研究の中には他人の命を救った物も少なからずある。が、それは『結果』であって『目的』ではない。私が研究を行うのは私の脳がそれを命じたから。その結果が誰かの助けになるのは喜ばしいことだが、それが私の本来の目的ではない以上、誇る資格も感かん謝しやを受ける資格も在ありはしない」

　そこで言葉を切り、健三は息を吐く。

　普ふ段だん通りの柔らかなまなざしをこっちに向け、静かな声で、

「だが、ウィッテン君にはそこまでの覚悟は持てないだろう」冷え切った紅茶のカップを自分の前に引き戻し「それで良いのだよ。そんな覚悟は私やエリザのように、本当に逸いつ脱だつした人間だけが持っていればいい。アリス君を救いたいという君の心は、こんなことに使って良いものでは断じてないのだ」

　別なカップに暖かな紅茶を注いでこっちの前に置き、

「魔ま法ほう士しが当たり前に暮らす世界は、私とエリザに任せれば良い。アリス君の寂さびしさを紛まぎらわす事はそれと同じくらい、いや、それ以上に大きな仕事のはずだ」

「……分かります」

　かろうじて、ウィッテンは絞り出す。

「そうか」健三は安心した様よう子すでうなずき「分かってくれて何よりだ。……そう心配するには及ばん。私とエリザの能力がどれほどの物かは君もよく知って」

「分かりましたけど、聞けません」健三の言葉を、今度はウィッテンが遮さえぎる。「僕は、魔法士開発に参加しようと思います」

「ウィッテン君……？」

「わがまま言ってすみません」ウィッテンはソファーから立ち上がって深々と頭を下げ「でも、僕はやっぱり科学者なんです。科学者として、アリスのために何かがしたいんです」

　呆ぼう然ぜんとした健三に背を向けて、部へ屋やの出口に向かう。

「待ちたまえ、どこに行くのかねウィッテン君」

「ザイン教授に話してきます」

「ウィッテン君！」

「失礼します」

　勢いよくドアを閉ざし、振り返らずに歩き出す。

　夜の闇やみに沈む研究棟の廊下。

　背中のずっと遠くで、健けん三ぞうのため息が聞こえた気がした。
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　花か瓶びんに活いけられた色とりどりの花が、テーブルの上で揺れた。

　ようやく話を終えたウィッテンに、アリスは目を丸くした。

「それで、天あま樹ぎ教授ともエリザともケンカになっちゃったんですか？」

「うん……まあ……」

　自然と顔がうつむき加減になる。

　ウィッテンは息を吐き、ちらりと少女の顔色をうかがって、

「……呆あきれた？」

「そんなことないです。ちょっとびっくりしましたけど」

　静かに首を振り、困ったような笑えみを浮かべるアリス。

　テーブルの向こうから身を乗り出し、細い指でこっちの髪を撫なでて、

「それで、どうするんですか？　これから」

「ミュンヘン自治軍の魔ま法ほう士し開発計画に参加することに決めたよ」ウィッテンはくすぐったさに目を細め「ザイン教授は自分の研究を全然外に漏らさないし、天樹教授は世界のあちこちを飛び回ってるしで、ミュンヘンはガウス研究所の出資元のはずなのに情報制せい御ぎよ理り論ろんの研究が全然進んでないんだって。スカウトに来た軍の偉い人が『科学者という連中は勝手すぎる！』って怒ってたよ」

「相変わらずなんですね、二人ふたりとも」この頃ごろ会っていない二人の顔を思い出しているのか、アリスはどこか遠い目をし「けど……そうするとこれからは、アル一人ひとりで研究することになるんですか？」

「しばらくはね。二人とも同じガウス研究所に所属してるんだから先のことは分かんないけど」

　答えて、ウィッテンは携けい帯たい端末のタッチパネルを叩たたき「ほら、僕用の表記法もちゃんと作ったんだよ。二人とは別の研究をするんだから、書き方は分けないとね」

　情報制御理論に関する知ち識しきが一極に集中するのを避けるために、健三とエリザは自分の研究成果を記述するのに別な数式の体系を用いている。理論全体の見通しがいい『天樹表記』と、ものすごくわかりにくい代わりに式が極端に少なくて済む『ザイン表記』。この二つは情報制御理論という巨大な体系をそれぞれ異なる側面から表しているだけなのだが、それが本質的に全く同じものなのだと世の学者達が気付くにはおそらくあと十年はかかるだろう。

　そして、ウィッテンが作ったのは健けん三ぞうとエリザどちらの方式とも違う、独自の表記法。

『ウィッテン表記』とでも呼ぶべきこの体系は、現象の解析に計算がほとんど必要ないのが最大の特徴だ。

「ね、どう思う？」

「え、どうって言われても」ウィッテンの何気ない問いに、アリスは困った顔で数式が並ぶディスプレイを見上げ「えっと……なんだか難むずかしいですね」

　思わず、あ、と声を上げる。考えてみれば当然。自分にとってはどんなにすごい発明でも、Ｉ－ブレインを持っていても情報制せい御ぎよ理り論ろんの専門家ではない少女に分かるはずがない。

「ごめん……つい」

「ううん。アルが頑がん張ばってくれてる証拠ですから」

　アリスは静かに首を横に振り、こっちの顔を覗のぞき込んで、

「けど……アル、少し無理してないですか？」

「え……」

　心しん臓ぞうがどきりと音を立てる。少女の青い瞳ひとみから、無む意い識しきに視し線せんを逸そらす。

「大丈夫。してないよ、無理なんて」

「ならいいんですけど……」と、アリスはやっぱり心配そうに「気になることがあるんじゃないですか？　天あま樹ぎ教授とエリザに断られたときに、何か言われたとか」

　今度こそ心臓が止まりそうになる。そんなことないよ、と呟つぶやいて、目の前で冷え切った紅茶のカップを取り上げる。

　少女の前で言えるわけがない。

　アリスのために研究するのは間違いだ、と自分のやろうとしていることを根本から否定されてしまっただなんて。

「ほんとですか？」

「ほんとほんと。心配しなくても、天樹教授ともザイン教授ともすぐに仲直りするから」

　視線をアリスからわずかに外はずしたまま、軽い口く調ちようで答える。

　と、少女は諦あきらめたように息を吐き、

「わかりました。じゃあ、それはもう聞かないです」一つ手を叩たたいて椅い子すから立ち上がり「すぐに晩ご飯の準備しますね。アルはゆっくり座っててください」

「あ……」その言葉にウィッテンは、しまった、と目を見開き「ごめん、今日きようの夜はミュンヘンで会かい議ぎがあるから、すぐに帰らないといけないんだ」

　途と端たんに、アリスの動きが止まる。

　少女は怒る、と言うより困こん惑わくした顔でこっちを振り返り、

「でもアル、今晩は泊まっていくって……」

「ほんとにごめん！　急に決まったんだ！」ウィッテンは勢い任せに頭を下げ「前もって連絡しようと何回か思ったんだけど、その度たびに別な用事が入っちゃって……」

　怒ってるだろうな、と思いつつ、おそるおそる顔を上げる。

　が、アリスは意外にも柔らかな笑え顔がおで、

「仕方ないです。……お弁当用意しますから、十分だけ待ってくださいね」こっちに背を向けて歩き出し、リビングの扉とびらで振り返って「えっと……次は」

「必ず泊まっていく！」ウィッテンは椅い子すから立ち上がり「どんな用事が入っても全部キャンセルするよ、絶対に！」

「……はい」

[image: ]

　約束ですよ、とアリスが笑った。

　ウィッテンがこれまで見たことのない、瞬まばたきしたら消えてしまいそうな笑顔だった。
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　嵐あらしのような日々が、始まった。

　シティ・ミュンヘンとの協力体制を築きずいたウィッテンは、軍部の研究者達と協力して次々に新しい論ろん文ぶんを発表していった。

　Ｉ－ブレイン──ウィッテン達が情報制せい御ぎよ理論に関する最初の論文の中で「情報制御を行うのに最適な架か空くうの存在」として記き載さいした生体コンピュータの開発は、世界中で隆盛を極きわめていた。当初は既存のコンピュータを発展させることで代用が可能と考えていた一部の反対派の研究者達も、すぐに、金属やカーボンナノチューブをベースにした素子では物理的なサイズに対する演算速度の限界があまりにも早く訪れることに気付いた。代だい替たい臓ぞう器きの移植が当たり前の技術となっていた当時の社会ではＩ－ブレインの埋め込み手術に関する倫りん理り的てきな問もん題だいが取りざたされることもなく、人々は、この新たな発明を待ちわびていた。

　が、その開発は困こん難なんを極めた。

『本物のＩ－ブレイン』を知らない大多数の研究者達にとって、その作業は、闇やみの中で手探りして自分が見たこともない物体の正体を当てろと言われているに等しかった。

　アリスのＩ－ブレインというお手本を抱えたウィッテン達は開発競きよう争そうにおいて彼らより遥はるかに有利な位置にいたが、それでも目の前に立ちふさがる問題は圧倒的なものだった。ウィッテンは足りない知ち識しきを埋めるために物理学や脳神経学の本を紐ひも解とき、膨ぼう大だいな知識を頭に押し込んでいった。

　……前に進んでいるという手て応ごたえはあった。

　ウィッテンの数学者ならではの発想は、世界中の科学者が行き詰まっていた幾つもの問題に解決の道を切り開いていった。

　そんな日々を送るウィッテンの周囲では、様さま々ざまな変化が起こっていた。中でも最大のものは『健けん三ぞうの移い籍せき』。研究情報の流出を嫌ったフリードリッヒ・ガウス記念研究所の役員会が世界中を飛び回る健三に最後の警けい告こくを発し、健三はこれ幸いと研究所での活動を無期限休止、六歳になったばかりの双ふた子ごの息子むすこと娘を連れてシティ・神こう戸べに渡り、魔ま法ほう士し研究機き関かんのトップに収まってしまった。

『天あま樹ぎ機関』と名付けられたその新しん組そ織しきに、世界中の注目が集まった。

　コメントを求めるマスメディアへの対応に、ウィッテンは何日か、貴重な時間を奪われた。

　ガウス研究所に残ったエリザとは、いつの間にか共同で研究を行うようになった。エリザはウィッテンが魔法士開発に関かかわることの是ぜ非ひには一言も触れず、こちらには不足している大脳生理学関連のデータを惜おしみなく提供してくれた。

　ウィッテンはただ礼を言って、そのデータを受け取った。

　あの日の──健三とエリザに研究を反対されたあの日のことについては、とうとう一度も聞けなかった。

　北ほつ極きよく衛えい星せいのアリスと顔を合わせる時間は、日に日に短くなっていった。衛星に通う回数はもちろん変わらなかったが、以前なら二日三日とアリスの家に滞在していたウィッテンは、訪れたその日のうちに慌あわただしく帰ることが多くなっていた。研究と会かい議ぎと論ろん文ぶんの執筆に忙ぼう殺さつされる日々。アリスと過ごす一時はそんな慌ただしさを忘れさせてくれたが、残念ながら、時間の流れは二人ふたりを待ってはくれなかった。

　……ちゃんと、ご飯食べてますか？

　次はいつ来れるのかという問いかけの代わりに、少女はそんな言葉を口にすることが増えた。そんなとき、ウィッテンは大丈夫だよと笑い、次はきっと泊まっていくからと形だけの約束を交わすのが常だった。

　約束しましたよ、という少女の答えは、いつの間にか、無理しないでくださいね、という心配の言葉に替わった。




　──そんなふうにして二年が過ぎた西せい暦れき二一八二年の冬。

　ウィッテンのもとに、健けん三ぞうから一通のメッセージが届いた。
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　環かん状じようリニアを乗り継いでたどり着いたポート前の駅は、他ほかのシティに旅立つ旅行客でごった返していた。

　シティ・ロンドン第七階層東地区。レンガ色の有ゆう機きタイルで舗ほ装そうされた半円形の広場に視し線せんを巡めぐらせ、ウィッテンは人並みを避けて足早に歩き始めた。

　ほぅ、と白い息を吐き、コートの前をかき合わせる。ロンドンの街を流れる十二月の風はシティの外と同様に肌寒く、服のわずかな隙すき間まから入り込んで容よう赦しやなく体温を奪う。

　五分ほど通りを進んだところでようやく目的の店を発見し、入り口のドアをくぐる。

「──おお。ウィッテン君、こっちだ、こっち」

　途と端たんに、聞き覚えのある声。

　他ほかに客らしい客が見あたらない店の一番奥、小さなテーブル席に座って、見事なスーツ姿の紳士がパイプタバコを掲かかげる。

「お久しぶりです、天あま樹ぎ教授」

「こちらこそだ、ウィッテン君。よく来てくれた」

　健三の言葉にうなずき、ともかく席に着く。テーブル脇わきのタッチパネルからコーヒーを注文し、コートを脱いで椅い子すの背にかける。

「アリス君から話は聞いているが、随ずい分ぶん忙しいようだな。食事はちゃんととっているのかね」

「とってますけど……どうしてアリスと同じことを言うかな」

　頭をかくウィッテンに、健三は豪快に笑う。

　足あし下もとに手を伸ばし、大きな筒状の包みを取り出して、

「二ヶ月半遅れになってしまったが、十九歳の誕たん生じよう日びプレゼントだ。アリス君に預けても良かったのだが、どうせなら直接渡そうと思ってな」

　ありがとうございます、と受け取って、包みを解く。

　中から出てきたのは、棒状に丸められた一枚の画用紙。

　広げてみると、そこにはクレヨンで書き殴ったらしい「おたんじょうびおめでとう」という文字と共ともに四人の人物が描かれている。

「……真ま昼ひる君と、月つき夜よちゃんからですか？」

「そうだ。力作だぞ？」健けん三ぞうは口元をほころばせ、いかにも子供らしいたどたどしい筆ひつ致ちで描かれた人物を右から順に指さし「真昼と月夜と、ウィッテン君と私だな。ウィッテン君の顔は写真を見ながら描かいた。ガウス研究所を離はなれてからもう二年も会っていないから『二年分の成長せーちよーを想像そーぞー力りよくで補った』らしい。ウィッテン君もこの絵から、二人ふたりの創意工夫を読み取ってくれたまえ」

「……難むずかしいですね」

　苦笑混じりに絵を眺め、一つうなずく。

　健三にもう一度礼を言い、画用紙をきれいに丸めて元通りのケースに収め、

「神こう戸べの方はどうですか？」

「自分が東洋人だということを思い出しているところだよ。ヨーロッパも居い心地ごこちが良かったが、やはり日本の水は肌に合う」健三はパイプタバコを吹かし「だが、まあ、近いうちにまたフリードリッヒ・ガウス記念研究所に戻ることになりそうだ」

「そうなんですか？」

「何だ、知らんのかね」目を丸くするウィッテンに、健三は呆あきれた様よう子すで「先日の選挙で役員会の理事が総入れ替えになった。新しい研究所長はカールに決まったそうだ」

「え……」ウィッテンは絶句する。「初耳ですよ！　アンダーソン教授がいつの間に！」

　健三の友人であるその科学者のことならウィッテンもよく知っている。何しろ、自分の学生時代の指し導どう教官だ。

「まあ、そういうことになったらしい。本人は『面めん倒どうが増えた』とぼやいていたがな」健三は口元に笑えみを浮かべ「そういうわけで、また肩書きが替わる。今度は『フリードリッヒ・ガウス記念研究所数理物理研究科教授、兼、シティ・神戸所属、天あま樹ぎ機き関かん代表』ということになりそうだ」

「……長いですね」

「だろう。私も今、適当な略称を考えているところだ」

　二人ふたりで顔を見合わせ、何となしに笑う。

　タイミング良く給仕ロボットが持ってきたコーヒーを受け取り、

「研究の方は順じゆん調ちようみたいですね」

「そちらと同様、な」ウィッテンの言葉に健三はうなずき「Ｉ－ブレイン発生の元となる遺い伝でん子しはすでに特定した。あとは発生過程でどのような能力を持ったＩ－ブレインを生み出すか、遺伝子の配列と生成されるＩ－ブレインの機き能のうにどんな関係性があるかという点だが……」

　そこで言葉を切り、視し線せんを上に向けて、

「そういえば、先月のウィッテン君の論ろん文ぶん。あれは見事だったな」

「どっちかっていうとザイン教授の仕事ですよ。……まったく、あの人はやる気があるんだか無いんだか」

　自分とエリザの共同名義で発表されたばかりの論文のことを思い出す。『Ｉ－ブレインと人体との適合に関する研究』。人間の体にとってＩ－ブレインとは本来異質なものであり、たとえ被ひ験けん者しや自身の細胞と遺伝子を元に培養されたＩ－ブレインであっても、移植が行われた段階で重大な拒絶反応を引き起こす恐れがある、というのが論文の主おもな内容だ。

　おそらくは死に直結するであろう拒絶反応を回かい避ひする方法は、遺伝子の書き換え。

　被験者の体全体の遺伝子にＩ－ブレインの培養に使われる『魔ま法ほう士しの遺伝子』を組み込むことで、理論上は百パーセント、拒絶反応を抑えることが可能となる。

「まあ、そうなると魔法士の親から子供に、Ｉ－ブレインが遺伝しちゃう可能性が出てくるんですけどね」

「そうだな……エリザは何か？」

「そういう流れもありだろう、って。天あま樹ぎ教授がよく言ってたみたいに魔法士が人類の進化ならアリスみたいに普通の人間同士から生まれる魔法士はこれから増えていくだろうから、その流れを少し速くするだけだと思えばいい、みたいな……」

　自然と言葉が途と切ぎれる。

　じっと目を閉じる健けん三ぞうの姿に、ウィッテンはようやく気付く。

「天樹教授……？」男の名を呼び、何か続けなければと言葉を探し「えっと……そ、そういえば、今日きようは何の用事で」

「誕たん生じよう日びプレゼントを渡しに来た、ということにしておきたかったのだがな」

　返ってくるのは、ため息混じりの言葉。

　健三はスーツの裏に手を差し入れ、紙の封書を取り出して、

「通信回かい線せんには乗せられない最高レベルの機き密みつ文書だ。ウィッテン君とエリザのところにもすぐに同じ物が届く」

「最高レベルの、機密？」

「読めば分かる」

　すでに蓋ふたの開いた封筒から四つ折りにされた紙の文書を取り出し、開く。

　──瞬しゆん間かん。

　視界に闇やみが落ちるのを、ウィッテンは感じる。

「……な……」おそるおそる顔を上げ、手の震ふるえを必死に止めて「何ですか……これ……」

「見ての通りだ」健三はテーブルの上で組んだ両手に視線を落とし「地球連合の代表者会かい議ぎで極秘に決定された。今後はそれが魔法士開発の基本ルール、大前提となる。……無論、表に出ることは永久にないだろうがね」

　そんな、と呟つぶやき、もう一度紙面に目を走らせる。

『Ｉ－ブレイン形成の誘発遺い伝でん子しに関する取り決め』

　そう書かれた文書を、食い入るように見つめる。

「でも、これって……」

「今後の研究で実用化されるＩ－ブレインの遺伝子には、その形質が次の世代に遺伝することがないよう、魔ま法ほう士しという存在が一代限りのものとなるようプロテクトが施ほどこされる」淡たん々たんと、感情を押し殺した健けん三ぞうの声「この処置によって、魔法士の子供が魔法士として生まれる確かく率りつは一千万分の一以下となる。プロテクトは地球連合の中ちゆう枢すうシステムによってランダムに決定され、誰だれにも解除不能な形で塩基配列に組み込まれる。我われ々われの役目は、処理が施された遺伝子を魔法士の基本設計として世界に公表すること。拒否すれば、我々は地球連合に……いや、世界に抹まつ殺さつされる」

「そこまでは……分かります。Ｉ－ブレインの機き能のうにはまだ未知な部分が多いし、親から子への遺伝がどんな影えい響きようをもたらすかも分からないし」ウィッテンは冷静さを保とうと何度も深呼吸を繰くり返し「でも……でもこの後半は──！」

　とうとう、手にした紙切れをテーブルに叩たたきつける。

　地球連合が出した結けつ論ろんの後半。

　そこに書かれている、魔法士の運命を決定する通達は──

「『地球上の全すべての人間に対するＩ－ブレイン形成遺伝子の根絶』って、これって！」

「言葉通りの意味だ」健三は目を閉じ「彼らはもちろんアリス君の存在を知らないが、アリス君のように人間の両親から自然発生した魔法士が生まれることを恐れている。これは、その可能性を根絶するための処置。彼らは人間の遺伝子に対して魔法士に行うのと同様の『Ｉ－ブレインの遺伝を阻そ害がいするプロテクト』を書き込むウイルスを開発し、空気感染の形で世界中にばらまくつもりだ」

　ひときわ大きな、ため息。

　健三は、ウィッテンがこれまで見たこともない沈痛な面おも持もちで、

「アリス君のように自然発生した魔法士が生まれることはこの先二度とない。……ここが、魔法士という生物種の終着点だ」

「そんな……」

　かろうじてそう絞り出すが、その後が続かない。

　怒ればいいのか、嘆なげけばいいのか……頭が混乱してそれすらもよく分からない。

　地球連合の、いや人類の立場を考えれば、決定はどれもごく自然な物だ。人類が自分達の中から生まれた進化種に取って代わられるなんて話は過去の文学や映像作品を見れば山のように転がっているし、架か空くうの作り話の中なら笑って見ていられてもその『新たな種しゆ』が現実に目の前に迫ってきたとなれば黙だまっているわけにはいかないだろう。

　人類が『魔ま法ほう士し』という種を管理下に置こうとするのは、当然のこと。

　だが、あの子は。

　すでに生まれてしまった、この世界でただ一人ひとりの『本物の魔法士』は、いったいどうすればいいのか。

「……なあ、ウィッテン君」

　唐とう突とつな、健けん三ぞうの声。

　え？　と顔を上げるウィッテンを男はまっすぐに見つめ、

「この辺が、潮しお時どきだと思わんかね？」

　不可解な言葉。

「潮時……って？」

「魔法士開発から手を引くべきだ、ということだ」健三はパイプタバコをテーブルに置き「今ならまだ引き返せる、いや、君は引き返すべきだ。全すべての研究をエリザに引き継いで、君はアリス君のことだけを考えて生きるべきだ──！」

「教授！　落ち着いてください教授！」

　思いがけない怒ど声せいにウィッテンは驚おどろく。

　と、健三はテーブルの上で組んだ両手に自分の額ひたいを預け、

「私は今、後悔しているよ」独り言のように呟つぶやき「やはりあのとき、君を止めておくべきだった。研究室に火を点つけて資料を焼き捨ててでも、君の研究を妨害しておくべきだった……とね」

「天あま樹ぎ教授……」ウィッテンは男が急に小さくなってしまったような錯さつ覚かくを覚え「僕なら大丈夫です。こんなことじゃ負けません。魔法士の能力が遺い伝でんしなくても、僕が開発を続ければ確かく実じつに世界に魔法士は増えるんです。そうすればアリスも……」

「まだまだ、こんなものでは済まんよ」健三は首を振り「エリザの言葉ではないが、世界はウィッテン君が思うほど優やさしくもなければ思し慮りよに溢あふれてもいないのだ。このまま私やエリザと同じ道を歩き続けるのなら、君が味わう絶望はこんなものでは到とう底てい足りないだろう」

「構いません」ウィッテンはまっすぐに顔を上げ「それでアリスが帰ってこれるなら僕は構いません。だって、僕は──」

　唐とう突とつに鳴なり響ひびく甲かん高だかい音。言葉を途中で止め、上着の内ポケットから携けい帯たい端末を取り出す。

「……どうしたのかね」

「アリスからのメッセージです。おかしいな、定時連絡でもないのに」

　タッチパネルを操そう作さし、メッセージを呼び出す。

　──息を呑のむ音。

　ウィッテンは足あし下もとの荷物をひっつかみ、健三が止めるのも構わず店を飛び出した。
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　北ほつ極きよく衛えい星せいに着いたときには、深夜の零時を過ぎていた。

　星明かりの差す展望室からエレベータを下り、ウィッテンは夜の庭園に降り立った。

　夜間照明に照らされたレンガ色の道を全力で走り、邸宅の玄関をくぐる。真まっ暗くら闇やみの階段を駆かけ上がり、廊下の左右を闇やみ雲くもに見渡す。

　明かり代わりに取り出した携けい帯たい端末の画面に、アリスのメッセージが浮かぶ。

『──助けて』

　気持ちばかりが焦あせる。ともかく少女の部へ屋やにたどり着き、ドアのノブに手を掛ける。

「アリス！　いるの？　ねえ、アリス！」

　返事がない。焦しよう燥そう感かんが募つのる。勢い任せにドアを引き開け、真っ暗な部屋に飛び込み、

「……あ」

　思わず、声を漏らす。

　女の子らしい小物が並ぶ部屋の奥、大きなベッドの陰。

　長い黒髪の少女は絨じゆう毯たん敷じきの床ゆかに膝ひざを抱え、顔を伏せてうずくまっていた。

「アリス……？」こわごわと名を呼び、近寄る。「ねぇ、どうしたのアリス。大丈夫？」

　と。

「あ……アル……？」惚ほうけたように顔を上げる少女。「あれ……？　どうしてアルが……」

「呼ばれたから来たんだよ！」無事な様よう子すに安あん堵どの息を吐き「どうしたの、いったい。いきなり変なメッセージよこすからびっくりして……」

　そこで、言葉が途と切ぎれる。

　窓から差し込むわずかな光に照らされた、少女の顔。

　どきりとするほど繊せん細さいなその顔が、涙で濡ぬれているのにウィッテンはようやく気付く。

「アリス──？　どうしたの、いったい！」

「分からないんです」少女はぼんやりと自分の両手を見つめ「いつも通りお風ふ呂ろに入って着替えて、寝ようと思ってここに戻ってきて、部屋の電気を消して……それで、暗くなった部屋を見てたら、どうしてか分からないけど涙が止まらなくなって……」

「アリス……」

　膝ひざから力が抜ける。少女の前に座り込む。

　と、頬ほおに触れる柔らかな感触。

「けど、良かったです」アリスは細い指をウィッテンの顔に伝わせ「それで、怖くなって……助けてって呼んだらアルが来ました」

　たおやかな手が、背中に回る。

　少女はウィッテンの胸に頭を預け、頬ほおをすり寄せて、

「やっぱり、アルはわたしの王子様です」

　その細い体を抱きしめることも出来ず、ウィッテンは闇やみの向こうを呆ぼう然ぜんと見つめる。しんと静まりかえった邸宅に、二人ふたり分の吐と息いきと心しん臓ぞうの音だけが響ひびく。

　ひどく冷たい、のしかかってくるような静せい寂じやく。

　世界から取り残されてしまったみたいな、どうしようもない孤独感。

　ここには他ほかに誰だれもいない。朝起きてから夜寝るまで、誰の姿を目にすることもない。来る日も来る日も自分のために食事を作り、自分のために部へ屋やを飾り付ける。誰も見ることのない花を育て、誰も泊まることのない客室を手入れする。少女がここで暮らすようになって三年、春も夏も秋も冬も、そんな暮らしを毎日毎日ただ繰くり返し──

　……僕はバカだ。

　ウィッテンは唇を噛かんだ。

　こんなところに独りぼっちで、アリスが平気なはずがなかったのに。

　少女が自分と過ごす時間をどんなに待ちわびていたか、少し考えれば分かったはずなのに。

「……ごめん」視界が涙で歪ゆがむ。「ごめんね、アリス」

　細い肩を、両手でそっと抱きしめる。

「アル……？」驚おどろいたような少女の声「アル、泣いてるんですか？」

　答えの代わりに少女の髪を撫なで、ごめん、ともう一度呟つぶやく。

　と、首筋に触れる柔らかい感触。

　アリスはウィッテンの背中からうなじに指を伝わせ、そっと撫でて、

「わたしのために頑がん張ばってくれてるって、分かってるんです。でも」静かな、消え入りそうな声で「でも……ここは静かで、寂さびしすぎるから」

　うん、とうなずき、少女の髪に自分の頬を当てる。

　触れ合った肌が、熱あつい。

　二人の心臓の音が、一つになって溶け合っている。

「明日あしたになったらまた元気になります」小さな声。「きっと大丈夫です。アルが頑張ってくれる分だけ、わたしも頑張ります。……だから」

　そう言って、アリスが顔を上げた。

　ウィッテンの耳元に唇を寄せ、囁ささやいた。

「だから……わたしは一人ひとりじゃないって、信じさせてください」




　──夜間照明のわずかな光が、寝室の床ゆかに影かげを落とした。

　二人は闇の中でまっすぐに向かい合い、唇をそっと触れ合わせた。

「……何だか、緊きん張ちようするね」

「……ほんとですね」

　もう一度、今度はもっと深く唇を重ねる。

　かすかな風の音が、遠いところで聞こえる。

「初めて会ってから、もう五年も経たったんだね」

「そうですよ」答えて、アリスはふと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべ「ね。アルは、いつからわたしのことが好きだったんですか？」

「え……」突然の攻こう撃げきにウィッテンは戸と惑まどい「分かんないよ、そんなの。ただ、気が付いたらいつの間にか……」

「そうなんですか？」アリスはちょっとむくれ「不公平です。わたしは、初めて会ったときからアルのことが好きだったのに」

「そうなの？」

　思わぬ発言に目を丸くする。

　と「当たり前です」と少女の声。

　アリスは潤うるんだ瞳ひとみでウィッテンを見上げ、

「女の子はね、好きでもない男の子と二人ふたりっきりで海になんか行かないし、水着も見せてあげないし、ご飯も作ってあげないんですよ」

　ゆっくりと唇が触れ合う。互いの指が、そっと互いの頬ほおをなぞる。

「知らなかったですか？」

　たおやかに笑う少女の体を、抱きしめる。

　……するりという衣きぬ擦ずれの音。

　二人ふたり分の影かげが、もつれ合うようにベッドに倒れ込んだ。




　　　　††††††††††††††




　無数の観かん測そくデータを表すグラフが、立体映像ディスプレイを埋め尽くした。

　フリードリッヒ・ガウス記念研究所、数理物理研究棟。ウィッテンはエリザをはじめとした多くのスタッフと肩を並べ、大きなガラス窓の向こうに広がる実じつ験けん室しつを覗のぞき込んだ。

　白い一色に塗り込められた円形の実験室の中央には、軍服姿の被験者が座っている。右の頭部に手術の痕あとである包帯を貼はり付けたままの被験者が、ガラス窓の向こうで手を上げる。

「──始めてください」

　スピーカー越しのウィッテンの声に被験者がうなずく。何かを念じるように手を組む被験者の周囲で、視界がかすかに揺らめく。

　通常の物理現象では有り得ない観測値の変化に、ディスプレイのグラフが警けい告こく表示の赤に染まる。

　分子運動の停止による低温下ですね、と研究員の一人ひとりが呟つぶやく。

　揺らめく空気はすぐに形を成し、被ひ験けん者しやの目の前に巨大な水滴が出現する。宙に浮かぶ水滴はすぐさま今度は凍結し、指先ほどの大きさの、淡たん青せい色しよくな氷ひよう塊かいに姿を変える。

　被験者が右手の指を掲かかげると、氷塊は滑すべるように空中を飛び始める。実験室の外周を一巡りした氷塊は速度を増し、そのまま、被験者の正面に置かれた小さな標的に突き刺さる。

　同時に巻き起こる小しよう爆ばく発はつ。

　水蒸気爆発によって弾はじけ飛ぶ氷塊と共ともに、円形の標的が粉々に四散する。

「……成功、だな」

　気け怠だるい声。

　振り返るウィッテンにエリザは相変わらず退屈そうな顔で、

「おめでとう、ウィッテン准じゆん教授。いや、もうすぐ教授か」

「こちらこそ、おめでとうございます。ザイン教授」

　実験室に沸わき上がる歓かん声せい。

　──魔ま法ほう士し第一号、フリードリッヒ・ガウス記念研究所で誕たん生じよう。

　そのニュースが、世界中を駆かけめぐった。






　　　第九章　間奏曲　～Someone's life,Someone's memory～







　少し休きゆう憩けいしよう、というサクラの言葉に、全員がうなずいた。

　北ほつ極きよく衛えい星せい内に隠された邸宅のリビング。テーブルを取り囲んだ五人の魔法士は、誰だれからともなく深く息を吐いた。

「これ、思うてたよりかなりくるな……」

　拳こぶしで自分の頭を軽く叩たたき、イルが顔をしかめる。まったく、とうなずき、錬れんも額ひたいに手のひらを当てて何度か揉もんだりほぐしたりする。記き録ろくをここまで読み進めるのに三時間弱。それを五人で分担したのだから実際にプロテクトの解除作業を行ったのは一人ひとりあたり三十分程度のはずなのだが、Ｉ－ブレインの蓄ちく積せき疲労はすでに限界近くまで跳はね上がっている。

　このまま解読を続けるのは不可能。

　それは他ほかの四人も同様であるらしく、テーブルを囲む面々は一様に疲れ切った顔で椅い子すにぐったりと体を預けている。

「ほんで、どないや次の人」

　と、おもむろに口を開くイル。

　少年は五人の中で一番最初に解読作業を行った、必然的に一ひと巡めぐりして次の担当であるサクラに顔を向け、

「すぐに行けそうか？」

「難むずかしいな」テーブルの向かいのサクラが顔をしかめ「無む論ろん、貴方あなた達に比べれば疲労は回復してきているが、出来ればもう少し万全な状態で次の作業にかかりたいところだ」

「どのぐらいかかりそうや？」

「一時間」

「よっしゃ」イルは椅い子すから立ち上がり「ほな、全員休きゆう憩けい一時間。一時間後にこの場所に集合、いうことで文句あらへんやろ」

　そう言って少年はテーブルの上の立体映像ディスプレイに視し線せんを向ける。

　通信画面の向こう、難しい顔で黙だまり込む赤毛の男に軽く手を振り、

「そっちさんも、そーいうことで構へんか？」

『あー、問題ねえ』ヘイズは腕組みして目を閉じたまま『どっちみち、こっちのＩ－ブレイン持ってない連中は読むのが追いついてねえ。オレも、ちっと休憩もらえるとありがてぇしな』

　じゃあ一時間後に、と言い置いて通信画面が消失する。

　イルは一つうなずき、

「ほな、決まりやな」

　言い置いて一人ひとり背を向け、リビングの扉とびらをくぐる。「異い論ろんはない」と呟つぶやいたサクラが同じように席を立ち、リビングの前の廊下を、イルとは反対の方向に去っていく。

　後に残るのは、錬れん、フィア、それにディー。

　三人は椅子に座ったまま、何となしに顔を見合わせる。

「えっと……」何だか気まずい。錬は考え、少しためらってから「何か、話でもしよっか」

「そ、そうだね」ディーがうなずき、かすかに視線を伏せて「何て言うか……びっくりしたね」

「ほんとに」とうなずくフィア。「この場所で、ウィッテンさんとアリスさんが暮らしてたんですね」

　柔らかな色しき調ちように統一されたリビングの天てん井じようを見上げる少女。錬とディーもその後を追い、室内にぐるりと視線を巡めぐらせる。

「魔ま法ほう士しが生まれるまでに、あんなことがあったなんて、ね……」

　ぽつりと呟くディー。

　少年はテーブルの上で組んだ自分の手をじっと見つめ、

「ねえ。錬君とフィアさんは、どう思う？」

「どう、って？」

「だから、ぼくらの遺い伝でん子しにプロテクトがかけられてるって話だよ」首を傾かしげる錬にディーは真ま面じ目めな顔で「大げさな言い方かも知れないけど、大戦前の人達が魔ま法ほう士しっていう種族を滅ぼそうとした、ってことだよね」

「え」錬れんは一いつ瞬しゆん口ごもり「うん……そういうことに、なる……のかな？」

　答えてはみたものの、どうにも実感がわかない。「お前の遺い伝でん子しには生まれつきプロテクトが書き込まれているのだ」なんて言われても、現実問もん題だいとして自分には病気も異常もないわけで、今ひとつピンと来ない。

　自分の子供、自分の子孫なんて言われても、そんな難むずかしいこと考えたこともない。

　隣となりの少女にちらりと視し線せんを向けると、フィアは少しだけ悲しそうな顔で、

「ディーさんは、どう思うんですか？」

「ぼくは……ちょっと悔くやしい、かな」ディーは何だか寂さびしそうに笑い「そんなプロテクトがなくて、魔法士が普通に生まれてくるものだったら、セラは逃げ回らなくて良いし、マリアさん……お母かあさんと今も一いつ緒しよに暮らせてたはずだから」

「あ……」

　そっか、と息を吐く。見れば、フィアは悲しそうな顔のまま深くうなずいている。

　少年の気持ちを察していたのか、と納得。

　天てん井じようからつり下げられた照明を訳わけもなく見上げて、

「でも、全部、僕らが生まれるずっと前のことなんだよね」

「そうだね……」ディーはうなずき、テーブルの上の携けい帯たい端末に視線を向けて「二人ふたりは、あの後どうなったのかな」

　うん、とうなずいて錬は目を閉じる。この場所で暮らしていたはずのウィッテンとアリス。そのうちのアリスは姿を消し、ウィッテンは屋や敷しきの地下で息を引き取っていた。

　真相は、いまだ闇やみの中。

　この先の、残された記き録ろくに、それが記されているのだろうか。

「何だか、怖いですね」と、フィアがうつむき「どうしてウィッテンさんは一人ひとりになってしまったんでしょう。アリスさんは、どこに行ってしまったんでしょう」

「全部、ここからだね」

　小さく息を一つ。

　錬は立ち上がり、二人に笑いかけた。

「ともかくお茶でも飲もうよ。一時間しかないんだし、しっかり休まなきゃ」
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　庭園を包む人工の空は、星明かりを思わせるほのかな光に照らされていた。

　三階建ての邸宅の屋上。三角の屋根の上に腰掛けて、サクラは一人、夜の庭園を見つめた。

　……父とう様とアリス、か……

　そっと目を閉じ、人工の風に揺れる芝生しばふのざわめきに耳を傾ける。自分の生みの親と、自分のモデルになったかも知れない女性。二人ふたりが過ごした日々の記き録ろくに、しばし思いをはせる。

　アルフレッド・ウィッテン。

　自じ我がが芽め生ばえてから培ばい養よう槽そうを出るまでのほんの数ヶ月を共ともに過ごした男の姿を、心の中に思い描く。

　笑え顔がおの優やさしい、静かな声の人だった。培養槽から見下ろす自分に、いつも優しく語りかけてくれた。羊よう水すいの中で目覚めるといつもガラスの向こうに白衣の背中があって、おはよう、と振り返ってくれるのが虚うつろな意い識しきの中に嬉うれしかった。ただ、自分を見つめる瞳ひとみが時々どうしようもなく悲しそうで、それが不ふ思し議ぎだった。

　あの人が、この場所で過ごした時間。

　眼下に広がる庭園には、いったいどんな笑い声が溢あふれていたのだろう。

「──なんや、こんなところにおったんかいな」

　突然の声に我われに返る。三角屋根の反対側、見事な足取りで上ってくる白髪の少年に、わざとらしいため息を吐ついてみせる。

「誰だれかと思えば、貴方あなたか」

「まあそう言うなや。こんな夜景、独ひとり占じめはずっこいやろ」

　そんな軽口を返しつつ、イルはサクラから少し離はなれた場所に座る。

　サングラス越しの視し線せんをこっちに投げ、指先で頬ほおをかいて、

「なんちゅうか……色いろんなことがあってんなぁ」

「そうだな」

　小さくうなずく。何の話か、などと分かり切ったことは訊きかない。

　視線を上に向け、薄うす闇やみの空を見上げて、

「だが、私や貴方が生まれる以前のことだ。知ったところでどうなる物でもない」
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「お、何や予想外やな」イルは意外そうに「お前のことやから、人間が魔ま法ほう士しの遺い伝でん子しにプロテクトかけたなんちゅう話聞いたらキレるかて思うてんけど」

「ありそうな話だ。今いま更さら驚おどろくほどのことでもない」答えて息を吐き「父様は悲しんだだろうが、その父様ももう死んでしまった。……何もかも、過去の話だ」

　独り言のように呟つぶやいて、しばし目を閉じる。

　そう、あれは過ぎ去ってしまった記き憶おく。

　誰にも変えることの出来ない、遠い彼ひ岸がんの物語だ。

「そうか」と、イルの声「まあ、お前がそれでええんやったら、ええねんけど」

「貴方に心配されるようなことではない、幻影イリユージヨンNo.17」素っ気なく言い放ち、サクラは少年に視線を向け「それで？　そんな愚ぐにも付かない話をしに来たわけではないだろう」

「あ？　……いや、まあそうやねんけどな」少年は視し線せんを逸そらして頭をかき「ちょっと、お前に訊ききたいことがあってん」

「訊きたいこと？」

「決まっとるやろ。晩飯前の、あの話や」

　そう言って、イルは一つ息を吐く。

　屋根の上に両手をつき、こっちに身を乗り出すようにして、

「『魔ま法ほう士しは人間か、そうやないか』て錬れんが言うてたやろ。あの答えを聞こうと思てな」

　とっさに言葉を失う。

　うつむき、息を吐いて、

「痛いところを突くのだな、貴方あなたは」

「おう、任せとけ」冗じよう談だんめかして答え、イルは真ま面じ目めな顔で「それで？　実際んとこ、お前はどない思ってんねん」

「それは……」唇を噛かみ、とっさに少年の顔を睨にらんで「あ……貴方は、私も『魔法士は人間だ』と思うべきだと言いたいのだろう！」

「アホぬかせ。逆や、逆」イルはひらひらと手を振り「お前は、『魔法士は人間やない、別物や』て答えなあかんのと違うんか」

　え、とサクラは息を呑のむ。

　そのまま硬直すること数秒。自然と体の力が抜け、訳わけもなく笑いがこみ上げて、

「はっきりと言うのだな、貴方あなたは」

「別に、お前が迷ったまんまやったらおれは楽出来るからええねんけどな」少年は息を吐き「お前、それやったらしんどいやろ」

　返す言葉がない。

　無言でうつむいていると、イルが唐とう突とつに「あー！」と声を上げ、

「ほんま、なんでこんな話してるんかなおれは」短い白髪をわしわしとかき、屋根の上に立ち上がって「ほんなら、もう行くわ。集合時間、遅れんようにな」

　平地を行くのと何ら変らない足取りで屋根を下り、三階のベランダがある辺あたりに消える。

　それを無言で見送り、サクラは一人ひとり、膝ひざを抱える。

　……私は……

　人間ではない、と答えるべきなのだろうと思う。そうでなければ嘘うそだ。賢けん人じん会かい議ぎ。人類に抑よく圧あつされた魔ま法ほう士しを解放するために人類の代表であるシティと戦う組そ織しきの長おさが、「魔法士も人類の一部である」などという考えでいて許されるはずがない。

　それは分かっている。

　だが、自分の心の中には、当然知っているはずの「正しい結けつ論ろん」を必死に押しとどめようとする何かがある。

「父とう様と……カール……か？」

　自分をこの世に生み出してくれた人と、育ててくれた人。二人ふたりは紛まぎれもなくただの人間で、それでも自分に惜おしみない愛情を注いでくれた。

　魔法士は人間ではないと認めるということは、二人と自分を違うものとして境きよう界かい線せんを引くということ。

　だが、その二人は、もうこの世にはいない。

　ならば──

「天あま樹ぎ、真ま昼ひる……」

　賢人会議の参さん謀ぼう、自分の最大の味方である青年の名を声に出して呼ぶ。途と端たんに訳もなく腹が立ってきて、丁度良い位置にある屋根のタイルを爪つま先さきで蹴ける。Ｉ－ブレインを持つ自分にも遠く及ばないハッキングの技術と、予想外の手を次々に生み出す作戦能力。いつも自分をからかって、子供扱いして、それでも本当に必要なときには必要な言葉をくれる優やさしい声。

　あの青年が、自分の枷かせなのだろうか。

　だとしたら、私は……

「なあ……」呟つぶやく声は、一人「貴方はどう思うのだ？　真昼」

　吹き抜ける風が、銀杏いちようの並木を揺らす。

　それを、サクラはただぼんやりと見つめた。
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　ほれ、と差し出される小さなパンを受け取り、セラはありがとうですと頭を下げた。

　転送システムが隠された地下の町、通路の隅すみに置かれた椅い子すに老人と並んで座り、セラは不規則に明滅する天てん井じようの明かりを見上げた。

「ジュースもあるでよ。リンゴ味とオレンジ味。どっちも合成品だけどな」

　どっちがいい？　と差し出されるプラスチックのパックを見比べ、リンゴの方に手を伸ばす。リンゴもオレンジも本物を食べたことは数えるほどしかないから、セラにとっては普ふ段だん飲んでいる物という感覚しかない。

「昔は、こんなものも全部、本物の果物を搾しぼって作っとったんじゃがな」が、老人は何かを懐なつかしむように目を細め「お嬢じようちゃんが生まれるずーっと前の話だ。あの頃ころはうちの庭にこーんなでかいオレンジの木があってな。息子むすこと二人ふたり、よく取ったもんじゃ」

　そうなんですか、とうなずく。大戦前のシティの暮らしなど、セラには想像も出来ない。

「……オレンジ好きだったんですか？　えっと……息子さん」

「おおよ。プラントじゃなくて自分で自然に育てたのが一番美う味まいって、毎年毎年収しゆう穫かくの時期になるのを楽しみにしとった」老人は笑い、小さく息を吐いて「……まあ、その息子も、嫁よめと婆ばあさんと一いつ緒しよに死んじまったけどな」

「魔ま法ほう士しに……ですか……？」

　おそるおそる、尋たずねてみる。

　老人は静かにうなずき、

「炎使い……っちゅうのか？　あいつらに吹っ飛ばされた家の下した敷じきになったらしいんだわ」言って、視し線せんをふとこっちに向け「お嬢ちゃんの母かあちゃんは……何で死んだんじゃったかな」

「軍の人に銃じゆうで撃うたれて……です」答えて、セラは視線を伏せ「でもそれはお母さんが悪いことをしたからで……おじいさんのお話とは釣り合わないですね」

「お嬢ちゃんのためにやってたことじゃろ？　立派な母ちゃんじゃあないか」

　え？　とセラは顔を上げ、

「ほんとですか？」

「そりゃあそうじゃよ」老人は深くうなずき「親が子供守るために命かけて、シティと戦っとったんじゃ。魔法士だの何だの関係ありゃせん。誰だれにも責めれるもんじゃあないわい」

「そう……ですか」

　何だか、体の力が抜ける。

　そんなセラを前に老人はうなずき、

「そうじゃよなぁ……儂わしらにもいろいろあったんじゃから、お嬢ちゃん達魔法士にも、いろいろあったんじゃよなぁ」

　そう言って、老人はパンを頬ほお張ばる。

　ゆっくりとオレンジジュースのパックを開き、一口飲み下して、

「お嬢じようちゃん達は、シティの魔ま法ほう士しを助けるために戦っとる、ちゅう話じゃったな？」

「はい……です。マザーコアって言って、魔法士の脳をシティのエネルギー源にしてて」

「それそれ。お嬢ちゃんとこの参さん謀ぼう、ちゅうあの若造に聞いたわ」老人は、どこか遠い目をし「儂わしらが知っとる頃ころは魔法士ちゅうんはただただ強うて、ただの人間はケンカになったらひとたまりもなかったもんじゃけど……最近は、人間の方も随ずい分ぶんと悪いことをするようになったんじゃな」

　そこで、言葉が切れる。

　老人は通路の奥に視し線せんを向け、遠くの闇やみを眺めて、

「それで……お嬢ちゃんは、そのマザーコアを助けたいんか」

「え……」セラは一いつ瞬しゆん目を丸くし「えっと……ほんとは、よく分からないです」

「分からん、のか？」老人はこっちを振り返り「ほんなら、お嬢ちゃんはなんでそんなことをしとるんじゃ」

「他ほかに行く場所がないから、です」セラは手に握ったままのパンを見つめ「わたしは珍しい魔法士ってことでシティに狙ねらわれてて、どこにも安全な場所がないから」

「それで、魔法士を守るために戦っとる組そ織しきか……」

「そうです」セラはうなずき、息を吐いて「でも、最近、不安になるんです」

「ほう」

　どういうことかの？　と居住まいを正す老人。

「えっと……」セラはそんな老人に向き直り、意を決して「わたし、好きな人がいるんです」

「ほうほう」

　老人は怪け訝げんな顔もせず、ただ静かにうなずく。

「その人は、わたしを守るために戦ってくれてます」思いがけない老人の態度に安心して、話を続ける。「戦いが嫌いなのにいっぱい戦って、普通の人間の人もたくさん殺してます。その度たびに、その人はいっぱい傷ついて悲しんで、それでも『君の居場所を作るから』って、わたしにはいつも笑ってくれるんです」

　無言でうなずく老人。

　セラは深呼吸して、言葉を続ける。

「わたしはその人がわたしのところに帰ってこれるように、その人の居場所になろうって決めたんです。出来るだけ戦わないで、戦っても怪け我がとかさせないで、その人が誰だれかを怪我させたらその人の代わり泣こうって。……でも、ここに来て、ファンメイさんを見てて、分からなくなったんです」

「分からん？」

「上う手まく言えないですけど……ほんとにこれで良いのかなって。誰だれかを押しのけて、邪じや魔まになる人と戦って、自分の居場所ってそんな方法で作っていいのかなって。そうやって本当に居場所が出来て、わたしが逃げなくても良くなって……そうなったら、あの人は幸せになれるのかなって」

　今は空の上にいる、銀ぎん髪ぱつの少年の顔を心に思い描く。

　パンを抱えた両手を胸の前に組み、うつむいて、

「わたしの居場所が出来ても、あの人の居場所はどうしたらいいのかなって……それが、分からないんです」

「……そうかぁ」

　と、静かな声と共ともに、頭に何かが触れる感触。

　驚おどろいて顔を上げると、老人はしわだらけの手でセラの髪を撫なで、

「お嬢じようちゃんは、大変じゃな」

「え？」

「大変じゃ」老人は柔にゆう和わな笑え顔がおで「そんな小さいのに難むずかしいことを考えにゃならんで、本当に大変じゃよ」

「え、え？」

　頭をぽんぽんと叩たたく老人にセラは目を瞬しばたたかせる。何だか、わけが分からない。

「わたし、何か変なこと言ったですか？」

「言っとりゃせんよ。儂わしゃ、ただ感心しとるんじゃ」老人は深くうなずき「まったく、偉いもんじゃ」

　そう言って、セラが抱えたままのパンを示し、

「ほれ、食え。腹が減ったままじゃあ、良い考えも浮かばんでな」

「は、はいです！」

　言われるままにパンを口に運ぶ。

　合成品の粗そ末まつなパンは、何だか優やさしい味がした。
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　立体映像ディスプレイの隅すみに表示された時計とけいが、午前一時を示した。

　北ほつ極きよく地方、シンガポール自治軍駐ちゆう屯とん施設。自室の執務机の前で、フェイはタッチパネルを繰あやつる手を止めた。

　机の上に浮かぶ数十のディスプレイの一枚、地下施設の記き録ろく映像を呼び出す。銃じゆうを構えて抵抗する老人達、その中の一人ひとりを指でなぞる。

　遠い昔に別れ別れになってしまった、今となってはただ一人ひとりの肉親。

　ロンドン自治軍の騎き士しに斬きられ、負傷したということはたった今届けられた報告で知った。

　無事でいて欲しい、とは思うが、可能性は低いだろうということも分かっている。そもそも、仮に無事だったとして父に待っている運命は明るい物ではない。テロリストに与くみしてシンガポールとロンドン、双方のシティと戦ったのだ。今回の事件がどんな結末を迎えたとしても、生きてこの場を脱することが出来る可能性は低いだろう。

　あるいは、自分が手を回せば、父一人なら助けることも可能だろうか。

　いや、と首を振る。そんな横紙破りは軍の、ひいてはシティの規律を乱すことになる。

　……そういえば、今はオレンジの収しゆう穫かくの季節か……

　大戦前、まだ世界が明るかった頃ころ、自分は父と二人ふたり、家の前の公園でオレンジを育てていた。二月は収穫の時期で、母も祖母も手て伝つだった。もぎたてのオレンジはそのまま食べても美う味まかったが、母が焼いてくれるオレンジケーキは絶品だった。食べきれなかったオレンジは搾しぼってジュースにして、近所の友人に配って歩いた。

　全すべては、遠い思い出の彼方かなた。

　顔を変え、名前も変え、体さえも変えてここまで来た。今の自分にはもう、父の前で息子むすこと名乗る術すべがない。

　感傷だな、と息を吐く。

　顔を上げ、思考のスイッチを切り替える。

　半透明なディスプレイの一つ、隣りん室しつに仕掛けられた監かん視しカメラの映像に視し線せんを向ける。天てん井じよう付近から部へ屋や全体を映した映像。壁かべ際ぎわの机に座って、黒髪の青年は自分の携けい帯たい端末と向き合っている。

　賢けん人じん会かい議ぎ参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真ま昼ひる。

　その姿を、フェイはじっと見つめる。

　……何者だ、あの青年は……

　目の前のディスプレイの別な一枚、本国情報部からの報告を手元に引き寄せる。そこには、『天樹真昼』という名を元にした調ちよう査さによって浮かび上がってきた、ある重要な人物の名前が記されている。

　情報制せい御ぎよ理り論ろん創始者の一人、天樹健けん三ぞう博士の長男、天樹真昼。

　西せい暦れき二一九一年にモスクワ自治軍との戦せん闘とうで死亡、とあるそのデータを前に、フェイは小さく息を吐く。

　……偽ぎ装そう、か……？

　監視カメラの向こうに映る青年の顔と、データにある戦前の少年の顔を見比べる。似ていると言えば似ているが、確かく証しようには至らない。情報部にはさらなる調査を指示しておいたがおそらく無意味だろう。賢人会議が表おもて舞ぶ台たいに姿を現し、青年の顔と名が世界に知れ渡って以降もどこのシティからも『青年の正体』に関する情報が流れてこない以上、偽ぎ名めいか、同姓同名の別人か、仮に本人だとしてもよほど入念な偽装を施ほどこしてあるのは間違いない。

　そもそも、青年が本当に『天あま樹ぎ健けん三ぞうの息子むすこの天樹真ま昼ひる』だったとしても、その情報はこの場において何の助けにもならない。

　……あの青年の、賢けん人じん会かい議ぎの真意を探る鍵かぎは……

　目を閉じ、思考を集中する。目の前にある状況。その中から、まだ使っていないパーツを一つ残らず拾い集める。

「正体不明の魔ま法ほう士し二人ふたり、か」

　さらに別なディスプレイの一枚を、目の前に静止させる。

　画像解析によって合成された転送システム起動の直前の映像。世界再生機き構こうの代表を名乗る騎き士し『黒くろ沢さわ祐ゆう一いち』と、賢人会議の『デュアルNo.33』。その二人と共ともに映る、黒髪の少年と金髪の少女の姿をじっと見つめる。

　画像の隣となりに出現するサブディスプレイ、情報部が調ちよう査さした二人のデータに視し線せんを走らせる。調しらべれば調べるほど奇妙な二人だ。少年の方は三年以上も前から便利屋として活動していたと記き録ろくにあるが、最初に大きな存在として世界に姿を現すのは一年前の、シティ・神こう戸べ崩ほう壊かいの時だ。暴ぼう走そうしたマザーコアを停止させるために戦った魔法士二名。記録の混乱があるため確かく証しようは得られないが、情報部はそのうちの一名がこの少年、そしてもう一名が黒沢祐一ではないかという仮説を立てている。

　奇妙な接点が、ここにある。

　さらにこの黒髪の少年は、金髪の少女と共に再び世界に姿を現す。半年前にロンドンで起こった世せ界かい樹じゆ事件。ヨーロッパ地方全域を消滅させかかったあの事件に二人が関かかわっている可能性を情報部は指摘している。

　正体不明の魔法士と、ロンドンの接点。

　何もかも仮説に過ぎないそれらの情報に、フェイは重大な意味を感じる。

　二人の魔法士がシティ・ロンドンの手て駒ごまでない、ということは自治軍の動きや情報部の調査からすでに分かっている。が、例えば二人が地下施設に捕らえられているロンドンの魔法士と個人的な知人であると仮定してみる。さらに二人が黒沢祐一と面めん識しきがある可能性を考えると、ロンドンと世界再生機構を繋つなぐ糸が浮かび上がる。

　が、それでもまだ足りない。

　解決策かと見えたその糸は、残念ながら賢人会議までは届かない。

　二人の魔法士はシティ・ニューデリーで賢人会議と戦っている。これは紛まぎれもない事実だし、ニューデリー事件における無数の映像資料からも確認できる。である以上、あの少年と少女を介して世界再生機構からロンドンに伸びた糸を、賢人会議まで繋ぐ手段は……

　……待て。

　思考が停止する。

　唐とう突とつに、全く唐突に、途方もない考えがフェイの脳のう裏りに浮かび上がる。

　……二人ふたりが賢けい人じん会かい議ぎと戦ったという事実は、二人が賢人会議の参さん謀ぼうと面めん識しきがある可能性を否定するか……？

　何の脈絡もない、飛ひ躍やくした考え。

　フェイは口元に手を当て、深く息を吐く。

　ゆっくりと巡めぐらせた視し線せんが、先ほどまで見ていた資料を捉とらえる。八年前にモスクワで死亡したはずの、もう一人ひとりの『天あま樹ぎ真ま昼ひる』の記き録ろく。当時の真昼が双ふた子ごの姉である天樹月つき夜よと、そしてもう一人、正体不明の人物と行動を共ともにしていたという記録を、フェイは十数秒の間、じっと見つめる。

　……試してみるか……

　ディスプレイの隅すみから通信画面を呼び出し、シンガポール本国、情報部に通じるホットラインを選せん択たく。

「私だ」ディスプレイの向こうで敬礼する兵士に略礼を返し「例の件、もう一度洗い直してもらいたい。『天樹真昼』に関する記録だ。……そうだ。天樹博士の息子むすこの方。彼が何な故ぜモスクワ軍と敵対することになったのか、死亡までの足跡を徹てつ底てい的てきに調ちよう査さしてもらいたい」




　　　　††††††††††††††




　携けい帯たい端末の起動音が、テーブルの上に響ひびいた。

　リビングに集つどった五人の魔ま法ほう士しは、一時間前と同じくそれぞれの席について、互いの顔を順に確かく認にんした。

　サクラが無言で手を伸ばし、有ゆう機きコードを掴つかむ。むき出しのうなじに端子を押し当て、Ｉ－ブレインを端末と接続する。

　立体映像ディスプレイに浮かび上がる、準備完了のメッセージ。

　それを、五人の魔法士は見上げる。

　ディスプレイの隅すみに通信画面が出現し、赤毛の男が、始めてくれ、と合図を送る。サクラがうなずき、目を閉じる。

　かすかなアラーム音。

　プロテクトの解除処理を表す無数のコードが、ディスプレイを駆かけめぐる。

　白黒で表示された半透明の画面に、意味の分からない文字の列が並ぶ。白いカーソルがその上を駆けめぐり、一つ、一つと飛び飛びの文字を吸い上げ、別な文字に変換していく。

　数十枚と展開されたディスプレイの中央に出現する、小さな、最後の一枚。

　五人の魔ま法ほう士しは、それを食い入るように見つめた。




『──西せい暦れき二一八三年四月二十日、アルフレッド・ウィッテン記き録ろく。




　北ほつ極きよく衛えい星せいの中で目覚める朝も、見み慣なれたものになってきた。

　今日きようの朝食はパンにヨーグルトにオムレツ。アリスの作ってくれるご飯は、いつものように文句のつけようがなくて──






　　　断章　雲の彼方の空遠く　～World end～







　夢を見るようになったんです、とアリスが言った。

　四月も半ばを過ぎたある日の朝食。焼きたてのパンにバターを塗るウィッテンを前に、彼女は、突然そんなことを言い出した。

「夢？　夢なら、僕も時々見るけど」

「そうじゃなくて」アリスは首を振り「三日おきぐらいに、何度も同じ夢を見るんです。それも、すごくはっきりしてて、目が覚めた後でも全部完かん璧ぺきに思い出せるくらいで」

「それは……確たしかに、ちょっと不ふ思し議ぎだね」ウィッテンは湯気を立ち上らせるパンを二つにちぎり「それで、どんな夢なの？　怖い夢？」

「なんだか、きれいな夢です」

　アリスはカップに紅茶を注いでウィッテンの前に置く。

　夢の内容を思い出しているのか、視し線せんを少し上に向けて、

「空がものすごく青くて、雲もどこにもなくて、お日様が大きくて。わたしはずっと高いところをまっすぐ飛んでるんですけど、気が付くと下の方の、地上がすごく眩まぶしいんです」

「眩しい、って？」

「何て言うか……」アリスはちょっと考え、テーブルの上のティーカップに視し線せんをとめて「これです！　このカップ。地上には海も山も森も街も何にもなくて、どこまで行ってもティーカップの表面みたいにつるつるなんです。わたしはその上を北ほつ極きよくから南なん極きよくまでずっと飛んでて、途中で地面はどうなってるんだろうって気になって、それで着地しようとしたところで……」

「いつも目が覚める、と」

　アリスが、こくんとうなずく。

　ウィッテンはパンを口に放り込み、うーん、と腕組みして、

「変な夢だね。地球が全部融とけて平らになっちゃった、てこと？」

「地球かどうかも分からないです。空の色はいつも見てるのと同じだったけど、地面は本当に真っ平らで、どこがアジアとかアフリカとかヨーロッパとか全然分からなくなってて……」

　と、そこまで言ってアリスは、あれ？　と首を傾かしげ、

「そもそも、夢の話なんだからそういうところは良い加減なんじゃないですか？　……と言うか、普通はこういう話を聞いたら『それは君の悩みが』とか『心の傷が』とか、そういう方向の答えになるんじゃ」

「え！　そ、そうかな……」

　不満、というより不ふ思し議ぎそうなアリスの言葉に慌あわてる。当たり前に答えたつもりだったのだが、その辺の機き微びはどうにもよく分からない。

　と、「アルらしいです」と何だか楽しそうな声。

　うつむいてくすくす笑うアリスに、つられてウィッテンも照れ笑いし、

「と、いけない。早く行かないと」壁かべの時計とけいに何気なく視線を向けて驚おどろき、パンの最後の一かけを飲み込んで「それじゃ行ってくるね。また三日ぐらいで戻ってくると思うけど」

「はい」アリスは笑え顔がおのまま椅い子すから立ち上がり「無理しすぎないように気を付けて。お土産みやげはいいですから、早く帰ってきてくださいね」

　うん、とうなずいて壁に掛けた上着を羽は織おる。アリスが差し出すカバンを受け取り、玄関に向かって駆かけ出し、

「アル、忘れ物」

「え？　何？」

　振り向いた唇に、柔らかい感触。

　目を丸くするウィッテンの前で、アリスは少し赤くなった顔でうつむき、

「わたし、待ってますね」

　アリスがこの頃ごろ口にするようになった、二つの意味を持つその言葉。

　一つは、『アルが帰ってくるのを待っている』

　そして、もう一つは──

「……うん」ウィッテンは強くうなずき「待っててね、アリス」

　もう一度、触れ合う唇。

　開け放たれた窓のカーテンが、ふわりと揺れた。




　──世界初の魔ま法ほう士しの誕たん生じようから、一ヶ月が過ぎた。

　ウィッテンの人生においてかつて無い密度の、怒ど濤とうのような一ヶ月だった。

　世紀の難なん題だいを解決に導みちびいた立役者として、ウィッテンとエリザは世界中の注目を浴びることになった。今度ばかりはエリザも人々の目を完全に逃のがれることは出来なかったが、それでも、日々の俗事を巧妙に避ける彼女のしわ寄せは全すべてウィッテンに来た。

　来る日も来る日も押し寄せる、世界中のマスメディアの取材攻勢。

　耐えかねたウィッテンは、ついに、かねてからの計画を実行に移すことに決めた。

　地球の北の果て、北ほく緯い九十度。大気制せい御ぎよ衛えい星せいの真下に位置する北ほつ極きよく地方には、三年半前の大気制御衛星打ち上げの際に利用された施設がまだ点在していた。三年半の間に衛星の動作が安定していることが確かく認にんされ、モニター機き能のうのほとんどがスイスの地球連合本部に移管されたことで、役目を終えた施設はすでに大部分が解体されていた。

　ウィッテンは地球連合に働きかけ、残された施設の一部、ちょうど衛星に通じる転送施設の真上に存在する一帯を、自分の個人的な研究所として借り受けた。

　遮さえぎる物の何もない北極の中心、近づく者があればすぐに分かる。ウィッテンは施設の周囲にありとあらゆる類たぐいのセンサーを設置し、世界中のマスメディアに対して「ガウス研究所にいる間は取材に応じるから、北極には近づかないで欲しい」と通達を出した。この要よう請せいを無視したメディアに対しては今後二度と取材に応じない、という脅おどしは思ってもみなかったほど効果を発揮し、最初に突入を試みた記者が永久に出入り禁止を食らって以降は無む謀ぼうな挑戦を試みる者は一人ひとりもいなくなった。

　そして、この北極の研究施設は、ウィッテンの身の安全を守るにも都合が良かった。

　ウィッテンの研究を独どく占せんしたいと考えるであろう多くのシティからの干渉を遠ざけるのに、無人の氷原のただ中に佇たたずむ小さな研究施設はまさにうってつけだった。

　今や時の人となったウィッテンの動向には世界の全てのシティが注目している。北極に個人的な研究所を構えたとなれば、各国の軍はその周辺を監かん視しするようになる。たとえどこかのシティが実力行使を試みたとしても、身を隠す術すべのない北極ではその動きはすぐに他ほかの全てのシティに知られてしまう。

　丸裸であるが故ゆえに誰だれも近づけない、鉄てつ壁ぺきの守り。

　その場所に、ウィッテンは、誰よりも大切な自分の恋人を招いた。

　五年ぶりに衛星から地上に降り立ったアリスは、文字通りの歓かん喜きの声を上げた。一面白塗りの研究区画に簡かん素そな宿泊施設が併へい設せつされただけの施設は殺風景の一言だったが、彼女にとってはそれで十分だった。ウィッテンはアリスが時々地上に降りてきても良いように、研究施設の内装を整ととのえた。転送システムの起動シーケンスがあまりにも複雑すぎて覚えられないというアリスのために改修が行われ、施設の周囲でアリスが何でも良いからある程度以上の情報制せい御ぎよを行えばすぐさま転送ゲートを開くという機き能のうが追加された。

　ウィッテンは一週間のうちの少なくとも半分の時間を北ほつ極きよくに滞在し、そのほとんどの時間をアリスの家で過ごした。

　アリスはすぐに、初めて会った頃ころと同じくらい、いや、それ以上によく笑うようになった。

　無む論ろん、問もん題だいはまだ幾つも残されていた。地球連合の計画通りにＩ－ブレインの遺い伝でんを妨さまたげるための一連の処置が行われてしまったことで、世界中に魔ま法ほう士しを広めるというウィッテンの目標はこれまで以上に実現が難むずかしいものになった。魔法士の開発が成功して以降もニューデリーをはじめとした幾つかのシティの不ふ穏おんな動きは止まる気け配はいが無く、彼らがいまや正体を悟ったであろう「最初の魔法士」に存在意義を見み出いだしていることは間違いなかった。

　が、それでも、ここにはウィッテンとアリスが何年かぶりに手にした『幸せ』があった。

　……静かに。ただ、静かに。

　二人ふたりの時間は、穏おだやかに過ぎていった。
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　軍用フライヤーから降り立つウィッテンを出迎えた健けん三ぞうは、「よく来てくれた」と大おお仰ぎように両腕を広げた。

　シティ・神こう戸べ二十階層、研究区画。『天あま樹ぎ機関』と書かれた大きな白塗りの建物の前で、ウィッテンは、数ヶ月ぶりに会う男と握あく手しゆを交わした。

「お久しぶりです、天樹教授。研究の方は順じゆん調ちようみたいですね」

「君とエリザに一ヶ月負けてしまったがな」健三はトレードマークのパイプタバコ片手に苦笑し「恥ずかしい話だ。どうも、組そ織しきが大きくなると雑事が増えていかん」

　それは仕方ないでしょう、とウィッテンは笑う。フリードリッヒ・ガウス記念研究所に遅れること一ヶ月、健三率いるこの天樹機関は世界で二番目に魔法士を生み出すことに成功している。しかも健三が開発したのはウィッテンやエリザが作り上げた『分子運動を制御する能力者』とは全く異なるタイプの『運動係数を制御する能力者』。ガウス研究所の二人と並んで、目の前の男も今や世界中から注目される時の人と言えた。

「えっと……」

　そんなことを考えているうちに、ふと数ヶ月前のやりとりを思い出す。

　魔ま法ほう士し開発から手を引けと健けん三ぞうに忠告された、十二月の出来事。

　柔にゆう和わな笑えみを浮かべた男の顔をじっと見つめ、何度もためらってから、

「天あま樹ぎ教授。その、僕の研究は……」

「止めはせんよ」と、健三は諦あきらめ顔がおで息を吐き「止めても無む駄だだということは良く分かった。アリス君にも、君を助けて欲しいと頼まれたしな」

「え──？」

　いつの間に、とウィッテンは口元に手を当て、ふと大事なことを思い出して、

「助けるっていえば、天樹教授は来月からまたうちの研究所に戻る、って聞きましたけど」

「ウィッテン君に以前話した通りだ。カールがかなり前から掛け合ってくれていたのだが、ガウス研究所の出資元の一つである京きよう都とと神こ戸ことの間でようやく折り合いが付いたらしい。まあ、共同研究の橋渡しのような役目だから向こうに滞在するのは週に一日程度ということになるだろうが」

　そう言って、健三は辺あたりを見回し、

「ところでエリザは。確たしか、ウィッテン君と一いつ緒しよに彼女にも招待状を送ったはずなのだが」

「面めん倒どうだから無視するって言ってました。『天樹にはよろしく頼む』って」

　相変わらずか、と健三は悟りきった顔で、

「出来れば、彼女にはここの連中に講こう義ぎの一つも頼みたかったのだがな」パイプタバコをくわえ、ゆっくりと煙を吐き出して「まあいい。ついて来てくれたまえ」

　そう言い置いて歩き出す男の隣となりに並び、身長の倍ほどもある巨大な扉とびらをくぐる。広すぎるほど広いエントランスホールの入り口で思わず足を止め、六階部分まで吹き抜けになった高い天てん井じようを見上げて感かん嘆たんの吐と息いきを漏らす。

「ウィッテン君。こっちだ、こっち」

　と、正面の遠くから健三の声。

　見れば、男はいつの間にかホールの反対側まで足を進め、こっちに向かって手招きしている。

　慌あわてて歩き出し、すぐに、おや、と首を傾かしげる。普ふ段だん通り完かん璧ぺきなスーツ姿で佇たたずむ健三の傍かたわら、車くるま椅い子すに座る人ひと影かげにウィッテンはようやく気付く。

「お待たせしました」早足で健三のもとにたどり着き、視し線せんを少し下に向けて「えっと……こちらの方は……」

　年は十五、六歳ぐらいだろうか。長い黒髪の東洋人の少女を、まじまじと見つめてしまう。

「おや、覚えていないかね」健三は人の悪い笑えみを浮かべ「ウィッテン君は一度会っているのだがね。花見の席で」

「花見……？」

　呟つぶやいた途と端たんに、記き憶おくの線が繋つながる。

　ウィッテンは、あ、と声を上げ、少女を見下ろして、

「君は確たしか、七なな瀬せ中ちゆう将じようの……」

「母かあさんなら、先日付で大たい将しように昇進しました」少女はにっこり微ほほ笑えみ「シティ・神こう戸べ自治軍士官学校中等部三年、七瀬雪ゆきです。お久しぶりですね、ウィッテン博士」

「うん！　久しぶりだね」思わぬ再会にウィッテンは微笑み「あれ……？　でも、どうして君がここに」

「ん？　それはだな……」

　言いかけた健けん三ぞうの声を甲かん高だかい靴音が遮さえぎる。健三が、む、と顔をしかめ、車くるま椅い子すの少女がびくりと身をすくませる。

　何事かと振り返ったウィッテンの視界の先、ホールから奥に続く通路の向こうに、これまた記き憶おくにある人ひと影かげ。

　シティ・神戸陸軍中将、いや大将は規則正しく歩を進め、健三の前で立ち止まって、

「すまない天あま樹ぎ教授、娘が迷めい惑わくを掛けている」そう言って、視し線せんをふとこっちに向け「そちらは……ウィッテン教授か？　久しく。活かつ躍やくのほどは無む論ろんこの神戸でも聞き及んでいる」

「は、はい。七瀬大将もお変わり無く」

　陸軍大将、七瀬静しず江えは「おかげさまで」と会え釈しやくする。

　小さく一つ息を吐き、自分の娘を見下ろして、

「雪」

「嫌いやよ」

　静江が何も言わないうちから、少女は母親の言葉を全否定する。

「私はまだ何も言っていない」

「聞かなくても分かってるわ。母さんの言うことなんて」雪は視線を逸そらし「やめろって言うんでしょ？　私がＩ－ブレインの埋め込み手術を受けるの」

　え？　とウィッテンは目を見開く。

　少女の強こわ張ばった顔をじっと見つめ、おそるおそる健三に顔を寄せて、

「……本当なんですか」

「困ったことに、自ら志し願がんしてきた。……私には正当な理由も無しに軍の志願者を拒否する権限がないのでな、こうして七瀬大将にご足労願ねがっている」

「何な故ぜそう無理を言うのだ、お前は」二人ふたりがそんな会話を交わす横で静江は全身に困こん惑わくをにじませ「いいか？　これは軍の通常の新兵器開発とは違う。頭ず蓋がい骨こつを切開して新たな器官を埋め込む、れっきとした手術だ。天樹教授を信頼しないわけではないが、成功する保証はどこにも無いのだぞ？」

「七瀬大将のおっしゃる通りだ」健三が言葉を引き継ぎ「ここの手術スタッフは間違いなく有能だが、それでも危険はゼロではない。Ｉ－ブレインの埋め込みは生まれたばかりの全く新しい技術なのだ。最悪、命に関かかわる可能性もある」

「構いません」

「雪ゆき！」

「手術が失敗して死ぬことになったら、そのときは諦あきらめます」自分の名を呼ぶ母の声を無視して雪は健けん三ぞうを見上げ「私は自分のこの足で歩きたい、ううん、必ず歩くんです」

　そう言って車くるま椅い子すを操そう作さし、少女は母親に背を向ける。

「どこへ行く！」という静しず江えの声を無視して動き出した車椅子が、ホールの向こうに消える。

「……まったく」

　どこか諦めたような、静江の声。

　軍服姿の大たい将しようはこっちを振り返り、健三とウィッテンに会え釈しやくする。

「申もうし訳わけない。見苦しいところをお見せした」

「いえ、それは良いんですけど……」ウィッテンは慎重に言葉を選び「その……娘さんが魔ま法ほう士し開発実じつ験けんに志し願がんしたのって、やっぱり、足が？」

「Ｉ－ブレインを手に入れて肉体の運動が制せい御ぎよできるようになれば自分の足で歩けると、どこかで知ったらしくてな」静江は深く息を吐き「どうしたものか……頑がん固こなのは以前からだが、今回は特にひどい」

　難むずかしい顔でうつむく陸軍大将。

　ウィッテンはそれを横目に健三に顔を向け、

「気になるんですけど……天あま樹ぎ教授の目から見て、あの子の適正ってどうなんですか？　大将の娘さんだからどうとかは忘れて、純粋にデータとして」

　と、健三は腕組みして視し線せんを頭上に向け、

「困ったことに、恐ろしく良い」パイプタバコを手のひらでくるりと回し「我われ々われが開発した魔法士は便べん宜ぎ上じよう『騎き士し』と呼んでいるが、騎士に必要なのは反射神経、動体視力、予測能力など、いわゆる身体能力とは異なる『最適な運動を行うための』脳や神経の機き能のうだ。……彼女は、その全すべてが途方もなく高い。長い車椅子生活のおかげで培つちかわれた能力かあるいは生まれつきか、いずれにせよ得え難がたい才能だ」

「それは私も知っている」と、静江が横から口を挟み「あの子は昔からその辺あたりのセンスがずば抜けていた。初等学校の頃ころは、体育の授業で何かある度たびに『足さえ動けば誰だれにも負けないのに』などと言っていたが……」

　よほど悔くやしかったのだな、と静江は息を吐く。

　自分の娘が去った方向をしばし無言で見つめ、健三を振り返って、

「申し訳ないが、天樹教授には苦労をかける。……無む論ろん、私も限界まで説得は試みるつもりだが、あの子が聞き入れるかどうかは分からん。手術の予定日まで一ヶ月、その間に娘がどうしても首を縦たてに振らなければ……」

　しばしの沈ちん黙もく。

　静しず江えは、健けん三ぞうに向かってすっと頭を下げ、

「そのときは、あの子をよろしく頼む」




　　　　††††††††††††††




「──夢、かね」

　六月も終わりにさしかかると、空気に夏の気け配はいが混ざり始めた。

　健三の復帰祝いにと集まったエリザの研究室。茶飲み話にとウィッテンが口にした言葉に、相変わらず完かん璧ぺきな紳士スタイルの男は、興きよう味み深ぶかいな、と呟つぶやいた。

「どこまで行っても平らな大地とは……。地球表面が融ゆう解かいして、ガラス質に固まった、とでも考えれば良いのかな？」

『もう……アルと同じこと言ってますよ、天あま樹ぎ教授』

　簡かん素そなパイプ椅い子すに座る二人ふたりの前、立体映像ディスプレイの向こうでアリスがくすくすと笑う。北ほつ極きよくの転送システムを経由してこの場所を衛えい星せい内部と繋つなぐ秘密の回かい線せん。ウィッテンが北極の地上施設内にある通信機き器きを改良して作った物だが、傍ぼう受じゆを防ぐための偽ぎ装そう処置を徹てつ底てい的てきに施ほどこしている割にはなかなか感度良好だ。

『夢なんですから、もっといい加減に考えてくれればいいのに』

「まあそう言わんでくれたまえ。科学者という人種の習性だ」アリスの言葉に健三は豪快に笑い「それで、アリス君がその夢を見始めたのはいつ頃ごろからかね」

「二ヶ月とちょっと前ですね、確たしか」ウィッテンは最近エリザの研究室に常備されるようになった紅茶に口を付け「朝ご飯食べてる最中に、アリスが『こんな夢見た』って」

　なるほど、と健三はうなずく。

　パイプタバコをぷかりと吹かし、ディスプレイを見上げて、

「念のためだが……その夢、どこかに具体的な日付を表す場面は出てこないかね。例えばアリス君が時計とけいを身につけていたとか、どこかにカレンダーが映ったとか」

『え？』予想外の問いだったのだろう、アリスは目を瞬しばたたかせ『なかった……と思います。夢の中では本当に何もない空を飛んでるだけだし、自分の体もよく見えないですから』

　答えて、どうしてそんなことを？　と首を傾かしげるアリス。

「いや、大したことではないのだよ」と、健三は笑い「ただ、仮に遠い未来の地球を想像した夢なのだとしたら、アリス君の想像力の限界が分かるのではないかと思ってな」

　何ですかそれ、と笑うアリスに、つられてウィッテンも笑う。三人分の笑い声が、殺風景な研究室に響ひびく。

　と。

「──待たせた」

　唐とう突とつに投げられる気け怠だるそうな声。

　ウィッテンはティーカップ片手に振り返り、研究室の入り口にエリザの姿を発見する。

「お帰りなさい。遅かったですね」

「簡かん単たんな事務手続きという話だったのだが、少しこじれた」金髪の女科学者は憮ぶ然ぜんとした顔で「まあ、最終的には弟子が話を付けたが」

　なるほど、と呟つぶやいてウィッテンはティーカップを傾ける。健けん三ぞうが「ようやく全員揃そろったな」などとと呟き、ディスプレイの向こうのアリスが『ほんとですね』と応じる。

　数秒。

　三人は誰だれからともなく顔を見合わせ、揃ってエリザを凝ぎよう視しし、

「『「……弟子？」』」

「そうだが、何か」

　事もなげに答えるエリザに健三が「待て、いや待て」と真っ先に声を上げ、

「弟子がいたとは初耳だ」

「だろうな。私も話した覚えがない」

　気怠そうな答えに再び顔を見合わせる三人。もちろんエリザも研究室を持つ教授だから数十人単位の学生を抱えてはいるが、彼女がわざわざ「弟子」と呼ぶからにはそういったメンバーとは一いつ線せんを画した存在なのは間違いない。

　とはいえ、にわかには信じがたい。

「えっと」ウィッテンはエリザに向き直り、おそるおそる手をあげて「どんな人なんですか？　そのお弟子さんって」

「使えない男だ」

「え……」思わぬ答えにウィッテンは戸と惑まどい「使えない人、なんですか？」

「ああ、まったく使えない」エリザはウィッテンと健三の席をぐるりと迂う回かいして反対側、アリスが映るディスプレイを取り囲む位置に置かれたパイプ椅い子すに腰掛け「名前をリチャードという。リチャード・ペンウッド。年は二十歳だからウィッテン教授と同じはずだが、とにかく上げてくる論ろん文ぶんがどれもこれもつまらない。事務手続きを任せればやたらと時間がかかるし、そのくせ口だけは達者で私に説教しようとするのだから始末に負えない」

『そうなんですか？』と、アリスが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ『でも……それなら、どうしてそんな人を弟子に？』

「他ほかに見込みのありそうな者が一人ひとりもいないからだ」エリザは気怠そうに「この研究室にも講こう師しなり助手なりを置いて指し導どうしろと事務局がうるさいので研究棟内の全ぜん名めい簿ぼを眺めてみたが、どれもこれもまるで話にならない。大脳生理学科の学生が二千人もいて、あれよりまともな論文が書ける者もあれより事務処理が巧たくみな者も一人もいないのだから世も末だ」

　ティーカップを片手に嘆たん息そくするエリザを前に、ウィッテンとアリスと健三は互いの顔色をうかがう。「それは高望みが過ぎるのでは」と全員が思っているはずなのだが、誰だれも面と向かっては口にしない。そもそもこの偏へん屈くつな科学者の弟子が務まっている時点で、相当な切れ者なのは間違いないのだ。

　と、エリザは「そう言えば」と顔を上げ、目の前に浮かぶディスプレイを見上げて、

「天あま樹ぎはもちろんだが、アリスも久しぶりになるな。確たしか」

『あ、そういえばそうですね』

　ディスプレイの向こうのアリスが、お久しぶりです、とお辞じ儀ぎする。

　そんなやりとりにウィッテンは「あれ？」と首を傾かしげ、

「でも、ザイン教授とアリスって何回も連絡取り合ってたんじゃ」

『そうなんですけど』アリスは少し困った顔で『エリザからの連絡って全部テキストのメッセージだけで終わりで、北極衛星ここにはめったに来ないし通信の会話とかもしないんです。だから、最後に顔を見たのって確か二年ぐらい前で……』

　その通りだ、と当たり前のようにうなずくエリザに、ウィッテンは健けん三ぞうと顔を見合わせて苦笑する。そんな二人ふたりを余よ所そにアリスはディスプレイの角度を変えてエリザと向かい合い、

『そっちはどうですか？　ご飯はちゃんと食べてるって聞きましたけど』

「最近はパスタを試している。同じソースでも、麺めんの形状を変化させるだけで随ずい分ぶん味が変化するものだな、あれは」

　と、およそ似合わない発言をしたところで、エリザは「む？」と眉み間けんにしわを寄せる。

　何だか難むずかしい顔でディスプレイに映るアリスを見つめ、

「アリス、そこで立ってもらえないだろうか」

『え？　良いですけど』

　ワンピース姿のアリスが、怪け訝げんそうに立ち上がる。

「映像を少し広域にしてもらいたい。そちらの全身が映るように」

『えっと……こうですか？』

　目の前に浮かぶディスプレイがサイズを拡大し、アリスの全身が等身大で映し出される。

　すらりと伸びた手足に、細い首。初めて出会ってから五年、美しく成長したかつての少女の姿をエリザは真剣なまなざしで見つめ、

「……ふむ」何かに納得したのか一つうなずき、何な故ぜかこっちに向き直って「ウィッテン教授」

「な、なんですか？」

「しっかりやるように」

「え？」

　訳わけが分からずに、ウィッテンは首を傾げる。

　と、ディスプレイの向こうのアリスが何かに気付いた様よう子すで『──あ』と声を上げ、

『な、何言ってるんですか！　もう！』なぜだか真まっ赤かになってスカートの裾すそを整ととのえ『そうです、お茶わかしてる途中だったんです！　ちょっと台所に行って来ますね！』

「ちょ、ちょっと！」慌あわてふためいてディスプレイから姿を消すアリスの後ろ姿にウィッテンはますます首を傾かしげ「ザイン教授！　何ですか、今の！」

「言葉通りだが」エリザは何とも珍しい艶つやっぽい笑えみを浮かべ「何か困ったことがあったら相そう談だんすると良い。例えば、結婚式をやりたいとでも言うのであれば喜んで手を貸そう」

「良い考えだな」健けん三ぞうが神妙な顔でうなずき「そうなると、あの隠れ家に子供部べ屋やがないのは問もん題だいかもしれん。早急に、何か対策を考えねば」

　ようやく話が見えてきた。

　ウィッテンは「ま、待って！　待ってください！」と両手を右う往おう左さ往おうさせ、

「ふ、二人ふたりとも何言ってるんですか！　ぼ、ぼぼ、僕とアリスは、そんな！」

「その対応は自白も同然だ、ウィッテン教授」エリザは呆あきれ顔がおで「それに、そもそも恥じるようなことではない。生物としては自然なこと。むしろ、この展開を予想しなかった私と天あま樹ぎの方こそ鈍どん感かんと誹そしられるべきであって……」

「ザイン教授──！」

　とうとう顔を上げていられなくなる。自分がどんな顔をしているのかまるで分からない。

　火ほ照てった顔をうつむかせ、何度も瞬まばたきを繰くり返すウィッテン。

　と──

「まあその辺にしておきたまえ、エリザベート・ザイン」笑いを含んだ健三の声「そもそも、君の目的はウィッテン君をからかうことではなかろう」

　そう言って、男はパイプタバコを吹かし、

「アリス君が席を外はずしている今のうちに、話すことがあるのではないかね？」

　……え……

　驚おどろいて顔を上げるウィッテンの前でうなずくエリザ。普ふ段だん通りの気け怠だるそうな顔で息を吐き、ティーカップを指先で揺らして、

「もちろん、さっきのアリスの夢の話だ」カップの紅茶を一口傾け「あなたが夢の中の日付などわざわざ尋たずねるのでな。何か、思い当たる節でもあるのでは無いかと」

「思い当たる節……？」

　オウム返しにウィッテンは呟つぶやく。

　健三に視し線せんを向けると、男はいつになく真ま面じ目めな顔でうなずき、

「実は、少しだけある」そう前置きしてスーツのポケットから携けい帯たい端末を取り出し「二人とも、『光耀クアンユー』は知っているな？」

　もちろん、とウィッテンはうなずく。シティ・シンガポールの地下に埋まい設せつされた、世界最大の政策立案システム。シンガポール建設当時から絶えずアップデートを繰くり返してきた巨大演算装置だが、ここ数年はウィッテン達が引き起こしたコンピュータの進歩に対応が追いつかず、改修作業が急ピッチで進められているという話を聞いたことがある。

「人類史上最大の、政治家の無責任の結晶だな」エリザは独自の表現で光耀クアンユーを評し「で？　あのハリボテが何を」

「シンガポール自治政府の知人に聞いた話なのだがね。どうも改修作業を始めて演算速度が飛ひ躍やく的てきに向上して以降、光耀の予測に不具合が発生しているらしい」

「不具合って？　予測が当たらなくなったってことですか」

　機き能のうが向上したはずなのにおかしな話だ、とウィッテンは内心で首を捻ひねる。

　が、健けん三ぞうは「いや」と首を振り、

「予測の精度自体は以前より向上しているらしい。……問もん題だいは、その予測が全すべて未来のある期日までで、それ以降の予測が一切不可能になってしまったことだそうだ」

「不可能って……」ウィッテンは健三の言葉を自分なりにまとめ「未来のある日までの予測は完かん璧ぺきに出来るのに、その先の予測を訊きいても何も答えてくれなくなった、ってことですか？」

「そういうことだな」健三はうなずき「シンガポール自治政府はもちろん、この情報を隠いん蔽ぺいしている。今さら二十世紀末の終末思想でもあるまいが、市民の混乱は避けられんだろうからな。彼らは特別チームを編へん成せいして問題の日の予測について調ちよう査さを進めているが、思わしい結果は得られていないそうだ」

「いつなんですか？　その『問題の日』って」

「西せい暦れき二一八六年五月十四日だ」

　健三は端末のタッチパネルを叩たたいて立体映像ディスプレイを呼び出し、

「実は、同様の問題は別なシティが抱える政策支援システムでも幾つか発生している。予測が不可能になる日付はやはり同じ。もっとも、彼らは自国の情報を隠蔽しているから、問題が起こっているのは自分達のシステムだけだと思っているはずだがね」

「気味が悪い話ですね。世界の終わりっぽいっていうか……」ウィッテンは顔をしかめ「それで？　その予測と、アリスの夢に何かの繋つながりが」

「無い、と考えるのが自然だろうな」ウィッテンの言葉に健三は首を振り「だが、アリス君は世界で最初の魔ま法ほう士しだし、我われ々われが生み出した魔法士に備わっている予測演算能力も元々はアリス君の脳内に存在する回路に基づいている。彼女がその機能を使えないのは回路を動作させるプログラムが書き込まれていないからだが、それでもアリス君のＩ－ブレインが何らかの働きをした可能性は否定し切れまい」

「それは……確たしかにそうですね」ウィッテンは口元に指を当て「二一八六年の五月十四日……。今日きようが二一八三年の六月二十八日だから、もう三年もないわけですか」

「そういうことだ」健三はパイプタバコ片手に腕組みし「無む論ろん、何もかもが単なる偶ぐう然ぜんという結論もあり得る。と言うより、現状ではその可能性の方が遥はるかに高い」

「だけど、気になる」ウィッテンは言葉を引き継ぎ「世界中の予測システムの異常が全部、僕らのばらまいた高速演算装置の利用をきっかけに起こっている以上、何もかもを偶ぐう然ぜんで片づけるのも無理がある……ですね」

　そういうことだ、と難むずかしい顔をする健けん三ぞうと一いつ緒しよにウィッテンも腕組みする。

　と、黙だまって聞いていたエリザが気け怠だるそうに息を吐き、

「なら、確たしかめてみればいい」

「え？」

「アリスのＩ－ブレインを使って、予測演算をやってみればいい」事も無げに続けるエリザ。「この地球上の全物質、ありとあらゆる物理量の時間発展シミュレーションだ。幸いなことに、予測演算を行うプログラムについては我われ々われはこの地球上で誰だれよりも詳しい。基き礎そシステムの存在しないアリスのＩ－ブレインに直接プログラムを書き込むのは不可能でも、彼女の脳が利用可能なように外部端末を設定するなど造ぞう作さもないことだろう」

「……妙案かもしれんな」と応じる健三「演算装置の性能という点で考えるなら、世界中のシティ自治政府が抱える通常の大だい規き模ぼコンピュータはもちろん、我々が生み出したどんな魔ま法ほう士しの性能もいまだに、アリス君のＩ－ブレインには遠く追いついていない。彼女の能力を最大限に活用することが出来れば、これまで見えていなかった新たな事実が得られるかもしれん」

「面おも白しろそうですね」ウィッテンも思わず身を乗り出し「そうすると、予測演算のアルゴリズム自体にもいろいろ修正が必要になりますね。今のところ魔法士の戦せん闘とう予測は決けつ定てい論ろん的てきな運動法則に基づいたものだけど、長期的にしかも地球上の全部をシミュレートするとなると量子力学的な不ふ確かく定てい性せいが無視出来なくなる。確率密度関数から生じる微少なずれがカオス的に増幅していくことを考えると……」

「通常の物理学では不可能と結論される類たぐいの計算。そこに『情報制せい御ぎよ理論』という武器でどこまで迫れるかという、一つの実じつ験けんだな」健三はうなずき「そうだな……『世界の解』とでも名付けるとしよう」

「大たい層そうな名だな」

「世界の全すべてを計算し尽くした解だ。そう的まと外はずれでもあるまい」

　計ったようなタイミングで立体映像ディスプレイの表示が切り替わり、まだ少し赤い顔のアリスが『……お待たせしました』と姿を現す。いっせいに自分を見上げる三人の視し線せんに驚おどろいた様よう子すで一歩身を引き、

『な、なんですか──？』カメラの向こうで視線を右う往おう左さ往おうさせ『や、やっぱり経験者にはわかっちゃんですか？　わ、わたし、アルと、その……』

「アリス……ごめん、その話もう終わったから」

　声が上ずらないように気を付けて、割って入るウィッテン。

　え？　と目を丸くする少女に笑え顔がおを向け、

「それより、三人で話してたんだ。アリスの夢のこと」

『わたしの夢、ですか？』

「うん、そう」ウィッテンはうなずき「それでさ。ちょっと面おも白しろいこと、始めない？」




　　　　††††††††††††††




『詰みチエツクメイトです』という機き械かい合成の声が、研究室に無情に響ひびいた。

　ウィッテンは立体映像で表示された三次元将しよう棋ぎの盤ばん面めんを食い入るように見つめ、「あれー？」と頭をかいた。

「そうなの？　それで詰んじゃうの？　おかしいなぁ……」

「おかしくても負けは負け。これでウィッテンの十一連敗だよ」

　テーブルを挟んだ反対側のソファーで、東洋人の男の子が声を上げて笑う。中途半端な長さの黒髪に、利発そうな黒い瞳ひとみ。天あま樹ぎ真ま昼ひるという名の少年は頭上に浮かぶ盤面を指さし、

「ほら、ここ。ここのポーンをうっかり上に動かしたのが失敗だよ。先にこのビショップを真ん中まで移動させておけば良かったのに」

「あー、そっか。じゃあ、この場所にはクイーンを動かすんじゃなくて手て駒ごまのウイングナイトを置いて……」

「そうそう。それで王様はスパイクルークじゃなくてこっちのフェザールークとキャスリングして、後は守ってれば勝ちだったのに」

　なるほど、とうなずき、ウィッテンは応接テーブルに突っ伏す。「負けた……」と呻うめくウィッテンの頭を、真昼の小さな手がぽんぽんと撫なでる。

　十六マス×十六マス×十六マスの立方体型の盤面に双方あわせて一〇二四個のコマを使う、最も大きなタイプの三次元将棋。

　恐ろしいことに、ウィッテンはこのゲームで、目の前にいる十歳にも満たない少年に完全に負け越している。

「真昼は本当に強いね。大会とかには出ないの？」

　完成してから百年近い歴史を持つこのゲームは競きよう技ぎ人口も多く、世界各地で大会が開かれている。フリードリッヒ・ガウス記念研究所の敷しき地ち内ないでも近場のシティ・ミュンヘンでも、小しよう規き模ぼな子供大会程度なら毎週のように開かい催さいされているはずだ。

「一回出たけど途中で帰って来ちゃった」が、真昼は首を横に振り「みんな弱いからつまんなくて」

　ため息を吐つく少年に、ウィッテンはそれはそうだろうなとうなずく。真昼相手では負け続けのウィッテンだが実は研究所内では最強の一角として知られていて、十歳の頃ころにはプロチームからスカウトを受けたこともある。そのウィッテンを軽くあしらってしまう以上、少年の実力は世界レベル。子供大会は言うに及ばず、たとえ正式な大人おとな向けの大会であっても、それこそシティの代表決定戦クラスでなければ退屈で欠伸あくびが出てしまうだろう。

「友達と対戦とかは？」

「『半分駒こま落ちでも勝てない』って誰だれも相手にしてくれない。みんなとはもっと反射神経とか運とかいるゲームやってるよ、その方が面おも白しろいしね」

　半分駒落ち、とはプレイヤー一人ひとりが所有する五一二個の駒のうち、半分の二五六個がない状態でプレイするという最も過か酷こくなハンデ戦だ。プロが駒の動かし方を覚えたばかりの初心者を指し導どうするときによく使われるルールだが、確たしかに、この子と同世代の子供とではそのレベルのハンデがないと勝負にならないかも知れない。

「そうだね、その方が良いか」ウィッテンはなるほどとうなずき「学校はどう？　授業がつまんないって、アンダーソン教授に家庭教師してもらってるって聞いたけど」

「いまいち……かな」と、真ま昼ひるは何だか困った顔で「カール先生の説明って長いっていうか、ちょっと丁てい寧ねいすぎるっていうか」

　そうなの？　とウィッテンは少年の顔を見つめる。学校の授業がいまいち気に入らないという息子むすこのために健けん三ぞうがカールに家庭教師を頼んだ、という話を聞いたときは良い人を選んだなと思ったのだが、どうも少年のお気には召さなかったらしい。

「でも、分かりやすいでしょ？　教授の説明。あんなに講こう義ぎが上う手まい人、僕は見たことがないけど」

　フリードリッヒ・ガウス記念研究所に限らず研究機き関かんというものには、「科学を発展させる」という目的の他ほかにもう一つ「後進を育てる」という重要な役目がある。前者の機能を担になうのが自分や健三なのだとしたら、後者の代表は間違いなくカール。残念ながらウィッテンには聞かなくても分かることが多すぎてあまり役に立たなかったが、それでも顔を出した幾つかの講義の内容は今でも完かん璧ぺきに丸暗記している。

　カール・アンダーソンの講義が理解できなかったのなら、それは本人の前提知ち識しきが圧倒的に不足していたか、話を聞くと見せかけて寝ていたかのどちらかだと断言できる。

　が、目の前の少年が抱えている悩みは、どうやらそれとは少し違うらしい。

「ねえ……思うんだけど、真昼君はそろそろ真剣に飛び級を考えた方が良いんじゃないかな。天あま樹ぎ教授もアンダーソン教授も心配してるし、学校の先生も困ってるみたいだし」

　父である健三の血を受け継いだのか、真昼の科学に対する素養は並々ならぬものがある。カールが週三回天樹家に通って教えているのはすでに高等部終了レベルの授業のはずなのだが、少年にはどうやらそれでも足りないらしい。

「ガウス研究所ここの付属大学に入るなら色いろ々いろと教えてあげるよ。僕と天樹教授とアンダーソン教授と、三人も推すい薦せん文書けば無む試し験けんで入学できるし」

「あ、楽ちんでいいな、それ」真昼は笑い、すぐに視し線せんを伏せて「でも……そうすると月つき夜よと別な学年になっちゃうから」

「そっか……」ウィッテンは、久しく会っていない少年の双ふた子ごの姉を思い出し「月つき夜よちゃんは元気？　公用のフライヤー勝手に分解したとか軍の射しや撃げき大会に紛まぎれ込んで優ゆう勝しようしちゃったとか、武勇伝は山ほど聞くんだけど」

「うん、元気。先週はどこかの研究部からもらってきた廃材でレールガン作って、壁かべに穴開けて父とうさんに怒られてた」

　うわぁ、とウィッテンは苦笑する。父親の物理学者としての才能を双子の弟に譲ゆずり渡した代わりに、あの少女はまた別の、途方もない何かをもって生まれたらしい。

「そっか……。また今度、会いに行かなきゃね。最近は天あま樹ぎ教授の家に行っても入れ違いばっかりだったから」

「それは月夜が予定表ちゃんと見ないからだよ。この前は何か反省して、『次は絶対家にいる！』って宣言してたけど」真ま昼ひるは笑い、あ、とテーブルに身を乗り出して「でも、僕がここに来てるのは内ない緒しよ。月夜が聞いたら絶対ついてきて、ウィッテンの研究とか邪じや魔まするから」

「はいはい」

　ウィッテンは笑え顔がおでうなずく。正直、その程度の騒さわがしさが邪魔になるようでは研究者など務まらないが、実じつ験けん施設も何もないこの研究室でただ座って話すだけ、というのはあの少女には退屈すぎるだろう。

「──あ、そうだ」

　そんなことを考えていると、唐とう突とつに声を上げる真昼。

　足あし下もとのカバンに手を突っ込み、何かを取り出して、

「はい、ウィッテン」

「ん？　なに？」

　とっさに手を出し、ウィッテンは差し出された「それ」を受け取る。

　いかにも使い込まれた、一冊のノート。

「これ、ひょっとして」

「うん！　研究ノート」真昼は満面の笑顔でうなずき「ちょっと前に『見たい』って言ってたでしょ？　だから」

　ありがとう、とノートを目の前に掲かかげる。真昼が自分用のノートにアイディアを書き込んでいるというので見せてくれるように頼んでおいたのだが、こんなに早く持ってきてくれるとは思わなかった。

「それにしても随ずい分ぶんと急だね。もうちょっとゆっくりでも良かったのに」

「そうなんだけど……」と、少年は口ごもり「えっと……実は来週からまた日本に戻って、父さんとはしばらくあっちで暮らすことになって」

「え、また？」ウィッテンは目を丸くし「この前こっちに引っ越してきたばっかりなのに、なんだか急だね」

「父とうさんの日本の研究が忙しくなってしばらくこっちに来れないから、その間は日本の家で暮らすんだって」そう言って、真ま昼ひるは視し線せんを伏せ「今日きようはその話をしてくるように、って父さんに言われたんだけど、言い出せなくて……」

「そっか……」ウィッテンは真昼の頭を撫なで「じゃあ、これは急いで読ませてもらうね」

　ノートをテーブルに置き、表紙に手を掛ける。もちろん冷やかしのつもりはないし、子供の書いた物だからと侮あなどってもいない。

　研究のブレイクスルーになる発想は、しばしば思いも寄らない突とつ飛ぴな場所から出てくる物。まして、目の前の少年の能力を考えれば、どんな途方もない新発見の種が転がっていたとしても不ふ思し議ぎはない。

「え……ま、待って待って！」が、真昼がなぜか大声を上げ「やっぱりちょっと待って！　何か緊きん張ちようしてきた！」

「ええ？」いかにも八歳の男の子らしい物言いにウィッテンはわざとらしく不満の声を上げ「でも、見せてくれるって約束だよね？」

「そ、そうだけど、でもそれ思いつきが適当に書いてあるだけだし……」真昼はしばし逡しゆん巡じゆんし「そうだ！　将しよう棋ぎ！　三次元将棋で勝ったら見せてあげるから！　ね？」

「なるほど、そう来たか」ウィッテンは仰ぎよう々ぎようしくうなずき「良し、じゃあもう一勝負だね」

「うん！」

　少年がテーブル脇わきのタッチパネルに手を伸ばし、三次元将棋の盤ばん面めんをリセットする。コンピュータがランダムに決めた先手はウィッテン。どうするかな、としばし考え、作戦を決めて最初のポーンを前に──

　突然鳴なり響ひびく、チャイムの音。

　来客を知らせる機き械かい合成のメッセージと共ともに、研究室のドアの向こうを映したカメラの映像がディスプレイの隅すみに表示される。

「雪ゆき姉ねえちゃん！」

　たちまち真昼が歓かん声せいを上げる。始めたばかりの勝負を放り出して研究室の入り口に駆かけ出す少年の姿に苦笑し、ウィッテンは扉とびらのロックを解除する。

　音もなくスライドする扉の向こうに姿をのぞかせる二つの人ひと影かげ──車くるま椅い子すに座った軍服姿の少女と、それを押す同じく軍服姿の少年。

「あれ？　真昼君だ」車椅子の少女、七なな瀬せ雪は駆け寄る真昼の姿に笑い「こんなところで三次元将棋？　戦せん績せきは？」

「十一連勝！」真昼はそんな少女に胸を張り、傍かたわらの少年を見上げて「祐ゆう一いち兄にいちゃんも来てたんだね。今日きようの訓練は？」

「訊きくな。また俺おれの負けで雪の勝ちだ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで答える短い黒髪の少年。

　車くるま椅い子すを押して扉とびらをくぐり、こっちに向かって敬礼して、

「シティ・神こう戸べ自治軍『天あま樹ぎ機き関かん』所属、黒くろ沢さわ祐ゆう一いち少しよう尉いです。初めまして、アルフレッド・ウィッテン教授」

「天樹教授のところの、騎き士しさんだね」ウィッテンは立ち上がって歩み寄り「確たしか十五歳だっけ。少尉、ってことは、訓練過程は」

「無事に終了しました。一昨日おととい付けで、私もこっちの祐一も正式な階級持ちです」車椅子の雪ゆきが答え「ちなみに、テストの成せい績せきで私は中尉。黒沢少尉の上官になります」

　祐一と呼ばれた少年が、あーはいはい良かったな、とそっぽを向いて呟つぶやく。

　ウィッテンは小さく笑い、雪と同じ目め線せんの高さになるよう身をかがめて、

「足の具合はどう？」

「すごく良いです」少女は微ほほ笑えみ「ホントはこの状態でも歩けるんですけど、脳にかかる負担が予想出来ないから騎士剣なしの状態では控えろって」

　答える雪の明るい表情にほっとする。以前に会ったときのような張りつめた空気は今の少女からは感じられない。車椅子に座っている状態は変わらなくても「歩こうと思えばいつでも歩ける」のと「絶対に歩けない」のとでは意味がまったく違うのだろう。

「おめでとう」ウィッテンはうんうんとうなずき、ふと首を傾かしげて「ところで、今日きようはどうしてここに？」

「あ、そうでしたそうでした」雪は、忘れてました、と笑い「天樹教授に頼まれてお迎えに来たんです。今晩家で食事会をやるから、来て欲しいって」

「え、もちろん良いけど」ウィッテンは即答し「でも、どうして君たちが？」

「本当を言うと、私と祐一の歓かん迎げい会かいなんです」少女は傍かたわらの少年にちらりと視し線せんを向け「訓練終了のお祝いとか色いろ々いろで二人ふたりとも一週間ほど休きゆう暇かをもらって、どうしようかって言ってたら天樹教授に『丁度良いから、引っ越し前のドイツの家を見に来ないか』って」

「そっか！」初耳だったのだろう、真ま昼ひるがばんざーいと両手を上げ「あれ、でも月つき夜よは？　確たしか、今日は友達の家でご飯食べるって」

「明日あしたに延期したみたいよ。それで、私達がウィッテン教授迎えに行くって言ったら『わたしも行く！』って」答えて、雪は不ふ思し議ぎそうに視線を上に向け「教授には『月夜には私の研究室で学生と遊ばせておいて、迎えは二人だけで行って欲しい』って言われたからその通りにしたけど、どういう意味なんだろ……」

「つ、月夜が来てるの──？」たちまち真昼が慌あわてふためき「大変だ、隠れなきゃ！」

　慌てて応接テーブルに駆かけ戻り、カバンをひっつかむ少年。

「え？　え？　真昼君どうしたの？」

「ここにいるのは月夜ちゃんには内ない緒しよだったらしいよ」首を傾げる雪に解説するウィッテン。「月夜ちゃんがついてくるようになると、僕の研究の邪じや魔まになるらしくて」

「学校の部室にいることになってるの！」真ま昼ひるは上着を羽は織おるのもそこそこに駆かけ戻り「月つき夜よはどっち？　見つからないように外に出ないと……」

「え？　あっちの、天あま樹ぎ教授の研究室だけど」困った顔で雪ゆきは扉とびらの左方向を示し「でも、ここからだとどうやっても見つかるわよ？　月夜ちゃん廊下で遊んでたし、さっき見たら反対側の階段とエレベータ、大掃除で止まってたから」

　今度こそ絶句する真昼。

　と。

「──雪姉ねえちゃーん、祐ゆう一いち兄にいちゃーん。お父とうさんがそろそろ帰ってこいってー」

　世にも情けない顔でこっちに助けを求める少年の背後、廊下に向かって開け放たれた扉から聞き覚えのある少女の声が響ひびく。駆かけてくる元気な足音に、真昼はとうとうウィッテンの腕にしがみつく。

「よし、こうなったら非常手段ね」と、車くるま椅い子すの雪が一つうなずき「私とウィッテン教授がこの場で迎げい撃げき、時間を稼かせいでる間に祐一は真昼君を連れて窓から脱出。良いわね？」

　わかった、となんともやる気なさそうに手を振り、祐一が真昼を片手に抱き上げる。二人ふたりの少年が部へ屋やの反対側、備品室に通じる扉の奥に消えると同時に、小さな人ひと影かげが今度は予告も無しに研究室に飛び込んでくる。

「雪姉ちゃーん！　早く早く！」シャツにジーンズというまるっきり男の子の格好をした女の子が車椅子の少女に飛びつき「あれ？　祐一兄ちゃんは？」

「僕が用事を頼んで先に帰ってもらったんだよ」ウィッテンは適当に話を誤ご魔ま化かし「月夜ちゃん久しぶり。元気だった？」

「あ！　ウィッテン先生だ！」月夜は、こんにちは、と元気よくお辞じ儀ぎし、部屋の奥を覗のぞき込んで「あれ……？　二人でゲームしてたの？」

「え？」応接テーブルの上に表示したままの三次元将しよう棋ぎにようやく気付き、ウィッテンは慌てて「そ、そうなんだ！　待ってね。すぐ出かける準備するから」

　さりげないふうを装ってテーブルに近づき、タッチパネルを叩たたいてディスプレイを消去する。テーブル側面に埋め込まれた隠し引き出しをそっと開け、真昼から預かったノートを押し込む。

「急いで急いで！」月夜は雪の膝ひざの上に座って手拍子し「今日きようはごちそうがいっぱい！　シチューにサラダにローストビーフに……あれ？」

　そこから先を思い出せなくなったらしく、月夜が、えーっと、と頭を抱える。そんな月夜を膝に乗せたまま、雪は「しゅっぱーつ！」と自走式の車椅子を始動させる。

「わわわ！」月夜は慌てて雪にしがみつき「ほら！　先生も早く！」

「はいはい」

　車椅子に乗った二人の後を追い、外がい套とう片手に研究室の扉をくぐる。生体認証機き能のうを備えた扉が自動で閉まり、鍵かぎのかかる小さな音が響く。

「お待たせ。それじゃ行こうか」

「うん！」車くるま椅い子すから飛び降りた月つき夜よがこっちを振り返り「じゃあ、どっちが先に玄関に着くか競きよう争そうね！」

　弾はじけるような少女の声と、駆かけ出す足音。

　くすくすという雪ゆきの忍び笑いを背に、ウィッテンは駆け出した。




　──それっきり、随ずい分ぶん長い間、真ま昼ひるのノートのことは忘れていた。
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　一面に咲き誇るひまわりの花が、人工の風に吹かれてふわりと揺れた。

　北ほつ極きよく衛えい星せいに隠された広大な庭園。緑の芝生しばふの真ん中にピクニック用の大きなシートを広げ、ウィッテンはアリスと並んで座った。

「それで、ちゃんと歩けるようになったんですか？　その雪さん」

　白いワンピースに麦わら帽子をかぶったアリスが、水筒からプラスチックのコップにアイスティーを注いで「はい、どうぞ」と差し出す。ウィッテンは礼を言ってよく冷えたコップを受け取り、うん、とうなずいて、

「月夜ちゃんリクエストでちょっとだけ歩いてくれたから、僕も見せてもらった。完かん璧ぺきだったよ。ほんの三ヶ月前まで一生歩けないだろうって言われてたのが信じられないくらい」

　良かったですね、とアリスが笑う。自分のコップにもアイスティーを注ぎ、ゆっくりと一口飲んで、

「真昼君と月夜ちゃん、大きくなったでしょうね」

「もうすぐ九歳だからね」言って、ウィッテンは息を吐き「そっか……。アリスは、すごく小さいときに会ったきりだったね」

「二人ふたりとも覚えてないですよね。もし何か思い出して天あま樹ぎ教授に訊きいても、教授が『知らない』って言えば忘れちゃうでしょうし」

「アリス……」

　名前を呼んだきり、後が続かなくなる。そっと手を伸ばし、アリスの髪を撫なでる。

「……大丈夫です」数秒。アリスはそっと目を閉じ「アルがいるから、わたしは平気です」

　うん、とうなずいて手を離はなす。

　顔を上げるアリスと向かい合い、どちらからともなく微ほほ笑えむ。

「えっと……」と、アリスは急に視し線せんを伏せ「それで、実はアルに謝あやまらないといけないんです」

「謝るって？」

「この前アルが置いていった、あの機き械かいです」首を傾かしげるウィッテンにアリスはうつむいたまま「『世界の解』を計算するためのコンピュータって……。アルに『暇ひまなときにちょっとＩ－ブレインと繋つないでくれれば良いから』って言われたんで油断してたら、結局全然……」

「ああ」ウィッテンは笑い「大丈夫だよ、どうせ暇つぶしみたいなものなんだから。アリスが他ほかにやることがないときにちょこっと触ってくれれば」

「それは……確たしかにそう言われましたけど」アリスはしばらく考え、一つうなずいて「はい、じゃあ、あんまり気にしません」

「そうそう。気にしない気にしない」ウィッテンはそんなアリスの頭をぽんぽんと撫なで「それより、おやつにしようよ。今日きようは何か特製なんでしょ？」

　はい、とうなずいてアリスが傍かたわらのクーラーボックスを引き寄せる。中から金属の器うつわにのったアイスクリームを取り出し、こっちの目の前に置いて、

「夏らしいデザートです。全部手作りですよ」

「そっか……八月だもんね」

　アリスと二人ふたり、視し線せんをゆっくりと上に向ける。

　人工の空を照らすのは強い夏の陽ひ射ざし。

　一面の青に塗り込められた作り物の空も、この季節だけは本物らしい。

「こんな天気の日に海に行ったら、気持ちいいでしょうね」

「……そうだね」アリスの言葉には少し迷ってからうなずき「今度、その辺にプールでも作ろうか」

「あ、楽しそう」アリスは笑い「じゃあ、今度はとっておきの水着を披ひ露ろうしますね」

「え、いや、それは……」

　自然と顔が熱あつくなる。見れば、アリスも頬ほおを赤くしてうつむいている。

「ほら……アイスが溶けちゃいますよ」

「そ、そうだね」

　慌あわててスプーンを手に取り、白いアイスクリームを一さじ口に運ぶ。たちまち痺しびれるような冷たさととろけるような甘さが舌の上いっぱいに広がり、ウィッテンは大きくうなずく。

「すごい……美お味いしいよ！　アリス」

「自信作です」アリスは笑い、自分でも一口食べて「うん、美味しいです。お店が開けそう」

「ほんとに」ウィッテンはアイスクリームをもう一さじすくってよく味わい「……良い考えかも知れないね、それ」

「それ、って？」

「だから、お店を開く、だよ」ウィッテンは最後の一口を飲み込んで「ここから出たら、どこかのシティに土地を買ってお店を開くの。『アリスのレストラン』」

「え──」アリスは絶句し「む、無理ですよ！　お店なんて、そんな！」

「どうして？　こんなに美お味いしいんだし、きっと大だい繁はん盛じようだよ」ウィッテンは身を乗り出し「僕は普ふ段だんはお店を手て伝つだって、休みの日に論ろん文ぶんを書く。世界的な数学者の奥さんがやってるレストランなんて、すぐに噂うわさになってお客さんがいっぱい……」

　そこで、言葉が途と切ぎれる。

　ウィッテンは首を傾かしげ、惚ほうけたように目を見開くアリスの顔を覗のぞき込み、

「アリス、どうかした？」

「……奥さん……」

「え？」

「わたしが、アルの奥さん……ですか？」

「──あ」

　しまった、と口元を押さえる。勢いに任せてとんでもないことを言ってしまった。

「え！　いや、それは、その……」

「違うんですか？」

「違う……いや、違わない！　違わないんだけど、そうじゃなくて、だから……」

「どっちなんですか──？」

「い、いやどっちって！　それは」

　思いがけなく強いアリスの声に、しどろもどろに答える。見れば、アリスは困こん惑わく顔がおのままで瞳ひとみを潤うるませ、今にも泣き出しそうになってしまっている。

　……こうなったら……！

　覚悟を決めて深呼吸を一つ。

　傍かたわらに置いたカバンを引き寄せ、一番底に忍ばせておいた包み──何ヶ月も前から用意していた小さな箱を取り出し、

「アリス！　これ！」

「え……？」アリスは潤んだ瞳を瞬またたかせ「な、何ですか？　これ」

「だから──！」

　ウィッテンは手のひらほどの小箱にかけられたリボンを勢いよく解ほどく。

　中から現れたケースの蓋ふたを開き、アリスに差し出して、

「君に……アリスに、受け取って欲しいんだ」

　大きなダイヤが埋め込まれた、金の婚約指ゆび輪わ。

　これまで何度も渡す機き会かいをうかがいながら、ずっと渡せずにいたそのプレゼントが、人工の陽光を受けて煌きらめく。

「これ……」アリスは差し出された指輪とこっちの顔を見比べ「アル……あの、これ……」

「うん」ウィッテンはうなずき、急に不安になって「えっと……意味は、分かるよね？」

　じれったいほどゆっくりとした動作で、アリスがうなずく、細い両手が、芝生しばふの上にぺたんと落ちる。

　と、その両目に、見る間に涙が盛り上がる。

　アリスはうつむいたまま、声を上げて泣き始める。

「ど、どうしたの？」ウィッテンは慌あわてふためき「ごめんアリス！　嫌いやなの？　もしそうだったら……」

「違います──！」言葉を遮さえぎる強い声「そうじゃなくて……だって、こんな急に……わたしにだって心の準備とか……」

　途と切ぎれ途切れに呟つぶやいて、アリスが顔を上げる。

　両手を自分の胸に当て、涙でぐしゃぐしゃの顔で花が咲くみたいに笑って、

「こんなの……こんなの反則です！」

「アリス……」

　愛いとおしむようにその名を呼ぶ。アリスがうなずき、自分の左手を差し出す。

　ケースから指ゆび輪わを外はずし、細い薬指にそっと押し込む。

　それが契約。

　二人ふたりの、誓いの証あかし。

「アリス、まだ泣いてるの？」

「だって……」アリスは指輪のはまった左手をもう片方の手で胸に抱きしめ「わたしがアルのお嫁よめさんなんて……そんな、どうしよう……」

「ここから出たら、結婚式をしよう」ウィッテンは手を伸ばし、長い黒髪をそっと撫なで「どこかの小さな教会で、天あま樹ぎ教授とザイン教授を呼んで。真ま昼ひる君と月つき夜よちゃんにもアリスのことを教えてあげよう。二人とも、きっとびっくりするよ」

「……はい」

　涙声で応こたえるアリス。

　ウィッテンはその体を両腕で抱きしめた。

「もう少しだから、待っててね、アリス」

　そう、全すべては自分と健けん三ぞうとエリザの思おも惑わく通りに進んでいる。Ｉ－ブレインの製造技術は今や世界中に広まり、こうしている間にも各地で新たな魔ま法ほう士しが生み出されている。今はまだその数は少なく、人々にとって特殊な存在だが、魔法士という新たな種しゆは確かく実じつに世界に受け入れられようとしている。

　たとえ一歩ずつでも、自分達の努力は着実に実を結んでいる。

　そして、その道の先には、きっと──

「はい、待ってます」泣き笑いのままうなずくアリス「でも無理はダメですよ？　アルはいつも頑がん張ばりすぎなんですから」

　うん、とうなずき、アリスの頬ほおに手を当てる。

　……深く重なり合う唇。

　眩まばゆい陽ひ射ざしが、二人ふたりの頭上を照らしていた。
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　年が明けて西せい暦れき二一八四年に入ると、世界中で巻き起こる魔ま法ほう士し開発の波はますます大きな物へと膨ふくれあがっていった。

　九月十三日。二十一歳の誕たん生じよう日びを間近に控えたウィッテンは、シティ・北京ペキン近郊の研究施設で自治政府との共同開発に励んでいた。

「ウィッテン教授、この資料はどこに置きましょう」

「あ、それはそっちの机の上にお願ねがいします」

　分かりましたと頭を下げる自分よりずっと年上の研究員に、こっちも慌あわてて頭を下げる。ガウス研究所や北ほつ極きよくの自分の研究施設にいるときは基本的にずっと一人ひとりだから、こういうやりとりにはいまだに慣なれない。

　ふう、と小さく息を一つ。

　いくつもの生産プラントが並ぶ広大なホールの中央、真っ黒な液体に満たされた円筒ガラスの容器をまっすぐに見上げる。

　……どうにか、ここまで来たね……

　北京との共同開発に着手して五ヶ月。ウィッテンが作り上げたのは、「生物学的制せい御ぎよ」というこれまでに無いタイプの機き能のうを備えたＩ－ブレインだった。北京自治政府によって龍りゆう使いと名付けられたこの新しい魔法士は「自身の体を構成する体細胞を自在に操あやつる」というこれまでに無い能力を持ち、既存の魔法士の中でも最も基本的なタイプの一つである「騎き士し」に対して圧倒的な優ゆう位いを築きずくことが期待されていた。

　目の前の容器に収められた液体は、その龍使いのために作られた外部デバイス。

　情報制御によって容易に構造を変化させ、龍使いの剣となり盾たてとなり時には翼つばさとなるこの原型細胞の塊かたまりは、自治政府の関係者によって「黒の水」と命名された。

　……って、結局、名前決めたのは全部、自治政府の人なんだけど……

　まあいいか、と大きく伸びを一つ。白衣の胸に付けた認にん識しき票ひようを何となしに外はずし、机に山と積つまれた書類の隣となりに置く。『技術局総局長』。そんな形だけの肩書きとも、今日きようの最終実じつ験けん──Ｉ－ブレインの埋め込みを終えた被験者と黒の水の接続実験が成功すればお別れということになる。

　相も変わらず、困こん難なんの連続だった五ヶ月。

　が、終わってみれば、それも全すべて懐なつかしい気がしてくるから不ふ思し議ぎだ。

　……また、マスメディアの人とかうるさいのかな……

　さかのぼること半年ほど前、シティ・ロサンゼルスで空間構造制御特化型魔法士『光使い』の開発に成功したときのことを思い出す。あのときは連日の取材攻めで酷ひどい目にあった。今回は今年ことしに入って二度目ということでメディアの人達も飽あきてくれないかと思うのだが、やはり無理だろう。

　思わずため息一つ。

　気を取り直して『黒の水』が詰まったタンクを見上げ、一人ひとりうなずく。

　……アリス、喜ぶかな……

　名目上は「対騎き士し戦せん闘とうの切り札」として開発された龍りゆう使いだが、実はウィッテンの思おも惑わくでは、この新しい魔ま法ほう士しにはもっと重要な別の役割が用意されている。体細胞の制せい御ぎよに特化された龍使いは黒の水を介して自分のみならず他者の肉体にも干渉することが可能で、それはつまり、「生物学的制御」という能力が病気や怪け我がによって損傷した体たい組そ織しきの修復に応用出来ることを意味している。

　龍使いと呼ばれるこの魔法士は、現在の医学では治ち療りよう法ほうが見つかっていない幾つかの難なん病びように対して、画期的な治療法を提供出来る可能性がある。

　魔法士が当たり前に暮らす世界の実現。

　そのために、今回の研究は大きな一歩となってくれるはずだった。

「ウィッテン教授！　そろそろ実じつ験けん開始の時間です」

「あ、はい！」

　ホールの向こうから呼びかける研究員の声に、手をあげて応こたえる。立ち並ぶ機き械かいの間を足早に抜け、研究員のもとにたどり着く。

「お待たせしました」

「いえ……。どうぞ、こちらです」

　両手に書類の山を抱えた研究員が、先せん導どうしてホールの外に出る。ウィッテンはその後を追い、陽光が差す渡り廊下に進み出る。

　と、唐とう突とつに窓の隙すき間まから吹き込む強い風。

　研究員が抱えた書類が、数枚床ゆかに散乱する。

「あ」

　慌あわててその場に身をかがめ、書類を一枚ずつ拾い集める。龍使いに関するデータが記された、ウィッテンにとっては見み慣なれた資料。珍しく紙製の書類を順番に並べ、丁てい寧ねいに角を揃そろえて……

　……ん？……

　中に一枚、見覚えのない書類を発見。

「あれ？　これ……」

　小さく呟つぶやき、書類に目を走らせる。

　──瞬しゆん間かん。

　頭を銃じゆうで撃うち抜かれたような衝しよう撃げきに、ウィッテンは危あやうく書類を取り落としそうになった。

「な……」声の震ふるえを必死に押さえて研究員を振り返り「これ……いったい何ですか！　これは！」

「は……？」状況が飲み込めていないらしい研究員は怪け訝げんそうに書類を覗のぞき込み「龍りゆう使いと黒の水の接続の、計算シミュレーションの結果ですが」

「どうして僕に報告がなかったんですか！」

「いえ、そう言われましても……」研究員は困こん惑わくしきった顔で「取り立ててどうということのないデータですし、教授にわざわざお伝えする必要は無いと上から指示もありまして」

「とにかく実じつ験けんは中止です！」ウィッテンは実験室に向かって駆かけ出し「すぐに連絡してください。このままだと、被験者の命が危険にさらされる可能性がある」

「ど、どういうことですか！」隣となりに並んでともかく走りながら、なおも問いを発する研究員「命が危ないってそんな大げさな」

「分からないんですか！　黒の水に対する人体の拒絶反応ですよ！」

「拒絶反応？」研究員は首を傾かしげてもう一度書類を見つめ「確たしかにシミュレーションでは人体が黒の水に対して拒絶反応を示していますが、この数字は通常の臓ぞう器き移植に比べても数十分の一以下の物です。問もん題だいが出るとはとても……」

「黒の水の接続においては、その数字は完全にゼロでないといけないんです！」ウィッテンは声を張り上げ「たとえわずかな拒絶反応でも、それを攻撃と判断した黒の水はすぐに対抗進化を始める。そうなれば人体の拒絶反応はより大きくなり、それをさらなる攻撃と判断して黒の水がさらに進化する。無限連れん鎖さですよ！」

「な……」

　絶句した研究員が、すぐさま立ち直って襟えり元もとの通信素子を引き寄せる。それを横目に、ウィッテンは今度こそ全力で駆け出す。最悪の想像が頭を駆けめぐり、気持ちばかりが焦あせる。巨大な隔かく壁へきを幾つもくぐり、通路を曲がってエレベータに飛び乗る。

　……早く……！

　ゆっくりと増していく現在位置表示の数字を睨にらみ付け、目的の階に着くと同時にエレベータを飛び出す。薄うす暗ぐらい通路を走り抜け、突き当たりの隔壁をくぐり、

「……そんな……」

　全身の力が、一気に抜けた。

　通路の真ん中、タイル張りの冷たい床ゆかの上に、ウィッテンは崩れるように座り込んだ。

　隔壁の向こう、大きな扉とびらをくぐった先は、白一色に塗り込められた円形の空間になっていた。防ぼう護ご服ふくをまとった作業員が駆け回る部へ屋やの床には幾つもの黒い染みが広がり、そこで巻き起こった惨さん劇げきを如によ実じつに物語っていた。部屋の奥、大きなガラス窓の向こうは研究員達がデータ収集を行うための空間になっていたが、人の姿はほとんど見られなかった。わずかに残った研究員の顔は一様に青ざめ、中には口元を押さえて必死に嘔おう吐と感かんを堪こらえているらしい者もいた。

　実じつ験けん室しつの隅すみには、白い布に包まれた人型らしきものが、全部で九つ。

　今日きようの実験に参加したはずの被験者十三人のうち、実に九人。彼らは全身を白いシーツで覆おおい隠されて丁てい寧ねいに並べられていたが、どうしてわざわざ中が見えないように隠してあるのか、ほとんど同じ身長だったはずの彼らの大きさがどうして見事なまでにバラバラなのか、考えたくもなかった。

「どいてください！　患者が通ります、どいてください！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声に、ぼんやりと顔を上げる。研究員達に押されて実験室を飛び出してくる簡かん易い型がたの生命維い持じ槽そうを、転げるようにして避ける。

　蓋ふたに取り付けられた窓の内側、患者と呼ばれた人物と、一いつ瞬しゆんだけ目が合う。

　長い黒髪に小こ麦むぎ色いろの肌、確たしか芳美フアンメイという名前の少女が、羊よう水すいの中で苦しげに息を吐く。

　呆ぼう然ぜんと目を見開くウィッテンの目の前を、さらに三つの生命維持槽が通り過ぎる。我われに返って立ち上がりざま駆かけ出し、最後の生命維持槽に追いつく。

「しっかりして！」透明な窓に顔を寄せ、羊水に浮かぶ黒髪の少年に向かって叫ぶ。「大丈夫だから！　僕が絶対に助けるから！」

　小龍シヤオロンという名の少年が、応こたえるようにうめき声を漏らす。が、すぐにその声は途と絶だえ、少年は羊水の中でぐったりと動かなくなる。

　その口元から浮かんでいた気泡が、消える。

「ねえ！　しっかりして！」ウィッテンは生命維持槽の窓を必死に叩たたき「ダメだよ！　こんなことで死んじゃダメだ！　ねえ！　ねえってば──！」

　生命維持槽がエレベータの前にたどり着き、扉とびらが音もなく開く。「教授、下がってください！」という誰だれかの声と共ともに、ウィッテンは羽は交がい締じめに引きはがされる。

　白衣の研究員達に押された生命維持槽が、エレベータに押し込まれる。

　……音もなく閉ざされる扉。

　ウィッテンは、それを為なす術すべもなく見送った。




　仕方のないことだ、というのが開発局の代表者を名乗る男の第一声だった。

　シティ・北京ペキン第二十階層、軍事区画の一室。カーキー色の軍服を着込んだ男は、テーブルの向かいに座るウィッテンに柔にゆう和わな笑えみを向けた。

「ウィッテン教授の責任でないことはこちらも理解しているし、心配するには及ばない。教授には、今後も引き続き我わがシティに協力して頂きたい」

「はい、それはもちろん」ウィッテンはぼんやりとうなずき「それで……その、生き残った被験者の方達は」

「残念ながら」男は静かに首を振り「かろうじて生存した四名のうち一名は、すでに死亡が確かく認にんされた。残る三名はかろうじて生命活動を継続しているが、おそらく時間の問もん題だいだろう」

　そんな、とウィッテンは両手で顔を覆おおう。

「彼らには、すまないことをしたと思っている」男もまた、沈痛な息を吐き「だが、我われ々われには立ち止まることは許されない。彼らの犠ぎ牲せいを無む駄だにしないためにも、我々は早急に次の計画を実行に移さなければならない」

「え……？」思わぬ言葉にウィッテンは顔を上げ「次の計画？」

　そうだ、とうなずいて、男はテーブルの端に手を伸ばす。立体映像ディスプレイが二人ふたりの目の前に浮かび、何か巨大な建造物の設計図らしき物が映し出される。

「我々はこれを、単に『島』と呼んでいる。直径二千メートルを上回る巨大な空中実じつ験けん施設。演算機き関かんを用いた重力制せい御ぎよによって上空二万メートルに打ち上げられる予定だが、成功すればこれほど大だい規き模ぼな建造物としては世界初ということになる」

　大気制御衛えい星せいの正体を知る由よしもない男は、誇らしげに胸を張る。

　ウィッテンは思考が定まらない頭で曖あい昧まいにうなずき、

「それで……この『島』で何をする予定なんですか？」

「『龍りゆう使い』の研究」

「──え？」

　男が事も無げに口にした言葉に目を見開く。

「ま、待ってください！」とっさに椅い子すを蹴けって立ち上がり、テーブルに両手をついて「いったい何を考えているんですか！　こんな……こんなことになって、まだ実験を続けようっていうんですかあなた達は！」

「不幸な事故だ、ウィッテン教授」男の静かな声「十三名の被験者には残念なことをしたが、その代だい償しように我々は貴重なデータを得た。次は必ず成功する。それが、亡くなった者達への何よりの供く養ようとなるだろう」

「勝手な理屈です！」ウィッテンは男の顔を睨にらみ付け「あなた達が考えるべきなのは、何な故ぜこの失敗が起こったかということです！　防ぎようのない物じゃ無かった。あの実験データが、もっと早く僕のところに届いていれば……」

　そこで、言葉が途と切ぎれる。こっちを見返す男の無表情に、ウィッテンはようやく真実を悟る。

「……知ってたんですね」震ふるえそうになる声を、必死に押し殺す。「この可能性があることに、今回の実験が危険だって事に、あなた達は気が付いていたんですね！」

「成功の公算はあった」男はあくまでも冷静な声で「ウィッテン教授に送られるデータを選別したのは上層部の意向だ。教授が余計な気を回して実験スケジュールが遅ち滞たいすることのないようにと……。結果的に実験は失敗に終わったが、その判断自体は誤りと誹そしられるような物ではない。それは教授もお分かりのはずだ」

「それは……その通りです。人体と黒の水の拒絶反応は自然に消滅する可能性も十分にあった。今回のことは最悪のケース。結果がどちらに転ぶかは、試してみなければ誰だれにも分からなかった。でも──！」

　胸にたまった熱ねつを、一息に吐き出す。

　ウィッテンは両の拳こぶしを固く握りしめ、強くテーブルを打ち、

「でも、人が死んだんですよ！　十三人！　みんなまだ子供で、良い子達で、何もかもまだこれからだったのに──！」

　涙がこぼれないように強く目を閉じ、必死に歯を食いしばる。泣くな、と心の中で自分を罵ば倒とうする。泣くな卑ひ怯きよう者もの。あの子達を殺したのは誰だれだ。お前ではないのか。お前がもっと早く気付いていれば、あの子達は今も楽しく笑っていたのではないのか──

「……了解した」

　と、男の静かな声。

　顔を上げるウィッテンを前に、軍服姿の男は一つ息を吐き、

「協力頂けない、ということでよろしいか？」

「当然です」ウィッテンは全身の震ふるえを抑えて顔を上げ「僕は手を引かせてもらいます。これ以上、人殺しの手て伝つだいは出来ません」

「そうか……」

　残念だ、と呟つぶやき、男は右手を掲かかげる。ウィッテンの背後、スライド式の扉とびらが突然開き、兵士の一団が部へ屋やになだれ込んでくる。

　四方からウィッテンを取り囲む、短たん機き関かん銃じゆうの銃口。

「龍りゆう使いに関する全情報は第一級の機密に指定されている。ウィッテン教授にはこのシティ・北京ペキンからお帰り頂くわけにはいかない」

　そう言って、男は一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを伏せ、

「申もうし訳わけないが、拘こう束そくさせて頂く。……待たい遇ぐうの保証はさせて頂く故ゆえ、どうかご心配なきよう」
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　薄うす闇やみの中で、目が覚めた。

　ウィッテンは這はいずるようにしてベッドから身を起こし、額ひたいに手を当てて小さく呻うめいた。

　タールを詰め込まれたようなねっとりとした違和感が頭の内側にまとわりつき、全身がひどく重い。不規則に点灯と消灯を繰くり返す部屋の明かりのせいで、体内時ど計けいが完全に狂ってしまっている。

　枕まくら元もとの水差しからコップに水を注ぎ、一息にあおる。

　あれから何日経たったのか、今日きようがいつなのか、まるで分からない。

　……アリス、心配してるだろうな……

　泣いてはいないだろうか、とひどく不安になる。それから健けん三ぞうやエリザ、真ま昼ひるや月つき夜よのことを順に思い出し、最後に自分のことを考える。シティ・北京ペキンで拘こう束そくされ、何かの薬物で意い識しきを奪うばわれて、気が付いたらこの部へ屋やにいた。ベッドとテーブルと机が置かれた、簡かん素そながらも行き届いた造りの部屋。隣りん室しつにはトイレとシャワールームも併へい設せつされていて、待たい遇ぐうの保証はする、という男の言葉が嘘うそではないことだけは分かった。

　食事は、部屋の奥に取り付けられた専用の搬はん送そう装置から六時間おきに三回。だが、それすら厳げん密みつな時間は毎回バラバラで、自分が食べているのが朝食なのか夕食なのかはとうの昔に分からなくなってしまっている。

　寝起きした回数は最初の三日分までは数えていたが、その先はいつの間にか分からなくなってしまった。十日は経たっていない、と信じたいが、本当のところは確たしかめようがない。

　脱出のためのあらゆる努力は最初の数時間でやり尽くしてしまった。

　北京自治政府の関係者が説得にやってくる気け配はいもなく、ウィッテンはこの牢ろう獄ごくで、ただ無む為いな時間を過ごしている。

　……あの人達は、本気なのかな……

　闇やみの中でぼんやりと天てん井じようを見上げていると、男の姿が目の前に浮かぶ。北京自治軍開発局の代表を名乗った軍服姿のあの男。「龍りゆう使いの開発を続ける」と告げた言葉が、耳の奥で響ひびく。

　その姿が、よく見知った誰だれかに重なる。

　パイプタバコをくわえた、完かん璧ぺきなスーツ姿の紳士。

　遠い日に『魔ま法ほう士し開発から手を引け』と忠告した健けん三ぞうの姿が、軍服姿の男にとって代わる。

「……これだったんですね、天あま樹ぎ教授……」

　声に出して呟つぶやき、手の甲で顔を覆おおう。涙は出ない。自分が悔くやんでいるのか、悲しんでいるのか、それすらもよく分からない。

　ただ、冷たい空くう虚きよさが、胸の中にある。

　魔法士を生み出すということ、世界を変えていくということ──自分はその意味をまるで理解していなかったのだと、嫌いやというほど思い知らされる。

　……僕は……

　これからどうすれば良いんだろう、とそんな言葉が頭に浮かぶ。いつまで続くのか分からない軟禁生活。自分が行方ゆくえを眩くらませば世せ間けんはすぐに気付くだろうが、北京自治政府も馬ば鹿かではない。例えば公式発表で『ウィッテン教授が実じつ験けん中ちゆうの事故で死亡した』とでも報じれば、他ほかのシティは疑ぎ惑わくを持ったとしても少なくとも表立っては干渉が出来なくなる。健三やエリザはおそらく動いてくれるだろうが、その救出の手がこの場所まで届くかどうかは……

　いや、と首を振る。

　問もん題だいはそんなことじゃない。自分が本当に怖いのは、そんなつまらないことではない。

　……僕は、あと何人、死なせれば良いんだろう……

　心の中で呟つぶやいてしまったその言葉に、心しん臓ぞうに締しめ付けられるような痛みが走る。ベッドの中で体を丸め、必死に目を閉じる。

　部へ屋や中じゆうに淀よどんだ闇やみが、あらゆる方向からのし掛かってくる。

　何度も荒い呼吸を繰くり返し、自分の腕に顔を押しつける。

　魔ま法ほう士しが当たり前に暮らす世界、アリスが自由に歩く世界──手を伸ばせばすぐにでも掴つかめそうだったその夢が、彼方かなたに遠ざかっていくのを感じる。目の前にあるのは、燃もえさかる荒野を貫つらぬく焼やけ爛ただれた岩の道。無数の棺ひつぎが敷しき詰められたその道は、おびただしい量の血で真しん紅くに塗り込められている。

　足あし下もとには、龍りゆう使いと呼ばれるはずだった、十三人の子供達。

　物言わぬその体が黒い水に融とけ、流れて消えていく。

　耐えろ、とどこかで声がする。耐えろ。これはお前が選んだ道。遠いあの日、止やめろと差し伸べてくれた優やさしい手を振り払った瞬しゆん間かんから決まっていた結末だ。愛する者のために世界を変えると決めた、そのために科学者として生きると決めた、その代だい償しようがこれならば、笑って受け入れろ。あの物理学者のように、あの大脳生理学者のように、幾つの死を踏み越えようとも「わたしには関係ない」と笑って見せろ──

「……無理ですよ……」堪こらえきれなくなった涙が、零こぼれる。「無理ですよ、天あま樹ぎ教授、ザイン教授。僕には無理です。だって……だって、こんなこと……」

　幾つもの涙が頬ほおを伝い落ちる。顔を上げ、笑おうとして失敗する。それが悔くやしい。科学とは失敗の連続だと、彼らの犠ぎ牲せいは次の研究のための礎いしずえだと、そう笑えない自分が悔しくてたまらない。

「アリス、ごめん……」消え入りそうな声が囁ささやく。「アリス、ごめん。ごめんね、アリス……」

　応こたえるものは、無限に続くような静せい寂じやく。

　ウィッテンは歯を食いしばり、両手で顔を覆おおい、

「──こっちだ！」

　突然、扉とびらの向こうから声。

　驚おどろいて飛び起きたウィッテンの目の前、部屋を閉ざしていた重厚な扉が、形を失って砂のように崩れ落ちる。

「ウィッテン教授！　お待たせしました！」

「え、え……？」

　部屋に飛び込んでくる見知った人ひと影かげに、ウィッテンは言葉を失う。
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　白はく銀ぎん色いろの騎き士し剣けんを手に掲かかげ、長い黒髪をなびかせた軍服姿の少女。

　シティ・神こう戸べ自治軍中ちゆう尉い、七なな瀬せ雪ゆきは直立不動の姿勢で最敬礼し、

「フリードリッヒ・ガウス記念研究所の要よう請せいによりお迎えに上がりました！　……さ、もう大丈夫ですよ」

　姿勢を崩しておどけた表情を浮かべる少女の後ろから、同じく騎士剣を下げた黒髪の少年が部へ屋やに入ってくる。「ご無事ですか」とぶっきらぼうに問う黒くろ沢さわ祐ゆう一いちという名の少年に、ウィッテンはとっさにうなずく。

「目標を確かく保ほ」祐一は襟えり元もとの通信素子に短く報告し、自分より随ずい分ぶん小こ柄がらな少女に向き直って「施設内は完全に占せん拠きよした。もともと、そこまでの戦力はなかったらしい」

「ごくろーさま」雪ゆきはそんな少年に片目をつぶり「さ、退路は確保したし、北京ペキン自治軍の本隊は母かあさんが外交ルートから完全に押さえてます。もう危険はないですから、急がなくてもゆっくり歩いて帰れますよ」

「ちょ、ちょっと待って！」

　慌あわててベッドから飛び降り、弾みで転びそうになる。瞬しゆん時じに駆かけ寄った祐一に肩を支えられ、どうにかバランスを取る。寝てばかりの時間が続いたせいか、どうにも足あし下もとがおぼつかない。少年に体重を預けたままでどうにか少しずつ歩を進め、

「いったい何がどうなってるの？　どうして君たちがここに？　じゃなくて、えっと……」

「はい、順番に説明しますね」混乱するウィッテンに雪はにっこり微ほほ笑えみ「まず、今日きようは九月二十二日、ウィッテン教授が行方ゆくえ不明になってから九日目です。時刻は午後二時三十八分で、ここはシティ・北京が桂けい林りん地方の地下に隠し持ってた軟禁施設の一つ。私と祐一はガウス研究所から、というか天あま樹ぎ教授とザイン教授から正式な協力要よう請せいを受けて、こうして救出に来たわけです」

　淀よどみなく説明する雪ゆきに、なるほど、とうなずく。

　が、すぐに重要な点が気になり、

「あれ？　でも、どうやって僕の居場所を突き止めたの？　シティが隠し持ってる地下施設なんて、よく見つけられたね？」

「え？　いえ、私達も実は天あま樹ぎ教授に『この場所に行ってくれ』って頼まれただけで……」

「──それについては、私が説明しよう」

　扉とびらの向こうから投げられる、聞き覚えのある声。

　目を見開くウィッテンの前で、雪と祐ゆう一いちが揃そろって直立不動の姿勢を取る。

「天樹教授、状況、完了しました」

「そのようだな、二人ふたりともよくやってくれた」

　いかにも高級そうなスーツを完かん璧ぺきに着込んだ東洋人の男が、二人の騎き士しに略礼を返して部へ屋やに入ってくる。扉の外では、護ご衛えいらしき完全武装の兵士の一団が短たん機き関かん銃じゆうを構えて待機しているのが見える。

「一人ひとりでも大丈夫だと言ったのだが、ま、彼らも仕事でな」健けん三ぞうはそんな兵士達にちらりと視し線せんを向け、雪と祐一に向き直って「さて、というわけで説明なのだが……実はここから先は重要な機密事項だ。二人とも、ほんの五分ほど席を外はずしてもらえるかな？」

　二人の騎士は、え、と怪け訝げんそうに首を傾かしげ、少しためらってからうなずく。部屋を出る二人の合図で、兵士達が通路の奥に下がっていく。

「さて」健三は息を吐き、こっちを見上げて「随ずい分ぶんと苦労したようだな。男前が台無しだ」

「天樹教授……」ウィッテンは男の名を呼び、しばし言葉に迷って「そ、そうだ。さっきの話です。どうしてこの場所が？」

「それなのだがね」と、健三は口元に笑えみを浮かべ「実はアリス君の力を借りた」

「アリスの、って？」

「世界の解、だよ」ウィッテンの問いに健三は楽しそうに「ウィッテン君が消息を絶つ周辺時間の中ちゆう国ごく全域のあらゆる物体の運動を、アリス君にシミュレートしてもらった。北京ペキン自治軍は偽ぎ装そうのために相当面めん倒どうな移動経路を使ったようたが、まあ、それも全すべて無意味だったということだな」

　アリス君に礼を言うように、という男の言葉にうなずく。

　暗い室内を見回し、ふと気になって、

「でも、こんな派は手でなことして大丈夫なんですか？　後で大変なことになるんじゃ」

「なに、先にルール破りを仕掛けたのは北京の方だ」健三は笑い「外交ルートで圧力をかければ向こうに不利な要素が多すぎる。おそらく、ウィッテン君が今回の事件について口外しない代わりに何もかもなかったことにする、という線せんで話がまとまるのでは無いかな」

「そう……ですか」

　呟つぶやいて一つ息を吐く。とうとう、質問の種が尽きてしまった。

　ウィッテンはわけもなく両手を組み、意を決して、

「教授……それで、あの、僕の実じつ験けんのことは……」

「私は何も言わんよ」が、健けん三ぞうは首を横に振り「伝えるべきことはすでに全すべて伝えてある。……が、アリス君は、君と話したいことがあるそうだ」

　そう言って携けい帯たい端末を差し出す健三に、ウィッテンは目を丸くする。部へ屋やの奥に戻ってベッドの縁へりに腰掛け、おそるおそる端末を起動する。

『……アル、ですか？』

　立体映像ディスプレイの向こうからこっちを見返す、大きな青い瞳ひとみ。

「うん……」うなずき、視し線せんを伏せて「ごめん、心配かけたね」

『アルのせいじゃないです』アリスは柔らかく笑い『大丈夫でしたか？　どこにも、怪け我がとかしてませんか？』

「大丈夫、ご飯もちゃんと食べてたよ」答えて、少しの間言葉に迷い「……アリス、僕、失敗しちゃったよ」

　それ以上はアリスの顔を見られなくなって、目を閉じる。

　長い沈ちん黙もく。

　と──

『早く帰ってきてください』耳をくすぐる、アリスの声『わたし、ごちそうたくさん作って待ってます。アルはそれを食べて、ゆっくり寝て、それで、しばらく休んでください』

「アリス……？」

　顔を上げると、ディスプレイの向こうには花のような笑え顔がお。

　アリスは優やさしいまなざしをこっちに向け、祈るように両手を組んで、

『アルは、ちょっと間違えてます。アルが無理をして、傷ついて、それでわたしが自由になれたら、わたしは嬉うれしいけど、でも嬉しくないです。わたしが幸せで、アルも同じくらい幸せで……どっちかが笑っててどっちかが泣いてるなんて、そんなのはきっと嘘うそです』目を閉じ、夢を見るような声で『わたしは、ただここから出たいんじゃない。……わたしは、アルと一いつ緒しよに、ここから出たいんです。分かりますか？』

　うん、と小さくうなずく。

　アリスは『よろしい』と笑い、

『疲れたら、休んでも良いんです。嫌いやになったら帰ってきても良いんです。きっと、そのためにわたしがここにいるんです。アルが背負ってる荷物は、ちゃんと半分わたしにも貸してくれないと不公平です』

「うん……そうだね」

　うなずいた拍子に涙がこぼれる。

『そうですよ』アリスは何度もうなずき『晩ご飯用意しておきますね。何が食べたいですか？』

「……カレーライス」

『はい』答える、優やさしい声『それじゃあ……えっと、愛情たっぷり込めて、作っておきますね』

　恥ずかしそうにうつむいて、アリスが笑った。

　その笑え顔がおを、ウィッテンは生しよう涯がい、忘れることが無かった。
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　シティ・北京ペキンで起こった一連の救出劇げきに、疑問を持つ人々がいた。

　地球連合、中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かい。独自の諜ちよう報ほう網もうを介して北京の事件を知った彼らは、手て駒ごまである幾つかのシティの情報局を利用してデータの収集を開始した。

　彼らが最も興きよう味みを持ったのは、救出に当たったシティ・神こう戸べの魔ま法ほう士し達がいかにしてウィッテンが軟禁されている地下施設を特定し得たのかということだった。当時の世界で知られていた魔法士の能力では、そのような膨ぼう大だいな計算を処理できるはずがなかった。当初は『天あま樹ぎ機き関かん』で新たな魔法士が開発された可能性を検討していた彼らは、すぐにより重要な、魔法士開発の歴史に潜ひそむ幾つかの問もん題だいに遭そう遇ぐうすることになった。

　魔法士誕たん生じようの立役者である三人の科学者──天樹健けん三ぞう、エリザベート・ザイン、そしてアルフレッド・ウィッテンのこれまでの経歴に、詳しよう細さいな光が当てられた。

　ニューデリーを初めとした幾つかのシティの奇妙な動きが調ちよう査さの線せん上じように浮かび上がり、問題は複雑化の一途を辿たどって行った。

　彼らの疑問は情報制せい御ぎよ理り論ろん誕生の一年前、西せい暦れき二一七九年の大気制御衛えい星せい打ち上げにまで行き着いた。さらに詳細な調査のために専用のチームが組そ織しきされ、数十のシティの力が密ひそかに集結しつつあった。

　──以上のことは全すべて、戦後に地球連合の施設跡を調査して初めて分かったことだ。

　計画に生じた、ほんのわずかな綻ほころび。

　それが、ウィッテンとアリスの運命を蝕むしばみ始めていた。
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　計算失敗、を表す一連のコードが、立体映像ディスプレイに浮かんだ。

　ウィッテンは携けい帯たい端末から顔を上げ、やっぱりダメかー、と呻うめいた。

「失敗、ですか？」

　アリスがソファーから身を起こし、うなじに繋つながった有機コードを引き抜く。こっちの後ろに回り込んでディスプレイを見上げるアリスに、ウィッテンは「みたいだね」とうなずく。

「どうしても最終的な結けつ論ろんまで計算がたどり着かない。たぶん、もうちょっとだと思うんだけど」独ひとり言のように呟つぶやいて振り返り「頭はどう？　気持ち悪くなったりしない？」

「実は、ちょっとだけ」アリスは視し線せんを上に向け「なんだか、Ｉ－ブレインが『もう無理です！』って勝手に計算止やめちゃってるみたいで……」

　ごめんなさい、とうつむくアリス。

「とんでもないよ！」ウィッテンは慌あわてて顔を上げさせ「大丈夫だよ、そんなに気にしなくても。どうせこんなのお遊びなんだし。ちょっと面おも白しろいデータが取れればいいな、ってだけの話なんだから！」

　一息に言い切って、深呼吸する。

「はい」と、アリスは何がおかしいのかくすくす笑い「ちょっと待っててください。お夜食取ってきますね」

　リビングを後にしていそいそと台所に向かう背中に、からかわれたかな、と頬ほおをかく。

　夜の十一時。すっかり日常の一部として馴な染じんでしまった北ほつ極きよく衛えい星せい内の邸宅を見回して、何となしに笑う。

　テーブルの上に浮かぶ立体映像ディスプレイを、ぼんやりと見上げる。アリスと二人ふたりでたった今まで行っていた『世界の解』の計算。地球上の全物質の運動を計算し尽くして未来を予測しようという壮大な実じつ験けんの今日きようの結果が、ディスプレイを埋め尽くす。

　壁かべに掛けられたカレンダーに、何となしに視線を向ける。

　西せい暦れき二一八六年五月十三日。

　この『世界の解』研究の発ほつ端たんになったそもそもの問もん題だい、世界中の政策支援コンピュータが未来の予測を吐かなくなる日まであと一日に迫った今日きよう、実験は昨日きのうまでとまったく同じように失敗に終わった。

　……ま、良いんだけど……

　元はといえば健けん三ぞうの思いつきから始まったこの壮大で馬ば鹿か馬ば鹿かしい実験だが、実は思いも寄らない成果をウィッテン達にもたらしていた。アリスの脳に負担を掛けないためにプログラムを起動用の外部装置に施ほどこした徹てつ底てい的てきな改良は、結果として演算装置の機き能のうの飛ひ躍やく的てきな向上をもたらした。シティの市民が用いるコンピュータの速度はウィッテン達が情報制せい御ぎよ理り論ろんを発表した六年前の十倍以上に跳はね上がり、それに伴って、Ｉ－ブレインに因よらず純粋なコンピュータの能力で情報制御を行う様さま々ざまな大型機械が人々の生活を潤うるおすようになり始めていた。

　かつてウィッテン達が衛星の反重力システムを指して言った『演算機関』という言葉は、今では情報制御によって稼か働どうする小型の第二種永久機関を用いた推進装置の名称として、広く人々に受け入れられている。

　全長三百メートル、五百メートルといった巨大な戦せん艦かんが、重力制御で飛び交う空。

　それが、自分達が生み出した「世界の変化」なのだと思うと、不ふ思し議ぎな気持ちだった。

「はい、お待たせしました」

　そんなことを考えていると、真っ白な細い手が突然目の前に突き出される。テーブルに二つ並ぶのは小さなガラスの器うつわに盛られたプリン。イチゴとオレンジと生クリームをあしらった可愛かわいらしいプリンには、星形のクッキーが一つ添えられている。

「美お味いしそうだね」

　ウィッテンは笑い、スプーンを手に取る。

「自信作ですよ、召し上がれ」アリスはテーブルの向かいに座り、何な故ぜだかこっちをじっと見つめて「アルは……元気になりましたね」

「え？」思わずスプーンを運ぶ手を止め「そう、かな……」

「そうです」アリスは大きくうなずき「何て言うか、ちょっと余よ裕ゆう綽しやく々しやくって感じになりました」

　そうかも知れない、とプリンを頬ほお張ばる。シティ・北京ペキンでの事件から二年、ウィッテンの研究スタイルは大きく変化した。以前のように脇わき目めもふらずに新しい魔ま法ほう士しを生み出すことをやめたウィッテンは、一つ一つのアイディアをよく吟ぎん味みし、綿密な計画を練るようになっていた。

　どんなに先進的な研究であっても、少しでも不ふ審しんな点があれば遠えん慮りよなく身を引いた。「ウィッテン」の名を冠した魔法士が世界に発表される機き会かいは圧倒的に減ったが、北京での一件を最後に、ウィッテンの実じつ験けんが死者や怪け我が人にんを出すことはなかった。

　もちろん、世界で生み出される新たな魔法士の数は、数十パーセントの単位で減少した。

　だが、アリスはそれで良いと笑った。

　だから、ウィッテンも自分が生み出した結果に満足していた。

「アル。最近、わたし思うんです」ふいに、そんな言葉を口にするアリス「わたし、このままでも良いんじゃないかって。アルと二人ふたりで、ずっとここにいて、それで良いんじゃないかって」

「え？」ウィッテンは首を傾かしげ「どうしたの？　アリス。心配しなくても僕はもう無理しないし、アリスを置いてもいかないよ」

「ううん、そうじゃなくて」アリスは静かに首を振り「ただ……わたし、今のままで十分幸せなんじゃないかって。アルがここにいてくれて、いつも笑ってくれてて。これ以上幸せになりたいなんて言ったら、罰ばちが当たるんじゃないかって」

「アリス……」

　スプーンから手を離はなし、自分の恋人を見つめる。

　数秒。

　ウィッテンは「うん」とうなずき、

「だったらさ、ここで結婚式をやらない？」

「……え……？」アリスは不ふ思し議ぎそうに瞬まばたきし「ここで、って？」

「この家で、だよ」ウィッテンは手を伸ばし、アリスの手にそっと触れ「もちろん僕はいつかアリスを外に連れて行く。それは約束する。だけど、それにはもう少しだけ時間がかかると思うんだ」

　言葉を切り、深呼吸して、

「だから、もしアリスさえよければ、その」

「……はい」

　言いよどむウィッテンに、こくんとうなずくアリス。

　ウィッテンは「ほんとに？」とテーブルに身を乗り出し、

「この家だよ？　教会とか何もないし、神父様もいないよ？」

「良いです。何でも、慣なれ親しんだ場所が一番です」

「呼べるお客さんって天あま樹ぎ教授とザイン教授の二人ふたりだけだよ？　それでも」

「本当に大切な人だけで小さなパーティーですね？　素す敵てきです。そういうの大好きです」

　答えて、それに、と顔を伏せるアリス。

　一つ息を吐いて顔を上げ、自分の左手にはまった指ゆび輪わを愛いとおしそうに撫なでて、

「わたし、もう二年も待ったんです。これ以上待ってたら、待ちくたびれて死んじゃいます」

「そっか……」

　ウィッテンはうなずき、椅い子すから立ち上がる。

　テーブルの反対側に回り込んでアリスを立たせ、手を取って向かい合い、

「それじゃ、あのときちゃんと言わなかったこと、今度こそちゃんと言うね」細い指に自分の指をからめ、小さく笑って「アリス。僕と結婚してください」

「……はい」

　頬ほおを染めてうなずくアリス。

　静かな時間。

　二人は互いに見つめ合い、ゆっくりと唇を寄せ、




　──すさまじい警けい告こく音おんが、リビングに鳴なり響ひびいた。




「な、何──？」

　とっさにアリスの体を抱きしめ、ウィッテンは天てん井じようのスピーカーを振ふり仰あおぐ。と、テーブルの上に唐とう突とつに立体映像ディスプレイが出現し、緊きん急きゆう事態を表す真まっ赤かなメッセージを明滅させ始める。

『──ウィッテン君、アリス君。聞こえるかね。聞こえたらすぐに……』

　スピーカーから響く、ノイズ混じりの健けん三ぞうの声。

「聞こえてます！」ウィッテンは慌あわててディスプレイの通信画面を起動し「どうしたんですかいったい！　これ、最重要の警告じゃないですか！」

　腕の中のアリスが、固く身を縮ちぢこまらせる。その体を抱きしめ、ウィッテンは「大丈夫だから」と背中を撫なでる。

『いいかね、落ち着いてよく聞いて欲しい』

　と、ディスプレイの向こうに映し出される切せつ羽ぱ詰つまった健けん三ぞうの顔、

　男は言葉を切り、大きく息を吐いて、

『エリザが、何者かに拉ら致ちされた』

「ど、どういうことですか？」

　わけが分からない。呆ぼう然ぜんとなるウィッテンに、ディスプレイの向こうの健三は『見たまえ』と携けい帯たい端末らしきものを操そう作さする。

　テーブルの上に展開される、別な立体映像ディスプレイ。

　瞬しゆん間かん、アリスが小さく悲鳴を上げる。

「な……」ウィッテンは目を見開き「なんですか、これ……」

　北ほつ極きよく全域の様よう子すを映し出した、半透明な模も式しき図ず。

　極点上空、ウィッテン達がいる衛えい星せいを表す白い光点を、無数の赤い光点が取り囲んでいる。

『自治軍の航空師団だ』健三の声『数は飛行艦かん艇ていとフライヤーあわせておよそ五百。その図では表示されていないが、地上の方でも転送システムの出口であるウィッテン君の研究所に向けて地上部隊が殺到しつつある』

「そんな、どうして……」ウィッテンは強く拳こぶしを握りしめ「ニューデリー自治軍がこの場所に気付いたんですか？　どうやって！　いえ、それ以前に何ですかこの数は！　いくらなんでも、一つのシティがこんな大だい規き模ぼな戦力を抱えてるなんて……」

『ニューデリーだけ、というわけではない。調しらべた限りでは、およそ五十のシティがこの作戦に参加している』健三は深く息を吐き『そして、命令の発信元もニューデリーではない。この作戦行動の出所は、地球連合だ』

「そんな……馬ば鹿かな……」ウィッテンは一いつ瞬しゆん言葉を失い「どうして地球連合がここを攻こう撃げきするんですか！　いったい何が……！」

『不明だ！』健三の怒ど声せい『私はこれから七なな瀬せ大たい将しようのところに赴おもむき、助力を要よう請せいする。ウィッテン君はアリス君を連れて、すぐにその場を離はなれてくれたまえ』

「離れろって、そんな！」ウィッテンは通信画面に身を乗り出し「ここを離れてどこに行けって言うんですか！　この北極衛えい星せいを出たら、他ほかに行き場所は……」

　言いかけて、はっ、と目を見開く。動転していた頭が落ち着きを取り戻す。

　七年前の大気制せい御ぎよ衛生打ち上げのとき、この北極衛星と同時に用意した、もう一つの衛星。

　この場所に万が一の事態が発生した場合の、最後の砦とりで。

『そうだ』健三はうなずき『使わずに済めばと祈って作ったものだが、残念ながら役に立つときが来てしまった』

　一息。

　ディスプレイの向こうの男は椅い子すから立ち上がり、

『アリス君と二人ふたり、すぐに、南なん極きよく衛えい星せいに向かってくれ』

　言い終わると同時に通信が途絶し、ディスプレイがノイズに染まる。ウィッテンは一度だけ強く目を閉じ、息を吐く。

「……アル？」

「──行こう」ウィッテンはアリスの体を離はなし「必要最低限のものだけ持って、すぐエレベータに。転送システムで地上に降りて、フライヤーで脱出する。急いで」

　はい、とうなずいてアリスが駆かけ出す。ウィッテンはディスプレイを消去し、携けい帯たい端末をポケットに押し込む。

　アリスの後を追って部へ屋やを飛び出し一度だけ振り返って舌打ちを漏らす。

　……どうして、こんな日に……

　時計とけいの針は深夜の零時を過ぎ、カレンダーの日付は五月十四日に変わっていた。
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　どんなルートでフライヤーを飛ばしたのか、分からなかった。

　海面すれすれに飛行すること二時間。ウィッテンは太たい平へい洋ようを北から南に縦じゆう断だんし、南極大陸への上陸を果たしていた。

　コンソールに表示された周囲の様よう子すに視し線せんを向け、不ふ審しんな物がどこにも映っていないのを確かく認にんする。北極を取り囲んでいた軍の部隊は振り切った。自分のフライヤーに試作品の、軍が用いているのより遥はるかに高性能な演算機き関かんを搭とう載さいしておいたのが功を奏した。

「アリス、どう？　システムは分かった？」

「は、はい！　分かりました、けど……」

　助手席のアリスが、今にも泣き出しそうな顔をする。その手元に浮かぶ立体映像ディスプレイには、二人ふたりがこれから向かう南極衛星に関する重要な解説が記載されている。

　直径二百メートルの球形の衛星、その外装に隠された無数の兵器群。

　万が一の際を考えて仕込まれた防衛システムを衛星内部から制せい御ぎよするためのシステムのマニュアルが、アリスの目の前に映し出されている。

　もともとウィッテン達の計画の中で、北極衛星と南極衛星は違う目的で建造されている。論ろん理り回路によって圧あつ縮しゆくされた広大な空間を衛星内に詰め込む、というコンセプト自体は同じでも、北極衛星が住じゆう環かん境きようを整ととのえるために使っているその空間に南極衛星は多種多様、一個師団と戦争が出来るだけの兵器を詰め込んでいる。もちろん北極衛星にも過剰とも言えるほどの隠し武装は施ほどこしてあるのだが、南極衛星の戦力はその比ではない。

　北ほつ極きよく衛星が、少女が隠れ住むための家だとするなら──

　南なん極きよくは、アリスを狙ねらう外敵を排除するために作られた、要よう塞さいだ。

「ほんとに、これで戦うんですか──？」

「天あま樹ぎ教授が外交ルートから何とかしてくれるまでの時間稼かせぎだよ」ウィッテンはポケットから携けい帯たい端末を取り出してアリスに押しつけ「武器の操そう作さは僕がやるつもりだけど、念のためにアリスも覚えておいて。それより、大事なのはそっち。一個しかないから、なくさないようにしっかり持っててね」

「な、なんですか？　これ」

「予測演算プログラム。『世界の解』の計算システムの簡かん易い版ばんだよ」答えて、ウィッテンはフライヤーの高度を落とし「いくら武器があるって言っても、あれだけの戦力に全方位から攻められたら普通じゃ勝てないからね。アリスには敵の攻こう撃げきを予測して、最適な対応を計算して欲しいんだ」

「わ、分かりました！」

　アリスがうなずく。兵器を操作して軍と撃うち合えと言われるよりは、まだしもそちらの方が気が楽らしい。

「よし。それじゃ行こう」ウィッテンはうなずき返し、アリスの手に自分の手を重ねて「きっと大丈夫だから。頑がん張ばろうね」

　運転席の正面に埋め込まれたタッチパネルを操作し、久しく使っていなかったプログラムを呼び出す。眼下に広がる氷の大地、その一点が大きく左右にスライドし、隠されていた地下施設の入り口が姿を現す。

　慎重にフライヤーを操作し、隔かく壁へきをくぐる。

　扉とびらが閉ざされる轟ごう音おんを背後に、螺ら旋せんを描くバイパス道を下る。

「ここ……ですか？」

「うん。この先に、転送システムがあるんだ」

　螺旋状の道を下りきり、突き当たりの扉から奥に進んだところでフライヤーを停止させる。真まっ暗くら闇やみの空洞の正面、ほのかな燐りん光こうを放つ巨大な機き械かいの姿に一つうなずく。

「ほんとです。北極のと同じ形ですね」

「そういうこと」ウィッテンはうなずき「急ごう。軍の部隊が追いついて来るまえに、衛星の中に入って防衛システムを起動しないと」

　フライヤーを下りて反対側に回り、助手席から下りるアリスの手を取る。正面に見える転送システムのわずかな明かりだけを頼りに、半ば手探りして闇の中に歩を進め、




　──唐とう突とつに、強い光が周囲を満たした。




　何が起こったのか、分からなかった。

　前触れもなく真っ白に染まる視界に、ウィッテンは両目を押さえて呻うめいた。

　少しずつまぶたを開き、状況を認にん識しきする。半球型の空洞の天てん井じよう、幾つも設置された見覚えのないライトの存在に息を呑のむ。震ふるえそうになるのを堪こらえてアリスの手を強く掴つかみ、視し線せんをゆっくりと下ろす。

　心の中に、絶望が膨ふくれあがる。

　空洞の外周を取り囲んだ完全武装の兵士の一団が、あらゆる角度からウィッテンとアリスに向けて銃じゆう口こうを構える。

　悲鳴を上げるアリスを腕の中に抱きしめ、兵士達を睨にらみ付ける。落ち着け、と心の中で何度も繰くり返し、アリスの背中に手を回す。

　可哀かわい想そうなぐらいに震えた、繊せん細さいな背中。

　頭の中が、一気に澄すみ渡わたる。

[image: ]

「アリス……衛えい星せいの防ぼう衛えいシステムの使い方、ちゃんと覚えたよね？」

「え……？」答えるのは震える声「もちろんですけど……アル、何を……」

「たぶん、これしかないと思う」一度だけ、腕に力を込め「後のこと、お願ねがいするね」

　アリスの体から手を放し、振り返りざま駆かけ出す。虚きよを衝つかれた兵士達が一いつ瞬しゆんだけ動きを止め、すぐに我われに返って引き金を引く。足あし下もとに跳はねる銃じゆう弾だん。思った通り、不意打ちを仕掛けずライトを点つけたことから分かる通り、こいつ等らには僕達を殺す気がない。

　全速力で駆かけ抜けた足が、転送システムにたどり着く。

　なおも降り注ぐ銃じゆう弾だんの雨の中、タッチパネルを叩たたいて認証コードを打ち込む。

「腕を狙ねらえ！」

「腕ですか──？　し、しかし！」

「構わん！　怪け我がをさせるなという命令は受けていない！」

　兵士達の怒ど声せいから一いつ瞬しゆん遅れて、焼けるような痛みが右腕を貫つらぬく。歯を食いしばってそれを堪こらえ、最後の一文字を入力する。

　鈍にぶい駆く動どう音おんと共ともに、光を放つ転送システム。

　肩越しに振り返った先、アリスの姿が、虹にじ色いろの光に包まれる。

「いかん──！」

　兵士達の一人ひとりが叫び、手にした短銃の引き金を引く。が、銃弾がアリスの足を捉とらえるより早く、その姿が全員の視界から消失する。

　それを確かく認にんして一つうなずき、ウィッテンはなおもタッチパネルを叩く。

　万が一のときのために用意しておいた緊きん急きゆうコードを入力し、地上側の転送システムが操そう作さを受け付けなくなるように処理を施ほどこす。

「何をしている！　ウィッテン博士を止めろ！」

　現場指揮官らしき男の声に、兵士達がいっせいに動き出す。駆け寄るその姿を視界の端に、ウィッテンは最後の入力を終える。『コード受理』というメッセージと共ともに、コンソールのあらゆる表示が消失する。

　……同時、後頭部に叩きつけられる、鈍い痛み。

　それを最後に、意い識しきが途と切ぎれた。
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　断続的な砲ほう撃げきの音で、目が覚めた。

　ウィッテンはベッドの上に勢いよく身を起こし、途と端たんに右腕と後頭部を走る焼けるような痛みに悲鳴を上げた。

　申もうし訳わけ程度の包帯が巻かれた右腕を押さえてベッドを下り、壁かべから天てん井じように視し線せんを巡めぐらせる。チタン合金がむき出しの壁に囲まれた部へ屋や。足下に感じる特有の振動に、自分がいる場所がどうやら軍の飛行艦かん艇ていの内部らしいと認識する。

　部屋の奥、窓の向こうから再び砲撃の音。こわごわと歩み寄り、透明な強化プラスチックの向こうに空を見上げて、

「……あ……」

　息を呑のむ。

　地上からの高度二万メートル、空に浮かぶ銀ぎん色いろの衛えい星せいは、ウィッテンの目め線せんと同じ高さ。

　自分が南なん極きよく衛星を攻こう撃げきする飛行艦かん艇ていの内部にいるのだと、ようやく頭の線が繋つながる。

「──気が付いたか」

　唐とう突とつな声に、驚おどろいて振り返る。部へ屋やの反対側、別なベッドの上で、金髪の女が気け怠だるそうに息を吐く。

「ザイン教授！」思わぬ展開に目を見開き「ど、どうしてこんなところに！」

「ご覧らんの通りだ」エリザは両手にはめられた手て錠じようを掲かがげ「自宅に戻ろうとしたところを何者かに袋詰めにされてな。気が付いてみればこの有あり様さまだ」

　眩まばゆい閃せん光こうが窓の向こうの空を包み、二人ふたりがいる室内を照らし出す。「まずいな」というエリザの声に、ウィッテンは窓に向き直る。

　球形の表面装甲のありとあらゆる場所から無数の火器を針山のように突き出し、夜の空を漂う銀色の衛星。

　幾つもの爆ばく発はつがその周囲に巻き起こり、ウィッテンの目の前の窓を激はげしく震ふるわせる。

　モスグリーン、銀ぎん灰かい色しよく、真しん紅く──様さま々ざまなシティのカラーリングが施ほどこされた飛行艦艇が衛星を取り囲み、全方位から荷か電でん粒子砲の砲撃を放つ。衛星表面から突き出た砲塔が質量弾体を射出し、荷電粒子の軌道に割り込む。巻き起こる激しい衝しよう撃げき。砕くだけ散る弾体と共ともに拡散した荷電粒子が、闇やみ空ぞらに紫し電でんをまき散らす。

　予測演算による迎撃が、光速で飛来する荷電粒子の槍やりから衛星を守っている。

　が、それでも衛星側の劣れつ勢せいは明らか。

　内部空間に備び蓄ちくされた弾薬、質量弾体は膨ぼう大だいだが、それでも周囲の飛行艦艇を全すべて撃うち落とすには到とう底てい足りない。手品の種はいずれ尽きる。そうなれば……

「やめて──！」耐えきれなくなって、ウィッテンは叫ぶ。「ねえ、誰だれか聞いてるんでしょう──？　もう止やめてください！　あそこにはアリスがいるんです！　あの子が、あの子がいったい何をしたって言うんですか──！」

　と、目の前に唐とう突とつに出現する立体映像ディスプレイ。

『SOUND ONLY』と記された真っ暗な画面の向こうから、誰の物とも知れない声が語りかける。

『お目覚めでしたか、ウィッテン博士』そういって、どうやら男らしい声の主ぬしは嘆たん息そくし『困ったことをしてくれた物です。あなたが転送システムを起動しなければ、こんな馬ば鹿かげた撃ち合いをやる必要はなかったのですから』

「だ、誰ですか！」

『今回の作戦の責任者です。名前は……答えたところで意味がないでしょう』声の主は息を吐き『どうか逆さからわないで頂きたい。これは、地球連合の決定なのだから』

「だから、どうしてなんですか！」ウィッテンは真っ暗なディスプレイに詰め寄り「どうしてアリスを捕らえようとするんですか！　あの子は何もしてない！　僕達が作った他ほかの魔ま法ほう士しみたいに軍と戦う力も持ってない、普通の女の子なのに！」

「……恐ろしいのだそうだよ」

　と、唐とう突とつなエリザの声。

　振り返るウィッテンに女は気け怠だるく息を吐き、

「今は戦う力を持たずとも、あの子のＩ－ブレインの機き能のうは我われ々われが生み出した模も造ぞう品ひんを遥はるかに上回るものだ。それがある日突然何らかの能力を手に入れたら？　あの子自身は無害でも、その子供が兵器としての力を持って生まれたら？　──そう考えると、恐ろしくて夜も眠れないそうだ」

　愚おろかしいことだ、と呟つぶやくエリザの後を、ディスプレイの声が『そういうことです』と続ける。

『それが地球連合の、いや、人類の決定です。この世界の未来のために、全すべての魔法士は人類の管理下に置かれなければならないのです』

「そんな……」

　がくりと膝ひざを突くウィッテンの背後で、また一つ、閃せん光こうが弾はじける。雨あられと降り注ぐ荷か電でん粒子砲の一つがとうとう衛えい星せいの表面に着弾し、数十の砲塔が瞬しゆん時じに爆ばく散さんする。衛星の周囲に展開される弾だん幕まくにわずかな隙すき間まが生じる。一いつ隻せきの小型艦かん艇ていが空中に身を翻ひるがえし、その隙間に飛び込んでいく。

　もはや、為なす術すべはない。

　ウィッテンは窓に両手のひらを押し当て、両目を見開き、

『──アル』

　いきなり、襟えり元もとの通信素子から、声。

　驚おどろきのあまり心しん臓ぞうが止まりそうになる。慌あわてて通信素子を引き寄せ、顔を近づける。

「アリス──？　ねえ、アリスなの？」

『良かった、通じた』通信素子の向こうの声は笑い『最後に、どうしてもアルとお話したかったから。神様が力を貸してくれたのかな』

「最後って……」ウィッテンは声の震ふるえを必死に抑え「そんなこと言わないでよアリス！　手はまだある、きっとある！　僕が絶対に助けるから、だから諦あきらめないで！」

『ううん……そうじゃないんです』

　返ってくるのは、静かな声。

　アリスはひどく柔らかい、子供のような声で。

『──わたし、見つけました。世界の解』

「……え……？」何を言われたのか、分からない。「待って……アリス、それ、どういう……」

『ごめんね、アル。話してる時間がないの』微かすかな笑いを含んだ声でアリスは答え『うん、神様ってやっぱり意地悪。どうしてこんなに時間がないのかな……』

　呟つぶやいた声に涙の色が混ざる。通信素子の向こうから、低い嗚お咽えつが聞こえる。

　ほんの数秒。

　アリスは泣くのを止やめ、強い声で、

『たぶんだけど、これから大変な事が起こると思うの。みんながこれまで見たこともないような大変なこと。……たくさん人が死んで、戦争が起こる。だけど、わたしは大丈夫だって信じてる。アルが、きっと何とかしてくれるって信じてる』

「アリス……」

　かろうじて名を呼ぶが、その後が続かない。愛する人が何か途方もないことをやろうとしているのだけは分かるのに、それが何なのか、自分が何を言えばいいのかまるで分からない。

「アリス、僕は……」

『アル。わたし、アルに会えて良かった』優やさしい声が、自分の名を呼ぶ。『アルと一いつ緒しよに過ごせて、アルに好きになってもらえて良かった。……わたし、アルが好き。アルが生きてるこの世界が好き。他ほかには何にもくれなかったけど、わたしに優しくしてくれなかったけど、それでもわたしをアルに会わせてくれたこの世界が大好き』

　だから、とアリスは呟いた。

　一度だけ、本当に一度だけ、深く息を吐いて、

　最初の魔ま法ほう士しは、別れの言葉を紡つむいだ。

『さよなら、アル。──わたしの代わりに、この世界をお願ねがい』




　夜明けの光に染まる南なん極きよくの空に、黒い影かげが広がった。

　銀ぎん色いろの衛えい星せいから吹き出た闇やみ色いろの雲が、瞬またたく間まに周囲の空間を満たした。

　衛星を取り囲んでいた無数の飛行艦かん艇ていが、唐とう突とつにその動きを止める。闇色の雲に触れた船が、次々に推力を失って重力に引かれるまま落下していく。異変はすぐさま、ウィッテンが乗る船にも到達する。窓の外を雲が包むと同時に船体が異様な振動に包まれ、バランスを維持できなくなった船体が大きく傾斜する。

　無ぶ様ざまに転がった体が、背中から壁かべに打ち付けられる。

　それを無視して通信素子を口元に当て、必死に名前を呼びかける。

　窓の外に広がる雲が晴れ、船体がバランスを取り戻す。夜明け前だったはずの空が暗いのに気付き、視し線せんを上に向けて息を呑のむ。

　銀色の衛星を飲み込み、空を覆おおい隠す鉛なまり色いろの雲。

　際限なく広がり続ける雲はいつしか視界の彼方かなたまでを覆い、なおも密度を増している。

「ウィッテン、こっちだ」

　エリザの声に我われに返る。部へ屋やの反対側、先ほどの推力停止の際に開いたらしい扉とびらの傍そばで、金髪の女が早くしろと手て錠じようがはまったままの両手を振る。

　訳わけも分からずに立ち上がり、駆かけ出す。

　部へ屋やを飛び出し、無む我が夢む中ちゆうで通路を進む。

　混乱した兵士達の目をかいくぐり、最下層にたどり着く。非常脱だつ出しゆつ艇ていの一つに乗り込み、演算機き関かんを始動する。

　発着ポートを飛び出し、ともかく飛行艦かん艇ていと反対の方向に飛ぶ。

　見上げた先、空を完全に覆おおう雲の中に、幾つもの紫し電でんが散る。

「何だ、これは……」助手席のエリザが呟つぶやき「ウィッテン教授、何事だこれは。アリスが何かしたのか」

「……分かりません……」

　運転席でうつむいたまま、答える。

「分からないだと？」エリザは声のトーンを上げ「どういうことだ、いったい何が……」

　そこで、言葉が途と切ぎれる。

　エリザは、これまで聞いたこともない静かな声で「ウィッテン教授」と名を呼び。

「何があった？　アリスは、いったいどうなった」

「通信が……繋つながらないんです……」

　かろうじて、そう絞り出す。

　通信素子を握りしめた手を、額ひたいに押し当てる。

「声が聞こえないんです。……ずっと呼んでるのに、全然答えないんです……さよならって……僕にさよならって言って、それで……」

「そうか……」エリザの手が、そっと髪を撫なでる。「ひとまずガウス研究所に戻ろう。何もかも、それからだ」

　はい、とうなずいた拍子に、幾つも涙がこぼれた。

　──その日、世界を闇やみが包んだ。
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　誰だれかに名前を呼ばれた気がした。

　ウィッテンは簡かん素そなパイプ椅い子すの上で目を開け、小さく一つ息を吐いた。

　周囲に並ぶ円筒ガラスの培ばい養よう槽そうを、ぐるりと見回す。無数の培養槽の一つ一つには先天性の──つまり遺い伝でん子しレベルから合成された魔ま法ほう士しの子供が、羊よう水すいに浮かんで眠っている。

　大戦の勃ぼつ発ぱつと前後して世界中のシティで行われるようになった、非人道的な開発実じつ験けん。

　それに荷か担たんするようになって、もう半年が過ぎた。

　世界を覆おおった遮しや光こう性せい気体の雲と、太陽光発電プラントの停止によるエネルギー危き機き。わずかな天然資源と地ち熱ねつ発電プラントの奪うばい合い。世界大戦の勃ぼつ発ぱつ。隆りゆう盛せいを極きわめた人類の歴史は、崖がけを転がり落ちるように滅びの道を突き進んでいた。

『教授、ご要望のデータが上がってきました』

「ありがとう。転送しておいてください」

　立体映像ディスプレイの向こうの研究員に礼を言い、電子化されたデータを受け取る。戦火にさらされたガウス研究所からこのシティ・マサチューセッツの開発局に逃のがれて半年。来る日も来る日も、魔ま法ほう士しの開発を繰くり返している。人工的な魔法士の生産など人の道に外はずれている、という主張はここでは受け入れられない。逆さからう者に待っているのは反逆罪による銃じゆう殺さつ、脱走者に待っているのも逃亡罪による銃殺だ。

　パイプ椅い子すから立ち上がり、培ばい養よう槽そうの林を抜けて奥へと進む。

　ガラス筒の一つ一つに眠る子供の顔に、順に視し線せんを巡めぐらせる。

　エリザと健けん三ぞうも、今いま頃ごろこんなことをしているのだろうかと、ふと思う。ガウス研究所から脱出する前夜、三人で最後の杯さかずきを酌くみ交わしたのを最後に、どちらとも顔を合わせてはいない。噂うわさでは健三は天あま樹ぎ機き関かんに戻って魔法士の開発にいそしみ、エリザはシティ・ロンドンに数日属したものの、すぐに出しゆつ奔ぽんして行方ゆくえ知れずになったと聞く。

　結局、魔法士の開発に関かかわるか、シティを離はなれて世捨て人となるか、情報制せい御ぎよ理り論ろんに関わった研究者に与えられた選せん択たく肢しは二つしかない。

　激げき化かの一途を辿たどる大戦。混迷に呑のまれていく世界の中で、自分は為なす術すべもなく『魔法士を人殺しの道具として量産する』研究に身を染めている。

　培養槽の林の突き当たり、一番奥に設置されたガラス筒の前で立ち止まる。

　立体映像の資料を目の前に展開し。ガラス筒の中に浮かぶ見事な赤毛の少年を覗のぞき込む。

「……運がないね、君も」

　少年の寝顔を見つめて息を吐く。通常の炎使いとして生まれるはずだったこの少年のＩ－ブレインは、先天的な、修復不可能なレベルの異常を抱えている。Ｉ－ブレインのほとんどの部分を覆おおい尽くすまでに過剰に成長した演算素子と、栄養分を全すべて奪うばわれて枯死してしまった記き憶おく領域。つまりこの少年は、圧倒的な演算速度を持つ代わりにそれを動かすべきプログラムを失ってしまった欠陥品だ。

　他ほかの研究員達は気付いていない。気付けば、少年は不要品としてたちどころに処分される。

　が、それが分かってもウィッテンには何も出来ない。

　数理研究所所長などと大たい層そうな肩書きを持っても、実体はかごの鳥、逆らったり逃げようとしたりすれば首を刎はねられるだけの、体ていの良い奴ど隷れいに過ぎない。

「僕には何も出来ないんだ」少年に向かって頭を下げる。「本当に、ごめん」

　応こたえる少年の寝息を背に、通路を進んで培養室を後にする。エレベータを幾つも乗り継いで建物の外にたどり着く。フライヤーに乗り込んで演算機関を始動し、郊外の官舎に通じる長い道を走る。

　フライヤーを下りて玄関をくぐり、部へ屋やの照明を点つけて一息。

　簡かん素そなベッドに倒れ込み、天てん井じようを見上げる。

　……いつまで、こんなことを続ければいいんだ……

　自分のこれからのことを思うと、絶望的な気分になる。軍上層部は次々に新たな魔ま法ほう士しを作れと言うが、そもそもこの戦争には「勝ち」がない。わずかな資源を奪うばい合うだけの、泥どろ沼ぬまのような戦い。仮に他ほかの全すべてのシティを滅ぼし尽くしたとしても、力を使い果たした勝者に残されているのはやはり滅亡の道だけだ。

　それもこれも、全ては半年前に始まったこと。

　あの日、南なん極きよくで彼女と離はなればなれになったあの瞬しゆん間かんから、全てが変わってしまった。

「アリス……」今はもう遠くなってしまった、その名を呼ぶ。「僕に何をして欲しいの？　世界を守れってどういうこと？　この世界が……今のこの世界が、本当に君の望みだったの？」

　答える声は、ない。

　南極衛えい星せいに残されたアリス、今はもう生きているのか死んでいるのかさえも分からない彼女と再会することは、随ずい分ぶん前に諦あきらめてしまっている。

　……僕は……

　伸ばした手が、枕まくら元もとに飾られた人形に触れる。

　アリスと共ともに暮らすようになってからは久しく手にすることのなかった遠い日の思い出。十六歳の誕たん生じよう日びに彼女にもらった、まだ少女だった頃ころの姿を模もした人形を目の前に掲かかげる。

「……楽しかったな」

　ぽつりと呟つぶやく。今はもう帰れない、遠い日の思い出に涙がにじむ。ウィッテンは人形を胸に抱え、小さな頭をそっと撫なで、

『──未来のアルへ』

　いきなり、人形の中から響ひびく、少女の声。

　驚おどろいて手を放し、ウィッテンはベッドから飛び起きる。

『いきなりのことで驚いたと思います』そんなウィッテンに構わず、人形は勝手にメッセージを続ける。『この人形にこんな秘密が隠されてるなんて、わたしは教えないし、未来のわたしもきっと教えないはずです。だから、アルがこのメッセージを聞いているとしたらそれは本当に偶ぐう然ぜん。このメッセージはプレゼントしてから五年以上経たたないと聞けないように設定しておいたから、それ以降、アルがたまたまこの人形を取り出して、たまたま頭を撫でたんだと思います』

　合ってますか？　という少女の声に、無意味と知りつつうなずく。

　人形をそっと取り上げ、机の上に置く。

『未来のアルがどこで何をしてるか、今のわたしには想像もつきません。ずっと科学者のままかも知れないし、もしかすると全然別のことをしてるかも知れない。……だけど、絶対にこうだって思うことが一つ。アルが寂さびしくなってこの人形を取り出して頭を撫なでたんだとしたら、そこにはわたしがいないんだろう、ってことです』

　心しん臓ぞうに、ずきりと痛みが走る。

　それを堪こらえて椅い子すに座り、ウィッテンは人形と正面から向き合う。

『どうして未来のわたしがそこにいないのか、今のわたしには分かりません。ケンカしたのかも知れないし、ケガしたのかも知れないし、もっと大きな、どうしようも無い理由があったのかも知れない。それは分からないけど、でも、本当にそんなことになったときのために、わたしは、未来のわたしの代わりにここで言いい訳わけしておきます』

　くすりという少女の笑い声が、聞こえる。

　人形に埋め込まれているのだろう小さな機き械かいの向こう、七年前のアリスは大きく深呼吸し、

『それは、未来のわたしもやっぱり、未来のアルが好きだってことです。何年経たっても、どこに行っても、たとえ何があっても、わたしはずっと、アルのことが好きなんだってことです』

　人形を前に両手を組み、ウィッテンは深く息を吐く。

　机の上に散乱したデータディスクの山を、無む意い識しきに整ととのえる。

『だから、このメッセージを聞き終えたらすぐに、そこにはいない未来のわたしを迎えに行ってあげてください。わたしはきっと、そこじゃないどこかで寂しい思いをしてると思います。もしわたしが勝手にアルから離はなれて、どこか遠い場所に行ってしまったんだとしても、わたしはそこでずっと、アルが迎えに来てくれるのを待ってるんだって思います』

　両手のひらの上に人形を乗せ、息を吐く、

　机の正面、鏡かがみに映る自分を見つめ、一つうなずく。

『わたしはアルを信じてます』

　携けい帯たい端末を取り出し、スイッチを入れた。

『わたしは、アルが大好きです』

　もう一度だけ、自分に出来ることをやってみようと、ウィッテンは思った。




　規則正しい足音が、整せい然ぜんと並ぶガラス筒の間に響ひびいた。

　翌朝、培ばい養よう室しつの通路をまっすぐに進む、ウィッテンの姿があった。

　小さな立体映像ディスプレイを手元に表示し、準備の状況を確かく認にんする。ここから先の計画に必要な二つの要素──シティ・メルボルンと、空くう賊ぞくに関するデータにもう一度だけ目を通す。

　通路の突き当たり、赤毛の少年が眠る培養槽そうの前で立ち止まる。

　穏おだやかな寝顔を覗のぞき込み、息を吐く。

　……細さい工くは済ませた。後は……

　記き憶おく領域を失った代わりに膨ぼう大だいな演算能力を得た少年のＩ－ブレインは、ちょうどメルボルンの研究者達が必要としているサンプルと一致する。幸い、メルボルンとマサチューセッツは同盟関係。少しデータを流してやれば、連中はすぐに食い付いてくる。

　そして、空くう賊ぞく。

　メルボルン周辺を根城にするその組そ織しきのリーダーは、魔ま法ほう士し実じつ験けんに反対して軍を脱走した元研究者。少年の境きよう遇ぐうと、メルボルンとの取引に関する情報を流してやれば黙だまってはいられないはずだ。

　マサチューセッツ自治軍の輸ゆ送そう艦かんが空賊に襲おそわれる現場──そこに、自分は居合わせる。

　混乱に乗じて戦場を脱出し、自由を手に入れる。

「君にも協力してもらうね」培ばい養よう槽そうの少年に語りかける。「感かん謝しやしてくれなくて良いよ。むしろ憎んでくれて良い。君をこんなふうに生み出してしまったのは僕なんだから」

　培養槽から顔を離はなし、携けい帯たい端末を操そう作さする。緊きん急きゆう呼び出しのアラームが鳴なり響ひびき、研究員達がいっせいに駆かけ寄ってくる。

　大おお芝しば居いの始まり。

　ウィッテンは赤毛の少年を指さし、静かな声で告げた。

「『こいつは、失敗作だ』」
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　本当に行くのかね、とカールが尋たずねた。

　はい、とうなずいて、ウィッテンは立ち上がった。

　シティ・メルボルン跡地の地下に築きずかれた町。建設が始まったばかりの高層建築を見上げて息を吐く。大戦終結からわずか数ヶ月、地球上の人口の九十八パーセントを失い、滅亡の危き機きに瀕ひんしているというのに、ここには人々の確たしかな息吹いぶきがある。

　人間は強い。

　その姿を目に焼き付け、ウィッテンはかつての恩師を振り返った。

「わがままばかり言ってすみません。せっかく、家まで用意してもらったのに」

「なに、先走ったこちらの不ふ手て際ぎわだ。気にする必要はない」答えて、カール・アンダーソンは昔と変らない穏おだやかな笑え顔がおで「だが……良いのかね？　サクラを置いていってしまって」

「はい」

　ウィッテンはうなずく。

　カールの家で眠る少女、アリスの遺い伝でん子しと自分の遺伝子を組み合わせて生み出した「娘」の顔を思い出し、

「あの子をよろしくお願ねがいします。出来れば戦いには関かかわらせず、穏おだやかに、幸せに過ごさせてやってください」

　任せろ、とうなずくカールに礼を言い、背を向けて歩き出す。建設が始まったばかりの広大な地下都市を抜け、地上に通じるバイパス道、入り口に置かれたフライヤーに向かってゆっくりと歩を進める。

「──やめても良いのだぞ？」

　と、突然投げられるカールの声。

　振り返った視界の先、真新しい町の向こうで、豊かな髭ひげを蓄たくわえた男が声を張り上げる。

「お前が何をしようとしているのか私は知らん。が、お前だって幸せになって良いのだぞ？　誰だれも責める者などおらん。何もかも投げ出して、忘れて、この町でサクラと二人ふたり、ただ静かに暮らしてもいいのだぞ」

「ありがとうございます」ウィッテンは大きく両手を振り「でも、自分で決めたことですから」

　そうかとうなずき、カールが手を振る。そんな恩師に頭を下げ、ウィッテンはフライヤーに乗り込む。

　演算機き関かんを始動し、アクセルを踏み込む。

　オレンジの光に照らされたバイパス道がすぐに途と切ぎれ、視界が一気に開ける。

　吹雪ふぶきが舞まう空をしばし見上げ、一つうなずいてハンドルを切る。進路は南。フライヤーの車体が浮上し、滑すべるように加速を開始する。

　小さな人形をポケットから取り出し、胸に抱きしめる。

　遠い日の、何もかもが輝かがやいていた世界の記き憶おくを、目の前に何度も繰くり返す。

　二人で過ごした長い時間の一つ一つを、心に強く焼き付ける。森を駆かけ抜けた自転車の振動、夏の陽ひ射ざしに照らされた海の眩まぶしさ。数え切れないほど交わしたキスの感触、初めて結ばれた夜のこと。

　婚約指ゆび輪わのきらめきと、とうとう果たせなかった結婚式の約束。

　その全すべてを、記憶にしまい込む。

「……行こう」

　左手のレバーを操そう作さし、車体をさらに加速する。吹雪の壁かべを突っ切って、黒いフライヤーが疾しつ走そうする。闇やみに包まれた世界、終わりを迎えようとする人類。それを頼むと言った彼女の言葉が耳の奥に響ひびく。

　──これから始まるのは、最後の旅。

　今日きよう、僕は南なん極きよくに向かう。

　彼女は、そこで待っている。






　　　第十章　未来の標　～long walk～







　長い、長い日記の最後の一文が、ディスプレイに映し出された。

　錬れんは息をすることも忘れて、それをただじっと見上げた。

　テーブルの隣となりの席からは、かすかなすすり泣きの声が聞こえる。見れば、フィアは椅い子すに座ったまま顔をうつむかせ、両手を膝ひざの上で握りしめている。

　そっと手を伸ばし、少女の手に触れる。

　フィアはうつむいたまま、助けを求めるようにその手に自分の指を絡める。

「……これが真実……」

　と、反対側の隣の席からディーの声。

　少年は深く息を吐き、なんだか悲しそうに笑って、

「ぼく達と同じだね。……ウィッテンさんも、あの時代に、あの場所で世界と戦ってたんだね」

　小さく呟つぶやいて、テーブルの向かいのサクラを見る。つられて錬も、同じ方向に顔を向ける。

　が、二人ふたりの視し線せんを受けて少女は無言。

　サクラは惚ほうけたような顔で、ただディスプレイを見上げている。

「……いや、待て。ちょい待てや」

　そんな少女のさらに隣で、白髪の少年が唐とう突とつに声を上げる。イルはサングラスを外はずして一度だけ目元を強く押さえ、大きく深呼吸して、

「話はよう分かったわ。……けど、ここで終わりちゃうやろ？　ウィッテンはその後どないしてん。南なん極きよくでは結局何があってん。こんな中途半端なところで──」

　携けい帯たい端末の駆く動どう音おんが、少年の声を遮さえぎる。何事かと身構える一同の前でディスプレイの表示が切り替わり、手書きの文字をデータ化したらしき文面が真っ白な背景に映し出される。

『──遺い書しよ──』

　その単語に、誰だれもが息を呑のむ。

　見上げる全員の頭上、手書きの文字がゆっくりとメッセージを紡つむいでいく。

『どんな言葉でこの文章を始めれば良いか、二日ほど考えた。何しろ、私はこれまで「遺書」というものを書いたことがない……』

　淡たん々たんと、語りかけるような文体で『遺書』は言葉を続けていく。ここが北ほつ極きよく衛えい星せいであること、自分が病やまいに冒されていること、ここには魔ま法ほう士し誕たん生じようにまつわる真実が隠されていること──それらを静かに告げた後、遺書の主ぬしはとうとう自らの名を名乗る。

　──アルフレッド・ウィッテン。

　もはや予想するまでもないその言葉に、しかし、錬れんは無む意い識しきに息を呑のむ。

『この遺い書しよが開封されているということは、あなたはすでに私の手紙、過去の記き録ろくの全すべてに目を通されたことと思う。驚おどろかれたかも知れない。悲しまれたかも知れない。それは私には知る由よしもないが……少なくとも、私が書き残した記録にいっさいの偽いつわりがないことは、改めてここに記しておく』

　乱れの一切ない、落ち着いた筆ひつ致ちの手書きの文字。

　青年がいったいどんな気持ちでこの文字を記したのか、考えただけで息が詰まりそうになる。

『すでにお気づきとは思うが、私が残した記録には実は肝かん心じんなことが書かれていない。南なん極きよくに向かった私はどうしたのか。大気制せい御ぎよ衛えい星せいの暴ぼう走そう事故とは何だったのか。西せい暦れき二一八六年五月のあの日、あの衛星の中で本当は彼女に何が起こっていたのか──その答えがどこにも記されていないことに、ディスプレイの向こうのあなたは困こん惑わくしているかも知れない』

　テーブルの反対側で、イルが小さくうなずく。が、すぐに、サングラスに隠された少年の目は驚きよう愕がくの物へと変わる。

『──結けつ論ろんから言うなら、私は真実を見つけた』

　ディスプレイに映し出される文字。

『南極に向かった私は衛星の中で彼女と再会し、あの日起こった出来事、その全ての解を得た』

　その言葉に、テーブルの周りの五人はそれぞれの表情で顔を見合わせる。

『しかし、私はその答えをここには書かない。私が得た解はあまりに途方もないもので、今ここで説明を試みたとしても、目の前に動かぬ証拠を突きつけられない限り誰だれにも信じられないだろうと思うからだ。……それに、明かしたところでどうなるものでもない。世界はすでに変わった。あなた達に必要なのは「過去に何が起こったか」ではなく「これから何をすべきか」、その道みち標しるべのはずだ』

　そこで、ディスプレイの表示が切り替わる。

　新たに表示された白紙の画面に、文字の続きが記されていく。

『それでも真実を知りたいなら南極へ向かうと良い。そこには、私が書き残さなかった全てがある。……転送システムの起動に必要な鍵かぎをここに残しておく。この場所までたどり着いた景品のようなものだから、どうするかはあなたの自由にして欲しい』

　そう記された文字の隣となりに、小さな立体映像ディスプレイが表示される。かすかな効果音と共ともに、見たこともない形式のファイルが携けい帯たい端末の記き憶おく領域に保存される。

『南極の話のついでに、世界を覆おおう雲について私が調しらべた限りのこともここに記しておく。人々の間では単なる遮しや光こう性せい気体の塊かたまりだと思われている雲だが、実はあれは地球全体と同じ大きさを持った巨大な論理回路の一種だ。南極と北ほつ極きよくの間を循じゆん環かんしながら分子の配置を絶えず変異させることで情報制御を行い、自身の構造を維持している。内部に蔓まん延えんするノイズは偶ぐう発はつ的てきなものではなく、「自分自身が行っている以外の情報制御を阻そ害がいする」ように論理回路の機き能のうによって生成された物。……南なん極きよくと北ほつ極きよくの衛えい星せいを停止させれば遮しや光こう性せい気体の循じゆん環かんは徐々に停止し、雲も論ろん理り回路としての機き能のうを失うだろうが、それには少なく見み積つもっても百年から二百年の時間が必要だ』

　そっか、と錬れんは息を吐く。遮光性気体が自然に分解するまでにかかると言われている時間が千年だからそれに比べれば短いが、シティの寿命である三十年では到とう底てい足りない。「衛星を停止させても意味がないかも知れない」と事前に話は聞いていたが、やはり落らく胆たんは大きい。

　テーブルの周囲に、おそるおそる視し線せんを巡めぐらせる。

　他ほかの四人は錬と同様に押おし黙だまったまま、それぞれにディスプレイを見上げている。

『南極衛星を出た後の私の足跡については、語るほどのこともない。私は戦中にマサチューセッツを脱走した後利用していた幾つかの研究施設に、誰だれかがこの場所にたどり着くための手がかりを残した。ここにいるあなたなら持っているはずのメモ書き。私と天あま樹ぎ教授、それにザイン教授の名が記された二つの紙片には論理回路を仕込んで、双方が北極付近に集まると転送システムが起動準備を開始するように設定しておいた。上う手まく作動したのであれば何よりだ』

　イルが驚おどろいた顔でポケットに手を伸ばし、小さな紙片を取り出してテーブルに置く。遺い書しよに書かれたもう一つの『メモ』は、HunterPigeon艦かん内ないのヘイズが持っているという話だ。

　手を伸ばし、メモに触れてみるが、どこに論理回路が仕込まれているのか見当が付かない。

　おそらく分子構造の中に巧妙に織おり込まれているのだろうと勝手に納得し、ディスプレイに視線を戻す。

『北極衛星にたどり着いた私は屋や敷しきの地下に隠し部べ屋やを造り、自分が知る限りの記き録ろくを残した。……随ずい分ぶん面めん倒どうなプロテクトだと思われたかも知れないが、記録を飛ばすことなく初めから終わりまで読んで欲しいという私の我わが儘ままだ。どうか、許して欲しい』

　ディスプレイに映る手書きの文字が、ほんのわずかに乱れる。

　が、その筆ひつ致ちは、すぐに正せい確かくさを取り戻す。

『あなたが見つけたであろう私の亡なき骸がらは、出来れば火か葬そうにして屋敷の前にでも埋めて欲しい。……それともう一つ。もしあなたが世界のどこかで「サクラ」という名の魔ま法ほう士しに出会ったら、私が死んだこと、私が最後までその子を愛していたことを伝えて欲しい』

　黒髪の少女が、びくりと肩を震ふるわせる。

　そんなサクラの目の前、ディスプレイの文字は先を続ける。

『最後に、ここまで付き合ってくれたあなたのために、一つプレゼントを残していく』

　淡たん々たんと記される言葉。

　それに、テーブルを囲む全員が目を見開く。

『かつて地球連合の代表者達が人類の滅亡を恐れて魔法士の遺伝子に組み込んだ「能力が次の世代に遺伝することを防ぐプロテクト」だが、私はその因いん子しを特定し、染色体に掛けられた制限を解除する方法を開発した。これによって魔法士と魔法士ならば確実に、たとえ魔法士と通常の人間の間であっても九〇パーセント以上の子供がＩ－ブレインを持って生まれてくることになる。……具体的な処置の手段をファイルにまとめておく。残念ながら完全に低温化してしまった現在の地球ではウイルスの形で世界中にばらまくことは出来ないが、仮にシティの為い政せい者しやの協力が得られれば都市内に散布することも可能だろうし、少なくとも新たに生み出される魔ま法ほう士しの基本設計に組み込むのは容た易やすいことだろう』

　……何……？

「ま、待って！」すさまじいまでの不意打ちに、思わず声を上げる。「な、何それ！　そんな物があるんだったら……」

　そう言ったきり言葉が続かない。呆ぼう然ぜんと目を見開き、ディスプレイを凝ぎよう視しする。

『──私の手紙はこれで終わりだ』

　そんな錬れんを余よ所そに、遺い書しよがまたページを切り替える。

『最後まで付き合ってもらって、本当に感かん謝しやする』

　長い手紙の最後の一段落。

　それが、全員の目の前に映し出される。

『私の旅はここまでだが、この手紙が誰だれかの手に渡るのなら道は続いていると信じる。どうか、世界を。人間と魔法士が共ともに幸せに暮らす未来がどこかに必ずあると、私は願ねがっている』

　かすかな音を残して、ディスプレイが消失する。

　それが、終わり。

　最初の魔法士のために戦い続けた青年の、最後の言葉だった。

「信じてる、って……」錬はディスプレイが存在していた場所を見上げたまま「そんなこと言われても、これ、いったいどうしたら……」

　おそるおそる視し線せんを落とすと、他ほかの四人も揃そろって同じ方を見る。

　テーブルの中央に置かれた携けい帯たい端末。

　南なん極きよく衛えい星せいの転送システムを起動するための鍵かぎと、魔法士の遺伝子にかけられたプロテクトの解除法──二つのデータが記き録ろくされた小さな機き械かいを、五人は無言で見つめる。

「……確かく認にんするが」と、おもむろに口を開くサクラ。「このデータは、HunterPigeonには転送されていないはずだな」

「間違いあらへん」うなずくイル。「遺書の方は下の連中にも伝わってるけど、このデータは系統が違うからな。間違いなく、世界でここに一個だけや」

　そうか、とうなずく少女。テーブルに置かれた携帯端末を介して、イルとサクラ、二人ふたりの視線が絡み合う。

「ま、待ってください！　イルさんもサクラさんも！」

　とっさに声を上げるフィア。

　が、次の瞬しゆん間かん、二人はどちらからともなく視線を外はずし、息を吐く。

「何や……無理やり持って行かへんのか？」

「出来るわけがない」イルの言葉にサクラは首を振り「これは父とう様が、この場の全員に対して宛あてた物だ。私の一存で好きにして良いものではない。……そもそも、貴方あなたこそどうなのだ幻影イリユージヨンNo.17。このデータの存在はシティにとって不利になる。出来るなら、今すぐ闇やみに葬ほうむり去りたいのではないのか？」

「それこそ、出来るわけあらへん」イルは椅い子すに大きく体を預けて天てん井じようを見上げ「そいつがおれの一存でどうこうしてええものかぐらい、おれでも分かるわ」

　そうか、と目を閉じるサクラ。フィアが小さく息を吐き、ほっとした様よう子すでこっちに笑え顔がおを向ける。

　と。

「けど、どうしたら良いのかな、これ」ぽつりと呟つぶやくディー。「南なん極きよくの鍵かぎはともかく、魔ま法ほう士しの遺い伝でん子しの方は……。大変なことだよね。それこそ、世界がひっくり返るくらい」

「うん……」

　錬れんはうなずき、数時間前に話し合った内容を思い出す。Ｉ－ブレインは遺伝しない、魔法士の親から生まれてくるのは普通の人間、それが賢けん人じん会かい議ぎの主張の最大の問もん題だいだと──

　その問題が、たった今、目の前で消滅した。

　魔法士のために作られた、魔法士だけが暮らす町──それを否定する根拠が、なくなってしまった。

「魔法士は遺伝子から合成されるものでも、普通の人にＩ－ブレインを埋め込んで作るものでも無くなって、人間の子供と同じように普通に生まれてくるものになる、ってことだよね」錬は独り言のように呟き「えっと……良いこと、なのかな」

　隣となりに座るフィアに視線を向ける。不ふ思し議ぎと気恥ずかしい感じはしない、と言うより、そんなことを感じる余裕がない。

　昨日きのうまで当たり前だと思っていたことが突然当たり前ではなくなってしまった違和感。

　それを胸に、テーブルを囲む面々を見回し、

「とにかく、問題はこういうデータがある、ってことをみんなに教えて良いか、ってことだよね。それが分かって、みんなはどうするのか。シティの政治家の人達はどうするか、軍の魔法士の人達はどうするか、研究所で実じつ験けんされてる魔法士の子達はどうするか……それを、真ま面じ目めに考えないと」

『──その通りだ』

　唐とう突とつに響ひびく男の声に、全員が顔を上げる。テーブルの上、幾つも浮かんだ立体映像ディスプレイの一つの表示が通信画面に切り替わり、黒衣の男が姿を現す。

「祐ゆう一いち……」

『ウィッテン教授の遺書、こちらでも読ませてもらった』呟く錬に黒衣の騎き士しはうなずき『難むずかしい問もん題だいだ。教授が残した大戦前の記き録ろくとあわせて、考えなければならない』

「そう……ですね」

　と、ディーがうなずく。

　久しぶりに言葉を交わすのであろう男を前に少し緊きん張ちようした顔で、

「祐ゆう一いちさんはどう思うんですか？　このデータ、公表すべきだと思いますか？」

『……問題は、この事実がＩ－ブレインを持たない通常人の、魔ま法ほう士しに対する反発を高める可能性があるということだ』少し考えてから答える祐一。『少なくともシティの為い政せい者しやは、「魔法士が人類の管理を離はなれた」と解釈するだろう。そうなれば、シティにおける魔法士の扱いはより厳きびしいものとなる。……賢けん人じん会かい議ぎにとっても、シティとの同盟を当面の目的とする現状では、その展開は望ましくないのではないか？』

　何かを考えるようにうつむいていたサクラが、え、と顔を上げる。

　視し線せんを一いつ瞬しゆんだけ左右にさまよわせ、何な故ぜだか少しほっとした様よう子すで、

「そ、そうだな。しばらくは、この事実は隠しておくべきだろう」

『──あれ、話まとまったの？』

　と、ディスプレイの向こうから響ひびく、祐一とは別な声。祐一の隣となりに顔を突き出す女の顔に、サクラとディーを除いた三人が動きを止める。

「つ、月つき姉ねえ──？」

「月つき夜よさん──？」

　フィアと二人ふたり、思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう錬れん。祐一達と合流しているという話はもちろん聞いていたが、顔を合わせる機き会かいがなかったのでうっかり失念していた。

『久しぶり、二人とも元気してたみたいね』月夜は照れたような顔で手を振り、ディスプレイ越しに視線を巡めぐらせて『それと……ま、あんたはいいか。どーせ殺しても死にそうにないし』

「おう、丈夫だけが取とり柄えやからな」テーブルに頬ほお杖づえをついたイルが手をひらひらさせ「そんで何や？　わざわざ嫌いや味み言いに来たんか？」

『んなわけないでしょ。シスターからの伝言よ』月夜は小さな立体映像の画面を手元に引き寄せ『今回の件はモスクワの上層部にも知らせないでしばらく秘密にしておきます、だって。近いうちに信用できそうな知り合いだけ集めて、対策考えるって』

「そーか……」イルは息を吐き「ま、それやったらそれでええわ。どっちみち、おれらがここで考えてどうこう出来るもんと違うしな」

　テーブルをぐるりと見回すイルに、錬はフィアとディーと共ともにうなずく。

　イルは「よっしゃ」と大きく伸びをし、祐一と月夜が映るディスプレイに顔を向けて、

「そんで、そっちの方は話まとまったんか？　あの赤毛の兄にいちゃんとかはともかく、ロンドンの人とか賢人会議の参さん謀ぼうの兄ちゃんとかいろいろおるやろ」

『みんな納得したわ。リチャード先生はロンドンの方でいろいろ工作。真ま昼ひるは……』

　そこで、声が止まる。

　月つき夜よはディスプレイの向こうで何かを探すように左右を見回し、

『ねえ祐ゆう一いち、真ま昼ひるの通信画面は？』

『分からん。ついさっきまで、そこに浮かんでいたが』

　二人ふたりが顔を見合わせる。

　まさか、という月夜の呟つぶやき。

　それに応こたえるように、通信画面の向こうに別なディスプレイが出現した。
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　目の前に唐とう突とつに出現した巨大な立体映像ディスプレイが、机の上に浮かぶ数十のディスプレイを遮さえぎった。

　フェイはタッチパネルを繰あやつる手を止め、視界を覆おおう真っ暗な画面に眉まゆをひそめた。

　……何だ……？

　ディスプレイを消去しようと複数の操そう作さを試みるが、巨大な画面はタッチパネルからのコマンド入力や手振りによる命令をいっさい受け付けない。故障か、と思い、手を伸ばしてテーブルに浮かぶ小さな通信画面に接触。巨大なディスプレイに手を突っ込む格好で、駐ちゆう屯とん施設内、システム管理関連の部署を呼び出す。

　その手が、止まる。

　明滅と共ともに切り替わる巨大なディスプレイの表示。そこに映し出される人物の姿に、フェイは呆ぼう然ぜんと目を見開く。

「天あま樹ぎ……真昼……？」

『──全世界のみなさんに、お久しぶり、とご挨あい拶さつ申し上げます。僕の名は天樹真昼。ご存じの方も大勢いらっしゃると思いますが、「賢けん人じん会かい議ぎ」の参さん謀ぼう役やくを務めさせて頂いています』

　気安い口く調ちようで語りかける青年の言葉に、まさか、と息を呑のむ。別な立体映像ディスプレイの一枚を手元に引き寄せ、目の前に映し出されている映像の配信先を調しらべる。

　……刃やいばのような悪お寒かんが、背筋に走る。

　半年前に行われた賢人会議の「最初の演説」と同じ。全世界、ありとあらゆる端末に強制的に送りつけられた映像の向こうで、黒髪の青年がにこやかに口を開く。

『今日きようは皆さんに、我われ々われが調べたある重大な事実を公表するために、こうして強引な手段を取らせて頂きました。……この世界の全すべての人達と、全ての魔ま法ほう士しに関係する重大な話です。どうか、そのまま聞いてください』

　その言葉が終わると同時に、手元に小さなディスプレイが出現する。青年の介入によって強制的に開かれたディスプレイに、何かのテキストデータの抜ばつ粋すいらしき文面が表示される。

『皆さんの手元に、データは届きましたでしょうか？』穏おだやかな青年の声。『それは魔ま法ほう士しの生みの親の一人ひとり、アルフレッド・ウィッテン博士の遺い書しよです。シティの軍の方は電子署名を確かく認にんして頂ければ、それが間違いなくウィッテン博士の遺のこされたものであることがお分かり頂けると思います』

　真ま昼ひるの言葉を意い識しきの端に、ディスプレイに表示されたデータに素す早ばやく目を通す。わずか数ページのデータを読み進めるうちに、フェイの中に驚きよう愕がくが膨ふくれあがっていく。

『そこにはウィッテン博士が情報制せい御ぎよ理り論ろん誕たん生じようの三年前、西せい暦れき二一七七年に体たい験けんしたある出来事が記されています。その年、ウィッテン博士は一人の人物と──普通の人間の子供として生まれた、本当の「世界で最初の魔法士」と出会います』

　青年は淡たん々たんとした口く調ちようで、テキストデータの内容を概がい説せつする。魔法士とは人為的に作られた物ではなく、人類からの正統な進化として自然発生した物であること。ウィッテン博士達はそのある人物を研究することで、情報制御理論を、ひいては「人工的な魔法士」を生み出していったこと──

『ですが、それは大した問もん題だいではありません。……重要なのはその後。そこにも記き載さいされている通り、アルフレッド・ウィッテン、天あま樹ぎ健けん三ぞう、エリザベート・ザイン。情報制御理論の発見者である三人の科学者は、西暦二一八二年の冬に当時の地球連合政府から脅きよう迫はくを受けています』

　青年の笑えみが、毒を帯びる。

　賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうは、静かな口調でかつての人類の罪を暴あばき立てていく。

『地球連合の要求は、魔法士の遺伝子にプロテクトをかけ、能力が遺伝することのないよう制限を行うこと。三人の科学者はその要求を呑のみ、Ｉ－ブレインの基本設計にその因いん子しを組み込んだ。──つまり、魔法士の能力とは本来は親から子へと自然に伝わるはずの物であり、現在知られているＩ－ブレインの遺伝確かく率りつ、一千万分の一以下という数値こそが、当時の地球連合政府によって人為的に作られたものだったわけです』

　混乱しきっていた頭の一部が、ようやく平静を取り戻す。テーブルの中央に手を伸ばし、数十のディスプレイの一つ、天あま樹ぎ真昼の部へ屋やに仕掛けられた監かん視しカメラの映像を引き寄せる。

　青年は、数十分前に見た時と変わりなく、部屋の隅すみの机に一人。

　が、そんなことは有り得ない。あの部屋からではどんな回かい線せんを経由したとしても、世界の全すべてに対してこんな大だい規き模ぼな通信を行うことは不可能なはずだ。

『ウィッテン博士はご自分の遺書の中で、魔法士の遺伝子に仕掛けられたこのプロテクトを解除する手段について記されています。我われ々われはその一部始終を管理しており、いつでも世界に向けて公開する用意があります』

　青年の部屋の入り口で警けい備びに当たっている兵士を呼び出し、突入を命じる。室内に誰だれもいない、という兵士達の報告に、いまだ監視カメラに映っている、「そこにいるはずの」青年の姿を睨にらみ付ける。

『世界中の魔ま法ほう士しの方々、このデータに興きよう味みを持たれたのならどうぞ賢けん人じん会かい議ぎへ。我われ々われは、皆さんを歓かん迎げいします』

　柔にゆう和わな笑え顔がおで一礼する青年の姿を最後に、ディスプレイが消失する。間かん髪はつ入いれずに立ち上がろうとしたフェイの目の前、今度はシティ・シンガポール本国の首相官邸に通じるホットラインが開く。

「首相」

『面めん倒どうなことになったな、フェイ大使』敬礼するフェイにシンガポール自治政府首相は息を吐き『無む論ろんそちらでも確かく認にんしていると思うが、賢人会議のたった今の放送はシンガポール全域、ありとあらゆる家庭と公共施設で放送された。市民が早くも騒さわぎ始めている』

「申もうし訳わけありません。油断がありました」フェイは視し線せんを伏せ「すぐさま事態の収しゆう拾しゆうに当たります」

『咎とがめられるべきは作戦の実働部隊である軍だ。フェイ大使にそこまでの責任はない』首相は首を振り『が、これはマズかった。例の、賢人会議との同盟に反対する一部の議ぎ員いん。あの連中が、今の放送に刺し激げきされて実力行使に動き出している』

　なに、と目を見開き、机の隅すみのタッチパネルに手を伸ばす。ディスプレイに映し出される自軍の配備状況に素す早ばやく視線を走らせ、息を吐く、

　最前線では一部の命令系統が何者かに書き換えられ、数隻せきの飛行艦かん艇ていとフライヤーの三個小隊が転送システムに向けて進軍を開始。

　それに呼こ応おうするように、駐ちゆう屯とん施設内、シンガポール自治軍に所属する魔法士のうち数名の識しき別べつ信号が受信できない状態になっている。

『どうすべきかは、君の判断に任せる』首相の声『賢人会議との関係をこの場で絶つのであれば、反対派の動きは寧むしろ都合が良い。が、君が賢人会議にまだ利用価値があると考えるのであれば──』

「心得ています」

　うなずいて立ち上がり、扉とびらに向かって歩き出す。早足に進むその耳元に、数時間前に指示を送っておいた本国情報部からの連絡が入る。

　天あま樹ぎ健けん三ぞうの息子むすこ、モスクワで死亡したとされる『天樹真ま昼ひる』に関する調ちよう査さ結果。

「了解した」フェイは足を止めることなくうなずき「ご苦労だった。……この件に関する一切の調査資料は現時点をもって破棄。調査に当たった各員には直ただちに記き憶おく消去処置を行うよう」
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　立体映像の地図上に光点で映し出されるシンガポール自治軍の動きが、慌あわただしさを増した。

　北ほつ極きよく海かい中深度五百メートル、HunterPigeon艦内。ヘイズはクレアと肩を並べて、薄うす明あかりの通路を急いだ。

「あー、ったくよぉ！　何考えてやがんだあの兄にいちゃんは！」

　収まりの悪い髪をわしわしとかきむしり、明滅する天てん井じようのライトを睨にらんで毒づく。スライド式の扉とびらをくぐって操そう縦じゆう室しつに飛び込み、自分の席に勢いよく座って、

「何とか穏おん便びんに行こう、ってわざわざ話したってぇのに、全部無む駄だじゃねーか！」背もたれの脇わきから有ゆう機きコードを引き出し、自分の首に押し当てて「ってか、何でシンガポール自治軍動き出してんだ？　さっきの放送邪じや魔まするため、ってんなら相手が違うだろーが」

「たぶんだけど、賢けん人じん会かい議ぎとの同盟に反対してるっていう議員の息のかかった部隊じゃない？」

　隣となりの席に腰掛けて応じるクレア。

　額ひたいに指を当てて、んー、と考え、一つうなずいて、

「ほら、そういう連中がシンガポール本国で動いてるっぽいって、本人が言ってたじゃない。そいつらがさっきの放送見て怒ったんだ、って思えば」

「面めん倒どうくせぇ話だなぁ、おい」ヘイズはげんなりと息を吐き「とにかく、こうなったら仕方ねぇ。適当に攻こう撃げきでっち上げて、何とか部隊の進攻止めさせるぞ」

　了解、とうなずいて、クレアが自分の有機コードを座席の裏から引き出す。それを横目に立体映像の通信画面を開き、ヘイズは地下の町を呼び出して、

「おい爺じいさん！　そっちの準備の状況どんな感じだ？」

『なんじゃ、藪やぶから棒ぼうに』通信画面に姿を現した町長は突然の声に驚おどろいた様よう子すで『機械部分の改修もお主ぬし等らが作ったプログラムのインストールも全すべて完了した。今は儂わしら全員の生体情報の登とう録ろくをやっとるが……最後の微び調ちよう整せいとあわせて、あと一時間ほどかの』

「オッケー、一時間だな」一つ指を鳴らし、そう言えばと気になって「ところでよ……何だ、さっきの放送のことは……」

『放送、とな？』

　怪け訝げんな顔をする町長に、慌あわてて「あー、いい。こっちの話だ」と手を振る。老人達がマザーシステムの存在も賢人会議の存在も知らなかった以上は当然のことなのだが、真ま昼ひるが世界中に配信した映像は地下の町には届いていないらしい。

「とにかく急いでくれ。上の方がちっときな臭くなって来やがった」

　一方的に言い置いてディスプレイを消去し、返す刀で別な通信画面を開いて、

「旦だん那な、そっちはどんな感じだ？」

『シンガポール側陣地の近く、動き出している飛行艦かん艇てい部隊の真下だ』

　闇やみに包まれた氷原のただ中、舞まい踊る吹雪ふぶきを背景に祐ゆう一いちが答える。その後ろでは防寒仕様のボディースーツを着込んだ月つき夜よが、腰回りにぶら下げた無数の機器や工具を調整している。

『非常手段だ。こちらは今から飛行艦艇内部に直接潜せん入にゆうし、内部から攪かく乱らん、進攻を中断させる』言い置いて息を吐き、長大な真しん紅くの騎き士し剣けんの柄つかを握り直して『時間は。転送システムの準備完了まで、あとどれだけ稼かせげばいい』

「一時間、って話だ」

『了解した』

　答えると同時に通信が途絶する。真っ暗になった画面を見つめ、ヘイズは息を吐く。すでにロンドンのリチャードとモスクワのシスター・ケイトはそれぞれのシティの動きを牽けん制せいするために行動を開始している。シンガポール自治軍も全軍で攻めてこないところを見ると、この動きはあくまでも一部部隊の独断、「戦力のほとんど存在しない地下の町をテロリストの拠点に見せかける」というこちらの作戦が露ろ見けんしたわけではないらしい。

　あと一時間、それだけ時間を稼げれば──

「あー……今回は最後まで楽に行けるかと思ったんだけどな」

「ま、あの参さん謀ぼうさんならやりそうなことよね。どっちかって言うと、よくここまで大人おとなしく協力してくれたなっていうか」

　とにかく頑がん張ばりましょ、と手を叩たたき、クレアが有ゆう機きコードの端子をうなじに押し当てる。

　座席に深く体を預け、ふと首を傾かしげて、

「そう言えば、さっきの話だけど」

「あん？」意味が分からない。正面の操そう作さ卓たくを叩いて『破砕の領域Erase Circle』起動用の補助システムを立ち上げ「何だ？　さっきの、てのは」

「だから、ウィッテン博士の日記の最後の方よ」クレアはもはや慣なれきった手つきで肘ひじ掛かけのタッチパネルを操作し「博士が大戦中にマサチューセッツから魔ま法ほう士しの子を逃がした、って。……勘かん違ちがいだったら謝あやまるけど、あれって」

「さーな」ヘイズは正面のディスプレイに表示されたシンガポール軍の動きに視し線せんを向けたまま「そうかも知れねぇし、違うかもしれねぇ。古い話だからな、よく覚えてねーよ」

「そう……なの？」

　と、なぜだか怪け訝げんそうに首を傾かしげるクレア。

「あ？　んだよ、その顔は」

「え、や、だって……」クレアは飾り物の瞳ひとみを天てん井じように向け「何て言うか、日記のあの場所読んでからずっと、あんた、ちょっとだけ嬉うれしそうだから」

「は──？」

　思わぬ発言に目を見開く。手元に小さなディスプレイを呼び出し、天井のカメラを鏡かがみ代わりに自分の顔を映し出す。

　普ふ段だんと何も変わらない、いや、普段より幾らか緊きん張ちようした仏ぶつ頂ちよう面づら。

「嬉しそう、か？　これ」

「うん」クレアはうなずき、あ、とガラスのような瞳をこっちに向けて「でも、口元の微妙な角度とか目の動きの感じとかそういうのだから、あたしのＩ－ブレインぐらい知覚力が無いと分かんないかも」

　そういうものか、と腕組みし、自分の顔を睨にらむ。そう言われてみると確たしかに、普ふ段だんの自分より少しだけ穏おだやかな、楽しそうな顔に見えてくるから不ふ思し議ぎだ。

　──こいつは失敗作だ──

　幼い日に培ばい養よう槽そうの中で聞いた、たぶんはっきりと覚えている中では人生で最初の言葉。

　あの言葉に別な意味が隠されていたなどと、今日きようまで考えたこともなかった。

　無む論ろん、知ったところで何が変わるわけでもない。全すべては遠い昔の話。言葉を発した当人と話すことはもはや出来ないし、親おや父じとお袋と死に別れた、あの日の記き憶おくが癒いやされるわけでもない。

　が、それでも──

「色いろ々いろあった……ってことだよな」知らず、そんな言葉を呟つぶやく。「オレが一つも知らないところでオレを助けてくれたヤツがいた。そういうことなんだよな」

　うん、とクレアがうなずく。
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　天てん井じようのカメラに瞳ひとみを向け、気を使ってか姿を現さない船の管制システムに手を振り、

「じゃ作戦開始よ。ハリー、サポートお願ねがいね」
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　地下の町の中央に位置する巨大なホールには、住民全員がすでに集結していた。

　セラは老人達に促うながされるまま、人垣の中心、転送システムに向かってこわごわと歩を進めた。

　巨大な機き械かいの前に立ったファンメイが、無事な方の左手で「こっちこっち」と手招きする。少女はいつの間にかノースリーブのチャイナドレス姿に着替えていて、欠けてしまった右腕がいっそう痛々しい。その隣となりではエドが相変わらずの無表情で同じように手を振り、反対側では大きな黒猫姿の小龍シヤオロンが挨あい拶さつするように前脚を上げる。

　おそるおそる歩み寄り、自分より幾らか背が高い少女を見上げる。

　通信で呼ばれてここまで来てはみたものの、どうして自分が呼ばれたのかまるで分からない。

「えっと、何ですか？　わたし、今から出しゆつ撃げきしないといけないんですけど」

　天てん井じようのずっと上、おそらく地上の遠いところで、かすかな爆ばく発はつ音おんが聞こえる。シンガポール軍が動き出したという話はすでにセラも知っている。ここの準備が終わるまで時間を稼かせがなければならないという話だから、自分にも老人達にものんびりしている余裕はないはずだ。

　そもそも、今この場所で行われているのは「老人達の安全を確かく保ほするために、転送システムの起動条件に住民全員の生体情報を書き込む」処置のはず。自分はもちろんファンメイにもエドにも用はないはずなのに。

「うん、それはそうなんだけど」が、そんなことを考えるセラにファンメイはにこにこと笑い「すっごく大事な話だから、ちょっとだけ。ね？」

　わけが分からない。首を傾かしげるセラに、少女は「ほら」とこっちの後ろを指さす。

　振り返った先には、杖つえを突いた町長と、数時間前に話した、ファンメイの治ち療りようで命を取とり留とめたあの老人。

　二人ふたりはこっちに歩み寄り、町長の方が代表する格好で、

「生体情報の登とう録ろくは八割方完了した。あとは残りの登録と微び調ちよう整せいを済ませるだけじゃ」

「え？　あ……そう、ですか」

　だったら急いで欲しいな、と思いつつ曖あい昧まいにうなずく。

　と、町長はますます難むずかしい顔で少しの間視し線せんをさまよわせ、

「それでな」意を決したように一つうなずき「儂わしら皆で話し合ったんじゃが……この転送システムの鍵かぎに、お嬢じようさん達の生体情報も登録させてもらえんかの」

「え？」

　意味が分からない。

　セラは眉み間けんにしわを寄せ、何度も瞬まばたきを繰くり返し、そこでようやく理解がたどり着いて、

「え、えぇ──？」とっさに目を丸くし「そ、それって、えぇっと……」

　両手を意味もなくぱたぱた振り、居並ぶ老人達の間に視線を右う往おう左さ往おうさせる。顔を合わせた老人一人ひとり一人ひとりが小さくうなずくのにますます困こん惑わくし、ともかく町長に向き直って、

「ど、どうしてですか？　これはお爺じいさん達の命いのち綱づなで、衛えい星せいに通じる大事な入り口で……」

「だから、じゃよ」と、町長の隣となりに立つ老人が口を開き「そんな大事なものを儂わしらの都合で好きに出来るようにするのはどんなもんじゃろうかと皆で話してな……。ここにはシティとシティに敵対する組そ織しきと両方の魔ま法ほう士しがおるし、公平で良かろうっちゅうことになった」

「で、でも、でも！」セラは何だか泣きそうな気持ちで「良いんですか？　そんな勝手なことして……ううん、じゃなくて」

　この転送システムの起動キーとして登とう録ろくされる生体情報は登録者全員の半分の同意があればリストから削さく除じよ出来るという話だから、老人達がその気になれば後で自分とファンメイとエドの情報を鍵かぎから外はずすことも可能なのは確たしかだ。

　が、それを承知で提案する以上、老人達がそんなことを考えているはずがない。

　お前達の意見を尊重する、と。

　この先、転送システムの使用に際して、賢けん人じん会かい議ぎに属する魔法士である自分とシティに属する魔法士であるファンメイやエドの意見を必ず聞くと、老人達はそう言っているのだ。

「ダメですよやっぱり！　そういう大事なことは、もっとしっかりした人がやらないと……」

　隣に立つファンメイの笑え顔がおをちらりと振り仰ぐ。そう、例えばこの人ならそんな大変な役目にふさわしい。だけど、自分は……

「いやいや、やっぱりお嬢じようちゃんに頼みたいんじゃよ」が、老人は静かに首を振り「たまたまこの場に居合わせたから、ちゅうわけじゃあないぞ？　お嬢ちゃんなら人間と魔法士、両方の立場からものが見れるじゃろうて、皆で話し合って決めたんじゃ」

　でも、となおも口に仕掛けた言葉を、飲み込む。

　老人の真剣な顔をじっと見つめる。

「正直に言うとな、儂らまだ、魔法士が怖いんじゃよ」そんなセラに、老人は静かな声で「じゃが、儂らがここで十年も隠れとる間に世界は変わった。儂らは人間と、いや、シティと魔法士が戦うこの世界を理解せにゃあならん。……それをな、まずはお嬢ちゃん達から始めてみようと思うんじゃ」

　どうかの？　と笑う老人にうなずく。

　何度もためらってから、右手を差し出す。

「えっと……よろしく、です」

「こっちこそ、よろしく頼むでな」

　しわだらけの老人の手が、その手を掴つかむ。町長と周囲の老人達の間から、ほっとしたようなため息が漏れる。

「うん、これで一件落着！」ファンメイが嬉うれしそうにうなずき「それじゃ早速登録。急いで急いで！」

「は、はいです！」

　促うながされるまま転送システムの前に立ち、コンソールに右手を押し当てる。『登録完了』の文字にうなずき、隣となりのファンメイを見上げる。

「上う手まくいったみたいね」少女はうんうんとうなずき「それじゃ、あとは時間稼かせぎね！　セラちゃん、行こっか」

　そう言って当たり前のように駆かけ出すファンメイを、老人達が慌あわてて押しとどめる。「病人は大人おとなしくせんか！」と口々に諭さとす老人達の姿に小さく笑い、笑っている自分に驚おどろく。

　いつの間にかドームの出口まで移動したエドが、早く早く、と手招きする。

「えっと……」それにうなずいて応こたえ、セラは老人を振り返って「それじゃ、ちょっと行ってきますね」

「おお、頼む」老人はうなずき「終わったらまた話聞かせてくれんか。お嬢じようちゃんと話したい、っちゅう奴やつが何人もおるでな」
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　甲かん高だかい靴音が、白塗りの低い天てん井じように響ひびいた。

　シティ・ロンドン第二十階層、情報制せい御ぎよ理り論ろん研究棟。午前五時を過ぎた薄うす闇やみの通路に着流しの白衣をなびかせ、リチャードは建物の地下、フライヤーの停車場に向かう道を急いだ。

　……まったく、面めん倒どうなことをしてくれる……

　内ポケットのケースからタバコを一本取り出し、歩ほ調ちようを一切緩ゆるめることなく火を点つけて口にくわえる。反対側のポケットに手を差し入れて携けい帯たい端末を操そう作さし、ほんの十数分前の、世界に向けて送りつけられた賢けん人じん会かい議ぎの放送を立体映像で目の前に再生する。

　魔ま法ほう士し誕たん生じようの秘密と、大戦前の地球連合が魔法士に対して行った『処置』──その双方について滔とう々とうと語る、黒髪の青年の姿。

　ディスプレイを消去してエレベータに乗り込み、息を吐く。

　……それでは自分の身も危あやういだろうに、何を考えている……

　あの青年は現在、シンガポール軍という『敵地』の中で一人ひとり。本人の言によれば自治軍内には賢人会議との同盟に反対する勢力もあると言うから、その立場はいっそう危うい物のはずだ。ここでわざわざシンガポールを刺し激げきする必要があるとは思えない。秘密を世界に対して暴あばきたいのなら、ともかくこの状況を切り抜け、自分達の拠きよ点てんに戻ってからゆっくりやれば良いだけのことだ。

　……どうにも読み切れんな、あの青年の「手」は……

　やはりただ者ではない、と息を吐き、思考のスイッチを切り替える。今は目の前の問もん題だいが優ゆう先せん。賢人会議の放送にくわえてシンガポール軍の一部が進攻を開始したこの状況で、どうやってロンドン自治軍の動きを押さえて戦せん闘とうを未然に阻そ止しするかを考えなければならない。

　……ともかく司令部へ。話はそれからだな……

　内心で呟つぶやき、エレベータを下りる。広い停車場を迷いなく進み、自分のフライヤーに近寄り、

　──いきなり、背後から口元を塞ふさぐ、何者かの手。

　とっさに反はん撃げきしようと振り上げた腕が別な誰だれかに掴つかまれ、リチャードはフライヤーの陰に押し倒される。

　……何だ……！

　首だけで振り返って暗くら闇やみの中に目を凝こらし、暴ぼう漢かんの正体を探る。ざっと見ただけで人ひと影かげが四つ。角度の関係で顔はよく見えないが、全員、こちらと同じく白衣を着込んでいるようで、

「ちょっと、力入れすぎ！　もう少し丁てい寧ねいにやりなさいよ！」

「そんなこと言われても！　こんなの高等部の学園祭以来だし！」

　聞き覚えのある、と言うより聞いただけで誰だれか分かる囁ささやき声ごえ。

　リチャードはともかく一つ深呼吸し、口を覆おおう手から顔をそらし、

「あー……そろそろ解放してもらえんかね、ウェイン君にセレナ女史」

「あ、す、すみません！」

　腕を掴んでいた謎なぞの人物──ペンウッド研究室の研究員が慌あわてて手を放す。周囲の人影が人目を避けるように身をかがめてこっちに近寄り、倒れたままの体を引き起こして全員手分けして白衣の埃ほこりを払う。

　揃そろいも揃って見知った顔の、自分の部下であるはずの研究員達。

「何事かね。これは」リチャードは闇の中に佇たたずむ一同を見回し、そんな場合では無いと思い直して「すまんが釈明は後で聞こう。私は司令部に重大な用がある。全員、研究室で待たい機きしておくように」

　一方的に言い置いて立ち上がり、フライヤーのドアに手を掛ける。

　と──

「わー！　待って待って、待ってください先生！」

　小声で慌てふためく研究員。

　リチャードは思わず腰に手を当て、

「だから、私は忙しいと言っているだろう！　いいからさっさと」

「そんな大声出さないでください！　警けい備びの人に見つかったらどうするんですか！」

「困るのは君達だけだ。そもそも、巡回警備の兵士もこの状況でこの場所を見回っている余裕はあるまい。君達も端末で作業していたのなら見ただろう。賢けん人じん会かい議ぎの放送。今いま頃ごろ、司令部は蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎで」

「だから、司令部には何も伝わってないんです」

「……何……？」

　とっさに、声を止めるリチャード。

　その前で金髪の研究員は息を吐き、

「賢けん人じん会かい議ぎの放送は、このロンドン内には流れていません。ぎりぎりで僕らが止めました」他ほかの研究員達を見回して得意そうに笑い「シンガポール自治軍の動きも戦場からの報告も全部シャットアウトしてますから、司令部は『何も起こってない』と思ってるはずです」

　その言葉にうなずく研究員一同。

　リチャードはようやくフライヤーのドアから手を放し、研究員の肩を押さえて一いつ緒しよに座り、

「……何が、どうなっているのかね」

「はい、そのぐらいの声のトーンでお願ねがいします」研究員はうなずき「賢人会議の動きに気付いたのは本当に偶ぐう然ぜんです。先生の動きを監かん視ししようと思ってロンドン中の全部のネット回かい線せんに網あみ張ってたら外部から変なアクセス見つけて、データ見たらこりゃ止めた方が良いだろう、っていうんでみんなでアクセス妨害して」

「そりゃもう、大変でしたよ」別な研究員が後ろでうなずき「あれが噂うわさの賢人会議の参さん謀ぼうですか？　そりゃもうとんでもない技術で。研究員十人がかりで抗体プログラム作りまくってようやく止めましたけど」

「いや、待て。サースト君」リチャードは思わずその研究員の名を呼び「私を……監視？」

「はい、実は」と、隣となりの女研究員が応じ「世界再生機き構こうと先生の繋つながりとか、地下の町の話とか。先生が隠してることは、まあ大体」

　予想だにしない言葉にぽかんと口を開ける。

「一対一ならともかく、こっちは五十人ですからね」女研究員はたおやかに笑い「ダメですよ先生、自分が集めた部下を甘く見てちゃ」

　ぬう、と思わずうめき声を漏らすリチャード。

　と、ぽかり、といきなり軽い痛みが頭の後ろに響ひびく。

「な、何をするのかねメリル君」学生服の上に白衣を羽は織おった研究員の少女を振り返り「いや、そもそも君達は何をしているのかね。私が仕掛けたカラクリに気付いたのなら、さっさと司令部に通報を」

「……ずるい」

「何？」

　思いがけない言葉。

　眉まゆをひそめるリチャードの前で女学生は無表情に頬ほおを膨ふくらませ、

「先生ずるいです。こんな面おも白しろいこと独ひとり占じめにして」腰に手を当てて、む、とこっちを見下ろし「私達だって、メイちゃんの手て伝つだいして、メイちゃんにお礼言われたいです」

「な……」リチャードは絶句し「落ち着きたまえメリル君、いや他ほかの全員もだ。これはシティに対する重大な反逆行為だぞ？　誰だれかに知られればただでは済まん。どんな手を使っても、銃じゆう殺さつ刑けいは免まぬかれ……」

「でも、もうやってしまいました」女子学生は相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで「司令部に戦場の状況を伝えないために軍の通信系統妨害しましたから、重大な反逆行為です」

　サーストという名の研究員が、そうそう、とうなずき、

「というわけでペンウッド研究室、研究員五十名待たい機き中ちゆうです。いつでも指示をどうぞ」

「君達なあ……」リチャードはとうとう嘆たん息そくし「私が言えた義理ではないが、もっと自分を大切にしたらどうなのかね。命は一つしかないのだぞ？　それを……」

「してます。大切に」答える女子学生。「大切にして、自分のやりたいことをやってます」

　何、と眉まゆをひそめるリチャードの前で、ウェインという名の研究員が「そうそう」と女子学生の肩に手を置き、

「先生、メリルちゃんは、青い空を見た覚えがないんだそうです」唐とう突とつに、そんなことを言い出す。「物心ついたときにはもう大気制せい御ぎよ衛えい星せいの暴ぼう走そう事故のあとで、みんなで戦争やってて……だから、自分が大きくなるまでにはどうせ世界は滅びるんだろうなって、そう思いながら毎日暮らしてきたんだそうです」

　こっくりとうなずく女子学生。

　その反対側から、セレナという名の女研究員が「というわけで」と近寄り、

「この子が先生の研究室を希望したのは、例の世せ界かい樹じゆ事件のことを聞いたからなんだそうです。この人なら何かしてくれるんじゃないか、って。先生の研究室にいればいつかすごいことが起こるんじゃないかって、そう思って転属希望を出したんだそうですよ」

　ね？　と顔を覗のぞき込むセレナに、メリルは「はい」とうなずき、

「ニューデリーの事件で、賢けん人じん会かい議ぎの人が言ってました。このまま行くと、シティは三十年で滅びるんだって。シティがいくら自分の利益に一いつ生しよう懸けん命めいになっても、三十年経たてばみんな滅びるんだって」

　そう言ってメリルは口元にほんのわずかな笑えみを浮かべ、

「だったら、面おも白しろいことしたいです。目先のことばっかりやってるシティの自治政府より、先生の方がよっぽど面白いです」

　周囲の研究員達が、まったくだ、とでも言うようにうなずく。

　しばしの沈ちん黙もく。

　リチャードは深々と息を吐き、自分の部下を見回して、

「まったく……大おお馬ば鹿か揃ぞろいだな、うちの研究室は」

「それはもう。責任者が責任者ですから」

　したり顔で答えるサースト研究員に、苦笑する。

　ポケットからタバコを取り出して火を点つけ、口にくわえて、

「よし、行くか」闇やみの中に立ち上がり、ゆっくりと煙を吐き出して「転送システム起動まで一時間、うちの軍の動きを妨ぼう害がいする。ダミーの指令を出して指揮系統を混乱させろ。間違っても、実際の損害は出すなよ？」
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　エレベータから降り立った通信基地の通路は、のし掛かるような静せい寂じやくに支配されていた。

　本国との通信のためにシンガポール自治軍駐ちゆう屯とん地ち内に設営された施設の三階。フェイはライトのわずかな明かりに照らされた闇やみの通路を、淀よどみのない足取りで進んだ。

　途中の隔かく壁へきの前で立ち止まり、壁かべのタッチパネルに認証コードを入力する。セキュリティシステムの履り歴れきをチェックしてデータが何者かに改ざんされた形跡があるのを確かく認にんし、開いた隔壁をくぐってさらに奥に進む。

　一本道の通路を何度も曲がった先、大きな扉とびらの前で息を吐く。

　スーツの裏から銃じゆうを取り出して右手に構え、扉に素す早ばやく身を滑すべり込ませて、

「動かないで頂く」

　部へ屋やの奥、壁一面を埋め尽くす機き械かいの前に佇たたずむ青年に、銃口を向ける。

「これはフェイ大使。お待ちしていました」

　広い部屋を挟んで、青年──天あま樹ぎ真ま昼ひるが振り返る。

　わざとらしく両手を頭上に掲かかげ、悪びれたふうもなく笑って、

「申もうし訳わけありません。この施設内で、世界に対して情報が発信できそうな場所がここしかなかったもので」

「どうやって、自分の部屋から脱出を？」

「見張りの兵士の方の命令系統に少し細さい工くを」真昼は笑え顔がおのまま「当番交代の間に五分ほど空白の時間が出来ましたので、その隙すきに」

　なるほど、とうなずき、賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうに歩み寄る。

　銃は突きつけたまま、視し線せんで腕を下ろすよう指示し、

「参謀殿には、聞きたいことが幾つかある」青年の三メートル手前で立ち止まり「が、その前にそちらの素す性じようをはっきりさせておこう。──情報制せい御ぎよ理り論ろん創始者『天樹健けん三ぞう』博士の長男、天樹真昼殿」

「これは……また」

　初めて、青年が意外そうな顔をする。

　薄うす闇やみの天てん井じようをしばし見上げ、こっちに視線を戻して、

「念のためにお聞きしますが、どんな証拠が？」

「衛えい星せいに転送されたという正体不明の魔ま法ほう士し二人ふたり、その、少年の方だ」フェイは手元に立体映像ディスプレイを展開して情報部から届けられたデータを表示し「西せい暦れき二一九二年のシティ・モスクワの記き録ろくにあった。天樹健三博士が最後に残した魔法士。当時の君が保ほ護ごし、君の『死』の原因となった実じつ験たい体けんというのがあの少年だろう」

「弟、です」思いがけなく強い声で訂正する真ま昼ひる「実じつ験けん体たいという呼び方はやめてください。あの子は、僕の家族です」

　了解した、と片手を上げつつ、フェイは予想外の反応に驚おどろく。

　あるいはあの少年が目の前の青年を動かす鍵かぎになるのではないか──そんなことを胸の中で計算しつつ、言葉を続ける。

「今回の事件を紐ひも解とくポイントは、まさに君のその経歴だ。世界再生機き構こうのリーダーを名乗る魔ま法ほう士し、元神こう戸べ自治軍『天樹機関』少佐、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちは当然君と接点を持っている。さらに、君の弟であるあの魔法士は黒沢祐一ともロンドン自治軍の魔法士とも面めん識しきがあり、必然的に、あの場に関かかわった者全すべてに何らかの繋つながりがあることになる」

　ロンドン自治軍の魔法士、賢けん人じん会かい議ぎの魔法士、世界再生機構の魔法士──その全てが手を組んでもおかしくない状況が発生する。

　そこに世界再生機構の奇妙な動向を重ねれば、必然的に浮上してくる一つの可能性。

「地下の町に捕らわれたロンドンの魔法士と賢人会議の魔法士は、住民と協力関係にある」真昼の顔をまっすぐに見据え「あの場所にはテロリストなどいない。世界再生機構とは君達が作り上げた架か空くうの組そ織しきだ」

　なるほど、とうなずく賢人会議の参さん謀ぼう。

　青年は笑え顔がおのまま、こっちに向かって小さく拍手し、

「お見それしました。大使がここに来ることは予想していましたが、まさかそこまで完かん璧ぺきにこちらの手に気付くとは」

「仮定に仮定を重ねた推すい論ろんだ」フェイは静かに首を振り「それに、私にとっても予想外だ。この程度の推論、君には否定することも論破することも容た易やすいはずだが」

「大使が一人ひとりで来られたからです」真昼は口元に笑えみを浮かべ「そこまで把は握あくしているにもかかわらず、軍の部隊を率いることなくこの場に来られた。……ということは、何か私に話があるのでは？」

　そうだ、とフェイはうなずき、

「二つ、理解できない点がある」そう言って、フェイは一歩青年に歩み寄り「一つは、先ほどの参謀殿の放送だ。ウィッテン博士が残したという記き録ろく……あれは、北ほつ極きよく衛えい星せいの内部で発見されたものか？」

「そうです。転送システムを利用した通信を介して受け取りました」

「なるほど」フェイはうなずき「だが、私の疑問はそこではない。参謀殿は何な故ぜ、今この場であのような放送を行ったのだ？　事態が全て収しゆう束そくし、賢人会議の拠点に戻った後であれば状況はより容易いものだったはずだと考えるのだが」

　ああ、と真昼は小さく笑う。

　少し考える素振りを見せ、自分で自分の手を叩たたいて、

「シンガポールに……いえ、閣下に共犯者になって頂くためです」

「何？」フェイは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめ、すぐに唖あ然ぜんとして「参さん謀ぼう殿、君は……」

「この場であの放送を行うことによって、シンガポールは賢けん人じん会かい議ぎの主張を認めたことになる」真ま昼ひるはうなずき「ウィッテン博士の残した情報を残らず世界に公開し、それでも賢人会議がこの場から無事に脱することで、『シンガポールは全すべてを承知の上で賢人会議と手を結ぶことを承しよう諾だくした』という形が出来る。そうなってはシンガポール自治政府も後には引けません」

　静かに一歩、自分の方から歩み寄り、

「だから、この場でなければならないのです。全てが終わり、僕達が拠点に戻ったあとで情報を公開したのでは、シンガポール国内に今回の同盟を巡って新たな議ぎ論ろんが巻き起こるのは目に見えていますから」

「私が拒否したなら、どうする」フェイは銃じゆう口こうを青年の額ひたいに照準し「私は首相閣下から、今回の同盟を独断で破棄する権限を与えられている。君の無謀な行動に私が失望し、今回の同盟案をなかったことにする、という可能性を考えないのか？」

「逆に、この場で閣下が認めさえすれば、それはシンガポールというシティが同盟を認めたことになる」真昼はあくまでも穏おだやかな顔で「ですから今、閣下に共犯者になって頂きたいと申し上げました。先ほどの僕の放送を聞いた上で、なお賢人会議と同盟を結ぶ。……いかがですか？」

「断る──と言いたいところだが、その前にもう一つ質問が残っている」

　そう言って、フェイはまた一歩、賢人会議の参謀に近づく。

　おそらく、ここでこうして会話を続けること自体が、すでに青年の手のひらの上。

　それを承知でなお、フェイは口を開く。

「今回の作戦、一見すると実に巧妙に組み上げられているように見えるが、細部まで考えれば無数の問もん題だいを孕はらんでいる。中でも最大の問題は、君達が救うべき対象として衛えい星せい内と地下の魔ま法ほう士しだけではなく、地下で暮らす老人達も含めていることだ。……この点に異論は？」

「ありません」半ば推量で口にした問いに真昼はうなずき「今回の作戦、賢人会議の魔法士を救出することとあわせて、あの老人達を救うことも重要な目的です」

「なぜだ？」フェイは青年の動向に油断無く注意を向けつつ「他ほかの協力者、ロンドンや世界再生機き構こうと協きよう調ちようを取るため、という回答なら不要だ。それならそれで、参謀殿には打つべき手が幾らでもある。……例えば、老人達を説得して転送システムに都合の良いプロテクトを施ほどこした後、我わが軍に密ひそかに真実を知らせて地下施設を攻こう撃げきさせる。転送システムが首尾良く我が軍の手に落ちた時点で、転送システムの起動キーを盾たてに私と交渉を行う。これならば、参謀殿は危険な橋を渡る必要もなかったはずだ」

「あの町の方々を救出する必要がなければ、そういった手段を用いることも可能だったのですがね」真昼は肩をすくめ「残念ながら、彼らを救うためにはロンドンとシンガポール、双方を手玉に取るしかなかった。僕も、こんな綱つな渡わたりの作戦は初めてでしたよ」

「理由を聞かせて頂く」フェイは銃じゆうを構える手に力を込め「彼らを救出することで、賢けん人じん会かい議ぎにどんな得がある。彼らは魔ま法ほう士しではない。今回の参さん謀ぼう殿の作戦は、賢人会議のイデオロギーに反するのではないか？」

「閣下は思い違いをしておられます。今回の行動、老人達の救出は賢人会議の理念とも目的とも対立しません」

　そう言って、真ま昼ひるは息を吐く。

　思いがけなく真しん摯しなまなざしでこっちを見つめ、静かな声で、

「賢人会議は『魔法士の味方』であって、『通常人の敵』ではないのですから」

「どういうことだ？」フェイは自分が怪け訝げんな表情を浮かべていることに驚おどろき「現在の地球において、シティの市民はもちろん、シティの外に住む人々もそのほとんどはマザーシステムが生み出すエネルギーに依存して暮らしている。それを否定するということはＩ－ブレインを持たない者の生存権を否定するということ。『魔法士の味方』と『通常人の敵』は、同義ではないのか」

「シティ外の町に住む人々が必要とするエネルギーは、そこまで大きなものではありません。マザーシステムなどというものを用いなくても、一定数の魔法士が集まれば自然な形で供給可能です。……幸い、と言うべきか、そういった町に住む人の中にはマザーシステムの正体を知り、シティに住むことを拒否して今の暮らしを選んだ方も少なからずいる。賢人会議は、そういった方々とも手を組んでいくべきだと、僕は考えています」

　真昼はどこまでも穏おだやかな口く調ちようで、

「賢人会議が目指すのは、全すべてのシティに与くみしない人々、マザーシステムを良しとしない人々の代表です。……今は理念の分かりやすさを優ゆう先せんして魔法士のための組そ織しきという形を取っていますが、『魔法士と人間』という線せん引びきはどこかのタイミングで『シティを認める人と認めない人』という新しい形に書き換えていかなければならない。そのために、今回の事件は良いきっかけになるでしょう」

「何を、考えている……？」

　呟つぶやく声に、とうとう困こん惑わくが混ざる。

　フェイは何とか青年の真意を探ろうとその目をじっと見つめ、とうとうあきらめて息を吐き、

「参謀殿、いや、天あま樹ぎ真昼。君の狙ねらいは何だ。君はあの組織を、賢人会議をどこに連れて行こうというのか」

「……少なくとも、当面の目的は閣下もご存じの通りです」

　笑いを含んだ声。

　今や手が届く距きよ離りまで近づいた青年は、フェイが突き出したままの銃口を見下ろし、

「賢人会議は魔法士の解放を謳うたう組織としてシティと戦う。活動が拡大するにつれて組織は規き模ぼを増し、シティに反対する世界中の魔ま法ほう士しが賢けん人じん会かい議ぎのもとに集つどうことになります。シンガポールを初めとして同盟関係のシティが幾つか生まれるでしょうが、すぐにその体制には無理が生じる。……賢人会議が提供するのが軍事力である以上、シティとの同盟を維持するには、戦うべき『同盟関係にない』シティが必要ですからね。賢人会議の力が強大なものとなれば全すべてのシティが同盟関係を望むようになり、システムは必ず破は綻たんする。その時点で──」

　滑なめらかな動作で、真ま昼ひるが手を伸ばす。

　突きつけられたままの銃じゆうに手を添え、銃口を自分の胸に押し当てて、

「その時点で、賢人会議は方針を転換。これまでシティに突きつけてきたあらゆる要求の代だい償しようとして、軍事力ではなく平和的な力──魔法士が生み出すエネルギー、労働力、Ｉ－ブレインによる計算資源、そういった物を提供する組そ織しきへと変革します」

「な……」

　銃口が、自然と下を向く。

　フェイは混乱しきった頭で青年の言葉を反はん芻すうし、

「待て、真昼」ともかく名を呼び、息を吐いて「最終的に全てのシティと協力することが目的？　ならばなぜ、賢人会議はテロリストとしてシティと戦わなければならない。『魔法士の力を結集してシティと協力する』という目的のもと、初めから平和的な手段を用いていれば」

　言いかけた言葉が、止まる。

　そうか、という呟つぶやきが零こぼれる。

「そうなれば、『賢人会議』など初めから誰だれも相手にしなかったでしょう」どこか悲しそうな、真昼の声。「それではダメなんですよ。最初に穏おん便びんな要求を出してしまえば、世界は僕達をとるに足らない相手と判断し、可能な限り搾さく取しゆすることを考える。圧倒的な軍事力を盾たてにまず明らかに実現不可能な要求を突きつけ、後に『譲じよう歩ほ』という形で要求を緩かん和わしていく──そういう手順でなければ、賢人会議の目的は到とう底てい達成されないのです」

「それで……あの少女なのか」フェイは賢人会議の代表、黒髪の少女の顔を思い出し「賢人会議の最終的な目的がシティに対する譲歩である以上、安易に譲歩を考える者が代表であっては世界を騙だましきることは出来ない。魔法士のためならどんな罪を犯すことも厭いとわない……賢人会議という組織の代表は、そういう者でなければならない、と──」

「もちろん、あの子には成長してもらいます」真昼は笑え顔がおでうなずき「最終的に賢人会議が平和的な組織へと転換する時、あのままの考えでは問もん題だいがありますから。魔法士を救うという理想を掲かかげながら同時にこの世界の現実を見る……そういう子になってくれれば良いと、思っています」

「そう、なのか？」フェイは青年の顔をまじまじと見つめ「意外だな。君ならば、その段階であの少女を使い捨てることを考えそうなものだが」

「古い友人の娘です。『幸せに暮らして欲しい』というのが故人の遺ゆい言ごんですし、僕の望みでもあります」真ま昼ひるはどこか遠い目をし「使い捨てになんてしません。あの子には、世界を救った英雄になってもらいます」

　そうか、とフェイはうなずく。

　数秒、無言で青年の顔を見つめて、

「知っているとは思うが、私は魔ま法ほう士しという連中を嫌っている」

「もちろん、知っています」

「出来るなら、魔法士には一人ひとり残らず消えて欲しい、この世から滅んで欲しいと思っている」

「構いません」真昼はうなずき「そういう人こそが、賢けん人じん会かい議ぎの協力者にはふさわしい。閣下が納得することなら、世界中の誰だれもが納得する可能性があるということですから」

　そう言った青年が、ふと怪け訝げんな顔をする。何事かとその視し線せんを辿たどり、振り返ってフェイは眉まゆをひそめる。

　部へ屋やの入り口、薄うす闇やみの中に佇たたずむ人ひと影かげが三つ。

　いずれもシンガポール自治軍の制服の上から外がい套とうを羽は織おり、フードで顔を隠している。

「何事か」

　とっさに誰何すいかの声を上げるフェイに、三つの人影の一人が外套を払う。

　腰の鞘さやから白はく銀ぎん色いろの騎き士し剣けんを引き抜き、目の前にゆらりと構える。

「同盟反対派の手の者か」銃じゆうをスーツの裏に収めて人影に向かって歩を進め「全権大使、フェイ・ウィリアムズ・ウォンだ。貴官らの行動命令は出ていない。すぐにこの場から立ち去れ」

「お断りいたします、フェイ議ぎ員いん」フードの奥から、低い声で答える騎士「私に対する命令は本国の議員より下されたもの。フェイ議員の命令といえども、従う義務はございません」

　そう言って騎士が上げる幾つかの議員の名は、どれもシンガポール自治政府においてフェイより強い権力を有するもの。

　なるほど、と息を吐くフェイの前で、騎士の背後、右手の魔法士の周囲に無数の空気結晶の弾丸が出現する。

「閣下、僕は退散させて頂きます」と、あくまでも落ち着き払った真昼の声「後の処理はお願ねがいします。では……」

「いや、それには及ばない」

　そんな青年を振り返り、フェイは静かに告げる。

　おそらくは脱出のために何らかの準備があったのだろう。携けい帯たい端末を取り出す姿勢で「え？」と動きを止める青年に背を向け、フェイは三人の魔法士に向き直る。

「一つ確かく認にんするが……貴官ら、今の話は」

「聞いておりました」先頭の騎士がうなずき「ですが、我われ々われに下された命は賢人会議の抹まつ殺さつと今回の作戦の妨ぼう害がいです。どうか、邪じや魔まだてなされませんよう」

「彼の……参さん謀ぼう殿の話に、何らかの感銘は？」

「ございません」騎き士しは首を振り「有あり体ていに申せば夢物語と言いますか……実現することなど有り得ない話です」

　後ろの二人ふたりの魔ま法ほう士しも同意見であるらしく、フードの奥でかすかにうなずく。

「そうか」フェイは息を吐き「ならば、是ぜ非ひもない」

（──加速）

　言い終わると同時に、右腕に走る鈍にぶい衝しよう撃げき。

　地を蹴けった体が数メートルの距きよ離りを瞬しゆん時じに駆かけ抜け、騎士の目の前、手しゆ刀とうの形に右手を突き出した格好で静止する。

「……え……？」

　フードの奥にのぞくまだ若い騎士の顔が、驚きよう愕がくに歪ゆがむ。心しん臓ぞうを貫つらぬく位置に突き込まれたこっちの右腕を信じられないとでも言うように見つめ、騎士の体が力なく崩れ落ちる。

　主あるじを失った騎士剣が、甲かん高だかい音を立てて床ゆかに跳はねる。

　胸の穴からずるりと抜け落ちた右腕の指先から、鮮せん血けつがしたたり落ちる。

「天あま樹ぎ真ま昼ひる。契約の証あかしとして、私の秘密を教えよう」青年を振り返ることもなく、フェイは呟つぶやく。「大戦中の話だ。シティ・オスロ崩ほう壊かいを生き延びた私は、調ちよう査さに訪れたシンガポール自治軍の兵士に救出され、一命を取とり留とめた」

　床から突き出たチタン合金の腕が、真しん紅くに染まった右腕を掴つかむ。ただの人間の体なら容た易やすく握りつぶしてしまうだろうその金属の腕を、フェイは力任せに振りほどく。

　握あく力りよくに潰つぶされたスーツの袖そでと表面の皮ひ膚ふが、ちぎれる。

　その下に隠されたフェイの本当の肌──滑なめらかな白はく銀ぎん色いろの金属装甲が、薄うす明あかりの中に照らし出される。

「全身に重傷を負った私は、クローン臓ぞう器きを利用して体の大半のパーツを入れ替えなければ助からない状態だった。が、残念ながら私は生まれつきの遺い伝でん子し障害によって、体細胞からの臓器の培ばい養ようを受け付けない体だった。古典的な代だい替たい臓器の移植では到とう底てい足りない。私は、死を待つばかりの状態だった」

　白銀色の右腕が瞬時に形を変え、長さ数十センチの銃じゆうを形作る。四方から襲おそい来る金属の腕と氷の弾丸の攻こう撃げきを片手で払い、踏み込むと同時に人形使いらしき魔法士の胸に銃口を押し当てる。

　衝しよう撃げき音おんと共ともに飛び散る鮮せん血けつ。

　倒れ伏す人形使いの後方、最後に残った炎使いが一歩後ずさる。

「シンガポールの研究者達が選んだ手段は、私の本来の体を全すべて破棄して脳だけを機き械かいの体に移し替えることだった。実じつ験けん機きとして生み出された新たな体には現在ではもはや再現不可能な『論ろん理り回路による空間圧あつ縮しゆく』の技術が応用され、私の肉体には通常の人間を遥はるかに上回る運動機構とあらゆるセンサーを誤ご魔ま化かして通常の肉体に見せかけるための偽ぎ装そう、自在に体型や顔を変化させるための細かなモジュール群、それに、『魔ま法ほう士しを暗殺する』ための考え得る限りの兵器が内蔵された」

　右腕がさらに形状を変え、一メートル近い長さの小型の荷か電でん粒子砲を形成する。単純な体たい積せきを考えれば自分の体に収まるはずのないその巨大な武器を炎使いに向けて構え、ためらいなく引き金を引く。放たれた光の槍やりはとっさに展開された氷の盾たてを貫かん通つうし、炎使いの右胸を正せい確かくに射い貫ぬく。

　闇やみの中に再び落ちる、静せい寂じやく。

　フェイは右腕を本来の『腕』の形に戻し、青年を振り返る。

「さて、これで本当に、私と君は共犯者だ」偽ぎ装そうの皮ひ膚ふで瞬しゆん時じに覆おおわれる白はく銀ぎん色いろの右手を差し出し「どれほどの付き合いになるかは不明だが、よろしく頼む」
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　え、と真ま昼ひるが目を丸くする。

　青年はこっちの顔をじっと見つめ、差し出された手を取って、

「感かん謝しやします。フェイ・ウィリアムズ・ウォン」

「礼には及ばない。私自身の意志だ」

　答えて、フェイは息を吐く。

　……数秒。

　フェイは青年から手を放し、うなずいて、

「君の夢、しばし、私も共ともに見よう」
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　ウィッテンの遺い灰はいが収められた木箱に、最後の土がかけられた。

　サクラはその上に庭園から集めた花を置き、目を閉じた。

　まぶたに映る闇やみの中に、遠い日の青年の姿を捜し求める。優やさしい声、寂さびしそうな顔、繋つないで歩いた手のぬくもり──そんな小さな欠片かけらを、一つ一つ拾い集める。

「……さて、ほんなら、そろそろ行くか」

　イルの声。

　目を開けて振り返り、同じように黙もく祷とうを捧ささげていた四人の魔ま法ほう士しに順に顔を向けて、

「そうだな」呟つぶやき、一礼して「感かん謝しやする。……父とう様のために祈ってくれたこと、覚えておく」

「え？　い、良いよそんなの！」錬れんが慌あわてた声を上げて他ほかの三人を見回し「けど、下に戻ったら大変だね。真ま昼ひる兄にいがまた何かやったみたいだし」

「その点についても、私から謝罪する」サクラは再び頭を下げ「帰ったらどういうつもりなのか聞き出して、必ず反省させておく。必ずだ」

　語気を強めてそう言うと、ディーが困った顔で視し線せんを逸そらす。その目が『また誤ご魔ま化かされるんじゃないかなあ』と言っているようで、サクラは思わずため息を吐つく。

「ま、あの兄ちゃんのやることやからな。こんなもんやろ」イルが何かを悟った顔で呟き、ふと眉み間けんにしわを寄せて「分かってると思うけど、ここを出て解散したら協力はお終しまい。全員、また元通りの立場、いうことええな？」

　うなずく錬とディーの間で、フィアが少しだけ寂しそうな顔をする。そんな少女に声を掛けるべきかと考えて、諦あきらめて「当然だ」と胸を張る。

　庭園に下りる、静せい寂じやく、

　誰だれからともなく顔を上げ、夜明けの薄うす明あかりの中に佇たたずむ屋や敷しきを見上げる。

　アリスとウィッテン、二人ふたりが過ごした部へ屋やの辺あたりを見上げて一つうなずき、振り返ってレンガ色の道を歩き出す。他の四人もすぐに隣となりに並び、銀杏いちよう並木の道を抜けていく。

　転送システムの起動まで、もう少し。

　それまでに庭園の上、あの空が見えるドームに戻っていなければならない。

　帰き還かん後の混乱を避けるために、転送システムの出口は一時的に北ほつ極きよく点てんを遠く離はなれた海の上に設定されている。そこではHunterPigeonが待たい機きしていて、五人をそれぞれ適当な場所まで待たい避ひさせる手はずになっている。

　数分でエレベータの前にたどり着き、扉とびらをくぐる。振り返った先、緑の庭園のずっと遠くに、三角屋根の屋敷が小さく見える。

　静かに閉ざされていく、エレベータの扉とびら。

　……さよなら、父とう様……

　サクラは胸の前で両手を組み、最後にもう一度だけ、目を閉じた。

　……今度こそ、安らかな眠りを……
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　巨大な情報制せい御ぎよの存在を現す警けい告こくが、司令室のディスプレイを埋め尽くした。

　朝、六時。突然のことにタッチパネルを叩たたいた当直の士官は、前ぜん線ぜんの兵士達から飛び込んでくる無数の通信に危あやうくコーヒーを噴ふき出しそうになった。

　慌あわてて立体映像ディスプレイを起動し、氷原の様よう子すを映し出して目を丸くする。戦場の中心、問もん題だいの地下施設が隠れているポイントに人ひと影かげらしきものを認め、慌てて画像を拡大する。

　今度こそ、息を呑のむ。

　氷原のただ中に開いた四角い扉。そこから次々に出てくる防寒着姿の老人達を、士官は信じられない思いで見つめる。慌てて上官に報告を送ろうとし、士官はタッチパネルに伸ばした手を止める。

　老人達の集団の最前列、佇たたずむ三つの人影。

　端末のサポートプログラムが画像を解析し、三人が地下に捕らわれていたはずのロンドン自治軍と賢けん人じん会かい議ぎの魔ま法ほう士し、間違いなくその当人であることを確かく認にんする。

　老人達が氷原に開いた穴を取り囲み、全員で手分けして何かを引っ張り出す。三人の魔法士が手分けして、それを頭上に高々と掲かかげる。

　数十メートル四方の巨大な白い布が、吹雪ふぶきの中に揺れる。

　──戦場の中心に掲げられた、白旗。

　それが、北ほつ極きよくにおける一連の事件の終結を知らせる、合図だった。






　　　幕間　遺言　～cryptogram～







「──だから、なぜあの情報を世界に流してしまったのかと訊きいている！」

　相も変わらぬサクラの怒ど声せいが、執務室の机に響ひびいた。

　アフリカ海中央、賢けん人じん会かい議ぎの本部が隠された島。顔を真まっ赤かにして詰め寄る少女を「まあまあ」と両手で制し、真ま昼ひるは普ふ段だん通りの柔にゆう和わな笑え顔がおを作って見せた。

「だから、さっきから説明してるでしょ？　シンガポールとの同盟のためにはあのタイミングで発表するのがベストで、結果的にも上う手まく行ったって」

「その話は聞いた！」サクラは机をばんばんと叩たたき「だが、それならそうと説明があってしかるべきではなかったのか？　私だけではない。彼らには協力してもらったというのに、最後の最後であんな騙だまし討うちのような真ま似ねを……！」

「でも、あそこでみんなを説得してる余裕はなかったよね？　転送システムの起動までは時間がなかったし、下へ手たにサクラ達が帰ってきて落ち着いた後だと、もっと面めん倒どうなことになったかも知れないし」

「そ、それは……」

　ぐ、と言葉に詰まる少女を眺めながら、ここ数日のことを思い出す。

　北ほつ極きよく衛えい星せいを中心に巻き起こった一連の事件とその結末。

　転送システムによって地上に戻ったサクラとディーに、地下の町から『解放された』セラ。三人と合流した後の細々とした出来事を、記き憶おくから掘り起こす。

　……何か、いろいろあったな……

　地下の町を占せん拠きよしていたテロリストの突然の降伏によって、北極における一連の事件はわずか一日で終結した。地下に捕らわれていた魔ま法ほう士し──セラ、ファンメイ、エドの証言によって老人達が世界再生機き構こうを名乗るテロリストの一味ではなく『脅きよう迫はくを受けてテロリストを演じていただけ』だということが明らかになり、老人達は危あやういところで軍の取とり調しらべを免まぬかれた。

　黒くろ沢さわ祐ゆう一いち、千里眼クレアヴオイアンスNo.7、ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ──世界再生機構のメンバーとされている三人の魔法士は、表向き行方ゆくえ不明。

「降伏の直前に地下の町を脱出した」ということになっている彼らは今いま頃ごろ、難なんを逃れてずっと南、シティ・ニューデリーの近くの町に隠れているはずだ。

　転送システムが隠された地下の町はロンドン自治軍の手に渡り、老人達はロンドンで暮らすことになった。フェイ大使に聞いたところではシンガポール本国で討議が行われた結果、地下施設の存在する場所がそもそもロンドンの勢力圏内であること、三百人もの老人の受け入れがシティの負担になることの二点から、転送システムに関しては全すべてロンドンに押しつけるということで意見がまとまったらしい。とはいえ、セラが軌道キーの一人ひとりとして登とう録ろくされたのは嬉うれしい誤算。おかげで、賢けん人じん会かい議ぎがロンドンの関係者と直接接触する良い口実が出来た。

　そのフェイ大使も、今は自治軍と共ともに帰き還かんを果たしてすでにシンガポールの自宅。

　今いま頃ごろは、賢人会議との同盟に向けて、新たな準備を進めているはずだ。

　……期待しても、大丈夫だよね……

　サクラ達の帰還の翌日、改めて行われたフェイ大使との会かい談だんは、初めの物とはうって変わって順じゆん調ちように進んだ。シンガポール側に歩み寄れる要素がないかもう一度本国に帰って検討したい、というフェイの言葉に、サクラはただただ目を白黒させていた。

『ではな、参さん謀ぼう殿。次はシンガポールで待っている』

　最後にそう告げた大使の言葉を思い出す。

　賢人会議が初めて得た『シティ側の』協力者。先のことは分からないが、当面、彼とは良い関係が築きずけそうだった。

「とにかく、こんなことはこれで最後にしてもらいたい！」

　ぼんやりと回想にふける真ま昼ひるに処置なしと判断したのか、サクラが一方的に話を打ち切る。

　乱らん暴ぼうな足取りで歩き出し、部へ屋やの出口で立ち止まって、

「なあ……真昼」背を向けたまま、小さな声で「魔ま法ほう士しは……その、人間だと……」

「ん？　何か言った？」

　いまいち良く聞こえなかったので、問い返す。

「な、何でもない！」少女はなぜか真まっ赤かな顔で振り返り「とにかく、私は貴方あなたの仲間なのだ！　それを忘れないでもらいたい！」

　そんな言葉を残して立ち去るサクラの姿に、真昼は首を傾かしげる。

「ま、いっか」小さく呟つぶやき、机のタッチパネルを叩たたいて「さて、問もん題だいはこれだね」

　サクラとディーが衛えい星せいで入手した幾つかのデータを、立体映像ディスプレイに展開する。圧あつ縮しゆくファイルとして保存されている最初の二つは、ウィッテンが残したという南なん極きよく衛星の転送システムの鍵かぎと、魔法士の遺い伝でん子しにかけられたプロテクトを解除するためのプログラム。結局、衛星内の五人でそれぞれコピーを持つということに決めたらしい二つのデータは、どちらも賢人会議の今後の動きを決める上で重要な要素だ。

　が、その二つのことは、今はどうでもいい。

　真昼が気にしているのは三つ目、通信回かい線せんを介して自分の端末に保存した、ウィッテンが書き残したという一連の記録だった。

　西せい暦れき二一七七年に始まり、魔法士誕たん生じようの秘密を記した記録。

　そのファイルデータをじっと見つめ、真昼は息を吐き、

「ファイルの大きさが……ちょっとおかしいんだよね、これ」

　ディスプレイの前で一人ひとり呟つぶやき、コーヒーカップを取り上げて口を付ける。この島に帰ってきてからずっと気になっている疑問。ウィッテンが残したというその記き録ろくファイルの大きさは、どういうわけか、実際の文面の文字数から算出される『適切なファイルサイズ』よりも明らかに一回り大きい。

　無言でディスプレイを見上げることしばし。

　一つうなずき、タッチパネルに手を伸ばす。

　……試してみるか……

　端末から幾つかのプログラムを呼び出し、ウィッテンの記録を処理にかける。どれもこれも真ま昼ひるお手製の、暗号解読ツール。複数のプログラムはそれぞれに与えられたルールに従って〇と一の羅ら列れつにまで分解したデータに変換を行い、『意味があるかも知れない』文字列を拾い上げていく。

　そのまま待つこと十数分。

　プログラムの一つが、適当な数列に基づいてテキストデータを抽ちゆう出しゆつし直した結果をディスプレイに映し出す。

　──８ａβ15ｎι７ｇδ２ｋγ──

　数字、アルファベットの小文字、ギリシア文字、の順に整せい然ぜんと並んだ文字列。数字は一から十六までで、アルファベットはａから十六番目の文字であるｐまで、ギリシア文字は同じくαから十六番目のοおみくろんまで。

　少し考え、あ、と気付く。

　タッチパネルを操そう作さし、別なディスプレイに三次元将しよう棋ぎのプログラムを立ち上げて、

「将棋の棋き譜ふ、か」

　数字、アルファベット、ギリシア文字は、それぞれゲーム盤ばんの縦たて、横、上下のマスの位置を現わす。本来ならその三つの文字の後に『どの駒こまを動かしたか』を現すアルファベットの大文字が入るはずなのだが、暗号の難なん易い度どを上げるためにわざと抜いてあるのだろう。

　傍かたわらのゲーム盤と文字列を、何度も見比べる。

『動かした駒の種類』が隠された棋譜から与えられたマス目の位置だけを頼りにゲームの展開を想像し、すぐに「あ」と声上げ、

「これ……僕とウィッテンの棋譜だ」

　古い記き憶おくを掘り返し、その試合を行った日付をどうにか思い出す。暗号解析ツールに日付をキーワードとして与え、もう一度処理を実行する。が、結果は外はずれ。違う。日付ではない。ではいったい何が……

「──対戦成せい績せき」

　自分で呟つぶやいた言葉に自分で驚おどろく。目を閉じて深呼吸し、もう一度記憶を紐ひも解とく。落ち着け。あれはウィッテンの研究室に通うようになってかなり経たった頃ころ、確たしか一度日本に引っ越して、またフリードリッヒ・ガウス記念研究所に戻った後のはずだ。ウィッテンがさっぱり勝てないとぼやいていたから覚えている。あの日の、あの試合で対戦成せい績せきは──

「五一二勝、一三七敗」

　タッチパネルに数値を打ち込み、再度解析ツールを起動する。

　瞬しゆん間かん。

『──真ま昼ひるへ』

　突然、ディスプレイに浮かび上がるそんな文字。

　驚おどろいて息を呑のむ真昼を前に、解析ツールは次々に言葉を吐き出していく。

『いきなりこんな物を見つけて、驚いていると思う。と言うより、普通は暗号文の書き出しに「真昼へ」なんて個人の名前は書かないんじゃないかと呆あきれているかも知れない。だけど、心配はご無用。この記き録ろくにはあと六つほど似たような暗号が仕込んであって、それぞれ僕が決めた特定の人でないと絶対に解読できないようになっている。──だから、この方法で暗号を解読したのならディスプレイの向こうにいる君は天あま樹ぎ真昼。それで、間違いないはずだ』

　映し出される言葉に思わずうなずく。自分用の執務室を見回して誰だれもいないのを確かく認にんし、タッチパネルの操そう作さで部へ屋やの扉とびらと窓を閉ざしてロックを掛ける。

　ライトの薄うす闇やみの中に浮かび上がる、小さなディスプレイ。

　それが、ウィッテンの言葉を紡つむいでいく。

『この手紙を読んでいる以上、君はもう僕の残した記録に目を通したはずだ。魔ま法ほう士し誕たん生じようの秘密と、僕が過ごした日々の記録。たぶん、さすがの君も驚いたんじゃないかと思う』

　懐なつかしい口く調ちようで綴つづられる手紙に、目を細める。

　が、胸に浮かんだ追つい憶おくは、すぐに驚きよう愕がくに取って代わる。

『だけど、実は、あの記録には一つだけ、どうしても書けなかったことがある』

　……何……？

　思わず、机に身を乗り出す。

『僕の最後の研究。その一部始終を、ここに残しておく』

　ディスプレイに浮かぶ文字を、食い入るように見つめる。

『これを残して良いものかどうか、最後まで迷った。この研究結果は誰にも知られることなく墓はかまで持って行くべきものじゃないかと、実をいうと僕は今でも迷っている。だけど、せっかく見つけたこの成果を全すべて葬ほうむり去ってしまうのは忍びない。……この研究をそのまま利用するのは無理でも、誰かが画期的な応用を見つけてくれるかもしれないと、そう言いい訳わけして、僕はこれを信用できる一部の友人にだけ残すことにする』

　目の前に映し出される、一文。

　衝しよう撃げきが、頭を貫つらぬいた。

『──僕は、世界を覆おおう雲を除去する方法を、見つけた』
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　ディスプレイの向こうに映るファンメイが、はしゃいだ声を上げた。

　セラはそうなんですか、とうなずき、黒髪の少女を見つめた。

「それじゃあ、フィアさんはしばらくロンドンに残るんですね？」

『そーなの！　とりあえず、天あま樹ぎ錬れんと先生と一いつ緒しよにこれからの方針考えるんだって！』

　ファンメイは嬉うれしそうにうんうんうなずき、元通りになった右腕で、ん、と伸びをする。研究員の人達に治してもらったという右腕はどうやら問もん題だいないようで、元気な様よう子すにほっとする。

「良かったです。しばらくは、いっぱいお話出来ますね」

『うん！』ファンメイは笑い、ふと顔をしかめて『ま、天樹錬の方はどうでも良いんだけど、でも、あいつが来るとエドが喜ぶし……』

　むむむ、といきなり難むずかしい顔をする少女に、セラは思わず苦笑する。自室のベッドの上でごろりと寝返りを打ち、立体映像ディスプレイを指で弾はじいて目の前に運んで、

「でも、とりあえずみんな無事で良かったです。ディー君もサクラさんも帰って来れたし、お爺じいちゃん達も助かったし」そこで言葉を切り、ふと首を傾かしげ「えっと……それで、お爺ちゃん達元気ですか？　しばらくは軍の施設で暮らすって聞いたですけど」

『うん、住むところが決まるまでは先生のつてでちょっと居い候そうろう。挨あい拶さつに行ったけど、みんなすっごい元気だった』答えてファンメイは何だか難しい顔をし『だけど、変なの』

「変って、何がですか？」

『んーとね』問い返すセラの前でファンメイは視し線せんを上に向け『何でか分かんないんだけど、お爺ちゃん達もお婆ばあちゃん達も、みんなわたしの顔見てお礼言うの。怪け我が治してあげたあのお爺ちゃん達だけじゃなくて、全然お話とかしなかった人もみんな』

「え……それは」セラは少女の言葉に首を傾げ「ファンメイさんのおかげで助かったー、とかファンメイさんに元気もらったー、とかそういう意味なんじゃないですか？　やっぱり」

『そうかなぁ……フィアちゃんも同じ事言ってたけど、わたし、別に何もしてないし』

　むむむむーっ、と今度は視線をうつむかせるファンメイ。

　と思ったらいきなり顔を上げ、『そうだ』とディスプレイの向こうで身を乗り出して、

『ねえ、セラちゃんはもう見た？　みんなが衛えい星せいで見つけたっていう昔の記き録ろく』

「え？　あ、はい」セラはうなずき「時間がなかったんでディー君にまとめてもらって。……えっと、魔ま法ほう士しがもともと普通に生まれるものだったとか、そういうのも……」

『そっか……』ファンメイは何だか神妙な顔で『セラちゃん、大丈夫？』

「大丈夫です」自然に答えが出る。「ほんとに。自分でも不ふ思し議ぎなんですけど、そういうことがあったのか、って何だかすごく落ち着いた気持ちで」

　それでも話を聞いたその日はさすがによく眠れなかったが、翌日には何ともなくなってしまっていた。自分も、少しは成長しているということなのだろうか。

「ファンメイさんはどうでしたか？　……えっと、何だか大変なことが書いてあったって、ディー君にちょっとだけ聞いたですけど」

『うん……そう』ファンメイはちょっと目を細め、照れたみたいに笑って『ちょっと、わたしが生まれたときのこととか。いっぱい泣いたから、フィアちゃんには迷めい惑わくかけちゃった』

　椅い子すの上で大きく伸びをする少女。

　あーあ、とため息を吐き、机に両手で頬ほお杖づえをついて、

『やっぱりダメ。フィアちゃんには敵かなわないな』

　え？　と首を傾かしげるセラ。

　何のことかと視し線せんで問うと、ファンメイはもう一度息を吐き、

『フィアちゃんがどんどん美人でかっこよくなっていくからちょっと焦あせって、わたしも何かしなきゃー、っていろいろ考えたの』そう言って、はにかんだような笑えみを浮かべ『でもダメ。わたしに出来ることは、とかわたしの力の使い道は、とかそんな難むずかしいことわたしにはまだ無理。自分のことで精一杯だから』

　だからフィアちゃんには勝てないの──そう笑う少女の顔を、セラはまじまじと見つめる。

「えぇっと……ファンメイさん、思うんですけど……」

『あーっ！』こちらの声が小さかったのか、少女は気付かぬ様よう子すで声を上げ『大変！　あんまり長い時間話するなって先生に言われてるのに！』

「え？　……ほ、ほんとです！」

　ディスプレイの隅すみの時計とけいを見て驚おどろく。この通信回線は『転送システムに関かかわる調ちよう整せいのため』という名目で真ま昼ひるに用意してもらった物だが、賢けん人じん会かい議ぎの本拠地の場所を特定されないように通信時間を区切るよう言いつけられている。もちろん回線に偽ぎ装そうは施ほどこされているし、通信の呼び出しもこちらからしか出来ないように設定されているが、危険は避けるに越したことは無い。

『それじゃね、セラちゃん。お互い頑がん張ばろうね』

「は、はい！　みなさんによろしくです」

　おー、と元気よく拳こぶしを突き上げる少女に、ぺこっと頭を下げる。ディスプレイが消えた空間をぼんやりと見つめ、息を吐く。

　自然と、口元に笑みが浮かぶ。

　長い黒髪を三みつ編あみに結ゆわえた、元気な少女の顔を思い出す。

　……不ふ思し議ぎな人です……

　あの人はきっと、自分が地下で出会った光使いの女の子にどれほど影えい響きようを与えたかなんて少しも気付いていないだろう。「自分のことで精一杯」と言いながら他人のために一いつ生しよう懸けん命めいになるその姿が老人達の心を動かしたのだと、思いつきもしないだろう。

　それも面おも白しろいかな、と思う。

　きっとあの人はこれからも迷って、自分には何が出来るんだろうと悩んで。

　そうやって迷いながら生きていくその姿で、自分では少しも気付かないうちにたくさんの人を勇気づけていくのだろう。

　……わたしも、しっかりしないと、です。

　ファンメイだけに限った話ではない。フィアももちろんそうだし、サクラも、クレアもそう。自分が出会うお姉ねえさんは誰だれも彼もすごい人達ばっかりで、その度たびにセラは、自分がまだまだ子供なのだと思い知らされる。

　だけど、それでも頑がん張ばらなきゃと思う。

　地下の町での出来事、その一つ一つを、しっかりと思い出す。

　……ディー君と、わたしの居場所……

　考えなきゃ、と思うけれど、自信はない。自分にはまだ分からないことが多すぎて、具体的に何をすればいいのかなんて見当も付かない。

　だけど、それでも。

　……頑張ろう、か……

　ベッドの上で一人ひとり、おー、と拳こぶしを突き上げてみた。

　何だか少しだけ、お腹なかの奥から元気が湧わいてきた気がした。
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　──沈ちん黙もくが頭上にのし掛かってくるのを、真ま昼ひるは感じた。

　扉とびらと窓を閉め切った執務室の奥、スチール机の前で、真昼は天てん井じようの闇やみを呆ぼう然ぜんと見上げた。

　机の上には立体映像ディスプレイが浮かび、幾つもの複雑な数式を映し出している。『アルフレッド・ウィッテン』の署名が刻まれたそのデータに、真昼は一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを向ける。

　手探りに机の隅すみのタッチパネルを操そう作さし、ディスプレイを消去する。

　端末からデータディスクを抜き取り、机の隠し引き出しに押し込んで鍵かぎを掛ける。

　……こんな、ことが……

　机に顔を伏せ自分でも理解出来ない呻うめきを漏らす。強く目を閉じて、深呼吸を繰くり返す。

　ウィッテンが残した最後の研究、『雲を除去する方法』。

　それが、頭から離はなれない。

　……なんて、結けつ論ろんだ……

　データに残された証明は完かん璧ぺきだ。確たしかにそれなら、世界を覆おおう雲を残らず取り除くことは可能だろう。世界は青空を取り戻し、太陽光プラントも息を吹き返す。

　輝かがやかしい地球の未来。

　だが、だがそれは──

「……ウィッテン」

　タッチパネルに手を伸ばし、端末を操そう作さする。記き憶おく領域から一枚の写真を呼び出し、目の前に表示する。

　八歳の頃ころにガウス研究所で撮とった写真。幼い日の自分と並んで映るウィッテンの姿。

　──真ま昼ひるは息を吐いた。

　ディスプレイの向こうで笑う青年を見上げ、呟つぶやいた。

「僕に……僕に、どうしろって言うの？」






　　　　あとがき







（注）本ほん編ぺんを最後まで読まれた方はすでにお気づきと思いますが、今回はこれまでのエピソードで恒例だった最後の大立ち回りというか、ぶっちゃけドンパチがほとんどありません。これについては作者もまったく予定外というか本当は最後に派は手でなアクションシーンが入る予定だったのですが、孔こう明めいが三人も四人も集まると戦って勝つの負けるの以前にそもそも戦いが起こりませんでした。ジャーンジャーン、待てこれは孔明の罠わなだ！　いやあびっくり。「孔明って誰だれだ」と思ったあなたは今すぐ横よこ山やま光みつ輝てるの三さん国ごく志しを探しに本屋へＧＯだ！




「新刊が四ヶ月間隔で出る」という普通の作家さんにとってはごく当たり前の事象が二回連続で発生しただけで、激はげしく困こん惑わくしている自分を発見しました（挨あい拶さつ）。

　ともあれ、三枝さえぐさです。ウィザーズ・ブレインⅦ「天の回廊」下巻、ここにお届けします。

　怒ど濤とうのネタバレ完結編ということで、今回はこれまで延々引っ張ってきた様さま々ざまな伏ふく線せんの種たね明あかしオンパレードとなりました。皆様お楽しみ頂けましたでしょうか。「ネタバレも何も寸止めじゃねーか！」「新たに謎なぞが増えたよ！」と怨えん嗟さの声が聞こえてきそうですが、そこはそれ、次回以降のお楽しみということで。まずは表紙の「ア○ス大人おとなバージョン（一応ネタバレ回かい避ひ）」を神棚に飾って、作者と一いつ緒しよに紐ひもなしバンジーで感かん謝しやの心を捧ささげましょう。

　っていうか、今回も純すみさんのイラストは素す晴ばらしいですね。

　作者は脳内物質出過ぎでちょっとヤバイことになってます。本屋でうっかり自分の本を見つけてしまったら、スルー出来る自信がありません。神じん保ぼう町ちようあたりの本屋の文庫コーナーで踊ってる変なおっさんを見かけたら、みんな、見なかったことにして上げてください。




　さて、とうとう十三巻を数えてしまったこのシリーズも残すところエピソード三つとなりました（本当にそんなに続くのか分かりませんが）。無事にラストを迎えられますように、これからも応援頂ければ幸いです。

　ってことで、次も四ヶ月ぐらいで出れば良いな、とかそんな夢見がちな感じで。

　次回の舞ぶ台たいはシティ・シンガポール。自治政府との交渉に臨のぞむ賢けん人じん会かい議ぎと、それを見届けるべく集つどう全すべての主要登場人物達。

　人類と魔ま法ほう士しの運命を懸かけた大舞台で、歴史が一つの転換点を迎えます。




　四月某ぼう日じつ、自宅にて。「時を刻む唄うた」を聴ききながら。


三枝さえぐさ零れい一いち






　……あ、書き忘れてた。みなさん、電源系ゲームも良いけど、たまには非電源も良いですよ！　アメリカのボードゲームとか、ドイツのボードゲームとか！　電でん撃げきボードゲーム部暫ざん定てい部長として、作者は今日きようも布教活動にいそしんでいます（ちなみに名誉会長は「断○のグ○ム」の作者だ！　勝手に書いて良いのかなこんなこと）。
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫県原産。最近の主な課題はいかにしてダイブキャンセルの精度を上げるか。あと、勢いで個人輸入したＭ・ワレス三部作のルール翻訳が終わらない。っていうかどっちの話題もたぶん読者のほとんどに通じない。慎め。
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純すみ 珪けい一いち

モンハン太刀使い絵師。今回のＢＧＭは

過去編「Tales of Legendia」『コモレビ』

現代編「アインハンダー」『熱園』

上２つとも良ゲーだよ。
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ウィザーズ・ブレインVII




天てんの回かい廊ろう〈下〉








三さえ枝ぐさ零れい一いち
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